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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最終章　棺姫の残影

　AFTERIMAGE OF CHAIKA







　白く凍いてついた森に──火球が炸さく裂れつした。

　炎ほのおの熱よりも爆ばく発はつによる衝しよう撃げきと轟ごう音おんに揺ゆさぶられ、生え並ぶ針葉樹が、梢こずえに積もった雪を振ふり落とす。既すでに、自らの重みで固く締しまっていた凍とう土どの上に改めて落ちた雪が、あちらこちらに小さな山を作った。

　そこに──

「──ッ!?」

「～～～!!」

　幾いくつもの足あし跡あとを刻みつけながら走る──数十人の兵士達。

「吶とつ喊かんッ！」

「おおおおおッ！」

　寒気に挑いどむかの如ごとく、高々と鬨ときの声を上げながら兵士達は駆かけてゆく。

　いや。彼等を単に『兵士』と言い表して良いのかどうかには、実の処ところ、疑問が残る。

　彼等の軍装は、殆ほとんど統一されていないからだ。

　外がい套とうの色こそ、雪景色に溶とけ込みやすい白に揃そろえられてはいるものの、翻ひるがえるその布の下に見える武器や防具は、てんでんばらばら──中には農具を改良したと覚おぼしき粗そ末まつな武器を手にしている者も居る。

　更さらには……外套の頭巾フードの下に見える肌はだや髪かみの色も様々だった。恐おそらくは人種や国こく籍せきもだろう。走り方や武器の握にぎり方一つを見ても、各おの々おのに差が在あるのが窺うかがえる。流りゆう儀ぎや練度にも差があるのだ。ちらほらと女性兵士も混じっている様だった。

『軍』と呼ぶには、少々躊ちゆう躇ちよを覚える様な者達──寄せ集めの集団である事は、一見しても明らかであった。

　逆に言えば、それでも辛かろうじて彼等が兵士だと分かるのは、白い外套の何ど処こかに──場所すら統一されてはいないのだが──同じ紋もん章しようを付けているからだ。刺し繡しゆうではなく、染めたか、あるいは描えがいたかしたもので、とにかく明らかに間に合わせと分かる代しろ物ものではあるが……いずれにせよ、山さん賊ぞくや夜や盗とうの類たぐいが、そんな物をわざわざ身に帯びても、何ら得られるものは無かろう。

　その紋章が、八年も前に滅ほろんだ国のものとなれば尚なお更さら。

　ガズ帝てい国こく。

　かつて、世界の半分を相手に戦ったとも言われる北方の大国だ。膨ぼう大だいな軍事力と最さい先せん端たんとも言うべき魔ま法ほう技術を誇ほこり、三百年以上も続いた戦国時代──常に戦乱の渦か中ちゆうに在り、世界を動かしてきたと言っても過言ではない。

　大戦争の末期、連合王国軍によって、皇こう帝ていアルトゥール・ガズが討うたれてからは、一気に国家としての求心力を失い、瓦が解かいしてしまったが──ガズ帝国が遺のこしたものは数多く、その名は未いまだに隠いん然ぜんたる影えい響きようをフェルビスト大陸全土に及およぼしている。

　連合王国の戦後処理が今一つ滞とどこおり、旧ガズ帝国領の扱あつかいについても、未だに連合王国内で揉もめる事が多く……旧ガズ帝国の民たみの中には、ガズ帝国の復興を願う声も少なくないと言われている。

　という事は、この兵士達は、そんな、ガズ帝国復興を求める声に応こたえて集つどった者達なのか。

　あるいは単にガズ帝国軍の残党なのか。

　対して──

「──んだこらぁ！」

「ざけんじゃね──」

　兵士達の相手は、明らかに無法者の類だった。

　恐らくは山賊だろう。装備に統一感が無いのはお互たがい様だが……基本的に『戦い』ではなく『狩かり』に特化している彼等は、斬きり合いに備えた防具は殆ど付けて居ない。

　代わりに……毛皮を身体からだに巻いて、その上、虚こ仮け威おどしなのか何なのか、獣けものの頭ず蓋がい骨こつを兜かぶとの様に被かぶっている者が何人か見受けられた。

　要するに、あくまで防寒や威い嚇かくに重点を置いた格好をしているのだ。自分達よりも力で劣おとる相手を囲んで、その生命なり財産なりを一方的に奪うばう──だからこその姿だった。

「こん──クソが！」

「なんだこいつら!?」

　山賊達はラーケ語で口くち汚ぎたなく罵ののしりながら、突とつ如じよとして襲おそい掛かかってきた兵士達に抗こうしようと身構える。拙つたないながらも陣じん形けいらしきものをとろうとしているのは──恐らく従軍経験者が含ふくまれている為ためだろう。

　大陸全土を巻き込み、三百年に及んだ大戦争の時代が終わって、僅わずかに八年。

　かつて日常とは戦乱であり、大なり小なり、人々は軍に関かかわって生きてきた。

　職業兵士も大量に居た。

　だが戦争が終わって、各国で財政の立て直しとそれに伴ともなう軍縮が始まり──比ひ較かく的てき技能の低い者や、上層部に縁えん故この無い者から、軍はこれを解かい雇こし始める。結果、食い詰つめた兵士達が、部隊丸ごと、山賊や夜盗に転職するという例も珍めずらしくなかった。身につけた技能は勿もち論ろんだが、基本的な考え方までもが戦争に偏かたよっていた為──農夫や職人といった仕事に馴な染じめない者も、少なからず居たのだ。

　邪魔者テキは殺す。物資は殺して奪う。

　この世は弱肉強食だ。それに従って何が悪い？

　そんな風にしか考えられない者達が。

　だが──規模縮小の方向にある軍では、各地に出しゆつ没ぼつするこの種の無法者達を制圧しきるのは難しく、治安の悪化は、各国の政府が頭を悩なやます問題の一つになっている。

　ともあれ──

「ぅうらあぁあ！」

「があああああ！」

　獣じみた吠ほえ声と共に、鋼はがねと鋼が打ち合う音が針葉樹の森に響ひびく。

　兵士達と山賊の数はほぼ同数。

　だが山賊の側には、やや勢いが足りない。最初に加えられた一撃──攻こう撃げき魔法の一撃で、山賊側が混乱していた処に、ガズ帝国軍を名乗る兵士達が斬り込んだ形である。待ち伏ぶせして襲うのは本来、山賊の側の十お八は番こであるが……逆に言えば、彼等は襲われる事にはまるで慣れていないのだった。

「くそ、逃にげ……」

　山賊の一人がそう叫さけびながら身を翻す。

　その後頭部に固い──長なが靴ぐつの踵かかとが食い込んだのは、次の瞬しゆん間かんだった。

　凍こおり付いた地面を踏ふみしめる為に、鉄てつ鋲びようが打ち込まれた、凶きよう器きにも等しい代物である。

「ぐげっ!?」

　短い悲鳴を漏もらして雪の上に倒たおれる山賊。

　だが、身を翻した瞬間で、踏ん張る事も無く……たまたま枝の上から落ちたばかりで、柔やわらかく積もっていた雪の上に倒れた事が幸いしたらしい。衝撃で悶もん絶ぜつする事も気絶する事も無く、すぐに山賊は起き上がっていた。寒さで痛覚も麻ま痺ひしがちだという事もあるかもしれない。後頭部は血ち塗まみれだが、本人にそれは見えない。

「な……なんだ!?」

　怒いかりの形相で、自分の後頭部に蹴けりを入れた誰だれかを探す。

　だが──相手は既にその山賊に興味も無い、とばかりに、その場から離はなれ、別の山賊に襲い掛かっていた。

「あれは──」

　それは黒衣の若者であった。

　他ほかの兵士と同じく白い外套を着てはいるのだが……疾しつ風ぷうの如く走り、跳はね、間断無く動き回っている為、外套は常に舞まい上がり、その下に着ている黒衣が雪景色の中でやたらに目立っていた。

　しかも防具は殆ど備えておらず、武器は間合いの短い小しよう剣けんが二本。

　統一感の無い兵士達の中に在ってさえ、更に異色──山賊達のそれとも違ちがう装しよう束ぞくは、この乱戦の場に在って、奇き妙みような存在感を放っていた。

　いや。格好だけではない。

　その若者は、他の兵士と明らかに動き方が違う。

　他の兵士とは足並みを揃えて動く事無く、むしろ一人だけ突とつ出しゆつして山賊達に襲い掛かっているのだ。そして出会い頭の一撃を入れれば、その後の相手の状態にかかわらず、その場に留とどまる事無く移動──つまりは一撃離り脱だつの戦法をとっている。

　しかも──

「武器を棄すててその場に膝ひざをつけ！」

　呆ぼう然ぜんと若者を見つめる山賊に、槍やりが二本、突つきつけられたのは次の瞬間だった。

　どうも、若者に襲われて負傷したり、体勢を崩くずした山賊達には、後続の兵士達が押し迫せまって、これを制圧する──これが基本になっている様だった。他にも山賊達は次々と取り押さえられていくのが見えた。

　若者が一人で先走っているのではない。

　先まず一番に斬り込んで、相手をかき乱せるだけかき乱す──陽動目的の遊撃兵として、あの若者は暴れ回っているのだ。

「な……なんだってんだ」

　両手を挙げながらも山賊は呻うめく。

　陽動、遊撃、と言葉にすれば簡単だが、実際に一人でそれをこなすのは難しい。

　多少腕うでに覚えが在ったとしても、数に優まさる相手に囲まれてしまえば、そこで終わりだ。敵が捉とらえきれない程ほどの速度と、先読みの出来ない出で鱈たら目めさで動かねば──あちらへこちらへと常に動き回り続けなければ、早々に包囲されて行き詰づまる。

　常人に可能な事ではなかった。

「…………」

　だが若者は小剣を携たずさえ、外套をはためかせ、変わらぬ身軽さで乱戦模様の現場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡めぐっている。大たい抵ていの相手には二撃を入れる事は無く、斬り結ぶ事も、とどめを刺さす事すら無い。柔らかい雪を踏むのも最小限、針葉樹の幹や枝を蹴り、その反動で跳ね回る事で、その動きは複雑に折れ曲がり、まるで稲いな妻ずまの様だ。

　彼一人に、山賊達数十名が混乱に陥おとしいれられていると言っても過言ではない。

　最初に喰くらった爆熱の攻撃魔法……あの一撃で怯ひるみ混乱している山賊達の真ん中に、他の兵士よりも先に斬り込んで、そのまま現場をひたすら搔かき回している。山賊達は陣形をとって兵士達を迎むかえ撃うつ事すら出来ないまま──左右から若者に斬り付けようとして勢い余り、同士討ちする者まで出る始末だった。

「構うな！」

　山賊の頭目格らしき男が、業ごうを煮にやした声でそう怒ど鳴なる。

「ずらかるぞ！　獲え物ものは棄てろ！」

　山賊達は一仕事終えた後の様で、大なり小なり戦利品を抱かかえていた。これを棄てて身軽になれば、形勢逆転する事は出来ずとも、この場から逃げる事は可能──恐らく頭目格の男はそう考えたのだろう。

　数ではほぼ拮きつ抗こうしているものの、兵士達は二人一組で山賊を取り押さえに掛かっているので、単純計算でも半分は逃げられる筈はずだった。

　だが……

「……畜ちく生しよう！」

　捨て台詞ぜりふと共に荷物を投げ捨て、走り出す山さん賊ぞく達。

　走って走って──雪に足をとられ、あるいは凍とう土どに滑すべって転びつつ、しかし山賊達は必死に逃げていく。急ではないものの、斜しや面めんを上る方向に逃げている為、あまり素す早ばやく動く事は出来ない様だったが……

「……？」

　最さい後こう尾びを走っていた山賊が、ふと眉まゆを顰ひそめて後方を振ふり返った。

　兵士達が追ってこない。

　逃げる者は追わないという事か？

　だが背後の兵士達は、ただ黙だまって見送るだけでなく──手近な針葉樹の幹にしがみついたり、あるいは枝の上に乗っている。

　あの行動に一体何の意味があるのか？

　山賊の脳のう裏りに疑問がかすめる──その瞬間。

「──顕あらわれよ〈煮ザえ・滾ボるイもラのー〉！」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようの声が針葉樹の間に響き渡わたった。

　魔法だ。

　最初に一撃喰くらっている為に、発動する魔法の詳しよう細さいな効果までは分からずとも、それが自分達に向けられた魔ま法ほう攻撃である事は、山賊達にも理解出来た。

「散れえっ!!」

　頭目格の山賊が、恐きよう怖ふと焦しよう燥そうに裏返った声で叫ぶ。

　同じ場所に集団で固まっていては、強力な攻撃魔法の一撃で全ぜん滅めつしてしまう。魔法師ウイザードがどの地点を狙ねらっているのかは分からなかったが、大きく散開すれば全滅は免まぬかれる筈──頭目格の山賊はそう考えたのだ。

　しかし……

「げっ!?」

　兵士達とは反対側──自分達が逃げていた方向から轟ごう々ごうと迫り来る水音に山賊達は愕がく然ぜんと凍り付いた。

　緩ゆるい斜面を──怒ど濤とうが押し寄せてくる。

　比ひ喩ゆではない。文字通りに大量の水が、雪や霜しもを巻き込みながら迫ってくるのだ。

　魔法師が狙ったのは山賊達──ではなかった。

　斜面の上に、大量に降り積もった雪と氷だ。

　それは雪崩なだれとなって、いや、むしろ場違いな波は濤とうとなって、山賊達に襲い掛かる。

「逃げ──」

「ど、何ど処こへ!?」

　彼等はろくに対処する間も無く、それに巻き込まれていた。

　勿論……さすがに溺おぼれる様な水位ではない。

　精々──足首までが水に浸つかる程度だ。だがそれでも押し寄せる大量の水は山賊達の足に絡からみ付き、歩く事を──いや、その場に立っている事すら困難にしていた。転てん倒とうした山賊達はそのまま斜面を流れ落ち、下流で待ち構えていた兵士達に取り押さえられる事になった。

「ち……畜生……」

　起き上がって戦おうにも、転倒して流水に晒さらされた山賊達は、元々気温が低かった事もあり、一気に体温を奪うばわれ、ろくに身動き出来なくなっていた。中には身体からだが冷えすぎて、瀕ひん死しの状態に陥おちいっている者も居る。

　意識のある山賊達は既すでに悟さとっていた。

　兵士達が山賊を追わず、樹きの幹や枝に摑つかまっていたのは、この為ためだったのである。最初から山賊達が逃げる方向を予測した上で──いや、最後のこの一手に最適な方向へ、山賊達が自ら逃げるように、襲しゆう撃げきする方向も計算してあったのだ。

「よし、全員捕ほ縛ばくだ」

　指揮官らしき一人が、他の兵士達にそう指示を出す。

「心臓麻痺を起こしている奴やつも居るかもしれんから、その場合はユーリに診みせろ。姫ひめの御ご命令だ──助かりそうな奴は助けてやれ。身体が冷えて死にそうな奴には、とりあえず気付けの酒を飲ませてやれ。自分で先に飲みきっちまった奴は罰ばつだ、人ひと肌はだで温めろよ？」

　兵士達の間から笑い声が上がる。

　既にまともに戦える、いや、抵てい抗こう出来る山賊は一人も見当たらない。戦せん闘とうは事実上終しゆう了りようしていた。

　そして……

「──概おおむね、片付いた様ですね」

　銀ぎん鈴れいを鳴らすかの様な声が、殺さつ伐ばつとした現場に響ひびいた。

　山賊達を取り押さえ──あるいは介かい抱ほうする兵士達が、一瞬、その手を止める。彼等の視線が集中する先には、木々の間をゆっくりと歩いて近付いてくる二つの人ひと影かげが在あった。

　小こ柄がらな少女と長身の老人だ。

「その様ですな」

　兵士達と同様に白い外がい套とうを羽織ってはいるものの……何処かこの場においては場違いな雰ふん囲い気きの二人である。共に頭巾フードはかぶっておらず、外套の隙すき間まから見える衣い装しようは、凝こった仕立ての──夜会か舞ぶ踏とう会に出るかの様な、裾すその長い長衣である。少なくとも山や森を歩く為の服には見えない。流石さすがに足元は滑り止めの鋲びようを打った無骨な長なが靴ぐつを履はいていたが。

　一見した印象は、領内の街中を散策する貴族令れい嬢じようとその従者──だ。

「……あいつ……ぁ……？」

　全身から体温を奪われ朦もう朧ろうとしながら──山賊の一人が呟つぶやいた。

　恐おそらくその山賊には見覚え、いや、聞き覚えが在ったのだろう。

　少女の方──その容姿に。

　円つぶらな紫むらさきの瞳ひとみと、長い銀の髪かみ。

　それはかつてガズ帝てい国こくを統治していた〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズの眼めや髪の色と同じだ。そしてかの〈禁断皇帝〉の遺児を名乗り、帝国復興の為に活動している者が居るのだという噂うわさは、この北の辺境でもまことしやかに囁ささやかれていた。

　即すなわち──

「……チャイカ……ガズ……」

「姫様──未まだ危険です」

　指揮官が慌あわてて言う。

　だが姫と呼ばれた少女は鷹おう揚ような仕草で首を振って言った。

「臣下を厳冬の寒気と戦場の危険に曝さらしながら、自分だけがのうのうと、安全で暖かな場所で待っているという訳にもいきません。せめて現場にて貴方あなた達を労ねぎらうのが君主たる私の務めです」

「姫様──」

　兵士達が感じ入った様に頭こうべを垂れる。

　彼等を見回しながら少女は更さらにこう言った。

「ましてこの山賊達も、辺境とはいえガズ帝国の臣民であった者達なのでしょう？　可能であるならば、改心を、そして我が配下に加わる事を許すのもまた、私の務めです」

　白い息と共に、凜りん然ぜんとした口調で少女は堂々たる言葉を吐はいた。

　確かにその物もの腰ごしは『姫』と呼ばれるに相応ふさわしいものである。

　この寒風吹ふき荒すさぶ荒あら事ごとの現場に在っても尚なお、その身に備わった気品と威い厳げんは、いささかも損そこなわれてはいなかった。

　そして──

「我が名はチャイカ・ガズ」

　兵士達に捕縛されている山賊達を見回して、その少女──チャイカは言った。

「亡なき父上の遺志を継つぎ、ガズ帝国の復興を志す者、ガズ帝国の正当後こう継けい者しやです。貴方達の中には元ガズ帝国の臣民も数多く含ふくまれていると聞きます。山賊に身をやつしたとはいえ、心の片かた隅すみにでも、ガズ帝国への忠義や忠誠が残っているのならば、悔くい改め、我が許もとに参じなさい」

「…………」

　勿もち論ろん──山賊達の側に応じる声は無い。

　彼等の大半は、朦朧とした意識で、少女の言葉の意味すらろくに把は握あく出来ていないからだ。だがその様子を少女も、老人も、そして兵士達もさして気にした様子は無かった。あるいは本気で山賊を仲間に取り込もうというのではなく、あくまで念の為に問う、その程度の『儀ぎ式しき』であるのかもしれなかった。

「まあいい。とりあえずは連れて行きなさい」

　チャイカ姫の脇わきに侍じしていた老人が、兵士達にそう命じる。

　その時……

「──ッ!?」

　チャイカ姫のすぐ傍そばに人影が滑り込む。

　黒衣の若者──山賊達をかき乱していた遊撃兵である。

　彼は、何の躊ちゆう躇ちよも無く、右手に握にぎった抜ぬき身の小しよう剣けんをチャイカ姫に向けて振り下ろしていた。あまりに唐とう突とつな出来事に、周囲の兵士も老人も反応すら出来ない。

　だが、次の瞬しゆん間かん……鋭するどく響く鋼はがねの悲鳴。

　一本の鉄矢が折れ曲がりながら、あらぬ方向に跳はね飛んでいた。

　チャイカ姫を狙った一撃を、黒衣の若者が弾はじいて防いだと周囲の者が理解したのは、更に次の瞬間である。

「──顕れよ〈叩ザき・伏スせラるツもガのー〉！」

　呪文詠唱の声と同時に、魔ま法ほう陣じんが展開──集束。

　先さき程ほどの『洗い流し』の際に、咄とつ嗟さに樹の上に逃のがれていたのだろう。弩いしゆみを手にした山賊が、少し離はなれた針葉樹の上から、吹っ飛ばされるのが見えた。

　そして……

「隊長の言う通りです」

　チャイカ姫の命を、文字通りに間かん一いつ髪ぱつで救った筈はずの若者は、しかし手て柄がらを誇ほこるでもなく、むしろ何処か物もの憂うげな口調で言った。

「未だ敵が残っているかもしれない。戦場に立たれるのは控ひかえられた方が良いかと」

「……ルーク」

　チャイカ姫は眼を瞬しばたたかせながらその若者の名を呼んだ。

「助かりました、ありがとう」

「……出過ぎた事を申しました。お許しを」

　ルークは小さく頭を下げる。

　長い黒髪を首の後ろ辺りで無造作に束ねているのは、この若者が普ふ段だんから殆ほとんど鎧よろい兜かぶとをかぶる事が無い事を示していた。外套の下の闇やみの様な黒衣や、手にした──逆手持ちの二本の小剣と相まって、兵士というよりも暗殺者然とした雰囲気がその身には漂ただよっている。

　黒い双そう眸ぼうは、鋭くも、何処か物憂げ……主あるじである筈のチャイカ姫に労われながらも、殊こと更さらに喜ぶ様子は無い。

　しかしそれを不ふ遜そんと咎とがめる様子も無く──

「私の身を慮おもんぱかってくれるが故ゆえの事、許すも許さないもありません。まして斬きり込みの一番手、我が軍きっての強つわ者もの、その功労者の言葉ならば──」

「恐きよう縮しゆくです」

「それから、ビエルイエ」

　ふとチャイカ姫はルークから視線を外し──何かを探すかの様に辺りを見回しつつ、若じやつ干かん、声を大きくして言った。

「何処に居ますか？」

「──むぃ？」

　ぼそり、と積雪が盛り上がったかと思うと──そこから、長大な魔法機杖ガンドを抱かかえた一人の少女が姿を現した。いや違ちがう。それは雪などではなく、白く塗ぬられ、雪の塊かたまりであるかの様に偽ぎ装そうされていた外套だった。

「私、此こ処こ」

　長い金きん髪ぱつの──小柄な少女である。

　分厚い眼鏡を掛かけていて、目許は少々分かり難にくいが……鼻筋や口元を見れば、それだけでもよく整った愛らしい顔立ちをしているのが分かる。

　どうやらこの少女──伏ふく兵へいとして最初から此こ処こに隠かくれていたらしい。

　外套は他ほかの兵士達と異なり、獣じゆう脂しを塗った革かわ製のもので、二重構造になっているらしく、あちらこちらが膨ふくらんでいる。内側には綿か羽毛でも詰つめてあるのだろう。

　そして──その胸の辺りがもそもそと動いたかと想おもうと、襟えり元もとへと膨らみが移動し、そこから小さな獣けものが顔を出した。

　猫ねこである。

　灰色の毛をした仔こ猫ねこだ。どうやら少女の飼い猫らしく、首には薄うす紅べに色いろのリボンが巻かれていた。恐らくは防寒防ぼう湿しつのこの外套に身をくるんだ上、この猫を腹の辺りに抱える事で、暖をとっていたのだろう。

　猫はそのまま少女の首を伝い、前足を投げ出す様な体勢で頭の上に乗っかった。

「貴女あなたもご苦労様でした」

　チャイカ姫は微び笑しようを浮うかべてそう少女を労った。

「先まず最初に貴女の強力な魔法攻こう撃げきがあったればこそ、死傷者を最小限に抑おさえる事が出来ました」

「うぃ！」

　少女は嬉うれしそうに笑うと、機杖ガンドを吊帯スリングで背中に背負い、頭の上に乗っていた猫を降ろして抱だき締しめる。本来、寒さに弱い筈のその小さな獣は、しかし全く平気な様子で──抱き締められて、短く『にゃあ』と鳴いた。

「更に今も、ルークと共に私を助けてくれました」

　チャイカ姫は眼を細めて少女──ビエルイエと猫を見つめながら小さく笑う。

「貴方達が来てくれたお陰かげで、随ずい分ぶんと我々の戦いも楽になりました」

「勿もつ体たいない御お言葉です」

　と──ラーケ語でビエルイエは言う。

　鷹揚な仕草で彼女に頷うなずいて見せてから、チャイカ姫は改めて他の兵士達を見回す。

「他の皆みなもご苦労様。『城』では、ささやかながらも宴うたげの用意をさせています。早く戻もどって身も心も暖まりましょう」

「御ぎよ意い」

　チャイカ姫ひめの労いの言葉に、兵士達は一いつ斉せいに頭を垂れた。
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　フェルビスト大陸北方──旧ガズ帝国領西辺境。

　現ダチア子し爵しやく領。

　戦時中、兵へい站たんを確保する為ために開かれた軍用道路の中ちゆう継けい地であり、現在は軍用道路の再利用として幾いくつかの交易路が交わる土地である。領内の大半を占しめる山や森は、冬場は雪に閉ざされて農耕牧ぼく畜ちくにはあまり向かず、めぼしい鉱物資源も見つかっていない事などから、決して豊かではないのだが……交易路の関税収入を財源の一つとして、それなりに潤うるおっている地域でもある。

　だが、豊かになればなるだけ、それを狙ねらう者が湧わいて出るのが世の常だ。

　このダチア子爵領においては、頻ひん繁ぱんに出しゆつ没ぼつする山さん賊ぞくと、最近になって現れたとされる、『ガズ帝国軍』──旧ガズ帝国の正統後こう継けいを名乗る少女を旗はた頭がしらとした、武装集団の存在が、治安維い持じの上での懸けん案あん事じ項こうとなっていた。
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　戦後復興機関──〈クリーマン〉。

　それは長い戦国時代を終えた連合王国が、各国共同で設立した組織である。

　大戦争末期、様々な利害を乗り越こえて共同戦線を張る事の出来た連合王国が、戦後においても国家の枠わく組ぐみを超こえた抜ばつ本ぽん的てきな対策を立てられる様、幾つかの条約の制定と共に行った戦後復興政策の一つである。

　だが……

　大層な名前こそついているものの、その実態は各国の民衆に対する『言い訳』──戦後という時代に頻ひん出しゆつする各種の問題を、解決に向けて努力しているのだ、と主張する為の証しよう拠こといった側面が強い。超ちよう国家組織という建前と裏腹に、人員も予算も規模は決して大きくはなく、権限もそう強いものではない。

　有り体ていに言えば、軍や国家体制の再編における『余り物』で体てい裁さいを整えているだけだ。

　しかし……そうした連合王国上層部の思おも惑わくとは裏腹に、〈クリーマン〉機関に所属する者の大半は、戦後復興を支し援えんするというその題目に賛同し、粛しゆく々しゆくと──地道とも言える活動を続けている。

「……そういえば」

　ヴィーマック王国首都カドウェル──中央街区の片隅。

〈クリーマン〉機関・本部庁舎、その二階中央──機関長であるコンラート・シュタインメッツの執しつ務む室。

　ヴィーマック王国の紋もん章しようを描えがいたものと〈クリーマン〉機関の紋章を描いたもの、二本の旗を掲かかげて体裁は整えているものの、壁かべ際ぎわの書しよ棚だなは満まん杯ぱい、それでも足りぬと机の上は勿論、あちらこちらの床ゆかにすら書物や書類が山積みになっている……そんな業務の煩はん雑ざつさを物語る佇たたずまいの部屋に、今、二人の男性の姿が在あった。

「その後、奥方の様子はどうだね？」

　一人はこの部屋の主であるコンラート。

　そしてもう一人は──金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、見るからに貴公子然とした美び丈じよう夫ふである。一見すると細身だが、容姿にも物もの腰ごしにも華きや奢しやな印象は無く、むしろただ膝ひざを揃そろえて座っている姿にすらも、そこはかとない威い厳げんが漂っている。

　アルベリック・ジレット。

　コンラートの部下であり、以前はジレット隊と名付けられた実働部隊を率いていた騎士キヤバリアである。諸事情在って一時的に休職していたが、今日は改めて現場復帰の申しん請せいをしにコンラートの元を訪おとずれたのである。

「元気でやっていますよ」

　アルベリックは苦く笑しようを浮かべて肩かたを竦すくめて見せた。

「さすがに未まだ母には、よく怒ど鳴なられていますがね」

「嫁よめ姑しゆうとめ問題は貴族も平民も同じか」

　コンラートも苦笑を返す。

「とりあえず建前としてはホロパイネン家の令れい嬢じようという身分もありますし──何より父も母も彼女の事を気に入ってはくれている様です。最初に一波乱あった時にはどうしたものかと頭を抱えましたが」

　アルベリックが一時期、〈クリーマン〉機関の仕事を休職していたのは、結けつ婚こんの為の諸もろ々もろを行う為である。

　彼はかつての部下であるヴィヴィ・ホロパイネンを妻に娶めとった訳だが、このヴィヴィという少女──ホロパイネン家の養子であり、元々は政争の道具として育てられていた暗殺者だ。ジレット家も末まつ端たんとはいえ、『血統』にこだわる貴族の家いえ柄がら、アルベリックの両親や親族との間の一波乱は当然に予想されていたのだが。

「そういえば、君の父上は入り婿むこだったか」

「はい。勿もち論ろん、父も武門の出ではありますが」

　とアルベリック。

　騎士たる事をまず第一に──ジレット家は代々『武』を重んじてきた家柄である。

　アルベリックは当然の様に、幼い頃ころから武術を叩たたきこまれて育ってきた訳だが、本来は戦場に立つ事の無いジレット家の女達ですら、傍はたから見れば嗜たしなみの域を超える程ほどの武芸を身に着けた猛も者さが多い。

　ジレット家の長女であったアルベリックの母親もだ。

「本来、ジレット家は母が受け継ついでいたものですから……最初に紹しよう介かいした際、母が『ジレット家の嫁よめと認められたくば、私を実力で納なつ得とくさせなさい』などと言い出して、剣けんを持ちだしてきた時には……まあ、ヴィヴィも凍こおり付いていました」

「……だろうな」

　気の毒に──と呟つぶやくコンラート。

　武に秀ひいでる事が存在理由そのものにもなっているジレット家においては、諸々の価値観も武術の巧こう拙せつに影えい響きようを受ける。端たん的てきに言えば『強ければ強いだけ発言力が在る』事になってしまうのである。

　ましてや次のジレット家の主あるじを産むであろうアルベリックの妻となれば……家柄や血統に多少の難は在っても、強ければ認めざるを得ない、という理り屈くつも成り立ってしまう。

「いくらなんでも今から母と呼ぶ相手を叩きのめすなど──さすがの彼女も抵てい抗こうを覚えただろうにな」

「母の持ち出してきたのは刃はの付いた真しん剣けんでしたよ」

「…………おいおい」

　コンラートは心底、元部下の少女に同情した。

　ジレット家の嫁になりたければ、自分を殺す位の覚かく悟ごで挑いどめ──といわれている様なものである。アルベリックによると、さすがに彼の父はこれを止めようとしたらしいが、入り婿の立場からか、あまり強くは言えなかった様である。

「そもそも彼女の特技は剣技でもないしな」

「ええ。ヴィヴィは結局、最後まで剣を抜ぬきませんでしたし」

　前述の通りヴィヴィは暗殺者である。
















　それも物心ついた頃から、その技能を徹てつ底ていしてたたき込まれている。

　いざ、戦争という場合には──多数が入り乱れ、場合によっては多対一もあり得る様な現場では、その実力を発揮するのは難しいが、一対一で、他者の介かい入にゆうも無いと分かった条件下であれば、その実力は遺い憾かん無く発揮される。

　結果、彼女は長剣で挑みかかってきたアルベリックの母と、互ご角かくにやり合った──というか、体力切れでアルベリックの母が剣を取り落とすまで、その斬ざん撃げきを悉ことごとく避よけ続けたのである。

「さすがに母も、もう五十五ですし……」

　と苦笑するアルベリック。

　要は若さを活いかして体力──というか持久力の勝負にヴィヴィが持ち込んだのだ。

　当然、ヴィヴィにその気があれば、その後、長剣を抜いて切りつけるなり、得意の投げ針を打ち込むなり何なりも出来ただろう。事実上、彼女の完全勝利と言える。

　元より武人としての気質を色いろ濃こく持つアルベリックの母は、潔いさぎよく自らの敗北を認めた。

　そしてこの一件で、アルベリックの両親はむしろヴィヴィを気に入ったらしい。

　特に母親は──『ジレット家の嫁の心得』なるものを仕込む際、なんだかんだと細々した事で怒鳴りつけたりはするものの、早々にジレット家の家か紋もんを縫ぬい込んだドレスを仕立てさせるなど、彼女なりにヴィヴィを可愛かわいがっては居るとの事だった。

「ところでジレット隊長」

　コンラートは煙草たばこを一本取り出してくわえながら──しかし火はつけず──言った。

「今日の用件──復職の件だがね」

「はい」

　わずかに身じろぎをして居住まいを正すアルベリック。

「君が身を固めたのは良い機会だと思う。少し落ち着いてみる気は無いかね？」

「落ち着く──ですか？」

　アルベリックは眉まゆを顰ひそめる。

「というと……」

「具体的には隊長職を辞やめて、機関長の椅い子すに座る積もりは無いか、という話だよ」

「……それは」

　眼めを丸くしてアルベリックはコンラートの顔を見る。

　コンラートは火のついていない煙草をくわえたまま、口の端はしに苦笑を浮うかべて見せた。

「私はそろそろ引退したいと思っていてね。だが後任を決めておかねば安心して隠いん居きよを決め込む訳にもいかない。君は君で、新しん婚こんの身であちこちに出張っていては、奥方も気が気ではないだろう」

「ヴィヴィならば復帰して同行しかねませんが……」

　と肩を竦めるアルベリック。

　元〈クリーマン〉機関の一員であり、ジレット隊の一員であった彼の妻は、当然ながらそれを可能にするだけの能力と経験を備えている。

「それはそれとして」

　アルベリックはまるで頭を下げるかの様に一度目を伏ふせてから、言った。

「ありがたいお話ですが、私個人の感情としては、『お受けするなら懸案事項をすべて片付けてから』と」

「……ふむ？」

　コンラートは眉をひそめる。

「何か引っかかっている事があると？」

「…………ええ。一つ」

　とアルベリックは窓の外を──その向こうに広がる遥はるかな蒼そう穹きゆうを見み遣やって言った。

「『チャイカ』の事です」

「…………それは」

「報告書に書いた通り──前後の状じよう況きようとその後の大陸情勢から判断して、〈禁断皇こう帝てい〉アルトゥール・ガズは倒たおされたとみて良いでしょう」

　以前……アルベリックとジレット隊の面々は、死を超えて復活してきた〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズや、その配下と戦っている。最終的に『神』を殺し、それに成り代わる為ために天に昇のぼって行った──文字通りに──ガズ皇帝を倒したのは、アルベリック達ではないが、ガズ皇帝の思い描いた世界になっていない以上、彼は彼の野望ごと滅ほろんだと思って間ま違ちがいなかろう。

　しかし──

「ですが、あの男は一度、死の向こう側から戻もどってきた。また自分が死んでいる間にも計画を進める為の機関カラクリを遺のこしていた。チャイカという名前の──自動的に活動する、生きた機関を」

「……つまり」

　コンラートはポケットから取り出したマッチで煙草に火を点つけて──言った。

　彼の喫きつ煙えんに否定的な補ほ佐さ官かんのカレン・ボンバルディアは今此こ処こに居ない。所用で出かけているのだ。彼女が戻ってくるまでに窓を開け放しておけば、文句を言われる事も無いだろう。

　不安。焦しよう燥そう。困こん惑わく。そうした感情を一度脇わきに置いて冷静な思考をするのに、煙草は欠かせないものだった。少なくともコンラートにとっては。

「未だ何か残っている可能性が在ある、と？」

「そもそも〈禁断皇帝〉の遺したチャイカという少女達は、一体、何人居たのでしょう？　百人？　千人？　それとも一万人？　その全員がチャイカとして『目覚め』るかどうかはさておき、我々が遭そう遇ぐうし記録したのと同様の、本物のチャイカが、未だこの大陸の何ど処こかに残っている可能性が在ります」

〈禁断皇帝〉を復活させる為の生きた『仕し掛かけ』──『棺ひつぎ担かつぐ姫ひめ』チャイカ。

　戦争にあたって兵士の損そん耗もうが最初から織り込み済みである様に、チャイカたる者達はあらかじめ複数──おそらくは大量にばらまかれていた筈はずだった。

　勿論、中には目覚める前に死んでしまった者や、そもそも一生、目覚めない者も居るだろう。実際、アルベリックの妻であるヴィヴィもまた、『チャイカの因子』を植え付けられていた者だった。諸々あって彼女はチャイカになりそこなったが、彼女の様にチャイカ予備軍ともいうべき存在が、まだ何人も──場合によっては何百人も残っている可能性は在る。

　そして『自らの限界を超こえる』『神を欺あざむく』為だけに、一度、死んでみせてから、チャイカの胎はらを借りて復活する──改めて生まれ直すという奇き想そう天てん外がいな方法をとった〈禁断皇帝〉が、やはりアルベリック達の想像を超えた次善策を用意していないと、断言はできない。

「遺体も無き今、彼女等がもう一度、ガズ皇帝を復活させる事は不可能だと思われますが──では、彼女等はもう本当に無害な少女なのかどうか。あるいはあの抜け目ない〈禁断皇帝〉の事です、更さらに『次』の一手の為にチャイカ達に何かを仕込んであって、彼女等は、何も知らぬままに営々と活動を開始しているのではないか。そう考えると──」

「確かにな」

　コンラートは煙けむりを吸い込んで──溜ため息いきの様に吐はき出す。

　彼もその辺りの事情については、報告書を読んで知っていたが……アルベリックと同じ懸け念ねんを抱いだかなかったのは、やはり現場で復活するガズ皇帝を見ていなかったからなのかもしれない。

「チャイカに関する案件といえば……〈禁断皇帝〉の造ったチャイカ達以外にも、『我こそはチャイカ』と名乗る者達は居る。あのゲランソン城での一件は世間に公開されていない以上、何も知らぬままにチャイカを演じている者が殆ほとんどだろうがね」

　滅んだとはいえ、ガズ帝てい国こくの影響力は未いまだに周辺諸国に残っている。

　改めて〈禁断皇帝〉の正当後こう継けい者しやを名乗る者が現れれば、力を貸したり金を出したりする連中もそれなりに居るのだ。それを見み越こして詐さ欺ぎ師しの様な連中が動き回っているのはジレット隊以外からの報告にもあった。

　そもそも最初、〈クリーマン〉機関の実働部隊としてジレット隊が追っていたのは、そうした『チャイカを詐さ称しようする者』……つまり『偽にせ物もの』達だった。結果的に『本物』に行き当たり、〈禁断皇帝〉復活の現場に居合わせるという事になった訳だが。

「要するに、未だ全すべてが終わった訳ではない……と？」

「勿もち論ろん、何を以もつて『終わった』と考えるかは、難しい問題ではありますが」

「……確かにな」

「いずれにせよ、もし『次』が在った場合、この間の様に上う手まく行くとは限りません。正直、我々が生きて帰ってくる事が出来たのも偶ぐう然ぜん──いや奇き跡せきの様なものですし」

　アルベリックの表情に強こわ張ばりの様なものが滲にじむ。

　恐きよう怖ふとは呼べぬ程度の──しかし緊きん張ちよう感かん。

　コンラートは報告書でしか知らないが、ゲランソン城で行われたという〈禁断皇帝〉勢力との戦いは、この武の申し子ともいうべきアルベリックですらも、『二度は御ご免めんだ』と思わせる程ほどのものであったらしい。

　いずれにせよ──

「ふむ……警けい戒かいは怠おこたらぬ方が良いという事か。だがそれは別に君が現場で指揮を執とって調査せねばならないとも限るまい。私の後任になった君が、君の権限で調査を続けさせれば良いという事ではないかな？」

「それは……」

　アルベリックは今改めて気付いたという様に眼を瞬しばたたかせた。

「そうですね。その通りです」

　武門の出の青年は自じ嘲ちようめいた表情で首を振ふる。

「どうも、自分が前に立って動き回るのが当たり前、という意識が抜ぬけません」

「剣けんを振るだけが武力でもあるまい。現場は他人に任せるという事を覚えるのも、武人の修しゆ行ぎようの一つだと思うがね」

　左手で引き寄せた灰皿に、煙草の灰を落としながら、コンラートは言った。

「確かに……」

「まあ、あくまで現場に復帰するにしても──少し先にはなるな。ニコライ達が帰ってきてからという事になる」

　今更──アルベリックも他ほかの者達を指揮する事を望みはしないだろうし、彼の部下だった者達も、改めて別の指揮官の下につきたがりはしないだろう。ちなみにアルベリックが休職中だった現在は、副官だったニコライ・アフトトルが暫ざん定てい的に隊長役を務めている。

「彼等は今、何処に？」

「ダチア子し爵しやく領だよ。山さん賊ぞくの横行、それに『ガズ帝国』を名乗る武装集団が出しゆつ没ぼつしているとかで、商人組合の方から調査を求める訴うつたえが在った」
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　シャモニ遺い跡せき群。

　そう呼ばれる巨きよ石せき建築物がフェルビスト大陸には多数点在する。

　製作者は不明。製作年代も不明。用よう途とも不明。

　シャモニとは発見者の名であるが、勿論、その全てを同じ人物が見つけ出した訳ではない。幾いくつもの遺跡が一つの名で括くくって呼ばれるのは、その遺跡がいずれも共通する意い匠しようを備えているからだ。

　その多くが外見的には尖せん塔とうの様な形状をしているが、内部は巨きよ大だいな魔ま法ほう機関を想おもわせる複雑な構造をしており、実の処ところ──中に人間が住む事、いや、中に人間が入り込む事すら、前提にしていないかの様にも見える。

　だがそれでもその巨大さと、千年を超えて存在し続けてきたと言われる頑がん強きようさは、風雪を凌しのぐための仮住まいとしても十分に使える。内部には空くう洞どうも多く、階段や部屋の間仕切りを作り付ける事で、簡易の城じよう塞さいとして使う事も可能だった。

　チャイカ姫率いる新生ガズ帝国軍の拠きよ点てんは、そんなシャモニ遺跡の一つだった。

「皆みな、今日はよく戦ってくれました」

　一段高い場所から──前記の通り、複雑な内部構造を利用して、急きゆう拵ごしらえで造られたテラスである──新生ガズ帝国軍の兵士達を見下ろし、チャイカ姫はまずそう告げた。

「ここしばらくは領主の軍の攻こう撃げきも無く、順調に我々の勢力は拡大してしています。しかし目指す先は未だ遠く、道のりは険しい。くれぐれも皆、油断と慢まん心しん無きよう」

　居住まいを正して見上げる兵士達にチャイカ姫はそう言って──

「とはいえ、休息と娯ご楽らくも良い働きをする為には必ひつ須す。今日は山賊討とう伐ばつの成功を祝って、皆、飲み、歌い、踊おどる事を許します。存分に命の洗せん濯たくを」

「おおおッ！」

　チャイカ姫が片手を挙げるのに呼応して兵士達が叫さけぶ。

　続けて女達が運んできた料理と酒が、あちらこちらに並べられ──腹を空すかせた兵士達は我先にと手を伸のばした。

「おお、こいつはガルブツィじゃねえか！」

「懐なつかしいなあ、前にはよく喰くったもんだぜ」

「うちの嬶カカアが得意でよ──」

　ガズ帝国でよく食べられていた郷土料理を見て、何名かの兵士が歓かん声せいを上げる。

　恐おそらくはガズ帝国かその属国の出なのだろう。ガズ帝国崩ほう壊かいと同時に周辺諸国も幾つか取り潰つぶされたり併へい合ごうされたりしており、居場所を失った軍人は多い。

　ちなみに……

　料理を用意した女達は、近きん隣りんの村や町から手伝いにやってきた者達で、今回の山賊討伐も、こうした近隣住民の要よう請せいによるものだ。

　領主のダチア子爵は、財政の立て直しを理由に軍の縮小を続けており、役人達の数も減らされている。結果として領内の治安を維い持じする為ためには圧あつ倒とう的てきに人手不足の状態で……領民達は、領主以外の武力の持ち主に、山賊討伐を頼たよる事になる。

　例えば、チャイカ姫率いる新生ガズ帝国軍の様な。

　元々ガズ帝国領だった為に、ガズ帝国に対する拒きよ否ひ感も無く、むしろ新領主の無能ぶりに嫌いや気けがさしていた彼等は、新生ガズ帝国軍に、積極的に協力してくれていた。今回の山賊討伐は、いわば彼等の常日頃からの協力に対する、見返りという意味も在ったのだ。

　で──

「美味！　美味！」

　そう言ってやはりガズ帝国の郷土料理の一つ──煮に込こみ料理を食べているのは、先の戦せん闘とうにおいて大きな役割を果たした魔法師ウイザードの少女、ビエルイエだった。

　彼女は男の兵士達に負けじとばかりに、色々な料理に手を出して、これを平らげていく。彼女の肩かたの上に乗っている仔こ猫ねこも差し出される肉や魚の塩しお漬づけを食べていた。

「これも美味！　美──」

　と、台詞せりふが途と切ぎれる。

　大おお慌あわてで食べていたせいか、喉のどに詰つまらせたらしい。むー、むー、と胸むな元もとを押さえて顔を真っ赤にする魔法師の少女。その胸を──次の瞬しゆん間かん、平手がとん、と叩たたいた。

「──ッ！」

「何やってんだお前は」

　平手の軽い一撃にどんな効果が在あったのか……ごくんと料理を吞のみ込んでから、激しく咳せき込むビエルイエを、呆あきれた様子で見下ろしているのは、ルークである。

　身体からだを震ふるわせるビエルイエから、仔猫はひょいと気軽な動作でルークの肩に飛び移る。仔猫の顎あごを指先で軽くくすぐってから──ルークはビエルイエの背中をさすった。

「む……感謝」

「ゆっくり喰えよ。ほれ」

　手に持っていた木製のコップをビエルイエに差し出すルーク。それを受け取り、中の水を一気に飲み下してから──ビエルイエは長い溜息をついた。

「臨死体験」

「愉ゆ快かいな死に方だな」

「……だって」

　大陸公用語からふとラーケ語に切り替かえてビエルイエは言った。

「こんなに美お味いしいの食べるの久し振りだったし！」

「悪かったな。料理下手で」

「そ、そういう意味じゃなくて──」

　ちなみにルークは大陸公用語のままである。

　ただし普ふ通つうに受け答えをしている処を見ると、ラーケ語も彼は話せる様だった。

　結果として大陸公用語とラーケ語が入り乱れる奇き妙みような会話になる訳だが……実は、このガズ帝国復興軍では、そう珍めずらしい光景ではない。

　チャイカ姫ひめは勿論だが、ガズ帝国や周辺諸国の出の兵士達はラーケ語を使う事が多いが、他の地域から流れてきた傭兵マーセナリの類たぐいは、大陸公用語を使う事が多い。程度の差を問わねば、ルークの様にどちらも使える者が多い為、何とか意い思し疎そ通つうは可能な状態である。今も宴うたげの場のあちこちで、大陸公用語とラーケ語が入り乱れている状態だ。

　そんな中──

「……愉たのしめている？」

　そうルークとビエルイエの二人に声を掛かけてきたのは、チャイカ姫であった。

　テラスから降りてきて、兵士達に対し、個別に労ねぎらいの声を掛けて回っているのだ。彼女の隣となりには、彼女が生まれた時から付き従っているという老人──アレクセイ・エコラの姿も在った。

「ええ。それなりに」

　と答えるのはルークである。

「良かった」

　柔やわらかな笑え顔がおを見せるチャイカ姫。

　続けて彼女は、ほんの少しだけ表情を引き締しめた。

「先にも言ったけれど、今回の山賊討伐、本当に貴方あなた達二人の働きは大きいものでした。領主の軍や連合王国軍との戦闘でないとは言っても──こちらに死者が出なかったのは、多分、初めてでしょう。本当にありがとう」

「勿もつ体たいない御お言葉です」

　とルークは言い、そしてふと思い出したかの様にこう付け加える。

「まあ……感謝するのは俺達の方も同じですがね。素す性じようも良く分からない様な、流れ者の俺達を、姫様は快く受け入れてくれた」

「えり好みをしている余よ裕ゆうが無いからです」

　と苦く笑しようを浮うかべるチャイカ姫。

「元々ガズ帝てい国こく復興軍の半数は傭兵や流れ者なのだし。結果として私達は貴方たちという『アタリ』を引いた──そう想っています」

「恐きよう縮しゆくです」

　そう言ってルークは頭を下げ、傍かたわらで再びもぐもぐと──まるで我関せずといった様子で料理を頰ほお張ばっていたビエルイエの頭も摑つかんで、やはりこれを下げさせる。

　髪かみや眼めの色も、肌はだの色もまるで、似ている部分は無いが……苦労人の兄と、天てん真しん爛らん漫まんな妹、といった雰ふん囲い気きだった。

「とにかく、今日は皆と一いつ緒しよに楽しんでください。命令です」

「──御ぎよ意い」

　改めてビエルイエと共に一礼すると、ルークは他ほかの兵士達の輪の中に混ざる。

　兵士達もルークとビエルイエの二人を──その実力を認めているのか、笑顔で迎むかえ入れ、肩や背中を叩いて楽しげに話し掛けていた。

　束つかの間、その様子を見てから──

「…………」

　踵きびすを返すと、チャイカ姫は宴の場を離はなれた。
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　洞どう窟くつの様な──筒つつ状じようの通路を通り抜ぬけて、チャイカ姫は遺跡の端はしにたどり着く。

　この部分も『通路として使っている』というだけで、本来は何のための設備なのかはよくわからない。床ゆか、壁かべ、天てん井じようの区別なく一連なりの曲面となっている為、そのままでは歩くのにも難なん儀ぎする。今は床に当たる部分に板を敷しいてその上を歩くようになっていた。

「…………」

　兵士の殆ほとんどは宴の行われている『広間』に居る為、遺跡の中の他の部分は、閑かん散さんとしていた。一応、点々と燭しよく台だいが置かれ、歩くのに不自由しない程度の明るさは確保されているが、全体的に薄うす暗ぐらく、遺跡の中にわだかまる闇やみが丸ごとのしかかってくるかの様な──そんな場所だった。

　チャイカ姫は壁かべ際ぎわまで真まっ直すぐ歩くと、そこに額をつけて──壁に正面からもたれかかるようにして、重い溜ため息いきをついた。

　先さき程ほどまで『広間』で見せていた明るい表情はすっかりなりを潜ひそめ、沈ちん鬱うつともいえる色がその横顔を染めている。目鼻立ちは勿もち論ろん同じなのに、同一人物とは信じ難がたい程の変わりようだった。

「──姫様」

　そんなチャイカ姫に背後から声がかかる。

　チャイカ姫が振ふり返ると、そこにはアレクセイが立っていた。

「お気持ちを強く持たれませ」

「分かっています」

　再び壁の方を向きながらチャイカ姫は言った。

　老人は辛しん抱ぼう強づよく諭さとす様な口調で続ける。

「未まだ未だこれからでございますぞ」

「分かっています……！」

　微かすかな苛いら立だちがチャイカ姫の口調に混じるのを聞き取ったか──アレクセイは小さく首を振って黙だまり込む。白しろ髭ひげをたくわえた老人の顔は、何ど処こか哀かなしげであった。

「ごめんなさい」

　改めてアレクセイを振り返りチャイカ姫は言う。

「疲つかれました。少し休みます」

「はい。後はお任せを」

　歩き出すチャイカ姫の後ろ姿に、アレクセイは深々と一礼した。
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「──さて」

　廊ろう下かの窓に映る自分の姿を確かく認にんし──衣い装しようにおかしな処ところが無いかを確認する。

　着慣れないものを着ている自覚は在った。礼服の類など、袖そでを通した事など今までの人生で五回も無い。勿論、自前のものではなく、借り物だったが。

　まるで芸を仕込まれる野生の熊くまだ──そんな風にニコライは思う。

　無理矢理お仕着せられている感じが半はん端ぱなく漂ただよっているのだ。

　しかし……

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　傍らの眼鏡の少女──ズィータが苦笑してそう言ってくる。

　彼女もいつもの動きやすい服装と異なり、ドレス状の衣装を身に着けている。作業の邪じや魔まになるからと短めにしている髪にも、薄うす布ぬのを巻いてから更さらに飾かざりをつけ、比ひ較かく的てき豪ごう奢しやな印象を醸かもし出している。

「どうにも、妙みような気分でな」

　と、ニコライは苦笑する。

　ニコライ・アフトトル。

　ズィータ・ブルザスコ。

　ジレット隊の隊長代理と、魔ま法ほう機き匠しようの二人が、揃そろって夜会か何かに繰くり出す……訳では勿論なく。これはダチア子し爵しやく領の執しつ政せい官達と会う為ために、体てい裁さいを取り繕つくろっているだけである。

　庶しよ民みんの普ふ段だん着ぎでこうした『地位の在る』者達と会うと、侮あなどられる事が多く、酷ひどい場合には無礼者と謗そしられて追い返される事も在る。以前はこういう役は隊長であり貴族の一人であるジレットが担になっていたのだが、彼の休職中は、隊長代理であるニコライがそれっぽく装よそおうしかない。
















「さっさと話を片付けよう」

「はいはい」

　ズィータが笑いながら頷うなずく。

　そして二人は──改めて目の前に在る両開きの大きな扉とびらに向かうと、これを叩いた。

「──入りなさい」

　鷹おう揚ような声が内側からする。

　ニコライとズィータは扉をそれぞれ左右に押して中に入った。

　部屋は、会議用のものであるらしい。円えん卓たくが中央に置かれ、それを均等に囲む様にして四人の執政官が席についている。彼等はいずれも仕立ての良い、揃いの衣装に身を包み、まるで示し合わせているかの様に、背筋を伸のばした同じ姿勢でニコライ達を見つめていた。

　そしてその奥、一段高くなった場所に領主の席が設けられている。

　そこには──肘ひじ掛かけに身体からだ全体を預けるかの様な、だらしない座り方で、若い領主、現ダチア子爵が座っていた。

「…………」

　目くばせするニコライとズィータ。

　こういう図は何度か過去に見た事が在ある。為い政せい者しやとしての自覚の無い、若い放ほう蕩とう者の領主と、その下で、領主が治世に興味が無いのをよい事に、権勢を恣ほしいままにする高級官かん吏り……そんなところか。

　一見しただけでの、一方的な推測だが、恐おそらく外れてはいないだろう。

　そもそも執政官達が私腹を肥やしたり権力を握にぎる事に熱中せず、自身の仕事を過不足なくこなしていれば、わざわざ〈クリーマン〉機関の実働部隊が派は遣けんされる事は無い。

「〈クリーマン〉機関から参りました。ニコライ・アフトトルと、ズィータ・ブルザスコです」

「遠路はるばるよう参られた」

　執政官の一人が言った。

　全員が同じ髪型で、同じ様な顔立ちをしている為、誰だれが声を発したのかすら区別がつきにくい。あるいはこの執政官達は、兄弟や血けつ縁えん者なのかもしれなかった。

「連合王国の七カ国会議、その名代と考えてよろしいかな？」

「はい」

　ニコライは頷いた。

「早さつ速そくですが、こちらの領民や、巡じゆん回かい商人組合から、ヴィーマック王国中央に、訴そ状じようが届いております。山さん賊ぞくが頻ひん繁ぱんに出しゆつ没ぼつし、領民や、商人が難儀しているとか」

「……ほう」

　執政官の一人が首を傾かしげる。

「初耳だが。君はどうかね？」

「聞いた事はあるね。だが辺境の地での山賊や夜や盗とうの類たぐいの横行は、珍めずらしくもあるまい」

「叩たたいても叩いても湧わいてくる。軍を動かせば一時的に散るが、日が経たてば元通りだ」

「いずれにせよ、領内の治安問題は、国王陛下が子爵様にお許しになった統治権の範はん囲い内。〈クリーマン〉機関の方々が介かい入にゆうされるのは、あまり好ましいとは言えませんな？」

　一人がダチア子爵を振り返って言う。

「ああ……そうだな」

　熱の無い口調でダチア子爵が応じた。

「……それだけならば、確かに」

　ニコライはため息が出そうになるのをこらえて辛抱強く言った。

「しかし、どうやらこちらの領内には、『新生ガズ帝国』を名乗る武装集団が出没するとか。〈禁断皇こう帝てい〉の遺児を名乗る娘むすめを旗はた頭がしらとして」

「……そちらこそ初耳だね」

　執政官の一人が言った。

「よしんばそういう酔すい狂きような名を名乗る連中が居たとしても、他の山賊共と大差ありませんな。やはり〈クリーマン〉機関の出張ってくる案件とは言えないでしょう」

「『チャイカ』の存在は一領主の権限の範囲を逸いつ脱だつした、大問題になる可能性を秘めています。少なくとも『七カ国会議』はそう考えています。現に、以前討とう伐ばつされたガヴァーニ公こう爵しやくの叛はん乱らんにも、『チャイカ』が絡からんでいたという報告が在ります」

「…………」

　執政官達は眉まゆをひそめて顔を見合わせる。

　畳たたみかける様にニコライは続けた。

「もし『チャイカ』が『本物』であるならば、いかに小規模とはいえ、『新生ガズ帝てい国こく』軍はれっきとした軍隊であり、それは国家対国家の戦争行こう為いに他なりません。一領主の裁量権の範囲を超こえます」

「…………ふぅむ」

　執政官の一人が両手を広げて言った。

「二十日、いや十日いただけまいか？」

「というと？」

「実を言えば、山賊討伐については、こちらも案を練っていた。貴方あなた達は知らされていない様だが、ヴィーマック王国中央に、経済的支し援えんを求める要望書を送ってある」

「それは……初耳です」

　管かん轄かつが違ちがえば、隣となりの部署がしている事すら全く知らない──規模の大きな組織では、よくある話であるが。

「傭兵マーセナリを集めて、正規軍を補強し、山賊討伐に差し向ける」

「傭兵を？」

「普ふ段だんから軍隊を大規模に維い持じするのは金がかかる。だからわがダチア子爵領では、正規軍の規模は縮小傾けい向こうにある。まあ他ほかの領でも同じだろうが」

「…………ええ」

　曖あい昧まいにニコライは頷いた。

　戦争が終われば、軍隊は金を食うだけの厄やつ介かい者ものになりかねない。

　確かにダチア領以外でも、領主が配下の正規兵の数を減らしている事例は数多い。結果として人手不足となり、解かい雇こされた連中の一部が無法者と化して、治安の悪化が問題になる訳だが。

　このダチア子爵領は、傭兵を雇やとう資金援助をヴィーマック王国中央から支給してもらう事を考えているらしかった。確かに傭兵ならば普段から抱かかえ込んでおく必要は無い。そして前述の通り、職を失った元軍人はこの大陸全土で大量に居る。雇う傭兵には事欠かないだろう。

「既すでに傭兵達は集まりつつある。むしろ集まりすぎて、有能な兵を選別している段階でね。後三日もすれば、選別は終わるだろう。その後は即そく座ざに傭兵部隊を編制し、正規兵部隊と並行運用して、山賊討伐に差し向ける。その『新生ガズ帝国』を名乗る山賊共も一いつ緒しよに成敗できるだろう」

「…………しかし」

「貴方達はこれを『戦争』というが……そのチャイカ姫ひめなる人物が本物である証しよう拠こはないのだろう？　いや。むしろ偽にせ物ものの可能性も高い。ならば、これはあくまで治安維持のための行動だ。子爵様の統治権の範囲内だよ」

「…………」

　顔を見合わせるニコライとズィータ。

　どうやら執政官達はあくまで自分達で片付けた──という事にしたいらしい。統治能力を疑われるのを嫌きらっての事か、それとも他に理由が在るのか。単純な縄なわ張ばり意識からの発言ともとれるが……

「無論、貴方達もただの伝言役だけをこなして帰る訳にもいくまい。部屋と案内役を用意するので、山賊討伐の様子を見てから、しっかりと中央に報告を持ち帰って貰もらいたい」

「……感謝します」

　とりあえずはそう言うしかなかろう。

　微び妙みように違い和わ感かんの様なものを感じながらも、ニコライはズィータと共に頭を下げた。
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　シャモニ遺い跡せき──尖せん塔とうの頂上付近。

　そこには小さな物見台が在る。

　勿もち論ろん──この設備もまた、最初からこのシャモニ遺跡に備わっていたものではない。他の設備と同様、新生ガズ帝国軍の兵士達が、木材と縄なわを用いて緩ゆるやかに傾けい斜しやする尖塔の側面に作り付けたものである。

　お陰かげで上に乗る度たびにぎしりぎしりと物見台全体が軋きしむ為、当番の兵士達からはすこぶる評判が悪い。ダチア子爵配下の正規軍にも、山賊にも、未いまだこの『城』が攻せめられた事は無いので──元々シャモニ遺跡は大たい抵ていが、人ひと里ざと離はなれた、戦略上はあまり重要でない場所に在り、わざわざ襲しゆう撃げきされる事があまり無い──尚なお更さら、兵士達の警けい戒かい心は薄うすく、ついつい、さぼりがちになる場合も多い。

　今も未だ宴えんたけなわといった状態で、兵士の姿は此こ処こには無い。

　代わりに……

「…………」

　周囲の白い森を見下ろしながらチャイカ姫は溜ため息いきをついた。

　可か憐れんな唇くちびるから漏もれる白い吐と息いきは、緩やかに寒気の中で溶とけて消えていく。誰に知られる事も無いままに。気が滅め入いった時には、チャイカ姫はしばしば此処に来て森を見ていた。たとえ見張りの兵士が居ても、彼女が頼たのめば喜んで一人にしてくれたからだ。

「私は…………いつまで…………」

　誰に向けたものでもない呟つぶやきが、虚こ空くうに散っていく。

　呟いた処ところでどうなるものでもないのは勿論、分かっている。だからこれは単に気を紛まぎらわす為ための儀ぎ式しきである。いつも通りにいつも通りの言葉を吐はいて、そして、チャイカ姫は再び塔の中に戻もどる積もりであった。

　しかし──

「──姫様？」

　今日は背後から声が掛かけられた。

　慌あわててチャイカ姫は振ふり返る。まるで何か恥はずかしい現場を見られたかの様に、心臓が早打ちするのを感じながら。

「ルーク……ビエルイエ……？」

　塔内部への出入り口──丸い穴をくぐって姿を現したのは、ルークとビエルイエだった。

　同時に二人の足の間をすり抜ぬける様にして猫ねこも姿を現す。

　戦せん闘とう時に配置として別々の位置に待機する事は在あっても、それ以外の時には、この二人と一匹ぴきはいつも、一緒だ。兵士達の寝ね泊とまりする広間でも、端はじっこで、二人と一匹が同じ毛布にくるまって眠ねむっているのだとか。

「どうしてこんな場所に？」

　とルークが言う。

　どうも二人とも、チャイカ姫を探して此処に来たという訳ではない様だが……

「ここは寒いでしょう。中に入られた方がよいかと」

「……貴方達は？」

「ビエルイエが」

　苦く笑しようしてルークが傍かたわらの少女を見る。

「ちょっと飲みすぎてしまって……」

　ルークによると、他の兵士達に勧すすめられるままに、果実酒を飲みまくって酔よっぱらってしまったらしい。確かにもともと白い顔を激しく紅潮させて、ビエルイエはルークの左ひだり腕うでにしがみついている。

「うう～」

　ルークにしがみつきながらうめくビエルイエ。

　彼女を呆あきれた様な表情で一いち瞥べつしてから、ルークは付け加える様に言った。

「酔い覚ましに連れてきました。……ったくしょうがねえな、強い訳でもねえ癖くせに、がぶがぶ飲みやがって」

「私、既に大人！　とても大人！」

　ルークの腕にしがみついたまま、そう主張する。

「お酒、大だい丈じよう夫ぶ！」

「そういう事を言う時点でお子様なんだよ」

「うう……」

　項うな垂だれるビエルイエ。

「……仲が良いのですね」

　ビエルイエとルークを見比べて、チャイカ姫はそう評した。

「まるで兄妹きようだいみたい」

「……かもしれないですが」

　とルークは肩かたを竦すくめる。

「けどどう見ても似てないからなぁ……」

「そういえば──二人はどういう関係なのか、わからないのでしたか？」

　二人を新生ガズ帝国軍に迎むかえ入れた当時の事を思い出しながら、チャイカ姫は言った。

　ルークとビエルイエが新生ガズ帝国軍に加わったのは、一か月ばかり前の事である。

　行く当てもなく彷ほう徨こうしていたらしい二人は、たまたまシャモニ遺跡の周囲を巡じゆん回かいしていた新生ガズ帝国軍の兵士達に拾われ──そのまま、居ついた形だ。考えようによっては、そのまま山さん賊ぞくに襲おそわれていた場合、あるいは山賊に拾われてチャイカ姫達と敵対していた可能性も在る訳で──この出会いは、双そう方ほうにとって幸運だったのだろう、とチャイカ姫は想おもう。ルークの様な精強な兵士と、ビエルイエの様な優ゆう秀しゆうな魔法師ウイザードが敵に回っていたら、新生ガズ帝国軍はきっと大打撃を受けていた筈はずだ。

　ともあれ──

「ええ、まあ」

　ルークが曖昧に頷うなずく。

「二人共、半年より前の記き憶おくが無くて。気が付いた時には一緒に居て。で、そのまま成り行きで行動を共にしている──そんな感じですか」

　実の処──アレクセイや兵士達は、当初、揃そろって記憶喪そう失しつという二人を、領主のダチア子し爵しやくが送り込んだ密みつ偵ていや暗殺者ではないかと警戒していたらしい。

　だが考えてみれば、密偵や暗殺者が新生ガズ帝てい国こく軍に紛まぎれ込みたいのであれば、もっとそれらしい──もっと聞いた者が納なつ得とくし易やすい経歴をでっち上げてからくる筈だ。

　そして実際、ルークとビエルイエはそれぞれ、格かく闘とう戦、魔法戦について優秀な技能を持っていて、新生ガズ帝国軍に貢こう献けんしており──密偵や暗殺者らしき行動、新生ガズ帝国軍やチャイカ姫に不利益をもたらす様な行動は、何一つしていない。

　信用するしないに明確な一線を設けていた訳ではないが、既にチャイカ姫達はこの二人を心底から仲間として認め、迎え入れていた。

「そもそも、どうして一緒に居たのかもわからないんですよ」

　ルークとビエルイエ──気が付いた時には、二人は手を握にぎり合って倒たおれていたらしい。

　ついでに言えばチャイカの連れている猫もその時からの付き合いらしい。倒れていた二人の傍そばに寄り添そっていたのだそうだ。おそらく自分たちが飼っていた猫なのだろう、とルークは言っていた。

「確かに兄妹ではなさそうだけど……」

「そうですね」

　チャイカ姫の言葉に頷くルーク。

　肌はだの色も、髪かみや眼めの色も、顔付にも、ルークとビエルイエには共通点が無い。恐おそらく人種から違ちがうのだろう。ビエルイエは目鼻立ちを見る限りではチャイカ姫と同様、北方人の特とく徴ちようが多い様に見える。対してルークは人種的な特徴があまり見えない。

「では──」

　チャイカ姫は少し悪戯いたずらっぽい表情を浮うかべていった。

「恋こい人びと？」

「どうでしょうね」

　ルークは苦笑を浮かべて肩をすくめる。

　肯こう定ていも否定もしないのは、彼自身、そう考えた事が在るからだろう。似ていない兄妹というのも存在はするだろうが、男女が一いつ緒しよに手をつないで倒れているとなると、そう考える方が自然だろう。

「許されない恋の結果、二人して心中──とか」

「ならば兄妹でもあるかもしれませんね」

　とルークは笑う。

「……恋人」

　ビエルイエはふと首を傾かしげて言った。

「もしくは夫ふう婦ふ！」

「お前と夫婦か…………」

　ルークは腕を組んで感かん慨がい深ぶかそうに雪のちらつく空を見上げる。

「たぶん、俺は苦労してたんだろうな……」

「何な故ぜ？」

「料理は出来ないわ、手先は不器用で繕つくろい物も出来ないわ、洗せん濯たくさせりゃ自分までずぶぬれになるわ──家の事とか何もできないじゃねえかよ」

「男女分担、逆転も可」

　ぷっと膨ふくれっ面つらになってビエルイエが言う。

「お前が金稼かせいでくるとか、むしろそっちの方が無理だろ。買い物に行けば必ず何かぼったくりの品買わされて帰ってくる癖に。働いて金もらうどころか、迂う闊かつに一人でうろうろしたら、そのまま奴ど隷れい商人に売り飛ばされるぞ」

「心外な評価！」

　憤ふん然ぜんと言いながら、ビエルイエは両手を拳こぶしの形に握りしめてルークの胸むな元もとを叩たたこうとして──しかし、ルークが彼女の頭をつかんで手を伸のばしている為、腕の長さの関係で、ビエルイエの拳はルークに届かない。

　それがまた面おも白しろくないのか、ビエルイエはムキになって両手を振り回し、ルークの手をつかんで頭から外そうとするが、ルークの腕はびくともしない様だった。格闘戦技能者であるルークの膂りよ力りよくに、ビエルイエの細ほそ腕うででかなう筈がない。ビエルイエはビエルイエで、長く重い機杖ガンドを振り回す為、同世代の少女よりは筋力が在る様だが──それでもルークのそれには及およばない様だった。

「…………ふふ」

　ついチャイカ姫ひめの口くち許もとに笑えみがこぼれる。

「本当に、仲が良いのですね」

「そう見えますか？」

　両手を振り回すビエルイエを、がっちりと手の先で固定しながらルークは苦笑した。

「うらやましい位」

「…………」

　ふと──ビエルイエが腕を止めてチャイカ姫のほうを見つめてくる。

　眼鏡の奥の瞳ひとみが不思議そうに瞬まばたきを繰くり返す。この時になって初めて、チャイカ姫はビエルイエの眼が自分と同じ紫むらさきなのだと気付いた。普ふ段だんは眼鏡越ごしに見ているせいで、色まで気にしないのだが──

「姫様、寂さびしい？」

「寂しい──のとは違うのかも」

　チャイカ姫は首を振った。

「皆みんなが一緒に居てくれるし。アレクセイもいるし。寂しくはないわ。ただ、私は、チャイカ・ガズ──だから」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよするかの様な間を挟はさんでしまった事を、チャイカ姫は恥はじた。

　勿もち論ろん、余人にその理由がわかるハズもないが──これではまるで自分がチャイカ・ガズである事に疑問を抱いだいている様ではないか。ルークもビエルイエもこんな些さ細さいな事で、今いま更さら、疑問を抱いてくる事も無いだろうが。

「仲間は居ても、友達や恋人を作る余よ裕ゆうは無いから。お家復興のその日まで」

「…………」

　ビエルイエは、きょとんとした表情でしばらくチャイカ姫を眺ながめていたが。

「姫様、友達！」

　唐とう突とつに笑顔でそんな事を言い出した。

「おい──」

　ルークが顔をしかめてビエルイエをたしなめる。

「何を言ってるんだ、お前は」

「私と姫様、友達に──」

「──すみません、いきなり無礼な事を」

　ルークはビエルイエの台詞せりふを遮さえぎる様に言う。

「無礼な事違う！」

「──ありがとう」

　再び両手を振ふり回してルークに抗こう議ぎの意を示すビエルイエを眺めながら、チャイカ姫は笑ってそう言った。

「うれしいです」

「友達！」

　ビエルイエはルークから離はなれると、チャイカ姫の両手を持って上下に振る。

　どうやらこの魔法師の少女は、本気でチャイカ姫の友達になろうとしている様だった。

「…………」

　顔に手を当てて、ため息をつくルーク。

　良かったね──とでもいうかの様に、チャイカ姫の足元で猫ねこが、にゃあ、と短く鳴いた。
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　窓の外でははらはらと雪が舞まい散り始めていた。

　分厚い窓で内外を距へだててある上に、暖だん炉ろには赤々と炎ほのおが燃えている為ために、部屋の中に居る限りは肌はだ寒ざむさを感じる事も無い。円えん卓たくについている執しつ政せい官達はいずれも、この北の地に住まう人間としては、薄うす着ぎだった。

　円卓に出ている飲み物も、全すべて南方産の香こう茶ちやである。

　それはつまり──薪まきや炭といった燃料に不自由せず、断熱性の高い住居に住み、移動の際にも同じく断熱性の高い造りの馬車に乗っている、それなりに裕ゆう福ふくな人間であるという事を意味する。この地方においては、貧しい庶しよ民みんは、家の中に居てすら何枚もの厚着をし、安い酒で身体からだを温めるのが基本だからだ。

「──さて、どうしたものか」

　円卓についている執政官の一人が、何ど処こか苛いら立だたしげな口調で言った。

　昨日、〈クリーマン〉機関の人間を迎むかえた時には見せなかった、感情の色が露ろ骨こつである──良くも悪くもそれは人間的であるとも言えるが。

「新生ガズ帝国か」

「迷めい惑わくな連中だ」

　他ほかの執政官の声にも忌いま々いましげな響ひびきが強い。

「戦争は終わったのだ。何故それが分からない？」

「これからは武力ではなく政治と経済の時代だ」

　部屋の隅すみには一人の男が疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子で床ゆかに直接、座り込んでいる。

　この男だけが、先さき程ほどまで外で寒気に晒さらされていたらしく──厚着をしている上に、髪や靴くつが濡ぬれている。こびりついていた雪や氷がこの部屋に入った事で溶とけたのだ。

　男は──山さん賊ぞくの一人だった。

　昨日、新生ガズ帝国軍を名乗る連中に壊かい滅めつさせられた山賊団の一人である。他の者達が全員、死ぬか、新生ガズ帝国軍に捕ほ縛ばくされたのに対し、この男だけは、幾いくつかの幸運が味方して逃にげ延のびる事が出来たのだ。

　しかし──何故、山賊がダチア子し爵しやく領の執政官の処ところに逃げてくるのか？

　本来であれば、新生ガズ帝国よりも前に敵対すべき関係である筈はずだ。

「これで三件目か」

　円卓の執政官達が溜ため息いきをつく。

　新生ガズ帝てい国こくを名乗る武装集団に、山賊団が壊滅させられたのは……実はこれで三度目である。それぞれ縄なわ張ばりが──担当していた地域が異なる為、山賊団相そう互ごには情報が行き渡わたっていなかったのだが。

「この程度は未まだ予想された損益の範はん囲い内だが──」

「しかしガズ帝国、そして軍を名乗っているのが少々問題だな」

「〈クリーマン〉機関まで呼び寄せてしまったからな」

　執政官達が昨日〈クリーマン〉機関の者に言った様に──山賊討とう伐ばつや、山賊同士の縄張り争い、という形であれば、これへの対処は地方領主の統治権の──治安維い持じの範囲内である。無法者同士が争っているだけならば、放置したとしても、他の領主や連合王国の七カ国会議から何か口を出される事も無い。

　だが──相手が『国家』をそして『軍』を名乗っている場合。

　これは『戦争』と認にん識しきされかねない。

　しかも相手が名乗っているのはあの『ガズ帝国』なのだ。

〈クリーマン〉機関に限らず、七カ国会議が人を送ってくるのも当然と言えた。

　だがあまり第三者に領内の事を調べられると──執政官達は困った事になる。

　未だ若い上に、愚ぐ鈍どんで覇は気きの無い領主から、言葉巧たくみに実質的な権限を取り上げ──事実上、彼等がこの地を治めている。

　そして権力を握にぎった彼等は、当然の様に私腹を肥やし始めた。

　山賊団と裏で繫つながり、彼等の活動を目こぼしし、時に武器や情報を融ゆう通ずうする代わりに、上納金を要求する──これも執政官達が私財を蓄たくわえる為に始めた『裏の商売』の一つだった。

　だが……

「ガズ帝国の残党なのか？　それとも単に我々の影えい響きよう下に無い山賊がその名を名乗っているだけなのか？」

「その連中はどの位の規模なのだ？」

「当初は百人前後だった様だが──今は分からない。だが増えているだろうな」

「潜せん在ざい的な協力者は多い様だ」

「元ガズ帝国の領民共か」

　忌々しげに執政官の一人が言う。

「奴隷化せず、生かしておいてやった恩を忘れたか……」

「仕方在あるまい。数がそれなりに居るからな」

「過か剰じような弾だん圧あつはそのまま領民の蜂ほう起きを誘ゆう発はつしかねない」

　そもそも……このダチア子爵領や、この近辺は、元々ガズ帝国の領土であった事も在り、国境紛ふん争そう等の小こ競ぜり合いで国境線が何度も移動している為、住民達はしばしばガズ帝国民であったり、他の国家や諸しよ侯こうの領民であったりと、その立場が変わっている。

　ダチア子爵自身、戦後、改めてこの地をヴィーマック国王に下か賜しされてやってきた新しい領主であり、領民の子爵に対する忠誠心は無いに等しい。中にはむしろガズ帝国時代に郷きよう愁しゆうを感じている者も居るだろう。

　いずれにせよ──

「連中が大きな勢力に育つ前に潰つぶしてしまいたいな」

　今まで執政官達が、新生ガズ帝国なる武装集団に対して、見て見ぬ振りを続けてきたのは、いわゆる無法者集団の一種であろうと考えていたからだ。

　立派な題目や旗を掲かかげて、その実、やる事は略りやく奪だつ行こう為い──そんな連中も昨今は少なくない。そういう無法者の一種であれば、放置しておいても執政官達にとって、実質的な害は無い。むしろ──

「いや──待て」

　一人がふと思いついた様子で言った。

「いっそ大きく、その脅きよう威いを喧けん伝でんするというのはどうか？」

「どういう事だ？」

「より中央より、対策の資金援えん助じよを引き出せないかという事だよ」

　更さらにはその新生ガズ帝国とやらに何らかの形で接せつ触しよくし、交こう渉しようして懐かい柔じゆうし、影響下に置く一方で、中央にその『脅威』を報告し、山賊対策の支援を……具体的には資金援助の額を増やす材料にする事も可能なのではないか。

　しかし──

「チャイカ・ガズが本物だと分かれば、七カ国会議は問答無用で討とう伐ばつ軍を送り込んでくるぞ。ガヴァーニ公こう爵しやくの一件もあるからな。それこそ一いつ切さい区別無く、魔ま法ほう兵団や大型魔法兵器で森ごと焼き払はらいかねない」

　そうなれば、恐おそらく、執政官達が金かね蔓づるにしている幾つかの山賊団も一いつ緒しよに滅ほろぼされて終わりだろう。執政官達は、収入源の一つを失う事になる。

　また、その際に色々と余計な事まで調べられる可能性も在る。執政官達との繫がりは山賊団の頭目格や幹部しか知らないが、万が一に彼等が生き延びて、余計な証言をすれば執政官達は一気に追い詰つめられてしまう。

　それは──まずい。とてもまずい。

「資金援助は欲ほしい。その額をつり上げる為に『脅威』は大きければ大きい程に良い。新生ガズ帝国というのは、その『脅威』としては充じゆう分ぶん。だが中央の軍が出張ってくるのはまずい……か」

「悩なやましいな」

「やはりチャイカ・ガズは偽にせ物ものであってもらわねば困るか」

　執政官達はその結論に達して頷うなずき合う。

「新生ガズ帝国とやらも、山賊の一種であると、例の〈クリーマン〉機関の連中にも認めさせねばなるまい」

「それは簡単だ」

　提案した執政官は歯を剝むいて笑った。

「旗はた頭がしらになっているのはチャイカ・ガズ──つまり〈禁断皇こう帝てい〉の遺児を名乗っている小こ娘むすめだろう？　だがそもそも〈禁断皇帝〉の遺児というのは、戦後になって囁ささやかれ始めた話だ。実は〈禁断皇帝〉に娘など居なかったと、適当に証言者を仕立て上げれば済む」

「……成る程」

　執政官達は納なつ得とくの表情で頷き合う。

　領民の中から、適当に『終戦間ま際ぎわまでガズ皇帝に仕えていた』者を適当にでっち上げ、『ガズ皇帝に娘など居なかった』と証言させてしまえば、チャイカ・ガズは存在そのものが虚きよ偽ぎとなってしまう。

「しかし件くだんのチャイカ・ガズが本当に〈禁断皇帝〉の娘で、何か証しよう拠この品を持っている可能性も在るぞ」

「そこだよ。結局の所、問題はそこだ」

「それについては更に簡単だ」

　執政官の一人はしたり顔で人差し指を立てた。

「要は〈クリーマン〉機関やそれに類する調査員に、問題の小娘が捕つかまらなければ、それで良いのだ。場合によっては、連中の処に暗殺者を送り込んで、チャイカ・ガズだけでも先に始末してしまえば済む」

「午後から山賊対策に集めた傭兵マーセナリの選別が行われる予定だが……その中からも暗殺者として使えそうな者を見み繕つくろうか？」

「いや。新生ガズ帝国軍とやらを討伐する際に、正規兵から数名を選んで、確実にチャイカ・ガズを殺す様に言い含ふくめておくのでも良かろう。〈クリーマン〉機関の連中に気付かれては面めん倒どうだ、話を知っている人間は少ない方が良い」

「……ふぅむ」

「ではそのように？」

「そのように」

　執しつ政せい官達は頷き合うと──程なくして次の議題に移る。

　農業的、鉱業的な資源に乏とぼしいこの地に配されてしまった以上、あの手この手で──公おおやけに出来ない様な方法を含めて利益を上げねば、苦労して現ダチア子爵を傀かい儡らい化し、実権を握った甲か斐いが無い。考えねばならない事は山の様にあり、彼等にとって新生ガズ帝国問題は、数在る懸けん案あん事じ項こうの一つに過ぎなかった。

　少なくとも──この時点では。




　　　　[image: くぎり]




　虚こ空くうを銀光が薙なぐ。

　長く──しなやかに。

　恐らく相手は、十分に間合いを見切った積もりだったのだろう。小娘に自分が負ける筈が無いという慢まん心しんも在ったかもしれない。実際、その少女の剣けんを振ふる動きはひどく大きく、剣撃としての鋭えい利りさに欠けていた。

　だが……それが致ち命めい的てきな過あやまちだったと気付いた瞬しゆん間かんには、もう、いくつもの小さな刃は物ものが四方八方から男の首筋に食い込んでいた。

「なっ──!?」

　鎧よろいを着けていても絶対安全という訳ではない。

　着て動く事を前提にしている以上、脆もろい部分や隙すき間まは必ず出来る。そして優すぐれた戦せん闘とう技能者はそこを確実に狙ねらってくる。最適な角度、最適な速度で、最適な瞬間に。

　鋼紐ワイヤーにつながれた、小さな刃物の群れ。

　それは、まるで意志在るものの様にうねり、軌き道どうを修正し、するりと──兜かぶとと鎧の襟えり元もと、その隙間から相手の装そう甲こうの内側に入り込んでいたのである。

「蛇咬剣スネークブレイド……！」

　観戦者の誰だれかが呻うめく様に言った。

　蛇咬剣。それが少女の使った武器だった。

　剣と名付けられてはいるものの、その実態は鞭むちに近い。攻こう撃げきを繰くり出すその瞬間まで一本の剣の形をしているそれは、振りぬいたその瞬間、鋼紐で繫がれた幾いくつもの小しよう刃じんに分ぶん離り、剣の軌道とは明らかに異なる動きで相手を襲おそう。

　それはつまり奇き襲しゆう時に最も威い力りよくを発揮する、いわば暗器の一種だ。

　だが──

「ま、参った、よせ！」

　男は悲鳴じみた声でそう告げる。

　首に蛇咬剣を巻かれてはもう対処のしようがないという事もあろうが──何よりも男は少女の技量を思い知らされていた。

　蛇咬剣をただ振り回すだけなら誰にでも出来る。

　だが、その先せん端たんを自分が狙った装甲の隙間に滑すべり込ませ、それ自身がまるで生きているかの様な動きで相手の体に巻き付ける……それがどれだけ難しいか。少なくともこの武器を手にして一朝一夕に可能な事ではなかろう。

　少女の技量は、既すでに達人の域だった。

「…………」

　少し離はなれた場所で、勝負を見守っていた審しん判ぱんが、大きく頷くのを確かく認にん──少女は黙だまって手首をひねった。

　すると蛇咬剣はするりと男の首筋から離れて垂れ下がり──次の瞬間には、涼すずしげな金属の音を立てて少女の手元に戻もどり、一本の剣に戻っていた。

「二二三番──クラスナヤ・ボフダーン、十分だ」

　審判が書類に合否を書き込みながら告げた。

　勝利に対して殊こと更さらに喜ぶでも、誇ほこるでもなく、ただ少女はしかめ面つらで小さく頷く。肩かた口ぐちの辺りで切り揃そろえられた赤毛が、揺ゆれた。

　審判に促うながされるまま、闘リ技ン場グの外に出る少女──クラスナヤ。

　そしてそれに入れ替かわる様にして──

「次、二二四番、アカリ・レクサス、二二五番、ヒース・フェラール」

　闘技場に上がるのは、またもや若い娘である。

　彼女は防具らしい防具も身に着けず、武器といえば右手に鉄てつ槌ついを携たずさえているのみだ。

　だが、先のクラスナヤの一戦を見ていたせいか、相手として闘技場に上がる男──ヒース・フェラールに油断は無い様だった。緊きん張ちようの漲みなぎる表情で剣を抜ぬいた。

「はじめ！」

　試験官の一声と同時にヒースが動く。

　剣を背負うかの様な──己おのれの体で背後に隠かくすかの様な構えで、アカリと呼ばれた娘に迫せまる。決して膝ひざを大きく上げる様な派手な動きではないのに、その足取りは早く、まるで疾しつ走そうするかの様な勢いである。

　剣を隠しているせいで、剣筋の予測がつきにくく、素す早ばやく近づくせいで間合いを読み辛づらい──というか相手の側にしてみれば、自分の最適な間合いを確保するのが難しい。見み栄ばえよりも実利を優先した実戦剣法なのだろう。

　しかし……

「はっ！」

　ヒースが剣を振り下ろす。

　背中から半円を描えがきながら雪崩なだれの様に落とす斬ざん撃げき。一応、試合という名目である為ために刃には殺傷防止の革かわを巻いてあるが、まともに当たれば骨折してもおかしくない勢いである。

　対してアカリは──殆ほとんど動かなかった。

　棒立ちにも等しい体勢で、ただ、右手の鉄槌を掲かかげる様に持ち上げただけである。

「──!?」

　ヒースの体勢が大きく崩くずれた。

　勢い込んで放った一撃は、しかしアカリの鉄槌の柄えによって軌道を逸そらされていた。真正面から弾はじくのではなく、斬撃の角度に添そわせる様にした柄で、剣を滑らせたのである。

　受けられ弾かれたのならば、それも想定の内と、ヒースはその反動を利用して次の一撃へと繫つないでいただろう。

　だが受け流されれば──ほんのわずかな力を加えられ、空から振ぶりに等しい方向に斬撃を誘ゆう導どうされてしまえば、自らの打ち込みの勢いに、振り回されざるを得ない。

　更にヒースの足元に──アカリの足あし払ばらいが極きまる。

　既に大きく姿勢が崩れていたヒースに、踏ふみとどまれる道理もなく、無様にその場に転てん倒とうしてしまう。その頭部に鉄槌が──『鎧破り』とも呼ばれる尖とがった部分が振り下ろされたのは、次の瞬間だった。

「…………ッ!?」

　自らの死を覚かく悟ごして表情を引きつらせるヒース。

　その鼻先に先せん端たん部が触ふれた瞬間、鉄槌は停止していた。

「……さて？」

「……参った」

　首を傾かしげて問うアカリに、ヒースは素直にそう認めた。

「勝者、二二四番、アカリ・レクサス！」

「おお……」

　どよめきが闘技場の周囲に広がっていく。

　これは実戦では勿もち論ろんなく、限られた枠わくで新たに傭兵を採用するにあたっての、あくまで試合だとこの場に居る全員が理解している。だがその一方で、飯の種を求めて集まってきた傭兵達は真しん剣けんそのもの──実際、つい『やりすぎて』怪け我が人が出る事も珍めずらしくない。より派手に相手を叩たたきのめす方が、雇やとい主の覚えも良いからだ。

　しかし──そんな傭兵達の目から見ても、アカリの技量ははっきりとわかるのだろう。派手ではない、むしろ最小限ともいうべき動きで相手を制圧してのけている訳だが、だからこそ、殊更に喧けん伝でんする必要のない、真の実力というものが滲にじみ出るのだ。

　そして……

「──あの女二人、中々の拾いもののようだ」

　第一選せん抜ばつ試験会場──傭兵達の採用試験を、闘技場を見下ろすテラスから眺ながめていた執政官達は、頷うなずき合った。

「明らかに水準以上の強さだが、なおかつ若い娘むすめというのが良い」

「相手の油断を誘さそえるからな。例の新生ガズ帝てい国こくの一件、正規兵ではなく、あの二人に任せてしまうというのも手か。信用出来るか──というより、口が固いかどうか、だが」

「ふぅむ……」

　執政官達は手元の書類を眺めながら唸うなる。

　先日、〈クリーマン〉機関の者に言った様に、山さん賊ぞく被ひ害がいや、新生ガズ帝国軍問題に対処するという名目で、執政官達は内外に戦力増強を宣言──ヴィーマック王国中央からの資金援えん助じよを確保すると同時に、広こう範はん囲いに触れを出して、傭兵マーセナリを募ぼ集しゆうした。

　その結果──食い詰つめてあぶれた元軍人達が多数応おう募ぼしてきて、執政官達の想定していた人員枠の三倍近い応募者が集まった。この為、執政官達は選抜試験を実じつ施しして、実力の高い者から雇い入れる事になったのである。

　同じ予算ならば、より質の良い兵士を採用すべき──行政や経理に特化した役人がそう考えるのは当然といえた。

「明後日あさつてあたりに傭兵部隊は編制出来るだろう」

　選抜試験は三箇か所しよで同時進行している。

　実戦を想定した勝負である為か、試合一回に掛かかる時間も短い。実力が伯はく仲ちゆうして延々と戦う様な事例は殆ど無い様だった。

「彼等は正規軍よりも先に──先せん鋒ぽうとして投入するのが良いと思う」

「所しよ詮せん寄せ集め、急ぎ編制して『慣らし』の訓練も無いままに投入となると──しかも先鋒ならば損そん耗もう率は高くなると思われるが？」

「だからだよ」

　執政官の一人は口の端はしに微び笑しようを浮うかべて言った。

「報ほう酬しゆうは前まえ払ばらい半分、後払い半分。死者が多ければ多いほど、後金を払わずに済む」

「なるほど」

　執しつ政せい官達は笑え顔がおで頷く。

　彼等は良くも悪くも戦場経験の無い、純じゆん粋すいな専門職で──だからこそ彼等にとっては、死傷者の数も、予算の金額も、同じ書類の上の数字でしかないのだった。
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　選抜試験の様子は……〈クリーマン〉機関のニコライ、ズィータ、そして同じジレット隊に所属するマテウス・キャラウェイとレオナルド・ストーラもまた、視察していた。

　ただし、執政官達の居る第一試験場とは別、三つ設けられた試験会場の一つ──第三試験場での事である。

「結構──本格的というか」

　選抜試験そのものをそう評するのは、レオナルドである。

「集まってきた傭兵の質は、全体的に高いみたいですね」

　そう言いながら、彼の眼めと耳は、現在も進行中の試合の方を向いている。

　彼は亜あ人じん兵と呼ばれる特とく殊しゆな──生まれる前の胎たい児じの段階で魔ま法ほう改造を受けた存在である。その証しよう拠こに彼には普ふ通つうの人間には備わらない様な、獣けもの状じようの耳と尻尾しつぽが付いており、その五感は普通の人間より鋭するどい。その五感と身の軽さを活いかした斥せつ候こう役や監かん視し役が、ジレット隊における彼の主な仕事であった。

「それだけあぶれている元軍人が多いって事か」

　顔をしかめてニコライが言う。

　彼も元々は傭兵だ。たまたま終戦直後、縁えんあって〈クリーマン〉機関に所属する事が出来た訳だが、場合によっては、今、この場で選抜試験を受けていたかもしれず──あるいは、あの傭兵達によって討とう伐ばつされる予定の山賊に混じっていたかもしれない身の上である。

「他ひ人と事ごととは思えないな」

「そういえば隊長代理も元はガズ帝国の出なんでしたっけ？」

　今更の様に首を傾げてレオナルドが問う。

「いや。ガズ帝国そのものではなくて、周辺の──属国の出だな」

　とニコライは肩かたを竦すくめて言った。

「なにせ三百年以上、戦争をやってた訳だからな。国境付近だと、同じ村に住んでいても、親の代はガズ帝国、子の代は別の国、なんてのも珍しくない。実際、俺の祖父はガズ帝国の人間だったらしい。俺の生まれる前の話だから、さすがに俺はラーケ語は話せないんだがな」

　そもそもこのダチア子し爵しやく領も元ガズ帝国の領土だった訳だが──当然ながら、現在のこの地域で推すい奨しようされている言葉は大陸公用語だ。さすがにラーケ語を全面禁止する訳にはいかない様だが、領主やその下の執政官、官かん吏り達に何かを申しん請せいする場合には、大陸公用語を使わねばならず──ラーケ語では門もん前ぜん払ばらいを喰くらわされる事が多いという。

　その辺からも領民の不満は滲んできている様だった。

　更に……

「領民の方から色々調べてはみたのですが」

　禿とく頭とうの男──魔法師ウイザードのマテウス・キャラウェイが言った。

「どうも、領主の現ダチア子爵や、その下で実権を握にぎっている執政官達の評判はあまり良くない様です。目立った領民への弾だん圧あつや、過か剰じような重税を課す様な真ま似ねはしていない様ですが……どうも領内の経済の動きにも妙みような部分が在ある様で。商人組合の者達はかなり胡う散さん臭くさく感じている様ですが」

「要するに、中央に眼を付けられる様な派手な真似はしてないが、裏でこそこそズルはしてるって感じか？」

「恐おそらくは。その『ズル』の種類や、何ど処こまでの人間がそれに関かかわっているかまでは、さすがに未まだ分かりませんが」

「タチが悪いな……」

　唸る様に言うニコライ。

　明確な悪あく辣らつさがあれば──分かり易やすい悪行を重ねているのであれば、これを断罪するのはむしろ簡単だ。だがそれが表面化しない様に、巧こう妙みように行っているとなると、証拠を固めるだけでも手間を喰う。

　今のジレット隊に許された時間とこの人数で、それがどれだけ可能か──

「引き続き、レオとマテウスは市井しせいの方から調査を頼たのむ。俺とズィータは、とりあえずまた何か理由を付けて執政官と面会してつついてみるが──正直、こういうのって俺、苦手なんだよな」

　溜ため息いきをつくニコライ。

　この元傭兵は外見からは想像もつかない位に、細かくよく気の付く男で、生き真ま面じ目め、頭もよく回る方ではあるのだが──だからこそ、考えすぎて、自じ縄じよう自じ縛ばくに陥おちいる事がしばしば在る。以前は最終判断をアルベリックに任せていた関係で、その欠点があまり表に出てくる事は無かったのだが。

　いずれにせよ、あまり権けん謀ぼう術じゆつ数すうや騙だまし合いの現場には、性格的に向かないのである。

「頑がん張ばってください、隊長代理」

　苦く笑しようしてズィータが彼の広い背中を叩いた。
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　新生ガズ帝国を名乗る以上──連合王国勢力との軋あつ轢れきは覚かく悟ごの上だった。

　まして軍組織の体てい裁さいを採っている以上、当然に戦せん闘とうは行うし、その際に出る負傷者や死者を零ゼロにする事は不可能だ。新生ガズ帝国の評判を聞きつけて新たに参加してくる兵が居るので、軍隊としての規模が縮小一方になる事は無いが。

　ルークとビエルイエという優ゆう秀しゆうな人材が加わってからは、自軍の死者は出ておらず、各戦闘で出る怪我人の数も減ったが、それでも全員無傷という事は無いし、二人が参加してくる前に死んだ兵士や、傷ついたまま復帰できていない者も少なくない。

　特にガズ帝国復興軍が活動を開始し始めた当初は、支し援えん者の数も少なく、誰だれもがこの地での戦いに慣れていなかった。元々北方で活動していた兵士達はともかく、他ほかの地域から流れてきてガズ帝国復興軍に加わった者達の中には、冬場の行軍について甘く見ていた者も居て……凍とう傷しようで腕うでや足を切り落とす羽目になってしまった者も居た。

「姫ひめ様──」

『倉庫』を訪おとずれたチャイカ姫とアレクセイを、数名の男達が姿勢を正して迎むかえる。

　だがチャイカ姫は彼等に『そのままで構いません』と告げて、静かに倉庫の中央部へと進んでいった。

　先日、宴えん会かいを行った広間と同様……遺い跡せき内において比ひ較かく的てき大きな空間の一つ。

　そこには棚たなが作り付けられ、食料や武器、その他、様々なものが備び蓄ちくされている。もっともいずれの物資も豊富という訳ではなく、武器や道具の類たぐいは修理して使える様にと『倉庫』中央に作業台が置かれ、そこで数名の元兵士が働いていた。

「──調子はどうですか？」

「はい、悪くはねえですね」

　様子を見に来たチャイカ姫に、その元兵士は笑顔で答える。

　彼が敬礼をした際に、かつん、と床ゆかが杖つえをついた様な固い音を立てた。

　この元兵士は凍傷で左足の膝ひざから下を失い、戦場に立てなくなったのである。

　仕方なく彼はこのシャモニ遺跡を──新生ガズ帝国の『城』を守るのと同時に、雑務をこなす役回りになった。他の男達も、同様の理由で前線に立てなくなった元兵士──つまり傷病兵である。彼等はこの倉庫以外にも十数名居て、『城』の中の掃そう除じや炊すい事じ、あるいは武器防具の手入れ、物見台やこの棚の様な造作、捕ほ虜りよの管理等を行っている。

　実の処ところ──こうした傷病兵は、この倍は居た。

　だがその半数は新生ガズ帝てい国こくを去り、半数は傷や病が悪化して亡なくなった。だから今でも残っている彼等は、チャイカ姫に心底から忠誠を誓ちかった者達や、この新生ガズ帝国に居い心ごこ地ちの良さを感じている──他に行く場所の無い者ばかりだ。

「冷え込む夜はちと、失なくした足が痛みますがね」

　と自じ嘲ちよう気味に笑う元兵士。

「まあ、この義足にもそろそろ慣れてきました」

「そうですか……」

　チャイカ姫の表情は──硬かたい。

　笑顔を浮かべようとして、うまくいかない、そんな印象だ。

　彼女はしばしばこうして、新生ガズ帝国軍の兵士達の処を回って、声を掛けている。

　他には何をするでもなく、ただそれだけの事なのだが、本来ならば下々の者の顔や名などいちいち覚えてもいない様な立場の姫君が、まめに兵士達に話し掛ける姿は、当初驚おどろきを以もつて──そして今は兵士達の忠誠心の源として、受け入れられていた。

　勿もち論ろん、これはまだ新生ガズ帝国が二百名程度の、軍組織としては小所帯である事も関係しているだろう。辛かろうじて全員と顔見知りになる事が出来る程度の規模だ。

　だがそれは、良し悪し──末まつ端たんの兵士とまで知り合いになってしまうという事は、必ず出る兵の損耗にいちいち、頂点たるチャイカ姫が心を痛め、頭を悩なやますという事にもつながる。一軍を率いる者としては、それは、弱点にもなりえた。

　チャイカ姫の片かた腕うでたるアレクセイは、あまりチャイカ姫のこうした行動に良い印象を抱いだいていない様であったが──兵士達の士気を高めるという効能も無視はできないからか、殊こと更さらにチャイカ姫の行動を止めようとはしていない。

　しかし……

「大事にしてください」

「いつもながら、勿もつ体たいないお言葉、痛み入ります」

　チャイカ姫の言葉に、元兵士は笑顔で応じて頭こうべを垂れる。

　良くも悪くも従軍経験がある兵士ならば、指揮官や、場合によってはさらにその上に居る貴族や王族が、ここまで個々の兵士を気に掛かける事が、稀け有うな事例である事をわかっている。

「では……」

　チャイカ姫は元兵士達をもう一度見回して頷うなずくと、『倉庫』を出た。

「…………」

　無言で歩くチャイカ姫。

　その後を影かげの様に付き従うアレクセイ。

　しばらく遺跡の内部を歩いて──これまた急きゆう拵ごしらえの、やたらにぎしぎしと軋きしむ階段も上って、チャイカ姫は彼女の『自室』へと戻もどってきた。

　自室といっても、木材を持ち込んで遺跡内の一部を仕切ってある程度のものである。感覚的には天幕テントの類と大差ない。

　そして──

「…………」

　チャイカ姫は──不意に、右手を挙げて自分の長い銀ぎん髪ぱつをつかむと、苛いら立だたしげにそれを引っ張った。

「姫様──」

　アレクセイの咎とがめる様な口調にも構わず、チャイカ姫は己おのれの銀髪をまとめて、ずるりと頭から引きずりおろす。

　それは彼女の地毛ではなく──カツラだった。

　その下から出てきたのは……亜あ麻ま色いろの髪かみである。

「いけません、姫様、何処で誰が見ているか──」

「誰もついてきていないのは、確かく認にんしました」

　チャイカ姫はため息交じりにそう言う。

　いや。ガズ皇こう帝ていと同じ銀ぎん髪ぱつ紫し眼がんがチャイカの証あかしだというのならば、この少女は──

「私はいつまでこんな事を…………」

「お家再興には必要な事です」

　チャイカ姫の言葉に覆おおいかぶせる様にしてアレクセイが言った。

　彼は以前、執しつ事じ頭がしら──家令として働いていた経験がある為ため、その時の知識と経験を生かして新生ガズ帝国全体を切り盛りしている。同時に、周辺の協力者から得られた物資の分配や、先の傷病兵達への仕事の割り振ふりなども担当している。

　前線に出て戦いこそしないが、老いた身で、相当な激務である事は、誰の目にも明らかだ。新生ガズ帝国が組織として稼か働どうしているのは、彼の働きに負うところが大きい。

　有能な人間なのだ。それは間ま違ちがいない。

　だが──

「亡きお父上の、お母上の、無念を思い出されませ。ゴードン家の──」

　そこまで言って──しかしアレクセイは何かに気付いたかの様な様子で、咳せき払ばらいを一つして、強引に台詞せりふを切った。何処で誰が見ているか分からないというのなら、何処で誰が聞いているかも分からない──という事だろう。

「今更、後戻りはできませぬぞ」

「分かっています、分かっていますけれど──」

　そこまで言って、チャイカ姫は唇くちびるを嚙かむ。

　アレクセイの言葉の正しさを認めつつも、それを頭から納なつ得とくはできていない、少なくとも感情的に整理がついていない──そんな印象だった。

　その時──

「……あ」

　何かが足元をこすって抜ぬける感かん触しよくに──チャイカ姫は目を下に向ける。

　チャイカ姫が『自室』に戻った際に、一いつ緒しよに入ってきたのか──灰色の猫ねこが、その紅あかい瞳ひとみで彼女を見上げていた。

　ビエルイエの飼い猫である。

「どうしたの、おまえ」

　チャイカ姫はしゃがみこんで猫の顔を覗のぞき込む。

　いつもルークかビエルイエの傍そばに居るこの猫が、一匹ぴきで動き回っているのを見るのは多分、チャイカ姫も初めてだった。だからそう問うた訳だが──猫は『何が？』とでもいうかの様に首を傾かしげた。

「御ご主人様はどうしたの？」

「…………」

　勿論、問われて猫が答える筈はずも無く──全すべては単に気まぐれの結果なのか、小さな獣けものは一声小さく鳴いてチャイカ姫の足元から離はなれ、壁かべ代わりに立てられた仕切りの隙すき間まから、外に出ていった。

「…………」

　チャイカ姫も仕切りの隙間から『自室』の外を見るが……そこには誰もいない。

　ビエルイエの姿も、ルークの姿もだ。少なくとも今のアレクセイとの会話を、猫以外に聞かれたという事はない様だった。

「──姫様」

「大だい丈じよう夫ぶ。誰も居ません」

　ため息交じりにチャイカ姫は──否いな、そう名乗っている少女は、そう言った。
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「……密告？」

　執しつ政せい官達がその報告を受けたのは──新生ガズ帝国の討とう伐ばつ作戦実行予定日の、二日前の事であった。

「はい」

　報告を持ってきた官かん吏りが頷く。

「何でも、信じて従ってきた『チャイカ』が偽にせ物ものであったとかで。裏切られたので、裏切り返す為に──と」

「…………」

　執政官達は顔を見合わせた。

　元々彼等の側で『チャイカ』は偽物であったと主張する為に『証人』を準備していた。

　だがそれはあくまで新生ガズ帝国を討伐した後、物言わぬ死体、反論も反証もしない物体に成り果てた少女を前にして──という予定だった。

　まさか本当に『証人』が出てくるとは。

「『証人』は二人でも問題あるまい。信しん憑ぴよう性せいが増す」

　執政官の一人がそう言い、官吏に向き直る。

「丁重にもてなして、一通りの情報を引き出しなさい。連中の規模、根城の場所、その周辺の地理、その他諸もろ々もろ。討伐戦に役に立つ」

「ガズ帝国復興軍の討伐は三日ばかり延期するか」

「先に情報を取り込めるだけ取り込んだ方が確実だろうな」

「いずれにせよ、先日集めた傭兵マーセナリ部隊を先せん鋒ぽうに出すのは変わらんがね」

「費用は削けずれるだけ削るべきだな」

　そうして浮ういた後金は全て執政官達の懐ふところに入る事になる。

「ああ、君──」

　執政官の一人は、改めて官吏に向き直る。

「その情報だが、連中の根城の場所以外は、傭兵部隊には伝えないように。あくまで正規軍の指揮官にのみ伝えなさい」

　淡たん々たんと、明日あしたの天気の話でもするかの様な穏おだやかさで執政官はそう言い──それから官吏に退去を命じた。
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　魔法師ウイザードの少女ビエルイエ。

　大陸公用語よりもラーケ語の方が得意なこの少女は、元々ガズ帝てい国こくの人間だったのではないかという推測が成り立つが、それ以外の部分ではルーク同様に謎なぞ──というより不可思議とも言うべき部分が多い。

　現時点で新生ガズ帝国唯ゆい一いつの魔法師である彼女だが、その能力は恐おそらく魔法師全体と見比べても一流──恐らくは天才の語を冠かんしても良い程ほどの水準である。そもそも未まだ十代の少女としか見えない彼女が、何ど処こで、どうやって、複雑な魔法技術を習得したのかが分からないし、彼女の持っている魔法機杖ガンドにしても、平民が気楽に購こう入にゆう出来る様な値段の代しろ物ものではない。戦場跡あとで廃はい棄きされたものを拾うにしても、それを修理する知識と技能がまた必要になってくる。

　ルークとの関係といい、恐らくはそれなりに特異な──数すう奇きで波は瀾らん万ばん丈じような半生を送ってきたのだという事は想像がつくが、詳しよう細さいは他ほかの記き憶おくと共に失われていて、本人にも分からないとの事だった。

　その一方で、この少女は妙みように天てん真しん爛らん漫まんというか、幼児めいた言動を示す事がある。

　これも記憶喪そう失しつの影えい響きようなのかもしれないが──例えば十五歳の人間が十年分の記憶を失えば五歳相当の幼さになってしまうのか？　──詳くわしい事は医術者でもないチャイカ姫ひめ達には分からない。

　ともあれ──

「お風ふ呂ろ！」

　ビエルイエが──突とつ然ぜん、そう言ってチャイカ姫を誘さそってきたのは、山さん賊ぞく討とう伐ばつ成功の宴うたげから数日後の事だった。『自室』でアレクセイと共に新生ガズ帝国の雑務をこなしていたチャイカ姫の処ところにやってきて、その手を摑つかむや否いなや──の一言である。

「自信作！」

「自信作……？」

　眼を瞬しばたたかせてそう繰くり返すチャイカ姫。

　だが彼女の理解などまるで構わないといった様子で、ビエルイエはチャイカ姫の手を引っ張って立たせ、更さらに何処かへ連れて行こうと引っ張ってくる。

「これ、何を──」

「チャイカ姫、友達！」

　さすがに顔をしかめて止めようとするアレクセイに、ビエルイエは、当然、といった口調でそういうと、そのままチャイカ姫を引っ張っていく。

　だが──

「待ちなさい」

　アレクセイは──顔色を変えて言った。

「姫と一緒に風呂に入ろうというのか？」

「うい！」

「いかん、その様な事、許されません！」

　何やら焦あせった様子のアレクセイだが、ビエルイエはまるで気にした様子も無く、やはりぐいぐいとチャイカ姫を引っ張っていく。アレクセイは短く苛いら立だたしげに唸うなると、表情を強こわ張ばらせながら、早足にこれを追おうとして──

「──女同士で、まずいも何も在あったもんじゃないでしょう」

　木の板を敷しいて『床ゆか』を作った『通路』の──途と中ちゆう。

　曲面の壁に背中を預ける様にして立っていたルークが、そう言ってきた。

「馬ば鹿かな。チャイカ姫は、ガズ皇こう帝ていに連なる高貴な御お方かた、何処の馬の骨──」

　そこまで言って、アレクセイは黙だまり込む。

　失言に気付いたからだ。だがルークはそこを逃にがさず追つい及きゆうしてきた。

「何処の馬の骨とも知れない様な奴やつとは、たとえ女同士であっても、風呂に入るのは許せない──と？」

　アレクセイの飲み込んだ台詞をそのまま続ける様にしてルークが言った。

「それは…………」

　あくまでルークとビエルイエはチャイカ姫の臣下、という立場である訳だが……つまらない事で彼等の機き嫌げんを損そこねるのは、今の新生ガズ帝国にとって得策ではない。

　アレクセイは取り繕つくろう言葉を大おお慌あわてで探したが──

「……ま、そりゃそうか」

　あっさりと肩かたを竦すくめてルークは言った。

「安心してください。姫の玉ぎよく体たいに触ふれる様な無礼はさせませんよ」

「いや、誤解しないでくれ、君達を侮ぶ辱じよくする積もりは──とにかく、風呂は」

「──ビエルイエ！」

「むい？」

　チャイカ姫を引っ張って『通路』を進んでいたビエルイエが、ルークの声に振ふり返る。

「エコラ老のお達しだ」

「むい？　エコラさん元気？」

「それは御お達者」

　と一応突つっ込んでから、ルークはこう続けた。

「お前は風呂沸わかす役に専念しろとさ。一いつ緒しよに入るのはダメだそうだ」

「むう。友達。なのに」

　と頰ほおを膨ふくらませて言うビエルイエ。

　その隣となりではチャイカ姫が申し訳無さそうな表情を浮かべている。

「けじめってもんがあるんだろ。多分」

　とルークは投げやりに言った。

「とにかくエコラ老がお怒いかりだ、お前が一緒に入るのはやめとけ」

「……うい、了りよう解かい」

　不満たらたらといった様子だが、一応納なつ得とくはしたらしく、ビエルイエはそう言ってから──再び、チャイカ姫を引っ張っていく。

「これでいいですか？」

「…………いいでしょう」

　ルークの問いに──こちらも不承不承といった様子でアレクセイは頷うなずいた。
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　繰り返し記してきた様に──シャモニ遺い跡せきは人間用の『住居』ではない。

　当然ながら、そこには最初から風呂も無ければ便所も無く、炊すい事じ場ばの類たぐいも一いつ切さい無い。

　具体的には給水や排はい水すいを考こう慮りよした構造が最初から存在しないのだ。

　つまり井い戸ども無ければ、近きん隣りんの川から引き込んだ水路も無い。

　汚お物ぶつの類も川に流す訳にいかないので、遺跡の近所に穴を掘ほって埋うめるのが基本になっている。気温が低いせいであまり匂においがしないのは救いといえば救いであるが、特に気温が低い夜などは、迂う闊かつに用足しに出ると、下腹部に凍とう傷しようを負いかねない為ため、灯あかりと暖だん房ぼうを兼かねて小さな松たい明まつを一緒に持って出るのが通例になっていた。

　通常使う風呂場も、遺跡の外部──塔とうの外がい壁へきに沿う様な形で『増築』された部分に設けられている。だが例に漏もれずこれも急きゆう拵ごしらえという事も在り、気密は勿もち論ろん、保温も怪あやしい代物である。

　なので風呂といっても大量の湯を沸かしてこれに悠ゆう々ゆうと浸つかる、という事はまず無理で、大きめの桶おけに湯を張り、一人ずつその中に入って身体からだを温め、早々に出てくる──というのが常だった。当然、毎日全員が入れる訳もなく、兵士の多くは、入浴は三日から四日に一度、他の日は湯に浸ひたした布で身体を拭ふく事で、風呂の代わりにしている様な状態だ。

　故ゆえに──

「──これは」

　チャイカ姫は目を丸くして目の前の『お風呂』を見つめた。

「ビエルイエ。これはあなたが？」

「うい！」

　ビエルイエは得意げに頷く。

「ひょっとして、魔法？」

「肯こう定てい！」

　そこに出来上がっていたのは──呆あきれた事に露ろ天てん風呂だった。

　地面を抉えぐり、そこに出来た窪くぼみに、雪を溶とかしてできた水を張り、これを沸かしたのだろう。十人でも楽々と浸かる事が出来そうなその露天風呂は、もうもうと湯気を立ち昇のぼらせており、傍そばに居るだけで、十分に温かい。

　そもそも水は熱しにくく冷めにくいものだ。大量であれば尚なお更さら。つまりこれだけの量の湯となれば、一いつ旦たん沸かしてしまえばそう簡単に水に戻もどったりはしないのである。

　しかも──

「姫様、脱だつ衣い、ちょっと待機」

　ビエルイエはそういうと、携たずさえていた魔法機杖ガンドを構えて、呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　青白い魔ま法ほう陣じんが光りながら出現し、天に向けた魔法機杖の先で回転した。

「──顕あらわれよ〈隔ザて・遮シるーもルのド〉！」

　彼女の一声と同時に、空気が──鳴く。

　その現象の意味に、気付くのに、チャイカ姫はわずかながら時間を要した。

「これは…………」

　驚おどろきの表情で周囲を見回すチャイカ姫。

　一いつ瞬しゆんで彼女と、そして露天風呂を、白い半球ドーム状の何かが覆おおっていたからだ。

　恐おそらくは魔法の力場の類なのだろう。空気が鳴いたのはこれが展開した時に強制的に押し退のけられた結果だろう。

　それを証するかの様に──

「遮しや蔽へいの魔法。二重展開。空気不動。熱気保持」

　白い半球の向こうからビエルイエの声が──随ずい分ぶんとくぐもっていたが──聞こえてきた。

　どうやら彼女は外に居るらしい。

「服脱ぬいで、湯冷め、なし」

「…………」

　ただ風呂に入るというだけの為に、こんな大規模に魔法を使ったのか。雪を溶かす、穴を掘る、湯を沸かす、そして風を遮さえぎる。最低でも四つの魔法をビエルイエは使った事になる。魔法に使う化石念料も無限ではないし、買えばそれなりにする筈はずなのだが。

　呆れた様にチャイカ姫はその即そく席せき露天風呂を見つめていたが──

「ありがとう」

　微び苦く笑しようを浮うかべると、服を脱ぎ始める。

　この半球ドームは、湯冷めを防ぐ意味と同時に、兵士達の目からチャイカ姫を隠かくすという意味もあるのだろう。この寒空に好き好んで遺跡の外をうろつく兵士は居ないが、一応、歩ほ哨しよう役の兵士が遺跡の周囲を定期巡じゆん回かいしている筈だった。

「…………」

　服をすべて脱いだチャイカ姫は、そっと足を伸のばしてつま先で湯に触ふれる。

　湯は──もうもうと白はく煙えんをたてる見た目に反して、火傷やけどを心配せねばならない様な温度ではない様だった。

「外から中は──見えないのですね？」

「うい！　安心！」

　ビエルイエがそう保証してきた。

　なので…………

「…………」

　チャイカ姫ひめは束つかの間、躊ちゆう躇ちよした後、被かぶっていた銀の髪かみのカツラを、脱いだ。

　短めに切られ、ずっとカツラの下に押し込められていた亜あ麻ま色いろの髪が、首筋に触れる。

　解放感というよりも、虚きよ脱だつ感に近いものを覚えて、チャイカ姫は湯の中に身を沈しずめた。

「……ビエルイエ？　そこに居ますか？」

「むい？」

「ごめんなさい。なんでもありません」

　念のためにと外の様子を窺うかがってみたが、ビエルイエがこちらを覗のぞき見している様子は無い。覗き見していれば、チャイカ姫の銀の髪が偽にせ物ものである事に、驚いている筈だが──そんな気配は特に感じられなかった。

「……ふぅ」

　安あん堵どのため息を一つつくと──チャイカ姫は湯の中で四し肢しを伸ばした。

　体中のあちこちに凝こっていた強こわ張ばりが、ゆっくりと湯の中に溶けていくかの様に感じる。こんな風にして、全身を伸ばし、温かな湯につかるなど──何年振りだろうか。

　そう。最後にこんなお風ふ呂ろに入ったのは、まだ両親が生きていた頃ころで…………

「…………」

　母は自分と同じ亜麻色の髪で。

　母と同じそれが、ひそかな自じ慢まんで。

　だからあの日──両親が死んだあの日まで、ずっと髪は長く伸ばしていて。

　しかし、家を追われ、領地を追われた八年前のあの日、追手の目を誤ご魔ま化かす為にと……少年の様に見せかける為にと、アレクセイが切ってしまった。

　そして銀のカツラをかぶる様になってからは、手入れもままならず、髪は荒あれる一方だ。

　それがどうにもチャイカ姫には──チャイカを名乗る少女には辛つらかった。

　そして……

「姫様、湯加減如何いかが？」

「いいですよ。とても。ありが──」

　不意に声が潤うるむのを感じてチャイカ姫は言葉を切った。

「姫様？」

「な…………なんでも…………ない、なんでも…………」

　慌あわてて言葉を取り繕つくろうも、鼻声をごまかし切れたかどうかはわからない。

　どうしてこんな事で──そう思うのだが、一度流れ始めた涙なみだは、拭ぬぐっても拭っても溢あふれてきて、しばらく止まりそうになかった。

「姫様？　チャイカ姫様？」

「──やめて！」

　気づかわしげなビエルイエの声に、しかし発作的にチャイカ姫は叫さけんでいた。

「私はチャイカじゃない！」

「……!?」

　今度ははっきりと驚く気配が──目を丸くして硬こう直ちよくしているビエルイエの姿が見えるかの様に──伝わってきた。

　まずい。咄とつ嗟さにそう思い、硬直するチャイカ姫。

「ご、ごめんなさい、ちょっと、その」

　必死に適当な言い訳を探す。

「のぼせちゃったみたいですね。訳の分からない事を……」

「姫様、湯加減調節──する？」

「大だい丈じよう夫ぶ、もうあがります。本当、久しぶりのこんな素す敵てきなお風呂で、ちょっと舞まい上がっちゃったみたい……」
















　うまくごまかせたかどうか自信はなかった。

　だがビエルイエは殊こと更さらに何か疑う様子も無く、明るい声が白い壁かべ越ごしに伝わってくる。

「姫様、喜ぶ──私うれしい」

「そ、そうですか？」

「友達、だから」

「…………」

　唇くちびるをかむチャイカ姫。

　友達。それは自分に許された言葉ではないだろう。

　アレクセイ以外の全すべての人間に対して、本当の自分を偽いつわってきた。

　お家再興を果たす為に。

　チャイカ・ガズを名乗ったのは、いまだ、ガズ帝てい国こくの信しん奉ぽう者も多いこの北の地で、協力者や賛同者、それにお金を集めやすいから──それを考えたのはアレクセイだが、異を唱える事無くそれに従ったのは彼女自身だ。

　その時から、彼女は、ユリエ・ゴードンではなく、チャイカ・ガズだった。

　ガズ帝国そのものを復興させる事は無理としても、集めた金と兵で、ゴードン家をどうにか復興させることは可能ではないか──アレクセイはそう考えていたのだ。

　もし万事上う手まく行って、アレクセイの思おも惑わく通りに事が進んでも、それはつまり、いつか、ルークやビエルイエを含ふくむ、新生ガズ帝国の皆みんなを裏切る事になる。ガズ帝国復興という題目を、そしてチャイカ・ガズを信じてついてきた、兵士達を。

　それが──

「…………」

　チャイカ姫は己おのれの口くち許もとを押さえる。

　そうしなければ、嗚お咽えつの声が、外のビエルイエに聞こえてしまいそうな気がした。
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　昼だというのに、空は暗あん澹たんたる灰色で覆われていた。

　そこから降る粉雪が、ただでさえ白い冬景色を更さらに白く塗ぬり潰つぶしてゆく。

　動きはあるが、何もかもが単調で、眺ながめていてもひどくつまらない風景だった。

「…………」

　物見台の上で見張り役の兵士二人は、何度も欠伸あくびを嚙かみ殺していた。

　何枚も重ね着をしているのに加えて、外がい套とうの下に小型のランプを提さげて暖を採っている為ため、寒さに凍こごえる事は無いのだが──逆に眠ねむ気けが腹の辺りから這はい上がってくるのを堪こらえるのに、兵士達は苦労していた。

　このところ……具体的にはルークとビエルイエという強い味方が参加して以来、新生ガズ帝国は順調過ぎる位に順調だった。この辺りの領主──ダチア子し爵しやく配下の正規軍とは戦っていないが、近きん隣りん住民を悩なやませる山さん賊ぞく団を三つばかり討とう伐ばつし、味方の損害は殆ほとんど無く、捕ほ虜りよにした山賊の何割かはチャイカ姫の説得も在あって、ガズ帝国復興軍に加わり、戦力は増強傾けい向こうにある。

　加えて、近隣の町村からもたらされる有形無形の各種支し援えん……これも全体的に増える傾向に在る。明日あしたの食料や燃料の心配をしながら、野営を繰くり返していた頃に比べると、雲うん泥でいの差であった。

　だからこそ、兵士達の間にも緩ゆるんだ空気が蔓まん延えんしつつ在った。

　見張り役として物見台に立ってはいるものの、実質的にはただそこに居るだけ、時折、周囲に警けい戒かいの視線を飛ばしているが、それもひどくおざなりなものだった。

　そこに──

「……そろそろ、交代の時間じゃないか？」

　ふと思い出したかの様に、片方の兵士が相方に話し掛かける。

　だが──返事は来ない。

「おい。寝ねるなよ」

　外套の下から手を伸ばして相方の肩かたを叩たたく。

　その瞬しゆん間かん──相方の兵士は、ゆっくりと傾かたむくと、そのまま物見台の床ゆかに、棒の如ごとく倒たおれていた。

「──え？」

　驚おどろいて相方の顔を見る。

　その喉のどから一本の矢が生えているのに気付いたその瞬間──兵士の側頭部、こめかみという頭ず蓋がい骨こつの最も薄うすい部分を、同じく飛来した矢が貫つらぬいていた。




　　　　[image: くぎり]




「敵てき襲しゆうッ！　敵襲だッ!!」

　そんな声が降ってくる。

　見上げる幾いくつもの視線の先で、壁へき面めんに取り付けられた階段を、二人の兵士が転がる様にして降りてくる。先さき程ほど、物見台に見張り役の交代で登って行ったばかりの二人だ。彼等は血相を変えて叫んだ。

「見張りが、殺されてた！　矢で、矢で射られて！」

　その言葉に塔とう内ないの全員が腰こしを浮うかして身構える。

　武器を取りに走る者、防具を慌てて着込む者、寝ている仲間を起こす者、等々──敵襲の報は瞬またたく間に行き渡わたり、塔の内部はやおら、緊きん張ちようした空気で満たされていた。

　しかし……

「敵は山賊か、それとも領主の正規軍か？　数は？」

　指揮官役の兵士がそう訊たずねる。

　だが──

「え……あ……あの……」

「……わ、分かりません！」

　兵士達は動どう揺ようの表情も露あらわに、悲鳴じみた声でそう叫ぶ。

　階段を降りきった彼等の処ところに駆かけ寄りながら──

「射られていたのは、何ど処こだ？　矢の種類は？」

　そう問うたのはルークである。

「え？　種類？」

　問いの意味が分からないといった様子の兵士達に、畳たたみ掛ける様にしてルークが問うた。

「鉄矢か木矢か、長矢か短矢か、急所を一いち撃げきかそれとも──」

「あ、頭と喉を、て、鉄の長矢で……」

「──ルーク？」

　指揮官役の兵士がルークの方を見て訊ねる。

「何を……」

「──正規軍かどうかはわからないが、敵はただの山賊ではないだろうな」

　ルークはそう言った。

「山賊だとしても、正規軍兵士に匹ひつ敵てきする戦力と考えるべきだろう。最初に物見台を潰してくるという事は、兵法の定石だ。それに物見台に立っている兵士に、重い鉄矢を、高い精度で打ち込んでいるという事は、それなりの距きよ離りから、山なりの軌き道どうで曲折射しや撃げきしている筈はず──弩いしゆみか、大弓か。その場合、経験の浅い雑ぞう兵ひように出来る事じゃない。比ひ較かく的てき近距離から、航天機兵の類たぐいが空中を飛びながら撃うってきた可能性も在るが、さすがにそれなら見張り役も気付くだろう」

「お……おお、そうだな」

　指揮官役の兵士が気け圧おされた様な表情で頷うなずく。

「もし領主の正規軍なら、確実に勝てる戦力で、俺達をまとめて叩き潰す準備が整った、って可能性が高い。籠ろう城じようするにせよ、逃にげるにせよ、早々に決めて兵を配置しないと、一気に攻せめ潰されるぞ」

　ルークはそう言ってから、塔内を見回す。

「俺としては逃げるのを勧すすめるがな。包囲されて兵ひよう糧ろう攻ぜめにされれば、十日と掛からずに詰つむぞ。元々此こ処こは籠城も考こう慮りよして作られた城じよう塞さいじゃない」

　物もの憂うげな表情でそう言うルーク。

「わ、分かった……ってここを捨てるってのか？」

「水を汲くみに行くのも、用足しに行くのも、一いつ旦たん、外に出ないといけない。そこを矢や魔ま法ほうで狙ねらわれたら、ひとたまりもない。食しよく糧りようの備び蓄ちくだってそうある訳じゃないんだろ？　どこかから援えん軍ぐんが来る可能性があるのか？　十日以内であれば、それまで持ちこたえる事は可能だろうが──」

「…………」

　指揮官役の者も含め、兵士達は互たがいに顔を見合わせる。

　勿もち論ろん、援軍が来る可能性など無い。

　つまり──

「て──敵がッ！」

　誰だれかがそう叫さけぶのが聞こえた。

　結論が出るのを待たずして、敵の侵しん入にゆうを許してしまったらしい。

　必死の声が、次の瞬間、血に濁にごる。

　ごぼごぼと血の泡あわを噴ふきながらその兵士は──集まった視線の先で、前のめりに倒れた。

　その背後に見えるのは、外に通じる筒つつ状じようの『通路』と、その中から入り込んでくる戦いくさ装しよう束ぞくの男達であった。装備に今一つ統一感が無いのは、恐おそらく彼等が傭兵マーセナリだからであろう。

「お、応戦、応戦だ！」

　指揮官役の兵士が必死の形相でそう叫んだ。
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　魔法師ウイザードによる隠いん蔽ぺい魔法と、降雪に紛まぎれて──ガズ帝国復興軍の拠きよ点てんというシャモニ遺い跡せきに接近。正規軍の包囲が完かん了りようした後、弓兵による歩ほ哨しようの排はい除じよ、その直後に傭兵部隊の突とつ入にゆう。

　それが大まかな作戦だった。

　相手の拠点が、本来、籠城を考慮して建てられた城塞でない事から、強行突入による掃そう討とう作戦が可能と考えられたのである。先に新生ガズ帝国軍から出た裏切り者により、遺跡内の様子や構造、そして新生ガズ帝国軍の総戦力が詳くわしく分かっていた事も、この作戦の一助となった。

　勿論……かなり強引な作戦である。

　確実を期すならば、包囲状態から、相手の戦力を確実に削けずる方向に出る。場合によっては降こう伏ふくを勧かん告こくする事もある。あくまで相手を『制圧』することが目的で、『皆みな殺ごろし』にするのが目的でない場合には。

　だが傭兵は消しよう耗もう品ひんとばかりに、作戦を命じた執しつ政せい官と、その配下の軍人達は、奇き襲しゆう攻こう撃げきにこだわっていた。

「……全ぜん滅めつして半金を払はらう必要がなくなれば、それもよし、という考えか」

　他ほかの傭兵達と共に遺跡の中に突入しながら、アカリは無表情に呟つぶやく。

「役人、考えそうな事」

　隣となりを走りながら、クラスナヤが言った。

　そして──

「──ッ！」

　次の瞬間、横手から──物もの陰かげから飛び出し切りかかってきた新生ガズ帝てい国こく軍の兵士に向けて、クラスナヤが手にした蛇咬剣スネークブレイドを振ふった。

「ひえっ？」

　兵士はいきなり鞭むちの様にしなり、自分の剣とそれを持つ右みぎ腕うでに絡からみついた蛇咬剣を見て怯ひるむ。咄とつ嗟さに左手を予備の短たん剣けんに掛けようとするが──何をするにしても、今からではもう遅おそい。クラスナヤがその気になれば右腕を輪切りにするのは一瞬だ。

「…………」

　だがクラスナヤは蛇咬剣の『輪』が完全に閉まる前に──兵士の腕に骨まで食い込む前に、これを振って引き戻もどしていた。

「──ぎっ!?」

　右腕の皮ひ膚ふを裂さかれて悲鳴を上げながらのけぞる兵士。

　次の瞬間、兵士の胸に蛇咬剣と入れ替かわる様に飛び出したアカリの蹴けりが食い込む。兵士は身体からだを折り曲げる様にして、あっさり吹ふっ飛んでいった。

「殺さない方が戦力を倍削そげるぞ」

　アカリは綺き麗れいに着地──そう言って再び走り出す。

「とっくに理解、アカリくどい！」

　そういってやはり走るクラスナヤ。

　二人は──散発的に顕あらわれるガズ帝国復興軍の兵士達を、あっさりと倒しつつ──しかしとどめを刺さしてはいなかった。

　先にクラスナヤが蛇咬剣を絡みつかせた兵士にしても、その気になれば右腕一本を切り落とす事も可能だった──いや、そもそも首に絡みつかせる事も可能だった筈だ。だが、クラスナヤはそうしなかった。

　出血多量で死なない様に、しかし、戦せん闘とう不能になる程度に。

　そう意識して攻こう撃げきを仕掛けているのだ。元々蛇咬剣は機剣の一種であり、精密な操作が可能な武器だが、それにしても驚くべき操作精度である。

　死者はただ放置されるだけだが、痛みに呻うめき、あるいは泣き叫ぶ負傷者は、仲間の兵の手を煩わずらわせる。結果的に戦闘に参加できる人間は、ただ単に殺すよりも、倍減る計算になるのだ。

　これは、傭兵達の間ではよく知られた道理なのだが、実際に命のやり取りをする戦場において、それを意識するのは──自分の攻撃を意識して致命の一撃にならぬ様に『寸止め』するのは、並なみ大たい抵ていの事ではない。少なくとも、戦場の殺さつ伐ばつとした熱気にあてられて、必要以上に興奮している様な新兵には、絶対に不可能である。

「おい、お前ら──」

　他の傭兵が眉まゆをひそめて声をかけてくる。

　だが──二人はやはり止まらない。それどころか益ます々ます加速して奥へと踏ふみ込んでいく。先せん陣じんを切って突入したのは、彼女等とは別の傭兵達だが、アカリとクラスナヤは、とっくに彼等の横をすり抜ぬけ、最前列からも更さらに突とつ出しゆつしていた。

　当然、これを止めんと、次々に新生ガズ帝国軍の兵士達が襲おそい掛かかってくる。

　だが、その行動は散発的で、アカリとクラスナヤを止めるには至らない。奇襲がこれ以上は無いという位に効いているのだ。新生ガズ帝国軍は全体でまとまって動き、迎げい撃げきする為ための準備が未まだ出来ていないのである。

　遭そう遇ぐうする兵士をことごとく半殺しの状態で退けて、二人は奥へ奥へと進んでいく。

　そして──

「──クラスナヤ！」

　アカリが叫ぶ。

　声に含ふくまれた警告の響ひびきを理解──クラスナヤは咄嗟に伸のばした蛇咬剣を、己おのれの周りで輪を描えがく様に振る。

　回転する小しよう刃じんの群れが、背後頭上から加えられた斬ざん撃げきを弾はじいていた。

「──!?」

　鋼はがねの打ち合う音に振り返るクラスナヤ。

　その目の前に着地するのは──左右に小剣を手にした、黒衣の男だった。

　目ま深ぶかにかぶった頭巾フードの為に、その顔は判然としないが──

「くっ──」

　蛇咬剣を長ちよう剣けんの状態に戻しつつ、クラスナヤは左足で回し蹴りを放つ。

　鉄てつ片ぺんを仕込んだその靴くつ底ぞこを、しかし黒衣の男が掲かかげた右の小剣が受けて──流す。

「──！」

　必要以上に回転して姿勢を崩くずすクラスナヤの首筋に、男が左手に持っていた小剣の切っ先がまっすぐに向かった。逆手持ちで振り下ろす様な軌道──根元まで突つき刺されば確実に心臓に届く角度である。微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも無い必殺を狙った一撃だった。

「──むっ」

　鋼の打ち合う響きに──男の短い呻きが混じる。

　火花と共に男の振り下ろした左の小剣は、跳はね返されていた。

　横手からクラスナヤを守る様に差し出されたアカリの鉄てつ槌ついが、これを受けたからだ。

「…………」

「…………」

　一いつ瞬しゆんのにらみ合い。

　次の瞬間、猛もう烈れつな勢いで旋せん回かいする鉄槌と、目にも留まらぬ早はや業わざで左右から繰くり出される小剣の突きが、何度も嚙かみ合って、火花と鋼鉄の悲鳴をまき散らした。

　本来──鉄槌は回転運動によってその威い力りよくを最大限に発揮し、極きわまる処ところ、分厚い甲かつ冑ちゆうをも易やす々やすと貫つらぬく。だが、それ故ゆえに動きはどうしても大きくなり、隙すきも大きく、小回りの利きく様な武器を相手にする場合──例えば小剣、しかも両手使いの様な相手の場合、不利になるのは否いなめない。

　だが、アカリは鉄槌のみならず、鉄片を仕込んだ長ちよう靴かの蹴りを織り交ぜて、攻撃の隙を埋うめ合わせていた。小剣の突きを受ける際には、鉄槌の柄えや鋼の手てつ甲こうも使う。

　対して──黒衣の男は、鎧よろいをもぶち抜く鉄槌の一撃を、小剣で受け流し、さばき、突きを繰り出す。まともに受ければ剣など叩たたき折るその威力を、正面から受けて止めるのではなく、僅わずかな力を加えてその軌き道どうを逸そらす事で、鉄槌の攻撃を無効化しているのだ。

　どちらの見切りも、既すでに達人の域である。

　常人には何をしているのかすら、理解し難がたいだろう。

「…………すごい」

　脇わきに引きながら唸うなる様に呟くクラスナヤ。

　彼女の蛇咬剣を操あやつる技量は一流だが──そもそも、至し近きん距きよ離りでの打ち合いには、強度的に蛇咬剣は向かない。真正面から向き合っての激しい近接戦闘となると、どうしてもクラスナヤよりもアカリの方が上なのだ。

　勿論、黒衣の男とアカリの打ち合いに割って入るのも無理だ。

　しかし……

「顕れよ──」

「──ッ！」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようの声。

　それを耳にした瞬間、クラスナヤは反射的に蛇咬剣を振っていた。

　瞬間的に数倍に伸しん張ちようしながら、声のした方向へと走る蛇咬剣。その切っ先が積み上げられた木箱の一つに命中した瞬間、クラスナヤは蛇咬剣を横に振った。

「ひゃっ……!?」

　木箱が崩れ、その向こう側に潜ひそんでいた金きん髪ぱつの少女──やたらにごつい機杖ガンドを抱かかえた魔法師ウイザードの少女が、悲鳴を上げる。

　呪文詠唱は中断し、空中に浮うかび上がっていた青白い魔ま法ほう陣じんも停止。その瞬間を狙ねらってクラスナヤは突とつ撃げきした。

　魔法師は、接近戦においては剣士に狩かられるだけの獲え物ものだ。

　故に本来、その威力は野外で最も発揮される──相手の剣や槍やりが届かない遠距離から一方的で強大な威力を撃うち込むのが基本だ。だが今回に限って言えば、遺跡内での乱戦である為に、蛇咬剣がぎりぎり届く様な近距離での支し援えんに回らざるを得なかったのだろう。

「魔法師だ、魔法師が居るぞ！」

「手出し無用ッ！」

　魔法師の少女を見つけた傭兵マーセナリ達が叫さけぶが──彼等の頭を押さえる様にしてクラスナヤは叫んでいた。

「私の獲物ッ！」

　その言葉と同時に猛烈な勢いで蛇咬剣の攻撃を連続して魔法師の少女に送り込む。

　魔法師の少女は慌あわてた様子で後退しつつ──

「顕れよ──〈塞ぎ遮るものザ・インタラプター〉ッ！」

　呪文詠唱、そして魔法発動。

　その魔法は、しかし自身を守るものではなく、激しく打ち合っていた黒衣の男とアカリの間に発生していた。

「──むっ!?」

「…………」

　弾かれた様に離はなれる、黒衣の男とアカリ。

　黒衣の男は身を翻ひるがえし、魔法師の少女の傍そばに駆かけ寄った。

「──やる」

　クラスナヤは唸る様に呟いた。

　あの魔法師の少女が相当な力量なのだという事は、この一事を以もつてしても分かる。

　激しく動き回る二人の間に、割り込ませる様に魔法を発動させるのは、至難の業わざだ。元々重く長い機杖を持っている上に、魔法の発動条件が厳密である為、どうしても動きが遅くなる魔法師は、十分な経験と卓たく越えつした勘かんによる先読みを以て、ようやくこうした事が可能になる。

　あの魔法師の少女が、年ねん齢れいに似合わぬ現場経験を充じゆう分ぶんに積んでいるのは明らかだった。

　しかし……

「こっちも同じ！」

　そう言いながらクラスナヤは魔法師の少女を追う。

　同じくクラスナヤの隣となりで走りながら──

「あまり熱くなると足元がおろそかになるぞ」

　アカリが無表情に言った。

「その台詞せりふ、そっくりそのまま返上！」

　並んでアカリと走りながら、クラスナヤは叫ぶ。

　先さき程ほどのアカリは、明らかに黒衣の男との撃ち合いを愉たのしんでいた。殆ほとんど周りが見えていなかったと言っても過言ではなかろう。だからこそ、魔法師の少女という伏ふく兵へいには、クラスナヤが対応したのである。

　冷静沈ちん着ちやくが持ち味のアカリとしては、珍めずらしい事であった。

　だが──

「お前が居たからな」

　事も無げにアカリが言う。

「実際、お前が背中を守ってくれたではないか」

「…………」

　クラスナヤは言葉に詰つまった様子だったが──

「ん？　なんだ、照れているのか？」

「うるさい！」

　そんな場ば違ちがいとも言える言葉を投げ合いながら、二人は、黒衣の男と魔法師の少女を追って更に遺い跡せきの奥へと踏み込んでいった。
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「──姫ひめ様、お早く！」

　アレクセイが二人の兵士と共にチャイカ姫を手招きする。

　シャモニ遺跡は城や要よう塞さいとして設計されたものではない為、脱だつ出しゆつの為の抜け道や隠かくし扉とびらの類たぐいは存在しない。こうした非常時の脱出経路はどうしても限られてくる。

　そもそも──人が普ふ通つうに地続きで出入りできる穴、『出入り口』は二箇か所しよしか無く、そのどちらもが攻せめてきた傭兵部隊に押さえられている今、チャイカ姫達は上へ上へと逃にげるしかないのだ。

　しかし──

「──姫様！」

　押し寄せる傭兵達──その反対側からチャイカ姫達の処へと追いついてきたのは、ルークとビエルイエの二人だった。塔とうの内部を複雑に絡からみ合う様にして張り巡めぐらされた傾斜路スロープを、二人は走りながら昇のぼってくる。ビエルイエの頭にはあの灰色の仔こ猫ねこも乗っかっているのが見えた。
















「──顕あらわれよ、〈砕き散らすものザ・スマツシヤー〉！」

　振ふり向きざまに背後に向けて、魔法をぶちかますビエルイエ。

　二人を追い掛かけてきたらしい、傭兵二人──驚おどろいた事にどちらも若い娘むすめだった──の鼻先に炸さく裂れつした魔法は、彼女等が今まさに昇ろうとしていた傾斜路を破は壊かい、その動きを止めていた。

　勿もち論ろん、この程度は時間稼かせぎにしかならないだろうが──

「おお、ルーク、ビエルイエ」

　アレクセイが僅かに安あん堵どで表情を緩ゆるめる。

　今現在、ガズ帝てい国こく復興軍の中において、最も強力な兵力はこの二人だろう。ルークとビエルイエが駆け付けてくれたのは、チャイカ姫の生存と逃とう亡ぼうについて、桁けた違ちがいに可能性が上がった事を意味する。

「姫様を逃がす、手伝ってくれ」

「承知、しかし──」

　ルークは頭上を見上げる。

　逃げると言っても、この上には塔の上部構造と──そして、空しか無い。

「物見台の木箱に、弩いしゆみと縄なわ、それに滑かつ車しやがある。それで何ど処こかの樹きに縄を渡わたして、逃げるのだ。万が一を思って用意しておいたが、正直、使う事になるとは……」

「……成る程」

　若じやつ干かん、呆あきれの響ひびきを滲にじませながらも、ルークは頷うなずいた。

　他ほかの兵士達に知らされていなかったという事は、本当にチャイカ姫を逃がす為ためだけにアレクセイが用意したものなのだろう。そこまで用よう意い周しゆう到とうになる程、アレクセイはチャイカ姫の存在を大事にしているという事だが──

「そうと分かれば、急ごう」

「で、でも──アレクセイ、ルーク」

　チャイカ姫はしかし、躊ちゆう躇ちよの表情を見せていた。

「兵士達は──」

「彼等の替かえは居りますが、姫様の代わりは何処にも居りません！」

　アレクセイは、はっきりとそう言い切った。

　勿論、それは貴族王族の傍かたわらに侍はべり、これを支える者の言葉としては至し極ごく真っ当なものであったろう。人間は平等などではない。人間にとって人間の価値は同じではない。本当にそれは当たり前の話だ。

　だがチャイカ姫は表情を強こわ張ばらせ──それから泣きそうな表情を浮かべていた。

「でも私は……ゴードンの……」

「姫様！　その話は後になさいませ！」

　アレクセイは──自身も懐ふところに持っていたか、短たん剣けんを抜ぬいてそう言った。

　どうやらこの老人もチャイカ姫を逃がす為に戦う積もりであるらしい。要するにチャイカ姫に比べて、命の価値が低い人間の中に、アレクセイ自身も含ふくまれるという事だ。

　それはそれで、確かに一本筋の通った考え方といえた。

「アレクセイ？」

　チャイカ姫はルークとビエルイエに託たくした、とでもいうのか、彼は随ずい伴はんしていた兵士達二人と共に傾斜路を下り始める。

「少しでも姫様がお逃げになる時間を稼がせていただきまする！」

「アレクセイ！　駄だ目め──」

「この爺じいの事を少しでも哀あわれと想おもってくださるなら、姫様は──どうか、お家再興のその時まで、チャイカ姫であらせられませ……！」

　振り返ってそう叫ぶアレクセイ。

　彼の腹に、一本の短矢が生えたのは次の瞬しゆん間かんだった。

「……！」

　傾斜路に膝ひざをつくアレクセイ。

　下から交こう叉さする傾斜路を上ってきたのは──

「貴方あなたは──」

　愕がく然ぜんと呟つぶやくチャイカ姫。

　数名の傭兵と共に傾斜路を上ってくるその男──弩を手にしたその男に、彼女は見覚えが在あった。左足が木製の義足になっている男。何度となくチャイカ姫が労いたわりの言葉を掛けてきた傷病兵の一人──

「どうして……」

「は？　どうしてとか言うのか、おまえが!?」

　義足の傷病兵は吠ほえた。

　その表情にははっきりとした怒いかりの色が有る。かつて彼がチャイカ姫には一度として向けた事の無い、猛もう烈れつな憤いきどおりが、今はっきりとそこに見えた。

「俺達全員を騙だましていたお前が！　知ってるぞ、お前、チャイカ姫じゃねえんだろ！」

「……！」

　一瞬の硬こう直ちよく。

　そして──身を震ふるわせるチャイカ姫。

「噓うそつきめ！　俺達は信じてたのに、信じてたのに！」

　ラーケ語で吠えるその義足の元兵士は、恐おそらくかつてガズ帝国の人間だったのだろう。

　チャイカ姫とアレクセイの唱えるガズ帝国復興を、心底から信じ、左足を捧ささげてもなお、悔くいの無かった男。彼が『裏切り』に対して──騙されていた事に対して激げき怒どするのは、ある意味で当然であったろう。

　だが──

「姫様！」

　ルークがチャイカ姫を庇かばう様にして前に出る。

　その肩かたに、小型の刃は物ものが──俗ぞくに手裏剣スローイング・ダガーと言われる投とう擲てき武器が突つき刺ささったのは、次の瞬間であった。

　何処から？　少なくとも放ったのは傭兵マーセナリ達や怒りに震える元兵士ではない。

　だがそれを確かく認にんする余よ裕ゆうはチャイカ姫達には無く──

「ルーク!?」

「ぐっ──」

　姿勢を崩くずすルーク。

　だが彼は更さらにその身体からだで改めてチャイカ姫を庇い、彼女を抱だき締しめて横に跳とぶ。それを追って更に三本、何処からか手裏剣が立て続けに投げつけられ──床ゆかや壁かべに当たって鋭するどい音を立てた。

　ルークはビエルイエの隣にチャイカ姫を降ろして言った。

「姫様を連れて、物見台に行け」

「で、でも──」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだ、行け！」

「う、うい！」

　ビエルイエは頷くと、チャイカ姫の手をとって傾斜路を上り始める。

「ルーク！　アレクセイ！」

　チャイカ姫はそれでも背後を振り返り、その歩みはひどく遅おそい。

　そして──

「姫様、お早く！」

　ルークがチャイカ姫達の方を振り返って叫さけぶ。

　その腹に、飛んできた──否いな、飛ぶかの様な勢いで伸のびてきた蛇咬剣スネークブレイドの切っ先が食い込み、そして背中に抜けたのは次の瞬間だった。

「がっ……」

「ルーク！」

「行けッ！」

　今度は振り返らず、しかし重傷とは思えない様な大声で、ルークが怒ど鳴なる。

　彼はそのまま傾斜路を降りて──

「ぐおっ──!?」

　別の傾斜路を猛烈な勢いで駆かけ上がってきた一人の女傭兵が、跳ちよう躍やくしてルークの傍そばに着地──手にした鉄てつ槌ついをルークの腹に叩たたき込んでいた。

　鎧よろいをもぶち抜く尖とがった尖せん端たんが、ルークの腹に叩き込まれる。

　彼は吹ふっ飛んで壁に叩き付けられ、そこからずるりと滑すべり落ちる。壁と、そして傾斜路が大量の血で濡ぬれるのが見えた。

　駄目だ。もうルークは助からない。

　素人しろうと目にもそれは明らかな傷であり、出血量だった。

　しかし──

「ビエルイエ、ルークが──」

「…………」

　チャイカ姫ひめはそう訴うつたえるが、本来、彼女よりも遥はるかにルークの身を案じるべきであるビエルイエは、背後を振り返る事も無く、チャイカ姫の手を引いて傾斜路スロープを上っていく。

「ビエルイエ……!?」

　信じられない、といった面おも持もちでビエルイエの横顔を見たチャイカ姫は──しかし、ビエルイエが強く強く、自分の唇くちびるを嚙かんでいるのに気付いた。

「姫様──ルークの頑がん張ばりが無む駄だになるから」

　唸うなる様にビエルイエが、ラーケ語でそう告げてくる。

「ビエルイエ……」

　そうだ。気にしていない訳ではないのだ。後ろ髪がみを引かれる思いなのだ。

　なのに──チャイカ姫を逃にがす為に、ビエルイエは、泣き叫びたいのを我が慢まんして、この場を後にしようとしている。

「……ごめんなさい」

　チャイカ姫は涙なみだ声ごえでそう漏もらし──ビエルイエに引かれるままに、傾斜路を上り始めた。




　　　　[image: くぎり]




　ゴードン男だん爵しやく家は、ガズ帝てい国こく国境付近に在って小さな所領を守る領主だった。

　歴史だけは永いのだが、それは、ガズ帝国とその隣りん国ごく──連合王国の一つとの間を行ったり来たりしながら保身を続けてきた結果だ。

　山やま間あいの地で戦略的に特に重要でも無かった為に、戦せん禍かに晒さらされる事は少なかったが……ガズ帝国とその隣国との間で、国境線が変わる度たびに、形式上『征せい服ふく』され、書類上の所属が変わり、新しい君主にその度に恭きよう順じゆんを誓ちかってきた。

　これは出来るだけ領土を、何より領民を、戦禍に巻き込まないようにと代々のゴードン家当主達が考えてきた結果である。戦略上重要でなく、地形的にも複雑で、どちらかといえば貧しい領土──故ゆえにガズ帝国も隣国も、わざわざ強引に軍隊を派は遣けんして征服しようとする事は無かった。

　しかし……だからこそ、領民の評判は良くとも、他国や他の貴族達からは『ゴードン男爵は恥はじを知らぬ』と蔑さげすまれる事が多かった。八年前、大陸南部の王国が連合を組んでガズ帝国を包囲し、侵しん攻こうを開始したその時も、ゴードン男爵領は大規模攻こう撃げき魔ま法ほうの影えい響きようで──正しくはその余波で、数々の被ひ害がいを被こうむったが、周辺の貴族達はこれを助けようとはせず、ゴードン男爵領など無いものであるかの様に振ふる舞まったという。

　そして領民は難民となって離り散さん、ゴードン男爵家もこれを支える権勢の全すべてを失って、事実上──消しよう滅めつした。領地の大半は焼かれ、当主たるゴードン男爵とその妻が、戦時のごたごたで死亡してしまったからだ。

　そして──

「だから……アレクセイが言ったの」

　物見台の上に荒あらい息をついて座り込みながらチャイカ姫は──否いな、本名、ユリエ・ゴードンは涙に塗まみれた顔でそう語った。

「ゴードン家を復活させる為ためには……〈禁断皇こう帝てい〉の娘むすめ、チャイカ・ガズの名を騙かたり、ガズ帝国再興の名目でお金と人を集めるのが良い……って」

　ゴードン家の名で金と人は集まらずとも、ガズ帝国の名であれば、裏で融ゆう資しをしてくれる商人や、協力してくれる町民、村民は多い。

　ガズ帝国という国は滅ほろんでも、国民全員が死し滅めつしたわけではない。

　多くの場合、それはかつてのゴードン家と同様、『支配者の名義』が変わっただけだからだ。ガズ帝国というものに郷きよう愁しゆうや好意を感じる人間は未いまだ多い。

「アレクセイも、一族ぐるみで代々ゴードン家に仕えてくれて……ゴードン家の事をとても大事に想おもってくれていたから、そう言ったんだと思う……一時的な見み栄えとか、体てい裁さいとかではなくて、本当に大事なものを、見失わない、それが代々ゴードン家の当主達の尊敬すべき処ところだったって……」

　だがゴードン家が滅んだ時、ユリエは未まだ七歳だった。

　正直──爵しやく位いだ、貴族だ、血統だ、と言われてもよく分かっていない年とし頃ごろである。まして彼女の人生においては、その後の逃とう亡ぼうと放ほう浪ろうの生活の方が長い。親代わりのアレクセイに言われるがまま、彼女はチャイカ姫に、なった。

　しかし……

「ごめんなさい、ごめんなさいビエルイエ……こんな私を逃がす為に……ルークは……」

　アレクセイは別としても、ルークや、他ほかの兵士達は、ユリエをチャイカ姫だと信じて戦い、傷つき、あるいは死んだ。だが命いのち懸がけの忠誠を誓ってくれた彼等を、ユリエはずっと謀たばかっていた事になる。

「姫様──」

　猫ねこを胸むな元もとに抱だきながら、気き遣づかわしげにユリエを見つめるビエルイエ。

「許して……って言っても今更だけれど……でも……」

　そこから先は言葉にならない。

　そして──

「──居たぞ！」

　その声はユリエ達の頭上から響ひびいた。

「銀の髪、間ま違ちがいない、そいつがチャイカだ！」

「──！」

　愕がく然ぜんと頭上を振り仰あおぐビエルイエ。

　彼女の視線の先──シャモニ遺い跡せきの尖せん塔とうの上。

　そこに、楕だ円えん状の黒い何かが、蒼あお白じろく回転する魔ま法ほう陣じんの上に乗っかる様にして、浮うかんでいた。

　強襲航天機アサルトフライ。

　魔法師ウイザード二名から三名が共同で大型専用魔法機杖ガンドを制せい御ぎよして、飛行──敵てき陣じんに空中から乗り込む為の魔法機である。航天機兵の大型版だが、こちらは、単たん騎きではなく、魔法師以外に、五名から十名の兵士をその上に載のせている。

　傭兵部隊が持っている様な代しろ物ものではない。

　恐おそらくこちらは後発の──領主お抱かかえの正規軍だろう。

　傭兵マーセナリ部隊の突とつ入にゆう後、頃や良しと見て、出てきたのだ。

　そして──

「……！」

　身構えるビエルイエの周囲に数本の縄なわが降ろされたかと想うと、八人の兵士達がそれを伝って滑り降りてくる。彼等は身に帯びるものこそ小剣と革かわ鎧、比ひ較かく的てき軽装だが──全員が妙みように小こ綺ぎ麗れいで、揃そろった軍服を着ていた。

　やはり傭兵ではなく正規兵なのだ。

　だが……

「馬ば鹿かな奴やつだ。こんな逃げ場の無い所に来るなんてな」

「どうする？　とりあえず殺せば良いんだろ？」

「その前にひん剝むいて愉たのしむのはどうだ？」

　ユリエとビエルイエを見つめる彼等の表情は……荒くれ者の多い傭兵達と比べてさえ、ひどく野や卑ひで、ぎらぎらとした欲よく望ぼうがその眼めを光らせていた。

「またかよ」

　一人がうんざりした様子で言った。

「この寒い中で元気だよなあ、お前」

「上の魔法師連中に遮しや蔽へいの魔法かけさせればいいだろ」

「山さん賊ぞくの仕し業わざに偽ぎ装そうするの、いい加減、面めん倒どうじゃねえ？」

「女二人位、どうとでもなるだろ。殺した証あかしだけ持ち帰れば良いってんなら、愉しんだ後で、首を落としてそれだけ持ち帰れば──」

　どうやらこの正規兵達は、以前にも仕事の上での『役得』として、現場で強ごう盗とうや強ごう姦かんといった行こう為いを働いてきたらしい。嫌いやに手て馴なれた感じが彼等から漂ただよってくる。表向きは正当な軍人を装よそおっている分だけ、傭兵より、いや、山賊そのものよりも、なお、タチが悪い印象だった。

「…………」

　恐きよう怖ふから、己おのれの身を抱いて後ずさるユリエ。

　だが──

「──あ？　なんだお前」

　正規兵の一人が、腰こしを曲げて──ユリエと反対に一歩前に出たビエルイエの顔を覗のぞき込んだ。その顔には明らかに醜しゆう悪あくな嘲ちよう笑しようが浮かんでいる。無力な獲え物ものがわざわざ自分から近付いてきた、と想っているのだろう。

「魔法師か」

　別の正規兵が眉まゆを顰ひそめてそう言うが、殊こと更さらに怯ひるんだ様子は無い。

　接近戦、しかも数で三倍以上の相手を前にして、魔法師がまともに戦う方法は無い。長大な機杖ガンドなど、この物見台の上で振り回すのも困難だろう。そもそも正規兵達の得物で在ある小しよう剣けんは、この物見台の上での戦いを想定して選ばれたものに相そう違い在るまい。

「どうした？」

　侮あなどりきった表情で更に、腰を曲げ、ビエルイエの顔を覗き込んむ兵士。

「俺達の下でヒイヒイ喘あえぐ前に、とりあえず、お得意の呪じゆ文もんでも唱えてみ──へぶっ？」

　その顔が──突とつ如じよ、真横を向いた。

「あ……あるぇ……？」

　いや。それだけではない。

　その頰ほおが大きく裂さけていた。それも三筋。

　筋肉や筋ごと斬きられたか、だらんと開いたままになった顎あごから、唾だ液えきと、そして大量の血が滴したたり落ちていく。

「なっ……？」

　思わず身構える正規兵達。

　一体何が起こったのか？

　咄とつ嗟さには──頰を裂かれた本人にすらも、分からなかったろう。正規兵達は驚きよう愕がくの視線をビエルイエに向けて──そして気付いた。

　その胸むな元もとに抱かれた、一匹ぴきの仔こ猫ねこに。

　いや。それは本当に仔猫か？

　白銀の手てつ甲こうに覆おおわれ、剣の如ごとく長く伸のびた三本の爪つめを備える生き物を、猫と呼んで良いのか。胴どう体たい部分はそのまま、いつの間にか右の前足から先が、別の生き物を継つぎ足したかの様な、異様な姿に、その小さな獣けものは変化していた。

　それどころか──

「…………」

　ビエルイエがひょいと空中に仔猫を投げ上げる。

　灰色の小さな身体からだが空中で一回転──ぽん、と軽い音を立てて爆ばく発はつした。

　眼の前で生じている現象の意味が分からず、固まったままの正規兵達。

　その真ん中に、ビエルイエでもユリエでもない、一人の女性が降り立ったのは次の瞬しゆん間かんであった。

「え？　な、何──」

「あー、もう、ようやく出番？」

　長身瘦そう軀くに白銀の鎧よろいを帯び、長い金きん髪ぱつを寒風にも颯さつ爽そうとなびかせるその若い女性は、ビエルイエの方を振り返って──何故か妙に幼い表情で言った。

「ずっと退たい屈くつだったのよねー」

　正規兵達に堂々と背中を向けながら平然とそう言う女性。

　姿は女騎士キヤバリア、といった風ふ情ぜいだが──剣は持たず、その右手には、明らかに人間のものとは異なる長大な爪を備えたままだ。

　そして──

「くっ──」

　我に返った正規兵達が小剣を腰だめに構えて女性の背中に突つき立てる。

　三本の刃やいばが鎧の隙すき間ま、胴体部分に食い込んだ。

　だが──

「それじゃ、ま」

　腹を刺さされたのを特に気にした様子も無く、女性は手を伸ばして小剣を握にぎっている正規兵達の襟えり首くびを摑つかむと、無造作にこれを投げる。

　まるで玩具おもちやの人形の様に軽々と大の大人が空中を飛んで、シャモニ遺跡の尖せん塔とう壁へき面めんに叩たたき付けられる様は、悪夢というよりも、喜劇じみていた。

「ぐげっ……？」

　固い音がしたのは、何ど処こかの骨が折れたからか。

　そして──

「ば、ばけも──」

「はーい、ばけもの、でーす♪」

　むしろ嬉うれしそうにそう言うや、腹に三本の小剣を刺したまま、更に二人の正規兵を投げて悶もん絶ぜつさせ、残る五人に襲おそい掛かかる女騎士。

　頭上の強襲航天機の上で魔法師達が何事か叫さけんでいるが、それだけだった。彼等は強襲航天機を維い持じするのに手て一いつ杯ぱいな上、迂う闊かつに魔法で攻こう撃げきすれば、味方の正規兵を巻き込みかねず──手が出せないらしい。

　瞬またたく間に五人の正規兵を叩き伏ふせ、あるいは爪で斬り倒たおし、女騎士は更に──軽い動作で、尖塔の壁面を駆かけ上がった。

「──!?」

　魔法師達の驚おどろく声が降ってくる。

　彼等は強襲航天機を操作、後退しようとした様だが──

「──ふっ」

　短い呼気と共に、空中で女騎士が爆発した。

　膨ふくれあがる灰色の煙けむり。

　次の瞬間、それを突き破って伸びるのは、長大な銀の翼つばさと、銀の尾おと──

「──装鎧竜ドラグーンッ!?」

　魔法師達の声は殆ほとんど悲鳴だった。

　相手の頭上から一方的に襲い掛かるのが強襲航天機の常──それを運用する身で、頭上から襲われる経験など、皆かい無むであったろう。

　装鎧竜……一説に最強無敗の棄獣フエイラと呼ばれる怪かい物ぶつ。

　その白銀の巨きよ体たいにのしかかられ、強襲航天機はあっさりと姿勢を崩くずしていた。

　魔法とは繊せん細さいで複雑なものである。様々な奇き跡せきをそれは可能にするが、一いつ旦たん、術式が均きん衡こうを失って破は綻たんすれば崩ほう壊かいは瞬時だ。飛行の為ための魔法も同様、一度魔法師達が制御を手放してしまえば──後はもう、墜おちるしかない。

　尖塔の壁面に接せつ触しよく、火花を散らしながら滑すべり落ちていく強襲航天機。多少、落下速度は殺されている様だが、あのまま地面に激げき突とつすれば、中の魔法師達もただでは済むまい。

　そして……

「あーすっきりした」
















　ひょい、と物見台に戻もどってきた時、装鎧竜はもう一度爆発し……煙が晴れると、そこにはユリエやビエルイエと同じ位の、少女の姿が在った。

　どうやら装鎧竜という生き物は、変へん幻げん自じ在ざい、その気になれば人の姿だってとれるらしい。

「フレドリカ、感謝」

「はいはい」

　駆け寄るビエルイエと、腰に手を当てて妙に偉えらそうな態度をとる装鎧竜の少女。どうやらフレドリカというのが彼女の名前であるらしい。

　そんな二人を呆ぼう然ぜんと見つめつつ──

「あ、あなたは──あなたたちは……何？」

　ユリエはそう問うのが、精せい一いつ杯ぱいだった。
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　出血の為に暗く閉ざされかけていた視界が──ゆっくりと元に戻っていく。

　同時に遠のいていた音も、再び自分の身の回りへと戻ってきたのをアレクセイは感じていた。どうやら死なずに済んだらしいと分かる。

　だが、あの状じよう況きようで一体どうやって……？

「…………」

　瞬まばたきするアレクセイの視界で、先まず最初に映ったのは、一人の若者の顔だった。

　黒くろ髪かみ、黒こく瞳とうの、何処か物もの憂うげな表情をした鋭するどい目付きの青年。

　ルークである。

　腹部の矢を抜ぬいて手当をしてくれたのは、恐おそらく彼だろう。ルークはアレクセイの傍かたわらに片かた膝ひざをついて、その様子を眺ながめていたが──

「気が付いたか」

　瞬きを繰くり返すアレクセイに、そう声を掛けてきた。

　確か……攻せめてきた傭兵達の攻撃を受けて、ルークも重傷を負った筈はずではなかったか。

　なのに今の彼は苦く悶もんの表情も見せず、まるで怪け我がなど一つもしていない、といった平然たる様子でアレクセイの傍そばに居る。

　しかも──

「内臓、命中なし。幸い」

　更にルークの傍らに立っている少女。

　彼女は、あの、ルークを攻撃してきた傭兵マーセナリの一人──蛇咬剣スネークブレイドの使い手ではなかったか。

　いや。それよりも何よりも……

「その……髪と……瞳……？」

　アレクセイは呆然とその蛇咬剣の少女を見つめて、呻うめく様に言った。

　蛇咬剣の少女は、鮮あざやかな銀の髪と、美しく澄すんだ紫むらさきの瞳をしていたのだ。眼の色は暗かったせいではっきりと確かく認にんした訳ではないが、髪は間ま違ちがいなく違う色だった筈。どうやら彼女はカツラの類たぐいを被かぶっていたらしい。

　いずれにせよ、その髪と眼の色は、まるで──

「本物……の……チャイカ……？」

「……『紅クラスナヤ』」

　蛇咬剣の少女は眼を細めて、不ふ機き嫌げんそうにそう言った。

「うむ。こちらが本家本元だ」

　と言うのは蛇咬剣の少女の隣となり──鉄てつ槌ついを携たずさえた、やはり若い娘むすめの傭兵である。

　この娘もまた、ルークと殺し合いをしていたのではなかったか？

　改めて見れば、周囲の傭兵も、ガズ帝てい国こく復興軍の兵士も、皆みな、倒れ伏している。生きて居るのか死んで居るのかは分からないが、この様子だと──どうもルークとこの二人の娘が敵味方の区別無く、倒してしまったらしい。

　勿もち論ろん、此こ処こに倒れているのが傭兵の全すべてという訳でもないだろうが……

「どういう……事だ……どうして……何が……」

　一体どうなっているのか。

　混乱するアレクセイを、溜ため息いきを一つついてから、ルークが睨にらみ据すえた。

「勝手にチャイカの名前を使って、色々やってたんだ」

　続けてルークは、アレクセイの襟首を摑んで引き起こしながら……未まだ事情がよく分からないまま混乱している彼に、こう言った。

「責任は取ってもらうぜ？」

「お前は…………？」

「まったくなぁ……」

　顔をしかめるルークは、心底、面めん倒どう臭くさそうだった。

「お前らみたいなのがちょくちょく出てくるから、安心して引退してられねーんだよ」

「兄様は本当に働くのが嫌きらいだな」

　と言うのは、鉄槌を携えている娘である。

　兄というのは会話の流れからしてルークの事か。

　しかし……

「うるせえよ」

「だがそんな兄様を愛めでるのもまた上級者の嗜たしなみ……」

　台詞せりふとは裏腹に、ひたすら無表情のまま娘はそう言った。

「何の上級者なんだよ」

「『義妹道』だ。私が創始した」

「すんな」

「義妹道極きわむるところ、義妹は嫁よめに転職クラスチエンジする」

「それどう考えても最初から嫁目指した方が早いんじゃねえのか？」

　などと訳の分からない会話をルークと鉄槌娘がしていると……

「トール！」

　叫び声が降ってきた。

　アレクセイが顔と眼めを動かして、声のした方を見ると……先に物見台の方に逃にげた筈のチャイカ姫ひめと、ビエルイエ、それに見た事のない金きん髪ぱつの小こ柄がらな少女が一人、傾斜路スロープを下ってくる処ところだった。金髪の少女は防寒性など微み塵じんも感じられない、ひらひらしたドレス姿だが……一体、何処からやって来たのか。

「ああ──『白ビエルイエ』、フレドリカ、御ご苦く労ろう」

　ルークはそう言ってビエルイエに声を掛ける。

　すぐ傍までやってきた魔法師ウイザードの少女の髪に気付いて、アレクセイは更さらに呻いた。

「そっち……も……？」

　ビエルイエ──彼女の髪もまた、彼が見慣れた金髪ではなく、銀ぎん髪ぱつになっていたのだ。

　恐らくは彼女もまたカツラを被っていたのだろう。しかも今は眼鏡も掛けていない。彼女の裸ら眼がんは──一見して分かる、宝玉の様に綺き麗れいな紫むらさき色いろであった。

　どう見ても『チャイカ・ガズ』だ。

　勿論、〈禁断皇こう帝てい〉の娘以外に、銀髪と紫し眼がんの少女が存在しない、という訳でもないだろうが──

「……っていうか、フレドリカがその格好って事は、物見台の方で何かあったのか？」

「強襲航天機アサルトフライが居たよ」

　とルークの問いに答える金髪少女。

　こちらはフレドリカという名前らしい。

「なんかチャイカ達にやらしー事しようとしてたから、竜りゆう形態にもなって強襲航天機ごとぶっ倒たおしたけど、いいよね？　トール」

「あー……まあいいんじゃないか」

　ルーク──いやトールと呼ばれる若者は頰ほおを搔かいてそう言った。

「ビエルイエもフレドリカも上出来だ」

「ビエルイエ、何もしてないけどね」

「ちゃんと『チャイカ』誘ゆう導どう！」

　笑いながら言うフレドリカに、膨れ面つらでビエルイエが異議を唱える。

「どっちもよくやってくれたよ。喧けん嘩かすんな」

「トール、褒ほめる、信しん賞しよう必ひつ罰ばつ！」

　そう言ってぐっと頭をトールに向けるビエルイエ。

「いや、今はそういう場合じゃ──ああもう」

　面倒臭そうに言ってから、しかしトールはビエルイエの銀髪頭に掌てのひらをあててこれを優やさしく撫なで摩さする。どうやらこれがビエルイエにとっての『御ご褒ほう美び』であるらしい。

「これでいいか？」

「えへへ」

　むしろ彼女自身が猫ねこであるかの様に、眼を細めて笑うビエルイエ。

「あ。いいなー」

　と人差し指をくわえてフレドリカが言う。

「じゃあ私も私も。私は顔舐なめて？　この辺この辺」

　自分の頰を指差すフレドリカ。

「だから後にしろっつってんだよ！」

　さすがに怒ど鳴なるトールを眺めながら──

「いつから……いや……最初から……？」

「お察しの通りだよ」

　呆然と呟つぶやくアレクセイに、彼の方を振ふり向いたトールは言った。

「良くも悪くもこっちは『本物』だ。『チャイカ』の名前にゃ別に未練はないが、勝手に使われると色々落ち着かないんだよ」

　だから別人を装よそおって新生ガズ帝国に入り込み、様子を探さぐっていたという事か。

　記き憶おくがないというのも、素す性じようを誤ご魔ま化かす為ための噓うそだった訳で──

「──兄様」

　鉄槌の娘が前に出ながら言った。

「こちらにも労ねぎらいの必要が在あると思うのだが？」

「右に同じ」

　蛇咬剣スネークブレイドのチャイカもそう言ってくる。

「だから後に──っていうかな」

　トールは顔をしかめて傭兵側に潜せん入にゆうしていた二人に言った。

「お前等に言いたいのは文句だよ」

「む？　何な故ぜ？」

「お前等、思いっきり本気で俺を殺しに掛かかってただろが」

　トールは自分の腹部を指差して言った。

　彼の黒くろ装しよう束ぞくは、蛇咬剣や鉄槌で攻こう撃げきされたのが夢や幻まぼろしでなかったと証するかの様に、派手に破れており、血にも濡ぬれている様だった。色が黒なので、血の方はあまり目立たないのだが。

「戦ってる振りでいいんだよ振りで！　いくら復元出来るつっても、傷を負ったら普ふ通つうに痛いんだよ。知ってるだろ？」

「…………」

　顔を見合わせる蛇咬剣のチャイカと鉄槌の娘。

「何だよあの必要以上の迫はく真しんさは。ここぞとばかりに刺さすわ殴なぐるわ──お前等、一体俺に何の恨うらみがあるんだよ!?」

「なるほど……」

　鉄槌の娘が感心した様に腕うで組ぐみして頷うなずいた。

「これが『天然』という資質なのか」

「恐おそろしい。天然」

　蛇咬剣のチャイカも頷いている。

　そんな二人を見たトールは──気け圧おされた様に瞬まばたきする。

「……ひょっとして、俺、責められてるのか？」

　そう問う彼は、何ど処こか釈しやく然ぜんとしない様子だった。
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　ダチア子し爵しやく軍の正規兵部隊は、傭兵部隊の突とつ入にゆうよりも若じやつ干かん遅おくれて──というよりも充じゆう分ぶんに時間を置いてから森の中に展開を始めていた。

「第一から第三班、配置完かん了りよう」

「第七から第九も配置完了」

「第四、五、六、遅れて居るぞ、急げ！」

　いずれもが雪に覆おおわれた森の中を移動するという事で、白い頭巾フード付きの外がい套とうでその身体からだをすっぽりと被おおっているが──外套の下に隠かくしきれない長さの魔法機杖ガンドを抱かかえて居る魔法師は、他ほかの歩兵と傍はた目めにもはっきりと区別できた。

　正規部隊の中に含ふくまれている魔法師の数は、かなり多い。

　通常の軍隊であれば、剣や槍やりで武装した通常戦力の歩兵に対し、魔法師は十人に一人も居ない。むしろ魔法師が随ずい伴はんしない部隊や、百人の部隊に魔法師が一人──という事も珍めずらしくはない位だ。

　だが現在、森の中でシャモニ遺い跡せき包囲の為の展開を始めている正規部隊……この中には三分の一以上の魔法師が含まれている。

　これは、戦後、領主が──正確にはその権能を預かる官かん吏り達が──優先的に魔法師を軍に遺のこし、通常歩兵を大量に解かい雇こした結果である。

　かつて戦場の主役であった筈はずの通常歩兵だが──平時にはむしろ他の用よう途とに転用が効かず、維い持じするだけにもひたすら金が掛かる為、厄やつ介かい者もの扱あつかいされる事も多い。対して魔法師は扱う魔法を変える事で、平時でも様々な場面に対応出来る為、重宝されてきたのだ。

　勿もち論ろん、これは軍を牛ぎゆう耳じっていたのが、戦略戦術に通じた生きつ粋すいの軍人ではなく、損得勘かん定じようを如い何かなる場面においても優先的に考える執しつ政せい官とその配下の官吏達であったからだ。

　今回、執政官達が傭兵マーセナリを雇やとい入れたのも、通常歩兵戦力が不足していたから──というのも理由の一つである。魔法戦力は戦せん闘とうの趨すう勢せいを決める事も多いが、最終的に戦闘を終結させるのに歩兵の数が一定数必要なのは、今も昔も変わらない。

　ともあれ──

「配置完了しました」

「よし、では全隊、待機」

　指揮官である男がそう命じる。

　正規兵部隊の規模は小さいが、どうやらこの男は将軍職であるらしく、外套の下に勲くん章しようや飾かざりが幾いくつも付いているのが見えた。その一方で腰こしに礼装用の長ちよう剣けんを一本吊つっているだけで、武装も防具も殆ほとんど帯びていない。実際に自分自身で敵と斬きり結ぶ事は無いと判断しているからだろう。

「……しかし遅おそいな」

　将軍は顔をしかめてそう漏もらした。

　討とう伐ばつ戦全体の流れとしては、先まず、二箇か所しよ在るという出入り口の両方から同時に傭兵部隊を突入させて、新生ガズ帝てい国こく軍を奇き襲しゆう──新生ガズ帝国軍の戦力を削けずれるだけ削る。

　次に──一定時間が経過した後、傭兵部隊は新生ガズ帝国軍を追い立てつつも、敢あえて片方の出入り口を守る事なく、開放する。

　当然、新生ガズ帝国の兵士達は、そこからシャモニ遺跡の外に慌あわてて出て来るだろう。

　元々シャモニ遺跡は城じよう塞さいとして作られている訳ではないので、籠ろう城じようには向かない。ある程度の判断が出来る指揮官が居れば、遺跡の放ほう棄きとそこからの退去を命じる筈だった。

　最後に、逃にげ出てきた哀あわれな兵士達を、中ちゆう距きよ離りから遠距離の攻撃が可能な弓兵や魔法師によって正規兵部隊が叩たたく。これで漏れなく新生ガズ帝国軍を殲せん滅めつ出来る筈だった。

　いわば穴あな熊ぐま狩がりの様な作戦である。

　正規兵部隊は、雪中行軍に関する訓練不足のせいか、予定より若干遅れての展開となった訳だが──当初の予定ではそろそろ、新生ガズ帝国の兵士達がわらわらと遺跡の外に逃げ出してきていてもおかしくないのだ。

　しかし……

「将軍──強襲航天機アサルトフライが墜おとされたとの報告が」

　一人の兵士が駆かけ寄ってきてそう告げてきた。

「なに？　先行したのか？」

「どうやら執政官からの特命を受けていた様で……」

「軍事の素人しろうとが余計な事を。だが強襲航天機が墜とされるとは何事だ。魔ま法ほう攻撃か？」

「それが──」

　兵士は答えなかった。

　答えられなかった──のだろう。

　次の瞬しゆん間かん、彼等はどさりと音を立てて雪の上に倒れたからである。

　続けて将軍の傍そばに居た他の兵士達も、ばたばたと倒れていく。

「なっ……!?」

　愕がく然ぜんと倒れた兵士達を見つめる将軍。

　一体何が起こったのか？

　シャモニ遺跡からは傭兵も新生ガズ帝国の兵士も出てきていない。何者かの攻撃であるとしてもそれは──

「やれやれ」

　いつの間にそこに来たのか。

　いや、むしろ最初から彼等が居た場所に、正規兵部隊の方が後からやってきたのか。

　防寒用外套を着ているのは正規兵部隊の兵士達と同じだが……明らかに味方とは異なる姿の連中が、立っていた。

　少なくとも正規兵部隊の中に、亜あ人じん兵は、居ない。

「ようやっと出番か」

　将軍護衛の兵士達を襲おそって倒たおしたのは、獣けものの様な耳と尾おを備えた、異形の兵士達であった。その中の一人が短めの鉄てつ棍こんで肩かたを叩きつつ、呆あきれた様に言う。

「トールの野や郎ろう、美お味いしい所だけ持って行きやがって。俺達は結局、ケツモチかよ」

「て、敵てき襲しゆう──」

「寝ねてろ」

　礼装用の剣に手を掛ける将軍の腹に、鉄棍が食い込んだのは次の瞬間だった。

「ぐ……」

　将軍は一瞬で意識を刈かり取られてその場に倒れる。

　刃は物ものを使わないのは、一面真っ白の雪景色の中、敵を倒しても血の色が目立たないようにとの判断か。恐らく他の部隊も同時に襲しゆう撃げきされているのだろう。亜人兵の強みは、感覚の鋭するどさと身の軽さで──それを活いかすには奇襲攻撃が最も相応ふさわしい。

「──キリル」

　雪と、そして樹きの陰かげに紛まぎれる様にして、若い娘むすめの亜人兵が一人、駆けてくる。

「こちらは終わったわ」

「こっちもだ」

　キリルと呼ばれた若い男の亜人兵が頷く。

　どうやらこの亜人兵がこの場の──正規兵部隊襲撃の、指揮官であるらしい。

「アカリ・アキュラからの情報は正確だったな」

　別の亜人兵がキリルにそう話し掛ける。

「正規部隊の方は魔法師ウイザードの割合がやたら高い」

「お陰で簡単だった」

　身体能力に長たけ、接近戦に強い亜人兵が、魔法師を奇襲した場合──後者が一方的に狩かられる事になってしまう。魔法は強力な破は壊かい力と多た彩さいな応用性を持っているが、重く長い機杖ガンドを用いる事と、呪じゆ文もん詠えい唱しようを行い、術式の調整を随ずい時じ行わねばならない事から、緊きん急きゆう時じの即そく応おう性は著いちじるしく低い。

「特とく殊しゆ兵力が三割以上の軍隊って、何を考えてるのかしら……？」

　首を傾かしげる若い女の亜人兵。

「まあ俺達も人の事は言えないがな」

　とキリルは苦く笑しようして言った。

　特殊兵力という意味では、魔法師は勿論、亜人兵もそれに該がい当とうする。

　基き礎そ的な能力は高いが、耐たい久きゆう力や、肉体的、精神的な安定性という意味で、亜人兵は一いつ般ぱん兵士に劣おとる部分が在ある。亜人兵だけで構成された軍隊というものは、恐らく、相当に偏かたよったものになる筈だった。

「さて……トールの野郎達の方は上う手まく行ったのかどうかだな。こっちに損害がなくとも、雇い主が死んでたら、元も子もない」

　言葉とは裏腹に、さして心配している様子もなく、キリルと亜人兵達はシャモニ遺跡の方を見み遣やる。

　そこから、新生ガズ帝国軍ではなく、傭兵部隊の兵士達らしい人ひと影かげがわらわらとまろび出てきたのは──次の瞬間であった。
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　かつて〈禁断皇こう帝てい〉アルトゥール・ガズは一つの計画を立てた。

　卓たく越えつした魔法技術者であったアルトゥール・ガズは、ある少女の人格を複製し、これを一定の目的と行動規き範はんに組み合わせ、大陸中の孤こ児じに──同じ年とし頃ごろの少女達に移植した。

　その人格の名こそが『チャイカ』なのだという。

　チャイカたる事に目覚めた少女達は、八英えい雄ゆうに分ぶん割かつされたという〈禁断皇帝〉の遺体を集める宿命を負い、最終的にはこれを復活させる為ため、活動する──いわば遠大な計画の為に用意され、ばらまかれた、道具だったのだという。

　結果としてアルトゥール・ガズは復活したものの、諸もろ々もろあって、再び滅ほろんだ。

　ただ……

「一度は死をも乗り越こえてきた奴やつだからな」

　主にトールとフレドリカが暴れ回り、傭兵部隊と正規兵部隊を共にシャモニ遺跡の中から排はい除じよした──後。

　生き残ったガズ帝国復興軍兵士達に互たがいの手当をチャイカ姫ひめ──ユリエが命じ、トール達はその後、チャイカ姫やアレクセイが執しつ務むに使っていた部屋に入って、一通りの事情を話す事になった。

「そもそもどれだけのチャイカが──チャイカの種を植え付けられた奴が、この大陸中に放たれたのかも分からない。百か。千か。万か。あるいは、億か。いずれにせよ、それらの中には、遺体集めとは別の方法でガズ皇帝を復活させたり、ガズ皇帝の復活は無いにしても、その遺志を継ついで活動する様に設定されていたチャイカも居るかもしれない」

「…………」

　話を聞くユリエとアレクセイはただただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　チャイカとその関連の情報はひたすら、二人の想像すら遥はるかに超こえた異常な事態を示すものだった。

　死の後の復活。世界の在り方。人格の複製を植え付けられた少女達。

　そして──

「更さらにもう一回ガズ皇帝が復活してくれば、また何かと面めん倒どうな事になる。そういう訳で、チャイカを名乗る奴が居れば、そこに行って『本物』なのか、名前を騙かたるだけの偽にせ物ものなのか、確かく認にんしてきたんだよ。あんた達の前にも二人ばかりな」

「……じゃあ、貴方あなた達は……貴方達が……？」

　喘あえぐ様に問うユリエ。

　その核かく心しんとも言うべき部分には、今までトールは触ふれてこなかったが……これだけの事情を知っている人間が、件くだんの〈禁断皇帝〉と接せつ触しよくしていない筈はずが無い。かといって〈禁断皇帝〉やその計画を好意的に見ている訳でも、肯こう定ていしている訳でもない。

　となると恐おそらく──

「まあ、そうだな」

　トールはあっさりと頷うなずいて認めた。

「俺達が、ガズ皇帝を倒した」
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　突とつ如じよ──爆ばく音おんが執しつ政せい官達の頭上に轟とどろいた。

　彼等が政庁舎の会議室で、遅おそめの昼食を摂とりつつ、議題を話し合い、新生ガズ帝国軍討とう伐ばつの成果報告を待っていた……その時である。

「なんだ……？」

　ダチア子し爵しやくの屋や敷しきの隣となりに建てられたこの庁舎は、戦後の建築物という事もあって、構造としては城や要よう塞さいとは異なる普ふ通つうの建物だが……執政官達にとっては彼等の権力の象しよう徴ちようであり、その意味では『城』そのものだった。

　造りは頑がん強きようで内装にもそれなりに金がかけられている。

　だが……

「爆発？　魔法か？」

　驚おどろく彼等の上に──そして彼等の食べていた食事の上に、バラバラと細かな瓦が礫れきや塵ちりが降り注ぐ。それは瞬またたく間に収まったが、続けて、細かな雪せつ片ぺんが汚よごれたそれらの上に降り積もり始めていた。

「……！」

「天てん井じようが!?」

　驚きよう愕がくに顔を引き攣つらせながらも頭上を振ふり仰あおぐ執政官達。

　彼等の居る庁舎の最上階──その天井が、恐らくは庁舎の屋根ごと、ごっそりと抉えぐり取られて無くなっていた。降ってきた雪は、屋根の上に積もっていたものの一部か、さもなくば今まさに空から降ってきたばかりのものだろう。

「ま……魔法、なのか？」

　執政官の一人が戦慄わななきながら言った。

「まさか、新生ガズ帝てい国こく軍か？」

「奴やつ等らが討伐の報復に……？」

「だが確かに報告は遅おくれて──」

　執政官達が喘ぐ様にして絞しぼり出す憶おく測そくの言葉が、今や露ろ天てん状態となった会議室で飛び交かう。何の根こん拠きよも裏付けもない想像ばかりなのが、彼等の動どう揺ようを如によ実じつに示していた。

　しかし……

「ばかな、一撃で、か？　航天要塞エリアルフオートの主攻こう撃げき術式並だぞ……!?」

「そんな強力な機杖ガンドや、魔法師を、ガズ帝国復興軍が持っていたというのか？」

　ならば、何な故ぜそれを今まで使わなかったのか？

　恐きよう怖ふと疑問が官かん吏り達の上にのしかかる。

　いずれにせよこれが天災の類たぐいでも事故の類でもなく、魔ま法ほう攻撃であるのならば、『次』が来る可能性も在るという事だ。それも──今度こそ、この庁舎を根ね刮こそぎ吹ふき飛ばし、執政官達を巻き込む様な角度と機タイミングで。

「と、とにかく──」

　まずは逃にげなければ。

　執政官達は──次撃が来ない事を祈いのりつつ、床ゆかを四つん這ばいになって、部屋の出口へと向かい始めた。立って走らなかったのは、単に全員、腰こしを抜ぬかしていたからだ。

　だが……

「な、なんだ!?」

「下で何が──」

　屋根を抉り取られたからだろう。

　気が付けば、戸外の物音が、はっきりと彼等の耳にも届く様になっていた。

　怒ど声せいと。剣けん戟げきと。爆音と。そして悲鳴と。

　戦場経験が無い人間でも分かる。それは戦場の音だ。どうやらこの庁舎の周りで戦せん闘とうが繰くり広げられているらしいのだが──

「一体、どういう──」

　ひたすら混乱する執政官達。

　次の瞬しゆん間かん、彼等の頭上が、陰かげった。

「えっ……」

　執政官達にのしかかる様にして、天井を失った会議室に舞まい降りる──異形の巨きよ影えい。

　それは、白銀色の鎧よろいに身を包んだ、怪かい物ぶつだった。

「装鎧ドラグ──竜ーン？」

　呆然と呟つぶやく執政官達を、大人の握にぎり拳こぶし程ほどのある、巨きよ大だいな装鎧竜の眼めが射い竦すくめた。

　鋼鉄そのもので出来ているかの様な、その巨体は、そこにただ佇たたずんでいるだけでも威い嚇かくとなって執政官達をその場に縛しばり付けている。迂う闊かつに動けば殺される、誰だれもがそう考えていた。

　そして……

「この建物は──」

「兄様と義妹と愉ゆ快かいな愛人達とその他諸々が制圧した」

「なんなんだ、その頭の悪そうな集団は」

「兄様、照れなくてもいい」

「照れてねえよ」

　ひたすら緊きん張ちよう感かんを欠いた声でのやりとりが続く。

　執政官達は恐る恐るその声の主を探し──そして、装鎧竜の背後から身軽な仕草で降り立つ人影二つに気付いた。

　若い男と女だ。

　黒くろ装しよう束ぞくの男に見覚えは無いが、女の方は執政官達も知っていた。

　傭兵マーセナリとして執政官達が雇やとった一人だ。確かアカリ・レクサスという名前を申告していた娘むすめである。クラスナヤ・ボフダーンという少女と一いつ緒しよに傭兵募ぼ集しゆうに応募し、選せん抜ばつ試験を容た易やすく突とつ破ぱしてきた──

「──執政官殿どの!!」

　扉とびらを蹴け破やぶる様にして、庁舎警護の兵士達が雪な崩だれ込んでくる。

　その数──十名。魔法師ウイザードが二名と剣士が八名。騎士キヤバリアこそ居ないが、執政官達が己おのれの保身の為にと比ひ較かく的てき、優ゆう秀しゆうな者を選抜して充あてている為……ダチア子爵正規軍の中でも、精せい鋭えい揃ぞろいと評判の者達である。

「おお、お前達──この者達を、者達を」

　執政官達が装鎧竜を指差す。

　さすがに巨大な棄獣フエイラを相手にするとなると、一瞬、警護の兵士達も怯ひるむかの様な表情を見せたが──

「執政官殿がお逃げになる時間を稼かせげ！」

　指揮官らしき男がそう叫さけぶ。

「恐れるな、あの巨体で、屋内では小回りは効かん！」

　脅きよう威いはあくまで装鎧竜、その脇わきに居る二人は大した事がない──と踏ふんだのだろう。

　しかし……

「──我は鋼はがねなり」

　ほぼ同時に二人がそう唱えていた。

「鋼故ゆえに惑まどわず」

「鋼故に怯まず」

「一度敵に逢おうては」

「一いつ切さい合切の躊ちゆう躇ちよ無く」

「これを討うち滅ぼす──」

「凶きよう器きなり」
















　淡たん々たんとそんな言葉を並べていく二人。

　不幸にもその意味を、警護の兵士達は知らなかった。

　即すなわち、乱破師サバターアキュラ衆奥おう義ぎ──

「──〈鉄血転化〉」

　その一言が鍵かぎ。

　全身の気脈が解放され、二人の侵しん入にゆう者──若い男女二人の髪かみが、まるで血の様な赤さを帯びる。同時にその顔には戦いくさ化げ粧しようの様な紋もん様ようが浮うかび上がり、二人の顔を、まるで戦せん陣じんに立つ魔物の如ごとき様相へと変化させていた。

「──！」

　警護の兵士達に向けて──常人離ばなれした速度で二人が襲おそい掛かったのは次の瞬間である。

　その足元に守るべき執政官達が腰を抜かして座り込んでいた事も、彼等には不利に働いていた。警護の兵士達が躊躇する一瞬で、その懐ふところに入り込んだ二人は、剣士を無視して先まず魔法師二人を潰つぶしに掛かった。

　小剣で肩かたを斬きられ、あるいは鉄てつ槌ついで骨を折られ、機杖を落としてしまう魔法師達。痛みに姿勢を崩くずした処ところで二人の侵入者に腹を蹴けられ、悶もん絶ぜつしながら魔法師達は気を失った。

「──！」

　残り八人の剣士達は慌あわてて二人の侵入者に斬りかかるが──もう遅い。

　防ぼう御ぎよ力こそ低いが、最大の攻撃力を持つ──つまりは装鎧竜を含ふくめて侵入者を一いつ掃そうし、状じよう況きようを一発逆転出来る可能性が高い魔法師達が倒たおされた事で、彼等は動揺していた。有り体ていに言えば……腰が退ひけていたのである。

　これでは、勢いに乗った二人を捉とらえきれる筈はずも無い。

　壁かべを蹴り、時に走り、縦じゆう横おう無む尽じんに跳はね回る乱破師二人に翻ほん弄ろうされて、八人の剣士は程なくして倒されてしまった。

　そして……

「──そういう訳で、な」

　何ど処こか面めん倒どう臭くさそうな声と共に……這はって逃げようとしていた執政官達の眼の前に、小剣が突つき刺ささった。

「ひっ──」

　思わずその場に固まる執政官達。

　彼等を見下ろしながら、若い男の方の侵入者は、今一つ熱の無い口調で言った。

「何処まで言ったっけか」

「『この建物はこれから俺と妹の愛の巣になるから出て行け』と」

「言ってねえ」

　と鉄槌の娘に言ってから──後頭部を搔かいて、男は続けた。

「そうそう──お前等は、ええと、新生ガズ帝国？　の支配下に入ったから。その積もりでいろ。いいな」

「……な、なんだって？」

　何の脈みやく絡らくも無い唐とう突とつな宣言に、執しつ政せい官の一人が思わず立ち上がって問い──装鎧竜に睨にらまれて、慌てて再び床に這った。

　新生ガズ帝国。

　それはつまり──

「わずか半日で……？」

「討とう伐ばつに派は遣けんされた傭兵部隊も正規兵部隊も……倒して……？」

「この所領を……乗っ取った……と？」

　執政官達の震ふるえる声が床の上にわだかまる。

　対して──黒衣の若者は気け怠だるげな口調で言った。

「逆らうやつは殺すぞー」

「…………」

　びくりと震える執政官達。

　更さらに──

「すんごく殺すぞー、絶対殺すぞー」

　黒衣の若者の口調と声こわ音ねはひたすらに面倒臭そうだった。

　あまり本人がこの宣言自体に気乗りしていない様なのだが……

「チャイカ姫ひめを頂点に置いた恐怖政治ってやつだな。どうだ、怖こわいだろう」

「…………」

　這い蹲つくばりながらも、執政官達は顔を見合わせる。

　怖いか否いなかと問われれば怖いのだが、それは主に黒衣の若者の背後で睨みを利きかせている装鎧竜の存在に依よる所が大きい。はっきり言えば黒衣の若者の言葉も、チャイカ姫による恐怖政治という言葉も、今一つ真実味が感じられず、恐怖に繫つながらなかった。

　そんな執政官達の内心を知ってか知らずにか……

「兄様、兄様の喋しやべりは今一つ真しん剣けんみに欠けるな」

「お前に言われる筋合いはねえよ」

　突っ込む鉄槌の娘に、黒衣の男が、顔は物もの憂うげに、そう応じるのが聞こえた。
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　それから──半日後。

　政庁舎は新生ガズ帝てい国こく軍と、キリル・タトラ率いる亜あ人じん兵部隊によって完全に占せん領りようされていた。ダチア子し爵しやく領には、勿もち論ろん、新生ガズ帝国討伐に出た部隊以外にも軍隊は存在するが、それらが駆かけ付ける間も無かった。

　最大戦力を一気に、相手の中ちゆう枢すうに投入して制圧。

　呆あきれる程に簡素で──しかし合理的な戦法である。五十名余りの亜人兵と、装鎧竜、それに強力無比な魔ま法ほう攻こう撃げきによる、疾しつ風ぷうの如き、怒ど濤とうの如き、征せい服ふく劇であった。

　これある事を見み越こして……特に兵の配置や、全体的な練度を知る為ために、トールはアカリとクラスナヤをダチア子爵側に潜せん入にゆうさせ、状況を探さぐらせていたらしい。

　元々領民の支持を、領主も執政官達もあまり得られていなかった事に加え、ダチア子爵が早々に投降してこれを宣言した為、領民の間でも混乱は殆ほとんど生じなかった。

　そして──

「あ……あの……」

　関係者を集めた庁舎の一室。

　そこでユリエは──トールに訊たずねた。

「私はどうなるんでしょうか……？」

「あ？　何の話だ？」

　眉まゆを顰ひそめてトールが問い返す。

「いえ、その、ですから……」

　ユリエは口ごもる。

　自分は、チャイカの名を騙かたっていた。そしてその気も無いのにガズ帝国復興を掲かかげ──それを信じて集まってきた者達を騙だましていた。それは今更どう言い訳してもなくならない事実である。

　本物のチャイカが──チャイカ達が現れた以上、自分はもうチャイカ・ガズではいられない。だがその事実に、新生ガズ帝国の兵士達がどんな反応を示すか、考えるだけでも恐おそろしかった。あの左足が義足の元兵士。彼の様に怒いかり狂くるってユリエを殺そうとするかもしれない。

　だが……

「どうなりたいよ？」

　とトールは更に問うてきた。

「え？　ど、どうなりたいって……」

「別にあんたが〈禁断皇こう帝てい〉の仕組んだ『本物』じゃないってんなら、俺達の側に用は無いんだ。そのままガズ帝国復興を掲げて活動しようが、辞やめてどっかの田舎いなかに行って畑を耕そうが、好きにしろ」

　トールの口調はひどく素っ気ない。

　しかし──

「…………」

　思ってもみなかった。

　そんな選せん択たくの自由が──未来を選ぶ権利が自分にあるなどとは。

　そもそも家を、親を失って以来、何も自分で決めてこなかった。ただ呪じゆ文もんの様に繰くり返される『お家復興』を自分の望みだと思って疑いもしなかった。何かを望むという事をしなくなって──久しい。

　しかし……

「私は……」

　ユリエは眼めを伏ふせて言った。

「新生ガズ帝国に集まってきた人達をずっと騙してきました。言われるままにチャイカ姫を騙ってきたけれど──私が拒こばまなかったのも、自分でよく考えずに、他人に頼たより切りになっていたのも事実で。だから……私にも責任はあるんだと思います」

「それで？」

「どうにかして責任をとりたいんです。でもどうすればいいか……」

「…………」

　トールはしばらく黙だまってユリエを見つめていたが。

「それじゃ、チャイカを名乗っていた責任を、とってもらおうか」

「どうやって……？」

　途と方ほうに暮れた表情を浮かべるユリエ。

　助けを求める様にアレクセイの方を見み遣やるが──しかしユリエの育ての親とも言うべき老人は、精せい根こん尽つき果てた様な表情で首を振ふるばかりだった。

「そのままチャイカを演じてくれ」

　トールは、傍かたわらのビエルイエ──いや、白のチャイカ、そしてクラスナヤと名乗っていた紅あかのチャイカの方を一いち瞥べつしてから、そう言った。

「……え？」

「他ほかの『本物』とか『偽にせ物もの』とかをおびき寄せる役目をしてもらおうか」

　トールは頰ほおを人差し指で搔きながらこう続ける。

「おびき寄せるって……此こ処こに？」

　ひょっとして、その為に──その為だけに、トール達はこのダチア子爵領を乗っ取ったというのだろうか。

「いい加減、あっちこっちに、チャイカを名乗る連中の処ところに潜入して確かく認にんするのも面めん倒どうになってきたんだよ。だからここらで、チャイカをおびき寄せるための『ガズ帝国』を作っちまおうって話だ」

「…………」

「ハルトゲン公国がやってた方式だな。結局、それが一番、手間が省ける」

　トールの隣となりで腕うでを組みながらそう言うのはアカリである。

　ハルトゲン公国の名は勿論、ユリエも知っているが、ここでどうしてその名が出てくるのかは今一つ分からない。ハルトゲン公国もチャイカをおびき出す為の活動をしていたという事だろうか。

「ああ、ついでに」

　本当に、もののついで、といった口調でトールはそう言った。

「そのゴードン男だん爵しやく家ってのも復興させていいぞ。というかそれを報ほう酬しゆうにあんたらを雇やとうって手もあるのか」

「は……はぁ」

「とにかく……毎回毎回、キリル達を島から呼びつけるのも手間だし、あいつらも文句言ってきてうるせえし。亜人も差別しない政策掲げて、各地に残ってる亜人も引っ張ってきて、元々の新生ガズ帝国軍に上乗せする形で、軍備増強すりゃ、ま、二年かそこらで体てい裁さいは整うんじゃないか？」

「…………」

　最も早はや、ユリエは応じる言葉も無い。

　だが──

「……そういう訳でな」

　ふとトールは──部屋の出入り口の方を向いて言った。

「邪じや魔ましてくれるなよ、〈クリーマン〉機関」

　同時に出入り口のすぐ脇わき、壁かべ際ぎわに立っていたフレドリカとクラスナヤが、揃そろって動いた。

　二人の蛇咬剣スネークブレイドと爪つめが、壁かべの上を走る。次の瞬しゆん間かん、幾いくつもの断だん片ぺんに分ぶん割かつされた壁が崩くずれ落ち……

「──！」

　綺き麗れいに開いた丸い穴の向こうに、四人の人ひと影かげが見えた。

　偉い丈じよう夫ふが一人、眼鏡の少女が一人、亜人の少年が一人、そして禿とく頭とうの男が一人。

　これがトールの言う〈クリーマン〉機関の人間なのか。どうやら彼等は、壁の向こうから中の様子を探っていた様なのだが……

「──どうやってだ？」

　両手を掲げながら偉丈夫が苦く笑しようする。

　トールの横でビエルイエが機杖ガンドを構えている事、そしてキリルを含ふくめた数名の亜人兵が彼等に向けて武器を構えている事を指しての台詞せりふであろう。

「……久し振りだな」

「正直、生きていたとは驚おどろいたよ」

　トールの言葉に偉丈夫が応じる。

「二人足らないみたいだが。騎士キヤバリアと、それから、あの口の悪い暗殺者はどうした？」

「結けつ婚こんして休職中です」

「…………」

　眼鏡の少女の言葉に──虚きよを突つかれたかの如ごとく、トールは眼を瞬しばたたかせる。

　束つかの間、彼は言葉を探していた様だったが──

「……ああ、まあ、その、帰ったら『おめでとう』とでも伝えておいてくれ」

「我々は、帰してもらえるのか？」

　自分達に武器を向ける亜人兵達を一瞥し、禿頭の男が問う。

「元々──遺体集めやってた頃ころから、お前等がちょっかい掛かけてこないなら、戦ういわれも、殺し合いするいわれもねえんだよ。あんまり早くに一部始終を報告されて、体裁だの順位だのが整う前に、航天要塞エリアルフオートだの何だの持ち出されたら面倒だから……まあ、しばらくは此処に居て貰もらう事にはなるけどな」

　心底面めん倒どう臭くさそうな口調で、トールはそう言った。
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　まるで夢でも見ているかの様な気持ちだった。

「…………」

　庁舎の二階に設けられたテラスで、雪ゆき化げ粧しようする街を見下ろしながら──ユリエは何度もこれが現実なのだと理解する為ために、自分の頰に触さわってみた。冷えた指先が、興奮に火ほ照てる頰に触ふれて、意識の輪りん郭かくをはっきりさせる。

　やはりこれは現実なのだろう。

　まさか自分達の仲間の中に、『本物の』チャイカと、その従者が混じっていたなどとは想像もしなかったし、そのチャイカと仲間達が、わずか一日で──辺境の小さな所領とはいえ、貴族の治める土地を丸ごと奪うばってしまうなど、夢物語としか思えなかった。

　それに──

「ちょ……ニーヴァ、止やめる、止める！」

「拒きよ否ひします。主あるじの事、よく知るのは、臣下の務め」

　ユリエのその背後で、この戦いの決定打を撃うったビエルイエ──白チャイカと、彼女の『生きた魔法機杖ガンド』──ニーヴァ・ラーダが、じゃれ合っている。

　どうやらニーヴァは、白チャイカの身体からだのあちこちを触るのが好きな様で、四六時中いじり回された白チャイカは、悲鳴じみた声を上げながら逃にげ回っていた。

　白チャイカの持ち歩いていた魔法機杖が、いきなり変形して──変身して金銀妖よう眼がんの少女になった事にもユリエは驚いたが──その魔法機杖を使って放った白チャイカの魔ま法ほう攻こう撃げきが、強力無比な威い力りよくを発揮した事にも、ただただ啞あ然ぜんとするしかなかった。

　執しつ政せい官達がうなされる様な口調で言うには、航天要塞の主力攻撃魔法術式と同等の破は壊かい力であったらしく──それはつまり、フェルビスト大陸最大の巨きよ大だい魔法兵器の攻撃力を、個人の身軽さで運用出来るという事に他ならない。

　色々と常識外過ぎる少女である。

　これはもう白チャイカだけに限った事ではなく、その仲間全員に言える事だが。

　この一日で一生分驚いた様な気が、ユリエはしていた。

「……どうしたよ」

　ふと声を掛けられて振り返ると……テラスにトールが入ってきた処だった。

「ぼけっとした顔して？」

「……どうにも実感が湧わかなくて」

　苦笑してユリエは言った。

「昨日から、今日まで、驚く事が多すぎて、何だか、夢を見ているみたいで。良い夢か、悪い夢かすら分からない感じで」

「まあ気持ちは分からないでもないがな」

　とトールは──ユリエの隣にまでやってくると、テラスの手て摺すりにもたれかかりながら言った。

「正直、チャイカと初めて出会ってからしばらくは、俺もそんな感じだった」

「貴方あなたも──貴方が、ですか？」

　ある意味で、チャイカ以上に常識外なのが──一番特別なのが、この若者だ。

　先さき程ほど知らされたのだが、トールはあの装鎧竜ドラグーンのフレドリカと『契けい約やく』した竜騎士ドラグーン・キヤバリアであり、事実上不死身に近い存在なのだとか。だからこそアカリやクラスナヤ──紅チャイカの攻撃をもろに食らっても、平気で生きているのだ。

　だがその点だけでなく、白チャイカ、アカリ、フレドリカ、紅チャイカ、ニーヴァ、そしてキリル達亜人兵──これだけの面子メンツを事実上、率いているのはこの若者なのだ。このダチア領をあっさりと奪ってしまったのは──他の誰だれでもない、彼なのだ。

　なのに──

「元々俺はただの、しがない乱破師サバター崩れだよ」

　トールはそう言って肩かたを竦すくめた。

「チャイカと出会ってなければ、今も、戦争の無い世の中を恨うらみながら、どこぞの街でぐだぐだして人生を浪ろう費ひしてたんじゃねえかな」

「…………」

　ユリエからすれば、とてもそうは見えなかったが。

「いや、その前に妹に殴なぐり殺されてるか。働かない兄は剝はく製せいにして売るってのがあいつの口くち癖ぐせだし」

「ビエルイエと兄妹きようだいかと想おもっていたんですけど、あの──鉄てつ槌ついを持っていた、アカリという人が貴方の本当の妹さんなのですね」

「義理だけどな」

　とトールは言った。

　元々乱破師の里で育ったトールとアカリは、家族観とも言うべきものが、普ふ通つうの人間とは違ちがうらしい。里の者は皆みな家族、同じ親役に育てられれば兄妹──実際には徒と弟てい制度における、兄弟で子し妹弟子といった関係に近いのだとか。

「『紅クラスナヤ』と名乗っていた彼女も、チャイカなのですよね」

　今は別室に居るであろう、蛇咬剣の少女を思い出しながらユリエは言った。

「そうだな。一いつ緒しよにガズ皇こう帝ていと戦った仲間だよ」

「仲間……」

　その言葉を舌の上に載のせてみて──それからユリエは苦笑を浮うかべて言った。

「結局、貴方の恋こい人びとは誰なんですか？」

「恋人？　ああ──」

　シャモニ遺い跡せきの中でした会話の続きなのだという事を理解した様で、トールは首を傾かしげて唸うなった。

「その手の話はあまり考える余よ裕ゆうも無かったな。ガズ皇帝を倒たおすまでは無我夢中だったし、ガズ皇帝倒してから、しばらくは──その戦いの後こう遺い症しようっていうか、記き憶おくがあちこち歯は抜ぬけになってたからな」

　どうやら、ユリエ達に言っていた『記憶喪そう失しつ』云うん々ぬんは全くの噓うそでもなかったらしい。

「ビエルイエと二人して、覚えてる部分繫つなぎ合わせて、概おおむね、自分が誰で、どういう人間なのか、理解するまで一年近くかかったし。その直後にアカリ達と再会して──そこからは、あんたの知ってる通りだ。三人くらい、『チャイカ』を名乗る奴やつに会っては、本物か偽にせ物ものかを確かめてた」

　何の変へん哲てつも無い職歴を語るかの様な、ぞんざいな喋しやべり方であるが、実際には普通の人間の十倍、百倍もの波は瀾らん万ばん丈じような人生なのだろう。ユリエは自分なら多分、百回は死んでいるだろう──と思った。

「…………なんというか、壮そう絶ぜつですね」

「かもな。退たい屈くつはしねえけども」

　歯を剝むいて──獣けものめいた獰どう猛もうな笑えみを浮かべるトール。

　その顔を見て、ユリエは、鼓こ動どうが早まるのを感じた。

　多分、これが彼女が初めて見た、素すのままのトール・アキュラなのだ。ようやく本当の彼と会ったのだと、ユリエはこの瞬間に実感する。

「それからな。一つ言っておくが」

　トールはふと表情を真顔にして言った。

「これからも『チャイカ』を演じるって件な。ああは言ったが、他ほかに自分で納なつ得とくの出来る責任の取り方ってのを思いついたのなら、そっちを選んでも構わない。最初に言ったが、俺達はあんたを拘こう束そくする理由はないんだ」

「……トール……さん」

「俺は──俺達は『誰かに与あたえられた役目』って奴が嫌きらいでな。自分にそういうのを押しつけられるのも、誰かに押しつけるのも真まっ平ぴら御ご免めんだ。どんな事であれ、人間、最終的に責任をとれるのは自分の命一つだからな……自分の意志で、決めてくれ」

「…………」

　ユリエはしばらく考えてから──頷うなずいた。

「やります」

「……そうか」

　トールは微かすかに笑って、彼も頷いた。

　そして──

「──そういう訳でだ」

　いつの間に来ていたのか──トールの脇わきに立つアカリが唐とう突とつに言った。

「兄様、一つ提案がある」

「提案？　──っていうか気配殺して隣となりに立つな」

「ふふふ。照れ屋さんだな兄様は」

　無表情にアカリが笑う。

「怖こわがってんだよ」

「これからは、この娘むすめを『餌えさ』に、『チャイカ』を釣つる方式に変える事になった訳だが」

「身も蓋ふたもない言い方だな、おい？」

「分かり易やすいではないか。とにかく、此こ処こで新生ガズ帝てい国こくを構え、チャイカを『待つ』戦法に切り替かえたとなると、西へ東への根無し草生活も終わったと判断して良かろう」

　指を一本立ててアカリが言った。

「まあそうだな」

「そしてあのアルベリック・ジレットが結けつ婚こんしたという驚おどろきの事実まで我々の元に飛び込んできた」

　言ってアカリは二本目の指も立てる。

「何の関係があるんだよ？　……まあ確かに驚いたけどな」

「更さらに、セルマとダヴィードの子はもうすぐ二歳になる」

　と三本目の指が立つ。

「ああ、旧ハルトゲン領の近くの村に居るんだっけか？」

「肯こう定てい」

　トールが紅あかチャイカの方を向いて訊たずねると、彼女は小さく頷いた。

「まあ子供が無事に育ってるのはめでたい事なんだろうが、益ます々ます関係無いだろ？」

「そこでだ」

　三本の指を折り畳たたみ、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめてアカリはそう主張した。

「そろそろ兄様も身を固めるべきだと、強く強く提案する」

「あ？　なんだよ、嫁よめでも貰もらえってのか」

「うむ」

　我が意を得たり、とばかりにアカリは大きく首しゆ肯こうした。

「付き合いが長くて、お互たがいによく分かりあっている相手などがお勧すすめだ」

「つまり未いまだに何考えてるのか良く分からないお前は候補から真っ先に外れる訳だな？」

「……兄様」

　アカリは眼を瞬しばたたかせて言った。

「別に照れなくていい」

「だからそういう脈みやく絡らくの無さが、分からんつってんだよ！」

「素直になる事も必要だぞ、兄様」

「とことん嚙かみ合ってねえな」

「むう……つれない」

　無表情に唸るアカリ。

　そこに──

「トール！」

　紅チャイカと、そして少女形態のフレドリカがやってくる。

　二人は特に今の会話を聞いていた訳ではない様だが──

「……？」

　トールとアカリの間に横たわる空気で何かを察したか、紅チャイカが眉まゆを顰ひそめた。

「トール。何の話、アカリと？」

「うむ。兄様の嫁には誰が相応ふさわしいかという話をな」

　何故かそこはかとなく得意げな口調で言うアカリ。

「トール、とうとう観念？」

　眼めを丸くして紅チャイカが問う。

「だからなんで、そうなるんだよ」

　と溜ため息いき交じりに言うトール。

　どうやら──トールが仲間の女達の中で誰を娶めとるのかというのは、以前から出ていた話であるらしかった。

「だが『義妹道』創始者として言わせて貰おう。覚かく悟ごのない者に兄様の嫁は務まらない」

　アカリは腕うでを組んで何故かやたら偉えらそうに言った。

「その点、私は──」

「私、覚悟完かん了りよう」

「私。右に同じ！　同じ！　覚悟覚悟！」

　紅チャイカの隣にやってきて──腰こしに抱だき付いたニーヴァを引きずりながら──白チャイカも片手を挙げて言った。

「覚悟なのかよ。ていうか何の覚悟だよ」

「王おう妃ひになる覚悟じゃない？」

　と──腰に手をあてて言うのはフレドリカである。

「は？　王妃？」

　眼を丸くして訊ねるトール。

　フレドリカは首を傾げながらこう続けた。

「トール、王様になる訳でしょ？　あ、王様じゃなくて皇帝か」

「何の話だよ。単に身を固める話ってだけで──」

「なんだかんだで新生ガズ帝国とか造るんでしょ？　とりあえずの旗はた頭がしらはまあ、『チャイカ』だとしても、女じよ帝ていにでもならない限り、皇帝役は別に要いるじゃん？」

「…………」

　トールは、今初めて気付いた、とでも言うかの様に眼を瞬かせて。

「あー…………そう、なるの、か？」

「そうだよ？」

「……うわ、面めん倒どう臭くせぇ」

　心底、憂ゆう鬱うつそうに言うトール。

　どうも、自分がその皇帝役になる──という事までは考えていなかったらしい。あるいはユリエ同様に誰だれか代役を立てる積もりであったのか。

「というか兄様？」

　ふと思い出したかの様な口調でアカリが言った。

「それは結果だけ見れば、以前、ガズ皇こう帝ていに提案された事と……同じにならないか？」

「……世界の三分の一というアレか」

　トールは顔をしかめた。

「確かにな……別に戦争を起こす為ために国を作る訳じゃないんだが」

「しかしヴィーマック王国を含ふくめ、連合王国諸しよ侯こうは、新生ガズ帝国の建国を見み逃のがしてはくれないだろう。力を付けて名前があちこちで知られる様になれば、尚なお更さらだ」

「トール、根回し」

　トールの服の袖そでを引っ張って言うのは白チャイカである。

「根回し？」

「〈クリーマン〉機関の人達」

「ああ──アルベリック・ジレット辺りを通じて連合王国に裏で話を付けるって事か？　まあそれも在ありっちゃ在りなのか」

「うい。アリアリ」

　こくこくと頷く白チャイカ。

　トールも腕を組んで首を傾かしげながら──唸うなる。

「うーん……ヴィーマックや七カ国会議のお偉いさんが、こっちの話を聞いてくれるかどうかだが……難しくないか、それ？」

　彼を囲む、アカリ、白と紅のチャイカ、そしてフレドリカ。

　後半は今一つ、ユリエにとっては訳の分からない内容になっていたが……和わ気き藹あい々あいといった感じで会話をしている彼等の姿が、ユリエにはとても眩まぶしく見えた。

　だから──

「あの、その場合」

　ユリエは片手を挙げて言った。

「ルーク……じゃなくて、その……トール……さん、の妻になるのって……理り屈くつから行けば……私なんじゃ……？」

　それはもう本当にふとした思いつきの言葉だったのだが。

「──！」

　ユリエの言葉に──チャイカ達の表情が変わる。

　一いつ瞬しゆんにして温度の下がった空気にユリエ自身が驚いた。

「何と言う事だ」

　アカリがやはり無表情に、しかし両手を戦慄わななかせながら言う。

「兄様、これだけ嫁候補と愛人候補が居るというのに、未まだ足りないとばかりに──」

「だから何の話だよ!?」

　アカリの言葉に──最も早はや悲鳴じみた声を上げるトール。

　しかしアカリを含め、彼の周りの娘達はもう彼の言葉はまるで聞いていない様子だった。

「やはり一刻の猶ゆう予よもならん、さっさと嫁と愛人を決めて、他ほかに手を出す余よ裕ゆうを封ふうじ込めてしまわねば、兄様は無限に女に手を出し続け、いつかこの大陸全土の女を全すべて──」

「俺は〈禁断皇帝〉以上の化け物かよ」

「トール……」

「ビエルイエ、お前もその、可哀かわい想そうな子を見るよーな眼をやめろ！」

「いずれにせよ、兄様が決めないならば、こちらで勝手に決めるしかないな」

「方法、如い何かなる？」

　紅チャイカが半眼で──明らかに信用していない表情と口調で問うのに対し、アカリは拳を握りしめて言った。

「素手の殴なぐり合いなどが良いのではないか？」

「不利、私不利!!　異議申し立て！　却きやつ下か！」

「え？　じゃあ私が優勝じゃん」

　ぴょんぴょん跳とびはねながら異を唱える白チャイカと──きょとんとした表情で自分を指差すフレドリカ。アカリは今初めて彼女の存在に気付いたかの様に、眉を顰めてそちらに視線を向けた。

「待て、竜たつっ娘こ。貴様も参加する積もりか？」

「するよ？」

　当然じゃん、とでも言うかの様な口調のフレドリカ。

「人間形態とってれば、実質的に、人間の雌めす──もとい女と変わんないし。多分、その気になればトールの子供とか産めるんじゃないかな？」

「なんと都合良くいい加減な生き物なのだ、貴様は」

「えへ」

「念の為に言うが褒ほめていないぞ」

「だからとりあえず私が正妻かなって」

　無む邪じや気きな笑え顔がおでそう言うフレドリカに向けてアカリはいきなり鉄てつ槌ついを抜ぬいた。

「……いいだろう、勝負だ爬は虫ちゆう類るい。魔ま法ほうを使う前に速そつ攻こうで頭に鉄槌を叩たたき込んでくれる」

「素ス手テ喧ゴ嘩ロじゃなかったの？」

「魔法を使う装鎧竜ドラグーン相手に、素手で挑いどむのはただの馬ば鹿かだ」

「人間って噓うそつきだよねー」

「私正妻。二号お前。私姉。お前妹。当然」

「拒きよ否ひ、拒否、条件同じ！」

　……等々。

　本気なのかどうなのか、傍はた目めには分かり難にくいやりとり──嚙み合っていない会話が大半だが──を好き勝手にしている娘達。

　それを見ながら……

「あのな、お前等、俺の意見を聞くつもりは無いのか？」

　と顔をしかめたトールが問うが、娘達からの返事はない。

　長々と溜息をつくトールを見ながら、ユリエは苦く笑しようを浮うかべて言った。

「じゃあトールさんの意見はどうなのですか？」

「それは…………」

　言葉に詰つまるトール。

　困る、という事はつまり、彼自身、チャイカ達について好意を抱いていないという訳でもないのだろう。同時に──自分に好意を寄せてくる相手に、片かたっ端ぱしから手をつけて弄もてあそぶ様な不ふ真ま面じ目めな人間でもないらしい。

　どの娘の事も愛いとしいと感じるからこそ、選べない、といった処ところか。

　このトールという若者……常識外の住人でありながら、こんな処は妙みように律りち儀ぎというか真っ当だった。

　困る彼の様子が妙に面おも白しろくて、ユリエは益ます々ます彼に親近感を覚える。棄獣フエイラと契けい約やくして不死身であろうとも、〈禁断皇帝〉を葬ほうむった英えい傑けつであろうとも、全然別の生き物という訳ではなく……自分と同じ人間なのだという事が、よく分かるからだ。

　だから──

「いっそ全員正妻という形にするとか……」

「あんたまで訳のわかんない事言い出すか」

「殴り合いで順列を決めるという事なら、多分、私が一番不利ですし……」

「まあ確かにビエルイエといい勝負…………って、おい？」

　ユリエの台詞せりふの意味に気付いてトールが眉まゆを顰ひそめる。

　そこに──

「トール、トール、審しん判ぱん、審判！」

　ビエルイエがやってきて、トールの耳を引っ張りながらそう叫さけぶ。
















　その向こうではとりあえず、正妻決定戦の第一試合という事なのか、アカリと女騎士キヤバリア形態のフレドリカが鉄槌と長ちよう剣けんで打ち合っていた。

「だから殴り合いとかやめろつって──痛い、引っ張るな！」

　そう言いつつも、ビエルイエに引っ張られて斜ななめになりながら、『試合』現場に連れて行かれるルーク。

　その様子を見て──ユリエは、多分、数年ぶりに心から、笑った。

　この後……

　皇帝として、元乱破師サバターであり竜騎士ドラグーン・キヤバリアでもある『竜りゆう帝てい』トール・ガズを戴いただいた新生ガズ帝てい国こくは、領土こそかつてのガズ帝国の十分の一と小さいものの……『北方の眠ねむれる竜』として知られる事になり、連合王国と緩ゆるやかな対立を続けていく事になるのだが。

　勿もち論ろんそれは──

「──ああもう分かった、分かったから！」

「何が分かったというのだ兄様？」

「そもそも誰か一人を選ぶとか無理なんだよ」

「何な故ぜだ。我々全員が兄様の好みからは外れると？」

「逆だ馬鹿ッ！」

「トール……」

「全員娶めとればいいんだろ!?　だから先まず殴り合い止やめろ！」

「うい！」

　また、別の物語である。





（終）


















　第一章　弓聖の憂鬱

　THE MELANCHOLY OF BOW MASTER







　がさりがさりと密生した葉が震ふるえた。

　まるで樹木そのものが、何かに異を唱えて身じろぎしているかの様である。既すでに紅葉を迎むかえて落葉を待つばかりだったか、乾かわいたそれらは、次々と枝から剝はがれ落ち──枝の上に載のっているものを、さらけ出す事になった。

　即すなわち、一人の小こ柄がらな少女を。

「……む？」

　少女は不思議そうに目を瞬またたかせる。

　彼女の目もく論ろ見みとしては、木々の葉に紛まぎれて動けば見つかりにくい──という事であったのだろう。だが、これでその存在がどうしようもないくらいに、露あらわになってしまった。

　なだらかな斜しや面めんに、鬱うつ蒼そうと樹木が生い茂しげる、山林の片かた隅すみ。

　その中でも、樹じゆ齢れいは百を超こえようかという一ひと際きわ太い一本に、少女は登っていた。

　枝もまた太く、大きく左右に張り出し、少女がその荷物と共に乗っかっていても折れる心配は無い。だがさすがに、分ぶん岐きした梢こずえの部分までは、不動という訳にはいかなかった様だ。少女がその上に乗って動くだけで、枝は上下左右に揺ゆれ動き、大量の葉を落とす事になった。

「むう……」

　しかめ面つらで唸うなっていてさえ──可愛かわいらしい少女だった。

　年の頃ころは恐おそらく十代半ばだろう。

　見るからに華きや奢しやで、可か憐れんな印象である。整っているが、未まだ多分に幼さを残すその目鼻立ちと相まって……見る者は大たい抵ていが『護まもってやりたい』などという気持ちになるのではないだろうか。

　長い銀ぎん髪ぱつに紫むらさきの双そう眸ぼう。

　皆かい無むとは言わずとも、珍めずらしい髪かみと眼めの色である。同様の髪と眼でよく知られているのは、既に滅ほろんだ北の大国──ガズ帝てい国こくの皇帝アルトゥール・ガズだろう。『銀髪と紫し眼がん』と言えば、まず〈禁断皇帝〉の綽あだ名なで知られた戦国時代の怪物を思い出す人間も少なくない。

　だが、少女の姿において、最も特とく徴ちよう的な部分は……実を言えば他ほかに在あった。

「……残余……短たん距きよ離り……」

　そう呟つぶやきながら枝の上を、慎しん重ちように、ゆっくりと這はっていく少女。その身体からだが突とつ如じよ、がこん、という硬かたい音と共に停止を余よ儀ぎなくされたのは、次の瞬しゆん間かんであった。

「むや!?」

　少女はのけぞる様にして姿勢を崩くずし、枝から落下──する事だけは、慌あわてて両手両足で枝にしがみついて、回かい避ひ出来た様だった。

　ただ、その際にぐるりと枝の上で半回転してしまい、彼女はそのまま枝にしがみつく様な形で、ぶら下がる事になってしまった。

「きゅ……窮きゆう地ち……！」

　愕がく然ぜんとした表情で呟く少女。

　そんな彼女の──更にその背に、ぶら下がっているものが在る。

　黒い棺ひつぎである。

　何ど処こからどう見ても不ふ吉きつとしか言い様の無い、その死者の函はこ。

　彼女が枝から落ちそうになった原因はこれだった。勿もち論ろん、こんな大きく硬い荷物を背負って樹きの枝に登れば、何処かに引っかかるのも当然──少女は完全に自業自得の状態であったが、今の彼女に自分の迂う闊かつさを省かえりみている余よ裕ゆうなど、ある筈はずもない。

　しかも──

「むやっ!?」

「ででっぽ？」

　少女の紫眼が、硝子ガラス玉だまの様な黒い眼と合った。

　彼女が目指していた先──枝の中なか程ほどに巣を作っていた山やま鳩ばとである。

　既に今の少女の体勢からは巣の中は見えないが、この山鳩の巣には幾いくつかの卵が転がっていた。

　繁はん殖しよく力旺おう盛せいなこの種の鳥は、四季を問わず卵を産む。だから、産みたての新しん鮮せんな卵を一つか二つか三つか四つか──とにかく失敬しても大だい丈じよう夫ぶ、と手前勝手な理り屈くつで手を出してしまうのが、人間という生き物である。

「…………」「…………」

　少女と山鳩。

　見つめ合う事──しばし。

　そして次の瞬間、山鳩は少女の正体に気付いたのだろう、羽を大きく広げて威い嚇かくしながら高く高く啼ないた。

「ででっぽっぽう!!」

「ひやっ!?」

「ででっぽででっぽででっぽう！」

「痛、痛!?　中止、容よう赦しや、謝罪！」

　その嘴くちばしで、少女の手を、というか枝を摑つかんでいるその指を突つきまくる山鳩。当然、少女は悲鳴を上げるが、山鳩はそれでも未だ足りぬ、気が収まらぬ、とばかりに少女の白い顔を──というよりその紫の円つぶらな瞳ひとみを狙ねらって嘴を突き出してくる。

「ひゃっ！」

　思わず少女は、両手で頭部を庇かばって──当然、手を枝から離はなして──次の瞬間、脚あしの力も思わず緩ゆるめてしまったのか、そのまま落下。

「ああああ──…………あ？」

　悲鳴が尾おを引いたのも、ほんの一瞬。

　少女は宙づりになっていた。幸か不幸か彼女が背負っている棺が、他の枝に引っかかって、彼女をぶら下げる形になったのだ。

「……幸運……！」

　首筋をくわえられて運ばれる仔こ猫ねこの様な……何処か間ま抜ぬけな体勢なのは気にならないのか、少女は得意げな表情を浮うかべて頷うなずいた。

　だがその頭の上に、山鳩が乗ってきたのは次の瞬間である。

「ででっぽっぽう!!」

「執しゆう念ねんっ!?」

　尚なおも、顔をつつこうとする山鳩と、これを追い払はらおうと宙づり状態で両手両足を振ふり回している少女と──

「──何やってんだ、チャイカ？」

　その両者を見上げながら、呆あきれた声で問うてくる者が一人。

　彼は樹の近くの茂しげみから姿を現し、少女を見上げていた。

　黒くろ装しよう束ぞくの若者である。

　完全に黒一色という訳ではないが、羽織っている外がい套とうも、その内に着ている衣い装しようも、黒を基調としている。しかも髪も黒、瞳も黒、明るい色がその装よそおいの中には殆ほとんど無い。

　この為ため、覆ふく面めんでも被かぶってちょっとした暗がりに立てば、その姿は途と端たんに闇やみに溶とけ込んでしまうだろう。こうした山林の中では尚なお更さらに視し認にんしにくい。

　顔立ちは端たん整せいなのだが……ある種の険がそこには在った。

　何処か物もの憂うい表情と、それとは裏腹に、対象を視線で射い貫ぬくかの様な鋭するどい眼が、既に容よう貌ぼうの形として定着している……そんな若者だった。

「トール！」

　チャイカと呼ばれた少女は、慌てた様子でその若者に言った。

「要よう請せい、救きゆう援えん、救援！」

「…………」

　若者──トールは、面めん倒どう臭くさそうに溜ため息いきをつくと、懐ふところに手を突っ込む。

　次の瞬間、たん！　と、軽くも鋭い音を立てて、黒く細長い何かが樹の幹に突き刺ささっていた。抜く手も見せずにトールが投げたそれは──チャイカの頭をかすめ、山鳩の羽根を貫つらぬいたのは、小型の刃は物ものである。

　一部の者達からは手裏剣スローイング・ダガーなどと呼ばれる武器。

　手に持てば、小回りが利きいて何かと使い勝手の良い長さの刃物であり、抜き打ち気味に投げれば、投とう擲てき用の暗器──隠かくし武器として相手の不意をつける、そんな代しろ物ものだ。

　手裏剣は羽根を殆ど抵てい抗こうなく突き抜けたが……さすがに驚おどろいたのか、山鳩はチャイカの頭から離れ、巣の傍そばへと戻もどっていった。

「勝手にちょろちょろすんなって」

　顔をしかめてトールは言った。

「とりあえず俺達が飯の種獲とってくるまで、待ってろって言ったろ？」

　そう言うトールの腰こしには、実際──既に絞しめた後らしい山やま鼠ねずみが二匹ひき、ぶら下がっている。鼠といっても人里で家屋や倉庫に出入りするものとは違ちがい、小さめの犬や猫ねこ程の大きさだ。

「新鮮卵。獲かく得とく……」

　山鳩の巣を見み遣やって呟くチャイカ。その視線に気づいたか、山鳩が巣の上で威嚇するかの様にまた『ででっぽっぽう！』と啼いた。

「待機のみ、苦痛。私──出来る事。何か。トール達同様」

　と言ってから、チャイカは項うな垂だれた。

「予想外の抵抗。強敵」

「そりゃ、山鳩にとっちゃ卵は『子供』だしな。そりゃ親としちゃ必死に護まもるんだろ……多分」

　トールは熱の無い口調でそう言った。

　山鳩がどうのというよりも、まるで、親子の情とか絆きずなといったものを、伝聞でしか知らないかの様な……そんな白けた物言いである。

「……親子」

　チャイカは眼を瞬かせて呟く。

「とにかく……飯の調達は俺達に任せとけ。人間にゃ、向き不向きとか適材適所とかそーゆーのが在るんだよ」

「むう……」

　トールの言葉はもっともな話なのだが、チャイカは不満げである。

「というか、そもそもそれ背負って樹の上に上がろうって時点で、無茶だと気付けよ」

　とトールが指さすのは、言うまでもなくチャイカの背の黒い棺であった。

「無理して怪け我がでもしたら飯どころじゃねえぞ」

「……うい」

　項垂れるチャイカ。

　その時──

「──兄様」

　ふっと……およそ感情の見えない淡たん泊ぱくな声が聞こえた。

「一体何をしているのだ？」

「……あ？」

　怪け訝げんな表情を浮かべるトール。

　彼が現れたのとは別の方向──斜しや面めんの下の方から、やはり茂みをかき分けて一人の娘むすめが姿を現したのは、次の瞬間であった。

　綺き麗れいな娘である。

　容姿が優すぐれていると言えばこれはチャイカも同じだが、こちらは『可愛い』ではなく『美しい』と評されるべきだろう。切れ長の双そう眸ぼうに、後頭部で括くくった長い黒くろ髪かみ、細ほそ面おもてで目鼻立ちはすっきりと涼すずしげ──実に凜り々りしい印象である。胸も腰も女らしく育ってはいるが、野生の獣けものの如ごとく、全身はよく引き絞しぼられて、緩ゆるんだ部分は何処にも無い。

　ただ……その顔には、殆ど表情らしい表情も、無い。

「アカリ……」

　とチャイカが言う。

「私を沢さわまで水みず汲くみにやっておいて、その間にチャイカとその様な行こう為いに及およぶとは」

　どうやら言葉面づらを見るに、トールを責めている様なのだが、その怜れい悧りな顔には怒いかりの表情は無い。ただ相手を射い竦すくめる様な鋭い視線だけが、トールを見つめていた。

　ちなみに彼女の手には、小さめの手て提さげ桶おけが一つ携たずさえられている。

　その中には縁ふちぎりぎりまで水が入っているのが見えた。

　もし観察眼の鋭い第三者がこの場に居たならば、驚いた事だろう。

　この娘は……足場の悪い山の中を、一いつ杯ぱい一杯に水を汲くんだ桶を持って歩きながら、殆どその中身を零こぼしていない、という事になるからだ。だがその事実に気づいているのかいないのか、トールもチャイカも特に驚く様子は無い。

「その様なって何だよ」

　トールは眉まゆを顰ひそめて言った。

「世の中には婦女子を縄なわで縛しばって吊つり下げてこれを愛めでるという、上級者の趣しゆ味みがあるそうだが……兄様がその上級者であったとは」

「何の話だよ？」

「違うのか？」

「別に縛ってねえだろ」

「……では、まさか兄様」

　アカリと呼ばれた娘はほんの僅わずかに眉を顰めて言った。

「単にチャイカのスカートの中身を覗のぞく為だけに、そこまで……？」

「むやっ!?」

　今更、自分の状態に気づいたのか、スカートの裾すそを押さえるチャイカ。

　確かにトールの位置からあと一歩か二歩前に出れば、彼女のスカートの中身は下から丸見えになる訳だが──

「トール、離り脱だつ、離脱要よう請せい！」

　要するに見るな、という事なのだろう。チャイカが顔を真っ赤にして叫さけぶ。

　対してアカリはやはり顔色一つ変えずに大きく頷いて見せた。

「何と言う手て間ま暇ひま。これが侘わび寂さびという奴やつなのか。さすがは兄様だ。私は畏い敬けいの念がとめどなく溢あふれてくるぞ」

「訳わかんねえ事言ってんじゃねえ」

　うんざりした様子でトールは言った。

「大体今更、こいつの下着なんざ見てどうするってんだよ」

「むやっ!?　トール、抗こう議ぎ！」

　両手でスカートを押さえつつ、じたばたと両足を動かすチャイカ。

「お前、平気で俺の前で着き替がえてたじゃねえか！」

「ふむ。普ふ通つうに見てもつまらないから趣しゆ向こうを凝こらしてみたという事か。いつもながら兄様の探究心には恐おそれ入るな」

「お前はちょっと黙だまれ」

　トールはアカリの方を睨にらみ付ける。

「チャイカがそこの鳥の卵をとろうとして木に登って、落ちただけだ。それ以上でもそれ以下でもねえよ」

「しかし兄様。それではつまらないではないか」

「つまらなくていいんだよ！　なんで面おも白しろくせにゃならねえんだよ!?」

　悲鳴じみた声でそう喚わめいてから──トールは肩かたを落として溜息をついた。

「いいから、食事にしようぜ。喚くと腹が減る」

「うむ」

　さすがにその点についての異論は無いのか、アカリも頷うなずいた。

「チャイカ、魔ま法ほうで湯ゆ沸わかし──いや、そこらの石を幾いくつか、加熱してくれ。火を使っての煮に炊たきは目立つからな」

　そう言ってトールは踵きびすを返して歩き出す。そんな彼の背に──

「トール！」

　ひどく深刻な声こわ音ねでチャイカが呼び掛かけた。

「何だよ？」

　肩越ごしに振り返るトール。

　チャイカはその紫むらさきの瞳ひとみで、彼の黒い眼めを真まっ直すぐに見つめながら──

「要請。降ろす」

　ぶらんと四し肢しを垂れ下がらせて、そう言った。

　どうやら、一人では降りられないらしい。

「離はなれろつったのお前だろ」

　眼を細めて言うトール。チャイカは一いつ瞬しゆん、困った様に首を傾かしげてから……

「め……眼を瞑つぶる」

「無茶言うな！　──アカリ」

「分かった。皆みなまで言うな兄様」

　アカリは頷く。

「だが兄様。私はスカートではないので、下から覗いても面白くないと」

「誰だれが二人揃そろってぶら下がれつってんだよ！　降ろしてやれって言ってるんだよ！」

「兄様は言葉が足らない」

「皆まで言うなつったのお前だろ！」

「うむ。私と兄様は以心伝心不義密通だからな」

「後半いらん。前半も怪あやしいけどな」

　無表情なくせに、そこはかとなく自じ慢まんげな様子で言ってくるアカリに、そう突つっ込んでから──トールはもう一度溜息をついた。
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　永い──人の一生よりも遥はるかに永い戦国時代が在あった。

　親も子も孫も、戦乱の中に生まれ、戦乱の中に死ぬ、それが普通の時代。

　三百年にも及ぶその闘とう争そうの時代は、当然の如く、人々の考え方にも影えい響きようを与あたえた。

　空の様に、山の様に、風の様に、川の様に、常にそこに在るものならば、それを前提として人々の生き方も組み立てられていく。

　その一つの極きよく致ちとも言うべきものが『乱破師サバター』であった。

　正規の騎士キヤバリアや戦士が嫌いやがる、汚よごれ穢けがれた仕事を専門に引き受ける彼等は、純然たる戦争職人であり、目的の為ためには手段を選ばない。

　卑ひ怯きよう上等、卑ひ劣れつ常じよう套とう、冷れい酷こく無む惨ざんも至し極ごく当然。そういう者達だからこそこなせる影かげ働ばたらきという部分が、どの戦場にも確かに存在していたのである。

　暗殺。扇せん動どう。謀ぼう略りやく。奇き襲しゆう。等々。

　需じゆ要ようが在れば当然に供給が生じる。

　いつしか乱破師は個々に自然発生するのではなく、『里』と呼ばれる組織が育成し派は遣けんするという形に落ち着いていった。より能力が高い乱破師を効率良く『生産』する為には、それは当然の方法だったのである。

　幾つもの流派が興おこされ、それぞれの里は権力者の求めに応じて数多くの乱破師を育て、彼等を各地の戦乱へと送り出してきた。特に怖おそれられたのは二大流派──〈戦魔アキユラ衆〉と〈六スッバ星ル衆〉だが、他ほかにも名も無き乱破師達が、戦場の暗がりを人知れず駆かけぬけ、人知れず消えていった。

　乱破師に思想は無い。

　求められれば如い何かなる側にも付くのが乱破師であり……その事については権力者側も殊こと更さらに咎とがめ立てしてこなかった。需要と供給の均きん衡こうがとれていたとも言えるだろう。

　だが……永い戦国時代は終わった。

　いざ平和な時代が訪おとずれれば、乱破師達は用済み、挙げ句には『志持たぬ狗いぬ』と蔑さげすまれ始めた。

　これは乱破師の技能を恐れた権力者達の風評操作も在ったのだろう。彼等の能力は反乱や暴動を扇動するのにうってつけだった。今まで散々乱破師を使ってきた各国はその『威い力りよく』をよく知っていたのだ。

　いずれにせよ、平和な時代の到とう来らいと共に、乱破師達は居場所を失った。

　それどころか──掌てのひらを返した権力者達によって殆ほとんどの『里』は潰つぶされ、その結果として、多くの乱破師は逃ちよう散さんを余よ儀ぎなくされた。

　トール・アキュラもまたそんな乱破師の一人である。

　いや。正しくは乱破師の卵だったと言うべきだろう。

　彼がアキュラの里を出て戦場に立つ前に──戦争は終わってしまった。

　生まれてからずっとその身に叩たたき込まれてきた数々の技能、戦場でこそ最も活いきるそれを、事実上、封ふうじられたのだ。

　自分は何の為に生まれてきたのか。

　自分は何を目的に生きてきたのか。

　何もかもが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって──トールは働く事も無く、ただ無む為いに日々を過ごしていた。

　そんな時である……彼がチャイカという名の少女と出会ったのは。

　彼女と共に経験した一連の出来事の中で、トールは幾つかの事を知った。

　チャイカが幾つもに分ぶん割かつされた父親の『遺体』を集めている事。

　その父親とは、かつての戦乱の中心人物と言われたガズ帝てい国こく皇帝である事。

　そんなチャイカ姫ひめを捕とらえるべく、国家の後うしろ盾だてを持った組織が動いている事。

　正統後こう継けい者しやを得ればガズ帝国は復興し、世は再び戦国時代に逆ぎやく戻もどりするかもしれない事。

　…………等々。

　トールは、これを好機と受け止めた。

　戦乱上等だ。

　こんな居場所の無い平和な時代よりも、戦国時代の方がトールにとっては遥かにマシというものだった。何かと揉もめ事や争い事の多そうなチャイカの側に付けば、身に付けた技わざを持て余し生き腐ぐされ続けるだけの日々とも、決別出来る。

　そうしてトールは、義理の妹にして同じ乱破師であるアカリと共に、チャイカの従者となった。

　しかし……
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　人間というものは存外、いい加減に出来ている。

　グレン・ドンカーブートはそう思う。

　子供の頃ころは山で暮らすなど、とても無理だと思っていた。寒暖は激しい上に天候はよく変わり、そもそも斜しや面めんを歩くには体力をやたらに消しよう耗もうするし、崖がけやら何やら危険な地形に加え、そこに棲すむ動植物すら、危険な種類が数多く生息している。

　人間は山で生きる様には出来ていない──彼は本気でそう信じていた。

　だが必要に迫せまられて弓を手にとり、山の中を歩き回り、時に枯かれ葉はを被かぶって潜せん伏ぷくしたり……そういう事を繰くり返していると、いつの間にかグレンは、山での生活に慣れていた。

　それどころか、グレンは山にとてもよく順応した。

　グレンの事を〈弓聖〉と呼ぶ以外にも、〈山の魔物〉などと評する者が居るが……確かに彼は山中における邀よう撃げき戦には怪かい物ぶつじみた才を発揮してきた。ガズ帝国首都討とう伐ばつ戦の際には、ガズ皇帝の魔法を喰くらって、早々に負傷したグレンだが、もし戦場が山の中であったなら、グレンは一人でもガズ皇帝を討うち取っていたのではないか、と評する者も居る。

　ともあれ──

「──ん？」

　グレンは眼を細めて足を止めた。

　彼は日課として山の中を巡じゆん回かいする。

　これは自身の鍛たん錬れんの為でもあるし、同時に生活の為でもある。

　彼が庵いおりを構える山は、彼一人が生きていく程度ならば充じゆう分ぶん以上の恵めぐみを授さずけてくれる。キノコや山菜を摘つみ、獲え物ものを狩かり、水を汲くみ、これを料理して喰らう。必要ならば樹きの枝を払はらって持ち帰り、乾かん燥そうさせて薪まきを造る。これで事足りる。

　かつての軍の仲間は、世捨て人同然の、彼の生活を訝いぶかしむ者も多いが……元より、あまり権力だの華か美びな生活だのに興味の無いグレンにとって、これは充分に満ち足りた生活だった。

「三人……か」

　この山はグレンの『縄なわ張ばり』だ。何者かが入り込んでくれば嫌いやでも分かる。

「若い男が一人に、若い女が二人──片方は何か荷物でも背負っとるのか」

　彼の両眼が見つめているのは、腐ふ葉よう土どが積もる柔やわらかな地面だ。

　余人の目から見れば、何の変へん哲てつも無いただの地面にしか見えないそこから──グレンは、様々なものを読み取る事が出来る。

　体重。歩ほ幅はば。身長。男女の別。荷物の有う無む。足あし跡あとの乱れ方や重なり方から、その時の足跡の主の感情まで読み取れる事も少なくない。動物のそれに比べれば、人間のものは非常に雄ゆう弁べんだ。

「ふふん。なるほど？」

　グレンは髭ひげ面づらをわずかに緩ゆるめ、歯を剝むいて、獣けものの様に獰どう猛もうな笑えみを見せた。

「少しは楽しめそうだのう？」
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「……ふむ」

　アカリは眼めを瞬またたかせて手にした椀わんを見つめる。

　そこにはトールがさばいた山やま鼠ねずみの肉と、各種山菜を煮にたものがよそわれていた。家か畜ちくでもない動物の肉はそれなりに臭くさみが在る筈はずなのだが……山菜の効果か、他に何か処置をしたのか、椀から立ち上る匂においは食しよく欲よくをそそるものになっている。

「あー……アカリ、お前の薬や研げん袋ぶくろから、酒借りたぞ」

　とトールは言った。

　薬研とは各種調ちよう剤ざいを行う技能の事だが──しばしば消毒や麻ま酔すいとして酒類を使う事も在る。薬研に通じた者の道具箱には、少量でも、酒を入れた瓶びんや革かわ袋が一つは入っているのが常だ。

「なるほど。臭み消しに使ったか」

　とアカリは頷うなずいた。

　相変わらず、その顔には表情らしい表情が無い。だがこれは不ふ機き嫌げんなのではなく元々こういう娘むすめなのだという事を、『兄』のトールは知っていた。

　アカリ・アキュラ。

　トールの『妹』である。ただし血は繫つながっていない。アキュラの里では乱破師として育てるべく捨て子を拾う事も多かった。この為、アキュラの里における家族とは、単に共同生活の最小単位という以上の意味を持たない。勿もち論ろん、血の繫がった親兄妹きようだいも居たが、その一方で全員が元は他人という『家族』も存在し──トールとアカリはその典型的な一例だった。

「さすがは兄様だ。良い嫁よめになれる」

　無表情にアカリはそう評した。

　トールはチャイカにも鍋なべから煮物をすくって渡わたしながら、半眼で問う。

「だからなんで『嫁』なんだよ？」

「勿論、一家の大黒柱を兄様に期待するのは間ま違ちがっているからな。何しろ『働いたら負け』などと言って十年も二十年もごろごろしっぱなしだった。自宅に引き籠こもるのであれば、家事の方を期待するのが人情というものではないか」

「俺は一体、幾いくつなんだよ」

　そもそもトールが拗すねて駄だ目め人間そのものの生活を送っていたのは、戦後で、今は未まだ終戦から数えて五年程度である。

「私の体感時間ではそれくらいだ」

「好き勝手ほざいてんじゃねえよ」

「トール、駄目人間？」

　きょとんとした表情で首を傾かしげて聞いてくるのは、チャイカである。

「駄目人間とか言うな」

「穀ごく潰つぶし？」

　チャイカの場合、悪意があるのか無いのかもよく分からないが、どちらでも、『駄目人間』だの『穀潰し』だの言われて嬉うれしい筈も無く。

「言い換かえりゃいいってもんでもねえ！　穀潰しで悪かったな！　乱破師なんてのはな、雇やとわれてなけりゃ、ただの役立たずなんだよ！」

「だが、兄様に限って言えば、そうでもないぞ」

　と──何な故ぜかアカリが身を乗り出しながら言ってきた。

「撫なでてよし、触さわってよし、視線で愛めでてよし、そこにこう──腹を見せて転がっているだけでも兄様には価値があると私は信しん仰こうしている」

「俺は愛あい玩がん動物か」

「馬ば鹿かな。犬や猫ねこでも仕込めばたまには働くぞ。敬愛する兄様を犬や猫と同列に語るなど、如い何かに兄様といえども許しがたい」

「お前、実は俺の事、憎にくんでるだろ」

　アカリと喋しやべっていると、訳が分からなくなる事が多々在あるが、これも昔からである。

「うむ。愛情と憎ぞう悪おは表ひよう裏り一体というからな」

「あっさり裏返すな」

　そんな益やく体たいも無い会話を──食事と共にしばし続けてから。

「──さて」

　とりあえず空になった鍋に同じく空になった椀を放ほうり込みながら、トールは言った。

「駄目人間だの何だの言われないように、そろそろ仕事の話でもするか」

「むい？」

　きょとんとして首を傾げるチャイカを見ながらトールは言った。

「何それ？　みたいな顔してんじゃねえよ、我が雇い主。わざわざ機車ヴイークル置いてこんな山の中に入ったのは、なんでだと思ってるんだ？」

　トールは──梢こずえの間から見える頭上の蒼そう穹きゆうを振ふり仰あおぎながら言った。

「この山はいわば『敵地』だぞ」

「……！」

　チャイカの表情が引き締しまる。

『敵』──それはチャイカにとって父たる〈禁断皇こう帝てい〉アルトゥール・ガズの直接的な仇かたきであると同時に、彼女が命いのち懸がけで回収を続けているガズ皇帝の『遺体』の所有者でもある。

　ガズ皇帝は帝てい国こく崩ほう壊かい時、八人の特とつ攻こう隊たい──〈八英えい雄ゆう〉などと呼ばれている者達に殺され、その遺体は八分ぶん割かつされた。三百年、一説にはそれ以上も生きたとされる『怪物』アルトゥール・ガズの遺体は、魔ま力りよくを大量に蓄ちく積せきした念料と成り得る。その価値は同じ重さの黄金以上、この為ために戦利品として八英雄によって『山分け』されてしまったのである。

「手に入れた情報じゃ、この先の山に居るのは、グレン・ドンカーブート、別名〈弓聖〉なんて呼ばれてる男だな。まあ二つ名の通り、弓使いらしい」

　トールは腕うでを組んで言った。

「割と高こう齢れいらしいな。六十前後って話だが──」

「お年寄り？」

　首を傾げて言うチャイカ。

「まあな。だからって簡単にいくとは限らないけどな」

　三十代や四十代の肉体的な最さい盛せい期、円熟期を過ぎれば、どんな人間であろうと身体能力は落ちてくる。ガズ皇帝の様な『数百年生きた』とされる例外中の例外は別にしても。

　ただ……

「そもそもガズ帝国首都討伐戦の時点で五十代半ばだろ。肉体としての全盛期は過ぎてるのに、死を覚かく悟ごの特攻隊に自分から加わってる時点で、尋じん常じようじゃない」

「剣けん士しの様な近接格かく闘とうの技能者よりは、技わざで肉体の衰おとろえを補える部分は多そうではあるが……むしろそういう経験豊かな相手は手て強ごわい」

　と続けて言うのはアカリである。

「いずれにせよ、舐なめて掛かかるとまずい。間違っても真正面からやり合おうなんて考えない方が良いだろう」

　トールがまとめる様に言う。

「横から？　戦う？」

「ものの喩たとえだ、喩え」

　察しが悪いのか何なのか、微び妙みようにずれた事を言ってくるチャイカに、トールは言った。

「勿論、相手の予想しない角度から襲おそい掛かる、ってのも手の一つだけどな。とにかく相手は弓使いだというのなら、接近戦に持ち込んでしまえばこちらに勝機がある。弓はどうしてもつがえて放つ、という動きから、間かん髪はつ入れない連れん撃げきは難しい。俺やアカリの武器の間合いなら、二本目の矢をつがえる前に倒たおす事は出来る筈だ」

「一撃目を避よけられれば、だがな」

　とアカリ。

「雑ぞう兵ひようの放つ矢はともかく、達人の矢を避けるのは難しい」

「…………同じ。魔法師ウイザード攻こう略りやく？」

　チャイカは自分を指さして言った。

　彼女は魔法師である。

　そして魔法師は魔法を撃うつのに手て間ま暇ひまを喰くう。互たがいの顔がはっきり見える様な距きよ離りで相対した場合、間違いなく魔法師が魔法を使うより、剣士が駆かけ寄って斬きり付ける方が早い。彼女がトール達の様な乱破師サバターと組んでいるのは、接近戦の弱さを補う為である。

「……まあ、遠えん隔かく攻撃に特化してて接近戦に弱いって意味じゃあ、その通りだな。射程は魔法の方があるんだろうが、連撃は弓の方が早いだろ」

「うい」

「とにかく、まともにやり合うのは得策じゃない。最初はそのグレン・ドンカーブートが構えてるっていう庵いおりを探すべきだな。それから様子を窺うかがう。弱点でも見いだせればこっちのもんだが。出来れば──山に迷い込んだ旅行者でも装よそおって、相手に近付いて、背後から一撃ってのが理想だな」

「むう。卑ひ怯きよう」

「おう。乱破師には褒ほめ言葉だぜ」

　少し不満げに唸うなるチャイカに、トールは苦く笑しようしてそう言った。

　そんな彼の鼻先を──




　──ッ!!




　空気を貫つらぬく唸りを引きずって何かがかすめた。

　だん！　とすぐ傍そばで鋭するどい打音が響ひびいたのは次の瞬しゆん間かん……というよりほぼ同時だった。

「…………」

　きょとんとした表情でその音の方を振り返るチャイカ。だが、それが何かを理解する前に──横から伸のびてきたトールの手が、彼女を地面に引き倒していた。

「馬鹿！　伏ふせろ!!」

　トールは抑おさえた声で言った。

　彼の座っていた場所のすぐ脇わき──そこに生えていた一本の樹木。

　その幹に、何の脈みやく絡らくも無く、一本の細い棒が生えて、小刻みに震ふるえていた。

　その尖せん端たんには小さな風切り羽根が──




　──ッ！　──ッ!!




　次の瞬間、棒は三本に増えていた。

　勿論、樹きから生えてきた訳では無い。

　そもそもその棒は鋼はがねで出来ていた。

「ト……トール!?」

「動くな。喋るな。息もするな」

「……!?」

　いきなり無茶を命じられて目を剝むくチャイカだが、トールもアカリも表情を険しくしたまま、それ以上の説明をしようとはしない。

　その余よ裕ゆうが無い──というのが本当の処ところだった。

　トールはチャイカを引っ張って手近な樹の陰かげに入ってこれを盾たてにした。突つき刺ささった矢の角度から、おおよそ相手の居る方向は分かるからだ。

　しかし──

（馬鹿な……）

　トール達が気配を察知する事すら出来ない遠距離からの、弓による、狙そ撃げき。

（これほどのもんか……!?）

　まさか無関係な第三者──何も知らない猟りよう師しの類たぐい──の誤射なんぞではあるまい。特に二撃目、三撃目は、明らかにトール達を狙ねらって射掛けてきているのがその証しよう拠こだ。

　常識外れの遠距離から。

　在り得ない程ほどに高精度で。

　こんな事が出来るのが、そこらの猟師や弓兵である筈はずが無い。間ま違ちがいなく射手はグレン・ドンカーブートだ。

　しかし……

（まさか先制攻撃喰らうとはな……）

　グレン・ドンカーブートはトール達の事を知らない筈だ。

　もし何らかの方法でトール達の存在に気づいていたとしても、トール達が『遺体』を狙う『敵』だとまでは気づく事は出来ない筈だ。

（それとも、自分の『領域』に入る様な奴やつは一いつ切さい合切区別無く攻撃する様な、見境の無い奴なのか？）

　トールは懐ふところから手裏剣スローイング・ダガーを引き抜ぬくと、試ためしにそれを空中に放ってみる。

　くるくると回る小さな刃は物ものは、しかし次の瞬間──高い高い金属の悲鳴を放って、あらぬ方向に弾はじかれていた。

「…………」

　そしてまたトール達の傍に生える樹に、突き刺さって震えている矢が一本、増えていた。

（早い。しかもこれは……）

　一撃目より二撃目、二撃目より三撃目と射撃精度が上がっている。

　恐おそらく、最初から風向きや気温といった諸条件を加味した上で射掛けてきているのだろうが──それに加えて、同じ条件の射撃の中で、更さらに先の結果を反映させて狙いを修正してきたのだ。

「──兄様」

　別の樹の陰に身を隠かくしているアカリが言ってきた。

　彼女は小さな、掌てのひらに握にぎり込んでしまえる程度の鏡を持って、自分が隠れた樹の向こう側を先程から窺っている。

「あの岩いわ棚だなだ」

　見れば、密に生え連なる木々の向こう──木々の幹の間、ほんの僅わずかに開いた『隙すき間ま』の先に、小さく斜しや面めんから張り出した岩棚が見える。

　恐らくグレンは、あの上からトール達を攻撃しているのだ。

　他ほかに先の角度で矢を射掛けられる場所は無い。少しでも脇にずれれば、樹の幹が邪じや魔まになってトール達の処にまで矢が届かないからである。

「結局、奇き襲しゆうは出来なくなったか」

　忌いま々いましげにトールは呟つぶやく。

　実の処、トール達が、チャイカが用があるのはあくまで『遺体』であってグレン本人ではない。『遺体』さえ奪だつ取しゆ出来ればグレンと戦う必要すら無いのだ。だが『八英雄』にとっては貴重な戦利品、『くれ』と言ってそのまま渡わたしてくれる可能性は低い。

　それ故ゆえ、トール達は盗ぬすみ出すか、さもなくばグレンを倒して奪うばう事を前提に策を練っていた。とりあえず相手が弓使いである以上、人じん畜ちく無む害がいな人間のふりをして格闘戦の間合いにまで近付き、出来れば背後から一撃……それが一番理想的だったのだが。

「トール。あの上？　『敵』？」

　チャイカが機杖ガンドを握りしめて尋たずねてくる。彼女は先に料理用として加熱の魔法を使った為ため、機杖を棺ひつぎから出して組立済みだったのである。

「いけるか？」

　トールは彼女の機杖を見て問うた。

「多分。でも……」

　魔法は弓矢と同等の──いやそれ以上の遠隔攻撃能力を持つ。

　チャイカの魔法の技能ならば、此こ処こからあの岩棚の上を狙うのもそう難しい事ではあるまい。

　問題があるとすれば、魔法はその発動に呪じゆ文もん詠えい唱しようや一定の手順を必要とする為、相手に気づかれてしまう可能性があるという事だ。また同時に、あの岩棚を狙う為には、チャイカはこの樹の陰から出て、機杖を構えねばならない。

　それは『射殺してください』と言うのも同然の行こう為いである。

　だが──

「呪文詠唱の途と中ちゆうで、間に遮しや蔽へい物ぶつが入ってきても、大だい丈じよう夫ぶか？　例えば途中で何かが前を横切るとか」

「……？　うい」

　一瞬、怪け訝げんな表情を浮うかべるものの、すぐにその意味を悟さとったのか、チャイカは素す直なおに頷うなずいた。

「ならば……」

　トールは懐から煙けむり玉だまを取り出した。

　乱破師の常じよう套とう手しゆ段だんにして標準装備の一つである。

「壱いち、弐にの参さん、でチャイカ、あの岩棚を狙え。俺がこいつを使うから一いつ旦たんは視界が閉ざされるが──すぐに煙は晴れる。それまでに呪文詠唱して、魔法で奴を撃て」

「う、うい……！」

　トールの意図を理解したチャイカは、真しん剣けんな表情で頷いた。

「壱、弐の、参！」

　トールは言って煙玉を手近な樹の根元に叩たたき付ける。

　中の小さな薬くすり瓶びんが割れて、別の薬やく剤ざいと反応──途と端たん、もうもうたる煙が噴ふき出てくる。

　同時にチャイカは機杖を構えて伏せ撃ちの体勢を取っていた。

　トールは外がい套とうを脱ぬぐと、チャイカの機杖の前にこれをかざす。煙越ごしに魔法の光を見られたらまずいからだ。

　そして──

「コルクト・エルム・ナイクト……」

　チャイカが呪文詠唱を開始。

　同時に彼女の構える魔法機杖ガンドの尖端、いやその少し先の空間に、青白い魔ま法ほう陣じんが展開していた。それは呪文詠唱が進むにつれて、回転しながら内部の模様が互たがいに嚙かみ合い、別の魔法陣へと成長していく。

「……〈切ザり・裂リくツもパのー〉」

　チャイカは呟いて──そこで詠唱を止める。

　トールは近くにあった桶おけを摑つかむと、中に残っていた水を煙玉にぶっかけた。水によって薬剤が洗い流され、発はつ煙えんが停止──急速に白煙は薄うすれていく。

　そして──

「顕あらわれよッ！」

　呪文詠唱の最後の一句。

　それがチャイカの唇くちびるから放たれた瞬間、機杖の尖端に発生していた青白い光の魔法陣を突き破る様にして、見えない『何か』が飛び出していた。それはまるで伝でん播ぱする波の様に、僅かな風景の歪ゆがみを伴ともないながら、グレンが潜ひそんでいるであろう岩棚に突き刺さる。

　轟ごう音おんと共にその岩棚が──緩ゆるんだ。

　魔法の威い力りよくは矢の比ではない。
















　チャイカの放った一撃は岩棚の中心部分に炸さく裂れつ、そこに小さな、しかし深い亀き裂れつを生じさせた。そこから四方八方に細かな亀裂が走ったのは次の瞬しゆん間かんである。

　岩棚は崩ほう壊かいし、大小無数の破は片へんとなって、斜面を滑すべり落ち始めた。

　土煙を上げながら斜面を滑り落ちていく岩棚のなれの果て。

　それを見ながら──

「やった……か？」

　トールは眉まゆを顰ひそめて呟いた。

　その隣となりでは得意顔でチャイカが機杖を操作──装そう塡てん桿かんを引いて、空になった化石燃料の薬やつ莢きようを排はい出しゆつしている。

「無敵の破は壊かい力」

　たとえ魔法の攻撃そのものを直撃で受けていなくとも……その上に乗っていた人間もまた、到とう底てい無事ではいられまい。場合によっては崩ほう落らくする大小の岩石に巻き込まれて押し潰つぶされている可能性も在ある。

「やり過ぎの様な気もするけどな」

　苦く笑しようして言うトール。

　その彼の鼻先を──覚えの在る感かん触しよくが通り過ぎたのは次の瞬間だった。




　──だん！




　鋭するどい打音と共にチャイカが視界から消える。

「──え？」

「チャイカ！　兄様ッ！」

　アカリの声がトールの横よこ面つらを叩く。

　チャイカが倒たおれたのだと気づくのに、間抜けな話だがトールは一瞬の時間を要した。

「なんだとっ!?」

　愕がく然ぜんと鉄矢の飛んできた方向を──即すなわち、右の真横を向いてトールは叫さけび声を上げる。

　射られた。しかも真横から。

　敵は複数居たのか。

　それとも──

「チャイカ!!」

　叫ぶトールの目の前で、だん！　と更に二撃目が打ち込まれ、チャイカの身体からだが跳はねる。

「くっそおお!?」

　トールは倒れたチャイカを抱だきかかえると、三撃目を避よけるべく横へ跳とぶ。だがそんな彼を、三撃目、四撃目、五撃目と、立て続けに矢が追い掛かけてきた。

「──！」

　右に左にと跳びながらトールは移動する。十本目の矢をかわした処ところで、トールはようやく、二人して隠れられる様な、太い樹木の陰かげに逃にげ込む事が出来た。

　同時に彼はもう一つ、煙玉を取り出して近くの樹に叩き付ける。再び猛もう烈れつな白煙が発生し、トール達の姿を覆おおい隠して──

「チャイカ、おい!?」

　トールは小こ柄がらな雇やとい主の両りよう肩かたを摑んで、引き起こした。

　射られたとすれば何ど処こか。急いで確かめて止血なり何なりの処置をせねばならない。頭や心臓といった急所でなければ、未まだ望みはある──

「何処だ、何処をやられた!?」

「……むい!?」

　焦しよう燥そうに表情を歪めて怒ど鳴なるトールに対し、何な故ぜか、場ば違ちがいな程ほどに、きょとんとした声を上げるチャイカ。だがトールはそんな彼女を不ふ審しんに思う余よ裕ゆうも無く……

「手当を──傷は何処だ!?」

　煙玉を使ったのはグレンの追つい撃げきを防ぐ為だが、あまりに近い場所で使った為に、煙がトール自身の視界をも邪魔している。目の前に居る筈はずのチャイカの傷を確かめるのすら難しい状態だ。

　矢を喰くらった場所によっては一瞬が生死を分ける。トールは手て探さぐりで傷を探そうとチャイカの身体に両手を這はわせて──

「ちょ、ト──トール!?」

「兄様ッ！」

　とす、とトールの目の前を横切って、樹の幹に手裏剣スローイング・ダガーが突つき刺ささった。

　アカリが投げたものらしい。

「落ち着くのだ兄様。今はチャイカを手て込ごめにしている場合ではない」

　隣の樹の陰に滑り込んでいるらしいアカリがそう言ってくる。煙えん幕まくのせいで彼女の姿も煙越しにぼんやりとしか見えない状態なのだが。

「阿あ呆ほうッ！　ふざけてる場合か、よく見ろ、チャイカが射られた──」

「兄様こそよく見るがいい。チャイカには突き刺さっていない」

「……え」

　と冷静な声で言われて、トールはチャイカを……というよりも、彼女に打ち込まれた矢を改めて見つめる。一見すると、確かに二本、彼女の身体から矢が生えている状態なのだが……

「──棺？」

　その矢はいずれも、彼女の背負った棺に命中していた。

「棺が盾たてになったのか……」

　トールは安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　二撃目でチャイカの身体が跳ねたのも、鉄矢が棺に命中した際の衝しよう撃げきからだろう。チャイカの棺それ自体が頑がん丈じような代しろ物ものである為、矢が中にまで貫かん通つうせず──その威力は衝撃として棺に、そしてチャイカに伝わったのである。

「びっくりさせんな……」

　言いつつも、トールは振ふり向いて白煙の向こう側に視線を送る。

　前述の通り、今打ち込まれた矢は、最初の攻こう撃げきとはまるで角度が違う。つまりグレンの側が複数居るのでもない限り……魔法で岩いわ棚だなが粉ふん砕さいされた時点ではもう、グレンは移動した後だったという事だ。そして岩棚の方にばかり注意を向けていた間抜けなトール達を、今度は真横から攻撃してきたのである。

（なんて移動速度だよ……）

　この足場の悪い山の中で、信じ難がたい程の、移動の速さである。

　あるいはグレンには何か、この山の中を素早く移動する為ための仕掛けなり何なりが在るのかもしれない。斜しや面めんに手て摺すり代わりの細い鎖くさりを一本垂らしておくだけでも、登るにせよ降りるにせよ、速度は劇的に上がる。

「要するに……本当の意味で、此こ処こは奴やつの『領域キルゾーン』か！」

　最初から、何処に敵が居れば、どの角度からなら、狙ねらえるか──どの場所からなら狙えるか、山の地形、樹きの生え方、そういったものを全すべて理解の上で、木々の間を縫ぬう様にして矢を射掛け、しかも相手が手て強ごわいとみるや、その射撃点を身軽に変へん更こうして翻ほん弄ろうする。

　とんでもない相手だった。

　確かに魔法の方が威力も射程も上だ。だが呪じゆ文もん詠えい唱しようを必要とせず、地脈だの何だのの位置的な影えい響きようも受けにくい弓矢は、機動力や連射力という面で魔法を桁けた違ちがいに上回る。

　しかも──

「チャイカ。反撃出来るか？」

　トールはそう問うが──否定の言葉はチャイカ本人ではなく、アカリの方から来た。

「駄だ目めだ兄様。一本目の直後、煙玉を使う前に、二本目が飛んできた方を見たが──射手の姿は見えなかった」

　真まっ直すぐに狙わねば矢は射れない以上、視線が通るべき先に、射手も居る筈なのだ──普ふ通つうは。

　だが矢の飛んできた方向を見ても射手が見えない。

　それは、視線の通る直線上に射手が居ないという事だ。二撃目の前にアカリが見ている訳だから、射った後に移動した訳でもあるまい。

　つまり──

「どんだけの距きよ離りから射掛けてやがるんだ……!?」

　唸うなる様にトールは言った。

　矢は真っ直ぐに飛ぶ──というのは素人しろうとの考えだ。

　実際には風を受けて大きく横に逸それたり、そうでなくとも少しずつ勢いを失って、大きな弧こを描えがきながら下に落ちていく。

　つまり、極きよく端たんな事を言えば、ひどく緩い山型の軌き道どうを、矢は描く。故に、障害物の向こう側から撃うってくる事も──視線の通らない先から射掛ける事も、可能なのだ。

　トール達の位置さえ把は握あく出来ていれば、そして自分の放った矢がどの様な軌道を描いて飛ぶかを精密に理解していれば、見えない場所に居る相手に、この山なりに曲がる軌道を逆手に取って攻撃を送り込む事も、出来る。

「まずい、一いつ旦たんここから──」

　と言って一歩踏ふみ出したトールは、そこに張り渡わたされた一本の細い紐ひもに気づいた。

「これ……は……！」

　振り返った先には、木々の葉の間に巧こう妙みように隠かくされているが──小型の弩いしゆみが設置されているのが見えた。

　気づかずに踏んでいれば、あの弩の矢をもろに喰らっていただろう。

「罠わなまで使うか……！」

　弓聖という言葉から、単純に弓兵、とだけ考えて相手が弓矢でだけ攻撃してくるものだと思っていた。

　いや、実際に使っているのは弓矢の類たぐいだけかもしれないが、グレン・ドンカーブートはそれを仕掛け罠にすら使うらしい。

　それも──

（今までの矢も、俺達を追い込む様に……？）

　グレンの矢は一撃一撃が必殺の威力と精度を持つのは間違いない。

　だがグレンはそれに慢まん心しんしていない。自分の攻撃が外れた場合でも、外れた事実が、獲え物ものを次の一手に──罠の仕掛けられた場所へと誘ゆう導どうする。無む駄だが一いつ切さい無い、恐おそろしい程に計算され尽つくされた攻撃だった。

「まずい、この辺は罠だらけだ、アカリ、チャイカ、迂う闊かつに動くな！」

「──！」

　愕然とこちらを振り返ってくるチャイカ。その携たずさえている機杖ガンドの先が、近くに垂れ下がっていた蔓つる草くさに引っかかり──

「──ひやっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、更さらに全く別方向から飛んでくる矢。

「──ッ！」

　だが、これは咄とつ嗟さにアカリが鉄てつ槌ついで弾はじき飛ばしていた。

　グレン・ドンカーブート本人の使う弓と違い、仕掛け罠の矢はどうしても隠いん蔽ぺい性を重視して小さくならざるを──つまりは、威い力りよくも低くならざるを得ない。矢の速度がそう高く無ければ、トール達もこれを弾き飛ばす事は出来るが……

（もし四方八方から喰らったら、さばききれねえぞ……）

　そしてこの山の中にどれだけの罠が仕掛けてあるのかは、トール達には分からない。

（やっぱり頭おかしいのか、グレン・ドンカーブートってのは……？）

　人など滅めつ多たに入らない険しい山とはいえ、こんなに罠だらけの状態にしておけば、何も知らない無関係な人間が引っかかって死ぬ可能性も在あるのではないか？

　それともこれは、トール達の接近を知って先回りし、トール達が辿たどるであろう経路を予測、その上で罠を仕掛けておいたのか？

　もしそうなら。

　そこまでの『読み』がグレン・ドンカーブートに可能なのだとしたら──この山の中で闘たたかう限り、トール達には勝目は無い。

　圧あつ倒とう的てきに地の利は向こう側にある。だが、場所を移そうにも、そもそもトール達は生きて出られるかどうかすら怪あやしい状態である。

　そもそも近付いて奇き襲しゆうどころか、グレン・ドンカーブートが今、何処に居て、何処から射掛けてきているのかすら、トール達には判断する余裕が無い。恐らく既すでに移動して次なる攻撃位置を確保しているだろう。

　今この瞬間にも、矢が飛んでこないとも限らないのだ。

　うかうかしていると側方や背後に回り込まれかねない。

（となると……どうするよ？）

　唐とう突とつに放ほうり込まれた窮きゆう地ちに──トールは唇くちびるを嚙かんだ。
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「……引っかからなんだか」

　グレン・ドンカーブートは大弓を手にして歩きながらそう呟つぶやいた。

　今の彼を見つけるのは至難の業わざだ。

　何しろ樹の枝や葉を大量に貼はり付つけた外がい套とうを着ている上に、物もの陰かげから物陰を伝う様にして移動している。

　そもそも外套の輪りん郭かくもあちこちを誇こ張ちようして『人の形』を崩くずしてあるので、万が一に『何か動いた』と気づいたとしても、それが人間だと理解するのには、一瞬だが時間を要する様になっていた。

「思った通り、中々の使い手よの。だが、さて、どこまで耐たえられるか」

　そう呟いてから……ふとグレンは顔をしかめた。

「しかし……あの小こ娘むすめ」

　銀ぎん髪ぱつと紫し眼がん。

　細かい顔の造作までは距離もあって判別がつかなかったが、あれは、ガズ帝てい国こく帝都討とう伐ばつ戦において、グレン達の特とつ攻こう隊たいが殺した筈はずの──ガズ皇帝の娘ではないか？

　それとも他人の空似か？

　銀髪と紫眼は別に他ほかに類例が皆かい無むという訳でもあるまい。

「まあいい。それは後で考えるとするかのう。それよりも、これから連中はどうするか？」

　グレンは低い笑い声をこぼしながら、次の狙そ撃げき点へと向かって行った。

　グレンが反撃を喰くらう可能性はまず無い。

　彼は上の位置から、緩ゆるやかな放物線の軌道で矢を一方的に打ち込める。相手がグレンを越こえる弓矢の技量でもあれば別だが──そうでもないなら、あの三人はグレンに対たい抗こうする術すべが無い。

　基本的に、上から下に向けて撃ち下ろすのと、下から上に向けて撃ち上げるのでは、難易度が全く違うからだ。

　そして──

「……むん？」

　グレンは立ち止まって眼めを細める。

「なるほど。煙えん幕まくか」

　あの三人の居る場所を白煙が取り巻いている。普通に火を焚たいた程度ではあり得ない速さである。恐らくは煙けむり玉だまの類だろう。

「だがその程度では駄目だのう」

　確かに一時的に彼等の姿をグレンは見失う事になるが──障害物の多い山の中で移動する場合は、どうしてもその経路が限られてくる。意識してか無意識かはさておき、大たい抵ていの人間は歩きやすい場所を選んで歩く。襲おそわれている自覚が在り、焦あせっているなら尚なお更さらだ。

　その経路に、更に幾いくつかの罠を仕掛けておく事で、選せん択たく肢しを絞しぼる。

　結果──『獲物』はグレンの思い描いた通りの場所に出てこざるを得ない。

　つまり、たとえその場を直視出来なくても、概おおむね、グレンは相手の位置が分かるという事だ。

　相手の身長、歩ほ幅はば、体格から割り出した歩行の速度、疾しつ走そうの速度、荷物の有う無む。それらから、グレンは相手の動きをかなりの精度で予測出来る。

　後はそこに矢を立て続けに──渦うずを巻く様な順で打ち込んでやれば良い。矢の連射に追い立てられ、結局、獲物はグレンの脳のう裏りに浮うかんだ地図通りの地点に立つ事になるのだ。

　恐るべき空間把握能力と、対人観察力。それらに支えられた──異常な程ほどの精密射撃。

　これが出来るからこそ、彼は『弓聖』などと呼ばれる程の武功を立てる事が出来た。自分達の拠きよ点てんに攻せめてくる敵兵の部隊を、事実上、彼一人で全ぜん滅めつに追い込んだ事すらあるのだ。

　そして──




「～～～ッ！」




　言葉にもならない短い悲鳴が聞こえたかと思うと──数羽の鳥が羽ばたいて飛び上がるのが見えた。

「──ほれ。出たのう？」

　グレンは口の端はしに笑えみを浮かべながら言った。

　罠は矢だけとは限らない。警けい戒かい心の強い鳥や獣けものに、人間が不用意に近付けば、それらが暴れて──より正確な位置をグレンに報しらせてくれる。

　グレンは右手の指の股またに三本の矢を挟はさみ、一本をつがえて──愛用の大弓を引き絞った。

　その気になれば、この状態からグレンは目にも留まらぬ速さで四本の矢を同じ箇か所しよに打ち込む事も出来るのだ。

　経験上──少なくともあの三人の一人には必ず当たる。

「首や心臓にあたったら許せよ」

　そう呟くグレン。

　だが彼が弓を放とうとした──その瞬間。




「〈貫くものザ・ペネトレイター〉──顕あらわれよ！」




　少女の鋭するどい叫さけびと共に、グレンの立つ山やま肌はだが爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがる。

「──!?」

　グレンは、攻こう撃げき魔ま法ほうの軌き道どうに沿って破は裂れつした地面の向こう側に、地に伏ふせて魔法機杖ガンドを構える銀髪の少女の姿を見た。
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　弓矢は放物線軌道を──つまりは緩く緩く山なりの曲線を描えがいて相手を射る事が出来る。充じゆう分ぶんに飛ひ距きよ離りさえ在れば、互たがいに見えない位置から相手を攻撃する事さえ出来る。

　だが良くも悪くも──風か何かを受けて左右に軌道が逸それる事は在っても、その山なりの曲線を斜ななめに傾かたむけて相手に矢を打ち込む事は出来ない。

　つまり、横風が吹ふいていない限り、上下の曲折はあっても、左右の曲折は無い。少なくともそれを射手は意図出来ない。ならば──

「何ど処こから撃うってくるのか分からないなら、こちらで相手が撃つ場所を限定してやりゃいいんだ」

　チャイカの撃ち込んだ魔法──その軌道に沿って出来た山肌の抉えぐれを辿って歩きながら、トールは言った。

「煙幕は俺達の姿を隠かくす意味も在ったけどな、風が無いのを確かく認にんする意味も在った」

「……納なつ得とく」

　とチャイカもトールの半歩後ろを歩きながら頷うなずいた。

　実の処ところ、彼女はただトールに言われるがままの方向に向けて、とりあえず強力な貫かん通つう力を持った魔法を放っただけである。

　魔法は基本的に直進しか出来ない。

　故ゆえにこそ、曲折射撃をしてくるグレン・ドンカーブートに対して、障害物を迂う回かいするのではなく、ぶち抜ぬく攻撃をせざるを得なかったのである。

　ともあれ──

「俺達が追い込まれた場所、俺達を相手が追い込みたい場所、そこから──少なくとも矢が飛んでくる事が出来る──隙すき間ま」

　山林の木々はあちらこちらに生えており、射手と獲え物ものを結ぶ直線というものは意外に引きにくい。狙ねらえる角度は限定されてくる。

「その向こうに必ず射手はくる」

「そこを狙う、か。だが相手がそこに辿り着いた瞬しゆん間かんをどうやって？」

　と尋たずねるのはアカリである。

「──ぶっちゃけ、それは勘かんだ」

　とトールは頰ほおを搔かきながら言った。

「呆あきれたものだ」

「つか──元々、相手の罠わなにずっぽりはまってた時点で、俺達にまともな方法での勝算は無かったんだよ」

　トールは顔をしかめて言った。

「だが、こうやって近付いていっても矢が撃ち込まれてこない処を見ると、上う手まくいったって事だな」

　チャイカの魔法がグレン・ドンカーブートを直ちよく撃げきしたとは限らないが、威い力りよくが威力だ。近くに居るだけでも無事では済むまい。

　それを証するかの様に──

「…………あれか」

　アカリが呟く。

　山肌に、樹きの枝や葉を大量に貼り付けた、外套姿の人ひと影かげが倒たおれているのが見えた。周囲には血の赤も散らばっているのが見える。

　どうやらチャイカの攻撃はグレン・ドンカーブートを捉とらえたらしい。

「……殺害？」

　少し怯おびえた様にチャイカが問うてくる。どうやら自分がグレン・ドンカーブートを殺してしまったのかと怯えている様だが。

「相変わらず甘いな、お前も」

　トールは呆れた様子でそう言った。

「奴やつはお前のオヤジの仇かたきだろうが」

「……う、うい」

「俺達も殺される処だった訳だしな」

「──その事だがのう」

　不意に──

「殺す積もりがあった訳じゃないんだが、まあ、信じてはもらえんかの」

　予想外の声が割って入った。

「──!?」

　愕がく然ぜんとトールとアカリがそれぞれ背中にチャイカを庇かばって身構える。左右に視線を走らせるが、しかし、周囲に自分達以外の人影は確認出来ない。

「……外した、か」

　グレン・ドンカーブートはあの人影ではない。恐おそらくあれは土か何かを咄とつ嗟さに盛った部分に、外がい套とうを被かぶせただけの代しろ物ものだ。

　本人は何処か別に居て、トール達を眺ながめているのだろう。会話を聞かれていた事から、そんな遠くに離はなれているとも思えないのだが、声は幾いく重えにも反はん響きようして、位置がどうにも摑つかめない。

「ところで、その娘は、アレか。ガズ皇帝の娘なのかの？　本当に？」

「…………疑われてんぞ」

「むい!?」

　トールに言われてチャイカは慌あわててて叫んだ。

「わ、私、チャイカ・ガズ、本物！」

「だ、そうだが」

　トールは肩かたを竦すくめて見せた。

　どうやらグレンはこちらを攻撃する積もりは無い様だった。その気があればもう五本や十本は鉄矢が打ち込まれ、トール達は庇っているチャイカごと貫つらぬかれて死んでいただろう。

「……双ふた子ごか何かかの？」

「双子？」

「俺は、確かにその娘むすめが首を落とされるのを見たんだがの。不死身って訳でもないなら、他人の空似とかそういうのを疑わざるをえんだろうよ？」

「…………」

　トールとアカリは、背中に庇っている少女が身を震ふるわせるのを感じる。

「分からない」

「分からないだ？」

「こいつは記き憶おくの欠落があるんだよ。ガズ帝てい国こく帝都討とう伐ばつ戦の前後一年位のな。だから、こいつにもよく分からないらしい。アバルト伯はく爵しやくにも『お前は死んだ筈はずだ』なんて言われてたが」

「……ふむ」

　グレン・ドンカーブートは何やら考え込む様な声を漂ただよわせていたが。

「まあいい。正直、望んで殺した訳でもないしのう。戦争はもう終わった。殺す理由も無いのう」

「……いきなり矢を射い掛かける事はあってもか？」

　トールの皮肉を乗せた問いに、しかしグレン・ドンカーブートは笑い声で応じた。

「ひひひ。そいつは、まあ、悪かったがの。ちいとお前達を試ためしたかっただけでの。その結果死んでもしょうがねえとは思っていたがの？」

「……試した？」

「一つ、取引をしねえか」

　未いまだ姿を見せない『弓聖』はそんな事を言い出した。

「どうやらその姫ひめさんは、親の仇を討うつ為ために来たんじゃなさそうだの」

「……まあ、そうだな」

　トールは苦々しくそう答える。

　チャイカは甘い。甘すぎる。自分の父の仇にさえ情けを掛ける程ほどに。

　だが──それも含ふくめてトールには大事な主あるじである。彼女の望みを叶かなえてやる事、それがトールの望みだった。

　だから……

「となると、俺が持ち帰ってきた『遺体』が目当てだろうのう。他ほかには思いつかんからのう？」

「……なんだ？　取引に応じたら『遺体』をくれたりするのか？」

「ああ」

　あっさりとグレンはそう認めてきた。

「元々、くれるっつーから貰もらっておいた程度のもんだしのう。ロベルトやシモン──魔法師ウイザード共は、良い魔法念料が手に入ったと狂きよう喜き乱らん舞ぶしとったがの」

「…………」

　三百年、一説にはそれ以上、五百とも六百とも言われる程に歳としを重ねたというガズ皇こう帝てい。そして人間の遺体は、その『内』に魔法の原動力たる『思念』──『記憶』を溜ため込む。ガズ皇帝の『遺体』は間ま違ちがいなく、良質で高価な魔法念料に成り得うる。そしてそれは同じ重さの金よりも高い価格がつくであろう。

　ともあれ──

「そんな事をしなくとも、俺達を問答無用で殺す事も出来るんじゃないのか？」

「それがちいと難しい」

　とグレンは答えた。

「実を言えば、さっきのそっちの姫さんの一いち撃げきで、利きき腕うでを少しやられててのう。まともに弓が撃てねえんだよ、今の俺は。十日もすりゃ、何とか撃てる程度には治るとは思うんだがのう」

「…………」

「でだ、俺の『お願い』を聞いてくれりゃ、『遺体』は渡わたしてもいいんだがの？　実を言えば、お前達に攻こう撃げき仕掛けたのも、お前達の腕を見たかっただけでのう」

「要するに、お眼鏡にかなわなければ死んでた訳か？」

「…………まあ、そう、だの」

　とグレンは言った。

　先の攻撃も、全すべては、トール達を『敵』と認識したからのものではなく、『使えるかどうか』の選別、いわば試験だったらしい。

「どうする？　悪いが、腕を怪け我がした状態でおまえらの前にのこのこ出て行く程、俺も馬ば鹿かじゃあない。取引がいやだってんなら、俺はとんずらする。『遺体』を持ったままのう？」

「…………」

　トール、チャイカ、アカリ、の三人は顔を見合わせる。

　チャイカが頷うなずくのを見てから──トールは何ど処こかでこちらを見ているであろうグレンに向けて、大きく頷いて見せた。

「分かった。とりあえず話を聞こう」







　第二章　弓聖の息子

　THE SON OF BOW MASTER







　扉とびらを開くとそこは──異境だった。

「…………」

　トール・アキュラは、割ったばかりの薪まきの束を脇わきに抱かかえながら戸口に立ち尽つくす。大たい抵ていの事には驚おどろかない自信が在ある彼だが、流石さすがに目の前の光景には一いつ瞬しゆん、立ち竦まざるを得なかったのだ。

「いらっしゃいませ」

「来客歓かん迎げい！」

　振ふり返った二人がそう言ってくる。

　長身と短身の違いは在るが、共に若い娘だ。

「──む。客かと思えば兄様か」

　と……長身の方の娘が首を傾かしげながら言った。

　後頭部で束ねた長い黒くろ髪かみが、さらりと揺ゆれる。

　くっきりとした目鼻立ちで、非常に怜れい悧りな印象の──端たん的てきに言えば綺き麗れいな娘である。やや目付きが鋭するどい印象は在るが、それがまた、彼女の美び貌ぼうを上う手まく特とく徴ちよう付づける方向に働いている。

　アカリ・アキュラ。トールの妹だ。

「ふふふ」

　笑うアカリ。

　もっとも表情は怜悧なままだし、声も台本を棒読みしているかの様に抑よく揚ようを欠いている。彼女はあまり感情を表に出す性格ではないので、これはいつもの事だが。

「兄様もこれにはイチコロとみえる」

「イチコロ？」

　とアカリの隣となりで首を傾げるのは、もう一人の──背が低い方の娘である。

　長い髪は同じでも、こちらは色しき彩さいが正反対……雪や氷を連想させる銀であった。更さらには背せ丈たけに加えて、顔立ちも子供っぽい丸みを多分に残しているので、アカリよりも随ずい分ぶんと幼く見える。

　繊せん細さいで可か憐れんな──とても可愛かわいらしい少女だ。

　チャイカ・トラバント……とりあえず彼女は、そう名乗る事が多い。

「一撃必殺という意味だ」

「むう。破は壊かい力抜ばつ群ぐん？」

「その通り。対象の理性を粉ふん砕さいする。兄様の理性はもともと脆もろいが……」

「好き勝手な事ほざいてんじゃねえ」

　半眼でトールは唸うなる様に言った。

「何なんだその格好は」

「勿もち論ろん、女給ウエイトレスの衣い装しようだが？」

　とアカリは言った。

　普ふ段だんは黒を基調とし、身体からだに沿って仕立てられた動きやすい服に、革かわ製せいの簡易防具を身につけているが……今、彼女の衣装は、全く別物だった。

　彼女は前まえ掛かけを着けていた。

　正しくは前掛け──だけだった。

「兄様。似合うか？」

　無表情にアカリは問うてきた。

　トールから見ている限り、その肩かたも太ふと股ももも剝むき出しで、実に無防備そうである。身体の線はある程度出ていても、素す肌はだを晒さらす部分が殆ほとんど無い衣装を普段着ているせいか、今のアカリの格好は、ひどく扇せん情じよう的というか──挑ちよう発はつ的に見えた。
















「……似合うも何も」

　トールもまた健康な若者……実を言えば裸はだか同然の格好をしている娘むすめ達を目まの当たりにして、少し鼓こ動どうが速まるのを感じたりもした。だがそれを言えばこの血の繫つながらない妹は益ます々ます、余計な事をしたり言ったりしかねない。なので、トールは努めてうんざりした表情を取り繕つくろって言った。

「前掛けだけで素すっ裸ぱだかと大差ねえじゃねえか」

「むい？　裸？」

　驚いた様に左右を見回すのはチャイカである。彼女もアカリと同様の格好をしている。だが──どうやら自分が裸ら体たい同然の格好をしているという意識は無いらしい。

「何処の変態だ、お前は」

「この侘わび寂さびが分からないのか？　兄様ともあろうものが」

「言うに事欠いて侘び寂ときたか」

「……辛から子し？」

「それはワサビ」

　首を傾げて間の抜ぬけた勘かん違ちがいをするチャイカにそう突つっ込んでおくトール。

　元々北方の国の出である彼女は、このフェルビスト大陸中南部で広く使われている大陸公用語があまり堪たん能のうではない。会話はぶつ切りの単語を並べただけだったりするし、似た様な発音の語を勘違いする事も多い。

「見えそうで見えない──そんなぎりぎりの衣装にかき立てられる想像力。何の工く夫ふうも無くもろに裸体を露ろ出しゆつするよりも、遥はるかに劣れつ情じようを生み出す、いわば着る媚び薬やくとも言うべきこの衣装。その妙みよう味みが、兄様には分からないと？」

「分かってたまるか。娼しよう婦ふでももうちょっと露出の低い格好してんだろ」

「そもそも兄様。兄様は一つ勘違いをしている」

「……あ？」

「しかと見るがいい──兄様！」

　と言って──くるりとアカリが背を向けてくる。

　文字通り前掛けは、前を覆おおうだけの布であるからして、それをつけただけの状態で後ろを向けば、そのまま全裸同様の後ろ姿をさらす事になる……筈はずなのだが。

「……下着？」

　眉まゆを顰ひそめてトールは言った。

　アカリは──前掛けの下は裸ではなかった。胸と腰こしの辺りに薄うす手での布を巻いているのだ。前掛けのせいで正面から見ると分からなかったのだが。

「いや。水着だ」

「……そうか」

「ちゃんと下に水着は着ているのだ。それを素っ裸などと。普段からそういう破は廉れん恥ちな事ばかり想像しているからそう見えてしまうのだ」

　そう言ってアカリは拳こぶしを握にぎりしめる。

「それでこそ兄様……！」

「俺は一体、何者なんだよ」

「トール……破廉恥？　痴ち漢かん？」

「お前もいちいちアカリの妄もう言げんを真に受けんな！」

　眼めを丸くしてトールの顔を指さしてくるチャイカにトールは喚わめく。だがチャイカはさして気にした様子も無く、むしろ嬉うれしそうに──

「相応？　相応？」

「あ？　あ──」

　言葉に詰つまるトール。

　これは最初のアカリ同様に『似合うか？』と聞いているらしいのだが。

　アカリに比べると顔立ちだけでなく体たい軀くも小こ柄がらで幼い印象のチャイカは、胸や腰の凹おう凸とつが少し寂しい感じである。本人はそれなりに気にしているのか、指し摘てきすると露ろ骨こつに落ち込むので、最近は体型の話は禁句になっている。

　とはいえ……かつて北の大国と呼ばれたガズ帝てい国こくの出である彼女は、普段から厚着が多いので、手足の肌はだを晒した衣装は珍めずらしい。特にその肌は日焼けというものを知らないかの様に、白い。

　それが、処女雪の美しさとでも言おうか──まるで見てはいけないものを見た様な、穢けがしてはいけないものを穢した様な、そんな背徳的な印象がある。

　ともあれ──

「一体何の店かと思ったよ」

　溜ため息いきをついてトールは言った。

　正直、扉を開けて足を踏ふみ入れた瞬間、入る店を間違えたかとすら思った。もっとも周囲には他に間違える様な建物の類たぐいも殆ど無い。幾いくつか空き家──というか廃はい墟きよが並んでいるだけで、人の姿があるのはこの宿屋〈白しろ花はな亭てい〉だけである。

「制服。合理性追求」

「別に従業員まで水遊びせにゃならんわけでもないだろうに」

　と溜息をつきながら、トールは背後を──開かれたままの戸口から外を振り返る。そこには峨が々がたる山の稜りよう線せんと、そしてその下に、視界一いつ杯ぱいに広がる湖面が見えた。

　そして……

「おお。お疲つかれ様」

　食堂の奥──厨ちゆう房ぼうから手を拭ふきつつ出てきた中年男性がトールの姿を見て労ねぎらいの言葉を掛けてきた。

　中肉中背の、平へい凡ぼんな体つきに加えて、実直そうな顔つきが、相対する者に警けい戒かい心を抱いだかせない。客商売には向いた容姿であろう。

「ドンカーブートさん」

　トールは呆あきれの響ひびきを乗せてその男の名を呼ぶ。

　ドイル・ドンカーブート──この湖こ畔はんに建つ小さな宿屋の主人である。

　この湖は、近くに火山帯が走っている関係で、砂すな浜はまを少し掘ほれば温泉が湧わき出てくるという、変わった特とく徴ちようを備えている。

　周囲を山や谷といった険しい地形に囲まれている故ゆえに、他ほかの地域との行き来が面めん倒どうで、そうそう遠方からの客で賑にぎわう様な場所ではないが……近きん隣りんの街や村の住民達が保養目的でしばしば訪おとずれる場所、いわば『知る人ぞ知る秘湯』であるらしい。

　それこそ湯治客や水遊び目当ての客を相手に宿屋を経営しても、立ち行く程度には。

　ただ……

　前述の通り、現状、この湖畔で営業している宿屋は既すでにこの〈白花亭〉のみだ。他にも数軒けんの宿屋や食堂、酒場、といった店の類が並んでいた様だが、いずれもが既に廃はい業ぎようしている。建物は皆みな、無人で、中には明らかに壊こわされたと覚しき倒とう壊かいの仕方をしているものも在あった。

　それはさておき──

「一体、何なんですか、この格好」

　とトールはチャイカとアカリを指さして尋たずねる。

「何って制服だよ」

　ドイルは目を瞬しばたたかせ、トールが何を気にしているのか分からない、といった様子で言った。

「給仕といえば前掛けだろう？」

「その下に水着ってのは？」

「ここは水遊びも温泉も楽しめる」

　後ろ暗さなど微み塵じんも無い笑え顔がおでドイルは答える。

「宿や食堂まで戻もどってくるのが面倒で、浜はま辺べでそのまま飲み食いしたいというお客さんも居るから、濡ぬれてもいい格好の方が都合が良いんだよ」

「…………はぁ」

　曖あい昧まいに頷うなずくトール。

　どうにも後付けの理由というか、単なる趣しゆ味みを正当化する為ための、こじつけ臭くさい気がするのだが。仮にも雇やとい主に容よう赦しや無く突っ込みを入れる訳にもいくまい。

（これがあの〈弓聖〉の息子むすことはな）

　自分達以外は従業員が見当たらない──勿論、客も──食堂の中を見み遣やりながら、トールはそんな事をふと考えていた。




　　　　[image: くぎり]




「この山の麓ふもとに大きめの湖が在る」

　かつて〈禁断皇こう帝てい〉アルトゥール・ガズを討うった〈八英えい雄ゆう〉の一人──グレン・ドンカーブートはそう言った。

「その湖の畔ほとりに一軒、宿屋が建っててのう。この宿屋が──近くの街のゴロツキ共から嫌いやがらせを受けてるんさ」

　口調や声こわ音ねに悲ひ愴そう感や緊きん迫ぱく感は無い。まるで愚ぐにも付かない世間話をするかの様な喋しやべり方である。

　だがグレン本人が実際にどんな表情を浮うかべているのかは、トール達には分からなかった。トール達の視界の内にグレンの姿は無いからだ。

「お陰かげで客は減るわ、従業員も皆、辞やめちまうわで、今じゃ、夫ふう婦ふ二人で何とか回してる感じでのう」

　グレン・ドンカーブートの『領域』──縄なわ張ばりとも言うべき山の中。

　トールとチャイカ、それにアカリの三名は、グレンと一戦を交えた後──『取引』を持ちかけてきたこの〈弓聖〉と、彼の構えている庵いおりの前で話を聞く事になった。

　だがグレンは『取引』の具体的な内容に及およんでも、トール達の前に姿を現そうとはしなかった。幾いく重えにも反はん響きようしながら何ど処こからか声が漂ただよってくるだけなのだ。まるで幽ゆう霊れいの類と喋っているかの様な不気味さが在る。

「そりゃ災難だが……その宿屋が何なんだ？　まさか俺達にそこで働けって訳でもないんだろ」

「そのまさかでのう」

「はぁ？」

　トールは顔をしかめて辺りを見回すが──やはりグレンが何処に居るのかは分からない。先さき程ほどから何度か声を辿たどって相手の位置を摑つかめないかと試みているのだが、どうにも上う手まくいかなかった。恐おそらくアカリも同様だろう。

　その一方で……恐らくグレンからはこちらが丸見えに違ちがいない。つまりはその気になれば〈弓聖〉はこちらを即そく座ざに射殺せる状態である。トール達としてはどうにも落ち着かないが、今は先の一戦で『腕うでを負傷した』そして『取引をしたい』というグレンの言葉を信じるしかあるまい。

「その宿屋で働いて欲しいんさ。用心棒代わりにのう」

「その宿屋とあんたの関係は？」

「…………」

　グレンからの返事は来ない。

　トールはしばらく待ってみたが、姿無き弓兵は先の問いに対して黙だんまりを決め込んでいる様だった。言いたくないのか。それとも言えないのか。いずれにせよ、それまでの飄ひよう々ひようとした物言いからは、若じやつ干かん、違い和わ感かんの残る反応だ。

「そもそも──」

　相手の姿が見えない分、無言の状態が続くと、本当に会話が成立しているのかどうかすら怪あやしくなってくる。いきなりグレンの気が変わって立ち去られてしまってもトール達には分からないのだ。『取引』を続けている事を確かく認にんする為にも、トールはとりあえず話の矛ほこ先さきを少し変える事にした。

「その辺のゴロツキ程度、シメるにしても殺ばらすにしてもあんたなら簡単だろうに？　何な故ぜ自分でやらないんだ──〈弓聖〉様よ？」

　ゴロツキ達の総数は不明だが、まさか、単なる宿屋に嫌がらせを繰くり返す様な連中が、全ぜん滅めつ覚かく悟ごで〈弓聖〉と戦おうというわけでもあるまい。極きよく端たんな話、一人や二人を射殺しておけば、逃ちよう散さんする可能性が高い筈はずだ。

　しかし──

「〈弓聖〉？」

　グレンが低く笑うのが聞こえた。

「ああ。そう呼んどる連中もおったかのう。くだらんのう。肩かた書がきや綽あだ名ななんぞ実にくだらんのう」

「…………」

　どうやらグレン自身はその通り名があまり気に入ってはいないらしい。

「俺は故あって直接の手出しはできんのでのう。どうしたものかと思って居おった処ところに、お前さん達がやってきた。こりゃ好都合と思った訳よ。しかも俺と違って接近戦の技能もある上、魔ま法ほう使つかいまで居るとなれば、宿屋の主人達に知られずに、これを護まもるのも不可能ではないだろうて」

「ちょっと待て」

　トールは慌あわてて言った。

「知られずに──だと？」

　護衛という行こう為いはただでさえ様々な困難がつきまとうが……これが対象にそれと知られずに、となると難易度が数段上がる。対象の積極的な協力を得られない上に、堂々と武装する事も出来ないからだ。

「乱破師サバターなら、それもお前さん等の力量ならば可能とみたがのう？」

「…………」

　トールは唸うなる。

　確かに不可能ではないかもしれないが──

「──あくまでも『護れ』なのか」

　とトールに代わって問うたのはアカリである。

「そのゴロツキ共を皆みな殺ごろしにするのではなく？」

　攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよというが──継けい続ぞく的に攻せめてくる相手に、防戦一方では埒らちがあかない。積極的に相手を叩たたいて状じよう況きようを変えなければ、いずれは人数や物量に劣おとる方が負ける。

「宿屋の主人が、頑がん固こ者ものでのう。暴力が嫌きらいというか、何と言うか……それにゴロツキ共の背後には代官が居っての。本気で事を構えると、ちと面倒な事になるでのう」

「おいおい!?　なんだそれ!?」

　トールは呆れて言った。

　代官──つまりは領主から統治権の一部を委い託たくされた官かん吏り。

　直接の相手がゴロツキといっても、背後に代官が居るとなると、話が数倍ややこしくなる。公式非公式の違いは在れど、要はその地域の最高権力者を敵に回すという事だからだ。

「勿もち論ろん……ゴロツキと代官が繫つながっているって直接の証しよう拠こは無いがのう」

「そりゃそうだろうな」

　それならば単に代官を任命した領主に密告すれば済むだけの話である。あくまでも領主が真っ当な人間ならば、という但ただし書きは付くが。

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、それはいいとして」

　トールは溜ため息いきをついて続けた。

　かつては領主の館やかたに侵しん入にゆうして事を構えた事もあるトール達だ。何が何でも権力者に刃は向むかうのは嫌だ、という訳では勿論ない。

　ただ──

「いつまでもって訳にはいかねえぞ」

　トールはちらりとチャイカの方を見て言った。

「俺達はこれでも先を急ぐ身でな」

　チャイカ──彼女の本名はチャイカ・ガズという。

　五年前、このフェルビスト大陸において、永く続いた戦国時代末期、北の大国として知られたガズ帝てい国こくの、彼女は姫ひめ君ぎみなのだ。

　だが既にガズ帝国は無く、『怪かい物ぶつ』とまで怖おそれられていた皇帝も〈八英雄〉に討たれてこの世の者ではない。

　チャイカは、その〈八英雄〉達に殺され、その後、分ぶん割かつされてしまった皇帝──父の遺体を全すべて集めて、弔とむらいたいと考えている。その為に、遺体を集める旅をしているのだ。

〈八英雄〉の一人であるグレンからとりあえず『取引』で遺体を得る事が出来るとして──しかしそれでチャイカの旅が終わる訳ではない。他ほかの英雄達の持っている遺体の全てを回収するまでは、彼女の旅は続くのだ。

「そもそもその代官、もうすぐ任期が終わるんでのう。だから期限はその代官の任期が終わるまで。要するにその代官、お役目交代するまでに、宿屋の在る土地を自分のものにして、一ひと稼かせぎしたいらしいでな」

「何故？　どう稼ぐ？」

　そもそも単なる宿屋一軒を、わざわざゴロツキを使ってまで──つまりは公おおやけの権力を行使せず、内密に──代官が潰つぶしに掛かかるのが奇き妙みようなのだ。

　宿屋一軒にそれ程の利権が絡からんでいるとも思えないのだが……

「化石念料の鉱脈が見つかってのう」

　あっさりとグレンはそう言ってきた。

　化石念料とは──魔法を使う上での燃料の様なものだ。同じ重さの金と同等か、質によってはそれ以上とも言われ、当然、大きな鉱脈ともなると国家の経済状態すら左右しかねない。

「岩がん盤ばんの状態やら何やらで、宿屋の在る場所からしか鉱脈に辿り着くのが難しい──というより、他の場所からでもいけない事はないらしいが、時間と手間が掛かりすぎるらしくてのう。そういう訳で、任期が終わるまでにあの辺りの店を全て取り潰して、その跡あと地ちから掘ほり進む事を考えている様での」

「領主に知られない様に……か」

　領主がその化石念料の鉱脈について知っていれば、当然、自分の所有物としてこれを押さえて堂々と採さい掘くつする事になる。

　結果──代官の懐ふところは潤うるおわない。

　ならば自分が諸もろ々もろをもみ消せる権力を持っている内に、少しでも化石念料を掘り出して私腹を肥やしておこう、と考えるのは、まあ、当然だった。

「……面めん倒どう臭くさい話だな、おい」

　とトールは言った。

「だがやっぱりわからねえな」

「ふむ？」

「『取引』するのはいいが、隠かくし事されたままってのは納なつ得とくがいかない」

　利用されるのは構わない。

　だが周辺の事情を把は握あくせずに動いていると、気がつかぬうちに罠わなに塡はめられてしまう可能性だって在ある。

「もう一度聞くが。あんたが自分で護らない理由は何だ？」

「…………」

　先程と同じくそのままグレンは黙りを決め込むかと思われたが──

「……俺の技わざじゃあ、俺がやってるとバレちまうでのう。ましてや宿屋の主人は俺の顔を知っとるで」

　渋しぶ々しぶといった口調で答えるグレン。

「知り合いか」

　眼を細めてトールは言った。

「どうして自分が関かん与よしている事を、宿屋の主人に知られてはいけない？　いや、そもそも護っている事まで秘密にしなきゃいけないのは、何故だ？」

「……息子むすこなんさ」

「……！」

　驚おどろいた表情を浮うかべるのはチャイカである。

「で、俺はその息子に──蛇だ蝎かつの如ごとくに嫌われてるんさ。俺の手を借りる位なら、死んだ方がマシって位にのう」

　何ど処こか自じ嘲ちようの響ひびきを含ふくんだ声で彼はそう言った。
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「……何処からどう見ても助平親おや父じの趣しゆ味みにしか見えねえな」

　とトールは溜息をつくと、改めてチャイカとアカリの服を──服と呼ぶのも躊躇ためらわれる様なその『前掛けと水着』を眺ながめた。

「むい？」

　チャイカがトールの視線に気づいた様子で身を捩よじる。先さき程ほどまでは全く気にしていなかった様なのだが、改めて『裸はだかと大差ない格好だ』と言われてからは、少し恥はずかしいらしい。

「トール。欲よく情じよう？」

「しねえから心配すんな」

　ぱたぱたと扇あおぐ様に手を振ふりながら言うトール。

「トール。実に失礼」

　だがそれはそれで不満なのか、チャイカがぷっと頰ほおを膨ふくらませて言った。

「して欲しいのかよ」

「微び妙みような乙女おとめ心ごころ」

「乙女ってのは普ふ通つう、棺ひつぎ担かついで回ったりしねえもんだろ」

　と──さすがに今は食堂の端はしに布を被かぶせて立てかけてある彼女の黒い『棺』を見み遣やって、トールは言った。

　あれは彼女の使う魔法機杖ガンドの収納具であると同時に、『遺体』の容いれ物でもある。あんなものを背負って歩いていると目立つ事夥おびただしいのだが、大事なものだからと彼女は肌はだ身み離はなさず──文字通りに──これを持ち歩いていた。

「むう」

　眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで唸るチャイカ。

　そこへ──

「ごめんなさい」

　奥の厨ちゆう房ぼうから顔を出してそう謝ってくるのは、ドイルの妻であった。

　未まだ若い──二は十た歳ちを幾いくつも過ぎていないと思われる容姿である。派手さは無いが、夫同様に善良そうな顔つきで、少女の様な面おも影かげが未いまだ色いろ濃こく残っている。

　確かミシュア・ドンカーブートという名だったか。

　だが名前よりも顔立ちよりも──何より彼女を紹しよう介かいされた時に最も印象に残るのは、その頭部に生えている『角』であった。

　人間には備わる筈はずの無い器官。

　それがミシュアの頭には、小さいながらも左右一対つい、存在する。更さらに言えば──今は正面を向いているので見えないが、彼女の腰こしの辺りには、小さく短いながらも尻尾しつぽが生えている様だった。その後ろ姿に多少不自然な膨らみがあるのを、トール達は見ていた。

　まるで半はん獣じゆう半人といった異形。

　そして──

「ごめなさい」

　そう舌っ足らずな声で言うのは、ミシュアの後ろから顔だけ出しているその息子──つまりはドイルの息子であり、グレンの孫だった。

　こちらはタリス、という名前であったか。

　歳としは三つか四つといった処ところか。当然、ミシュアが産んだ子である訳だが……こちらには角やら尻尾やらは無い。

　ミシュアは亜あ人じん兵である。

　五年前まで続いていた戦国時代──『より特定能力に秀ひいでた兵士を造る』という考え方から、魔ま法ほうや錬成術を用いて母体の体内に居る内から人体を『改造』し、特異な外観を備えた存在にする技術が開発された。

　これを俗ぞくに亜人兵と呼ぶ。

　基本的に彼等は軍と魔法師ウイザードの管理する施し設せつで、軍用兵器として造られた存在であり──だからこそ亜人『兵』なのであるが、ミシュアは今現在、軍人ではない。脱だつ走そう兵へいなのだそうだ。

　いかに軍用に改造された身とはいえ、持って生まれた性格から、兵士には向かない者も居る。ミシュアはその典型だそうで、終戦直前に施設から逃にげ出して行き倒だおれていたところを、ドイルに拾われた──それが二人のなれそめなんだとか。

　本来ならばミシュアは軍に追われる身である訳だが……終戦と同時に軍縮の風潮が各国で高まった結果、軍は脱走兵を無理に連れ戻もどそうとする事も無く、放置の状態らしい。要は──ミシュア自身が最初からこれを意図していた訳ではないが──戦後のどさくさ紛まぎれに彼女は自由の身となったのである。

「あの人の趣味なんです」

　申し訳無さそうに言うミシュア。

「……まあそうなんでしょうけど」

　とトールは苦く笑しようして言った。

　ちなみにミシュアは厨房で料理を担当している為ため、チャイカやアカリの様な格好ではない。前掛けこそしているが、その下はごく普通の衣い装しようだ。

「私もタリスが出来る前は……」

「まさか奥さんにもあの格好させてたんですか？」

「ちょっと恥ずかしかったです」

　と苦笑するミシュアは、一児の母とは思えない位に若い──というか幼くさえ見えた。

「……まあ、俺達は服をどうこう言える立場ではないですしね」

　と言ってトールは肩かたを竦すくめる。

　護衛と気づかれない様に──出来るだけ自然な形で、トール達はこの〈白しろ花はな亭てい〉に居座らねばならなかった。

　宿しゆく泊はく客として逗とう留りゆうするというのが勿もち論ろん、一番自然なのだが……そうなると出入り出来る場所も限られてくるし、積極的に湯治なり水遊びなりをしていないとおかしい。

　なので、敢あえてトール達は客として一いつ泊ぱく、その後、『実はお金が無いんです』と訴うつたえる事にしたのだ。

　当然、金が無ければ働いて返す、という事になる。

　こうして、トール達はドイルの『温情』に縋すがる様な形で、〈白花亭〉で働く事になったのである。

　当然、制服が破は廉れん恥ちっぽいからといって、文句を言える筋合いではない。

「ぶん殴なぐられた上で官かん吏りに突つき出されても文句は言えない」

「それはありませんよ」

　とミシュアは笑った。

「あの人は本当に、暴力とか武器とか軍隊とか、そういのが、大だい嫌きらいで」

「そうなんですか」

　初めて知った、という様な表情を取り繕つくろってトールは言った。

「ええ。誰だれかに喜んで貰もらう仕事が好きなんだって、いつも言ってました。ちょっと恥ずかしい感じの服も、そういうのが理由だって……初めて出会った時なんか、私、軍服を着てましたから、もの凄すごく嫌いやな顔されましたよ」

「…………」

　トールはつい浮かびそうになる苦笑を押し殺す。ドイルの感覚からすれば、戦場の狗いぬたる乱破師サバターなどは毛嫌いして当然の存在だろう。

（〈弓聖〉の息子が……ってのは皮肉な偶ぐう然ぜんなのか、それとも必然なのか）

「それはそうと、賄まかないが出来ました。今日はお客さんも居ませんし、少し早いけれど、お昼にしましょう──」

　ミシュアが言った──その時。

「──よお！」

　挨あい拶さつとは到とう底てい思えない怒ど鳴なる様な声が響く。

　同時に、がん！　と激しい音を立てて〈白花亭〉の玄げん関かん扉とびらが開いていた。恐おそらく外から駆かけ寄って蹴けり開けたのだろう。扉は勢い余って壁かべにぶつかり、更には、みしりと軋きしむ音が聞こえた。

「ドンカーブートさんよ。調子はどうだい？」

　台詞せりふとは裏腹に、恫どう喝かつそのものの低く唸うなる様な声で言いながら……五人の男達が食堂の中に踏ふみ込んできた。

　いずれも体格が良く、これ見よがしに袖そでを肩口までまくって太い腕うでを剝むき出しにしている。軍人崩くずれなのか、単に戦場跡あとで拾ってきたのか──元は軍用らしい長ちよう剣けんを腰に吊つっている者が二名ばかり居た。

　先頭は、禿とく頭とうの男である。

　他ほかの四人に比べて背は頭一つ分程低いのだが、その分、肩かた幅はばが広く、腕も太ふと縄なわをより合わせたかの様に、分かり易やすい筋肉で覆おおわれている。

　文字通りの腕自じ慢まんなのだろう。腕にはこれ見よがしに蛇へびの入れ墨ずみが彫ほられていた。

「──ああ？」

　男達は眼めを細めてトールと、そしてチャイカ、アカリを見つめる。

　改めて確かめるまでもない。この連中が、嫌がらせをしているゴロツキなのだろう。

「なんだてめえは？」

　抉えぐる様な視線をトールに向けて、先頭に居る禿頭の男が尋たずねてくる。

「昨日からこちらに雇やとっていただいた者です。あの、お客様、ですか？」

　トールは愛あい想そ笑いを浮うかべながらそう応じた。

　同時に彼は相手の実力を素す早ばやく値ね踏ぶみする。足運び。立ち方。視線の向き。呼吸。その他諸もろ々もろ……余程の達人でもない限り、そうした部分に、戦せん闘とう技能の力量は滲にじみ出る。

　実の処、ゴロツキといっても程度は様々だ。

　戦後、大量に解かい雇こされて職にあぶれた元兵士達が、山さん賊ぞくや夜や盗とうに身を落とすのも珍めずらしくないこの御ご時じ世せいである。立場としてはゴロツキでも充じゆう分ぶん以上に戦闘訓練を受けている者も居る。

（素人しろうとではないが、大した事もない）

　トールはそう判断した。

　どうやら全員が、従軍経験を持っているらしいが……戦後早々に軍から放ほうり出されたか、かなり鍛たん錬れんを怠おこたって身体からだが鈍なまっている印象だ。

　だが──

　グレンとの『取引』ではこの〈白花亭〉を護まもっている事をドイルに知られてはならない事になっている。まずは派手な立ち回りを避さけ、穏おん当とうな手段でこの場をやり過ごす──トールはそう考えていた。

「おお、お客様さ、なあ？」

　先頭に立つ禿頭の男が、背後の四人を振ふり返ってそう言う。彼等は揃そろって下げ卑びた笑い声を上げた。

「歓かん待たいしてもらわねえとなあ？」

「おう。そっちの姐ねえちゃんにゃ、色々期待出来そうじゃねえか？」

「俺は人妻でも構わねえぜ──亜人兵でもなあ？」

「お前は悪あく趣しゆ味みだなあ！」

「悪趣味はツキが落ちるぜ！」

　げらげらと更に笑う男達。

　トールは溜ため息いきが漏もれそうになるのを堪こらえると、腰の後ろに隠かくしておいた針を探さぐる。

　本来、暗殺などに使う道具だが、点てん穴けつ打ちで相手を眠ねむらせたり、体調を崩したりする事も出来る。もっとも男達は勿論、ミシュアに気づかれずに、となると……かなり難易度が上がってしまうのだが。

　まさかこの室内で手裏剣スローイング・ダガーやら煙けむり玉だまを使う訳にもいくまい。ちらりとアカリの方を見ると、彼女もまた同じ様に腰の後ろに手を回している。同じことを考えているのだろう。

「なあ、姐ちゃん。俺等をもてなしてくれや？」

　禿頭の男がアカリの方に歩み寄ると、彼女の肩に手を掛かけて抱だき寄せた。

「…………」

　アカリは──殊こと更さらに逆らう様子も無く、彼女は禿頭の男にそのまま抱き竦められている。

　しかし──

「……しつこいね、あんた達も」

　そう言いながら、ドイルが奥から出てきたのは次の瞬しゆん間かんだった。

　一瞬、トールは迷ったが、ここはとりあえず様子を見る事にした。まさかいきなり男達も剣を抜ぬいて斬きりかかりはすまい。

「お客様の求めに応じるのが、商売ってやつだろうがよ？」

　男達は下卑た笑いを浮かべながらドイルに詰つめ寄り、絡からんでいく。対してドイルはあくまで生き真ま面じ目めな表情でこれに応じていた。

「あんた達はお金払はらわないじゃないか。そういうのは客とは言わない」

「金なら払ってやるさ。拾えよ」

　そう言って禿頭の男がアカリの肩を抱いたまま、銅貨を床ゆかに放り投げる。

　明らかに侮ぶ辱じよくの為の行こう為いだったが──ドイルは短く溜息をつくと、拾うべく身を屈かがめた。

「おっと、つまずいた」

　そう言いながら禿頭の男が銅貨に伸のばされたドイルの手を踏んだ。山歩き用に仕立てられたであろう、硬かたい──しかも無数の凹おう凸とつがついた靴くつ底ぞこで。

「…………」

　一瞬、ドイルは顔をしかめたが、それだけだ。彼は手を踏まれたまま、固まっている。代わりにうつむいたままこう言った。

「──足を退どけてくれないか」

「おお？　おお、悪いな？」

　そう言いつつも、男はむしろ足を退けるどころか、爪つま先さきを右に左にと振りながら、ドイルの手を踏みにじる。

　ドイルは短く呻うめいたが、やはりそれだけだ。もう一方の手で男の足を払うでもなければ、持ち上げるでもなく、ただ、踏まれてそれに耐たえている。

「…………」

　ミシュアと、そしてタリスが蒼そう白はくになって、男達の狼ろう藉ぜきに耐えるドイルを見つめていた。

「トール……！」

　チャイカがトールの服の袖を引っ張った。

「──分かってる」

　そう囁ささやいてトールは針を逆手に握にぎる。

　しかし……

「なあ。ドンカーブート。そろそろやせ我が慢まんもやめたらどうだよ？」

　禿頭の男がアカリの肩から手を放し、身を屈めてそう問うた。

「もう随ずい分ぶん、客なんか来てねえだろ？　他の連中は皆みんな、とっくの昔に店畳たたんで出て行ったぜ？　なぁ？」

　禿頭の男はねちっこい口調で言った。

「もうあんたはツキに見放されてるんだ。このままじゃどうにもならねえぜぇ？　どんどん商売も先細っていくだけだ。それを今更、新しく人を雇ってどうするよ？　人間、引き際ぎわが肝かん心じんだとは思わねえか？　なあ？」

「…………」

　ドイルは無言。

　やがて──禿頭の男は、背後の四人に顎あごをしゃくって言った。

「しょうがねえ、お前等、子供や嫁よめさんの方と遊んでやれや」

「──待ってくれ」

　ドイルはそこでようやく声を上げた。

「妻や子供は関係無いだろう？」

「関係無いこたねえわな」

　底意地の悪そうな笑えみを浮かべながら禿頭の男は言った。

「お前の身内なんだからよ。お前が変な意地を張──……」

　そこで……

「……む……？」

　禿頭の男の表情がふと緩ゆるむ。何か妙みような事に気づいた、といった様子で男は眼を瞬またたかせた。

　次いで、何かに耐える様に拳こぶしを握りしめて──禿頭の男は言った。

「用を思い出した。引き上げるぜ」

　そう言うと、男は、妙に内うち股またな感じで腰こしを揺ゆらしながら〈白花亭〉を出て行く。

「ああ？」

　唐とう突とつな撤てつ収しゆう宣言に、男達は怪け訝げんな表情を浮かべるも──基本的な采さい配はいは禿頭の男に任されているのか、彼等もすぐに立ち去ってしまった。

　一体何が起こったのか？

「……トール？」

「いや。アカリだ」

　怪訝そうなチャイカの囁きにトールはそう応じる。

　彼はアカリの方を振り返ると──近付いてきた彼女に、眼を細めて囁いた。

「何をした？」

「兄様の考えていたのと同じことだ」

「俺は単に眠らせる積もりだったんだが──」

「腹下しの点穴にそっと針を一本」

「……えげつねえな、お前……」

　要するに男は急な──しかも激しい便意を覚えてこの場を立ち去ったという事だ。さすがに脅おどしに来た相手の店で便所を借りる訳にもいかず、かといってそのままだと色々人間として──人としての尊厳が『終わる』様な状態になりかねない。

　とても恐きよう喝かつだの喧けん嘩かだのをしている余よ裕ゆうは無かっただろう。

「兄様。そんなに褒ほめられても何も出ないぞ」

「褒めてねえ」

　尚なおも無表情に言う妹に、トールは呻く様な声でそう囁いた。
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　ドイルの手の傷は意外と深刻だった。

「つぅ……」

　指の骨にヒビが入っているらしい。

　派手な出血こそしていなかったが、トール達の予想以上に強く踏ふまれたらしい。赤く腫はれ上がった上、指を動かすだけでも痛みが走るとかで、しばらくは食器も持てない状態だった。

「すみません」

　とりあえずトールはそう謝った。

　宿屋の奥──ドイルの家族の私室での事である。

　彼の隣となりには心配そうな表情のミシュアの姿もあって、薬箱を探っている。もっとも腫れ止めの軟なん膏こうは、薬や研げんの得意なアカリの造ったものを、既すでにトールが塗ぬった後であるが。

　タリスには父のこんな姿を見せても良い事は無いだろうからと、食堂の方でチャイカが彼の相手をしている。アカリは『外の空気を吸ってくる』と告げて出て行ったが──これは恐おそらく、男達の跡あとをつけるなり、警けい戒かい用の鈴すずなり何なりを仕し掛かける為ためだ。

「どうして君が謝るんだ」

　とドイルは苦く笑しようを取り繕つくろって応じる。

「もう少し早く割って入っていれば」

「そしたら君の指がやられてただけだよ。私の分まで働いてくれればそれで見合うさ。君達を雇やとった直後ってのがむしろ幸運だったね」

　とドイルは肩かたを竦すくめて、それからまた指が痛んだのか顔をしかめた。

「一応、旅をしてきましたから。それなりに腕うでっ節ぷしはある積もりですけどね。黙だまって指を折られる様な事は──」

「暴力は好きじゃない」

　とドイルは言った。

「殴なぐられれば痛い。誰だれだって。だから怒おこる。殴り返す。返された方も痛いから更に殴る。その繰くり返しだよ。きりがない」

　ドイルは自分の腫れ上がった指を見ながら、付け加える様にこう言った。

「戦争は終わった。もう暴力で何でもかんでも解決するのは、沢たく山さんだよ」

「だから黙って耐えるんですか？」

「他人にまで強要する積もりはないのだけどね。私の──まあ、意地みたいなもので」

　とドイルは言った。

「いっそ宿を明け渡わたしたら？」

「それは出来ない」

　とドイルは首を振ふった。

「この宿──いや、この場所には」

　彼は宿の裏の方を見み遣やって言った。

「母と、姉が眠っているからね」

　ゴロツキ達に脅されても頑がんとして退ひかないのはそれが理由らしい。グレンは何も言っていなかったが。

（母親はともかく、姉──グレンにとっちゃ娘むすめか。珍めずらしい事じゃないが）

　永い戦国時代は、慢まん性せい的な物不足状態──特に何かと食料や薬が不足しがちだった。当然ながら、体力の無い赤あかん坊ぼうや幼子から死んでいく。新生児の二人に一人は大人になれない、そんな時代だった。

「宿も母がしていたものを継ついだんだけどね。地元では割と知られた温泉と水遊び場だが……こんな僻へき地ちの宿一軒けん、どうして連中も欲ほしがるんだか」

　ドイルは溜ため息いきをついた。

　どうやら化石念料の事は知らないらしい。グレンからは聞いていない──というより、グレンと会話する機会そのものが無いのだろう。本当にあの〈弓聖〉は息子むすこに嫌きらわれているらしい。

（暴力嫌いだから、武ぶ勲くんを立てた父が嫌い？　それとも──）

「とりあえず昼飯を食べてくれ。もう冷めてしまったが。ミシュア、お前とタリスも未まだだろう？」

　とドイルが言う。

「妹を呼んできます」

　そう告げてトールは立ち上がった。
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　結局──その日は客が来なかった。

　いや。その日もと言うべきか。

　ミシュアによるともう十日以上客は来ていないらしい。繁はん忙ぼう期きからはずれるので、一日二日、客が来ない日は珍しくないそうだが、十日連続でとなると、やはり例のゴロツキ達の嫌いやがらせが影えい響きようしているのだろう。

「直じかで〈白花亭〉に嫌がらせしなくても、吊つり橋の処ところに連中が陣じん取どっていれば、客足は途と絶だえてしまうだろう」

　とはアカリの弁である。

　やはり彼女はあの後──ゴロツキ達の跡をつけていたらしい。彼等は代官の屋や敷しきのある街まで戻もどらず、街とこの湖こ畔はんを結ぶ吊り橋の手前で、野営しているとの事だった。

　吊り橋を通らずとも、街や他の地域と行き来する事は勿もち論ろん可能だが……その場合にはやたら遠回りになってしまう。丸一日以上かけて迂う回かい路を行く位なら諦あきらめる、という客も多かろう。

　いずれにせよ客が居なければやる事もあまり無い。

　そういう訳で、トール達は夕食の後は、早々に宛あてがわれた客室の一つに引っ込む事になった訳だが……

「さてどうしたもんかな」

　トールはベッドに寝ね転ころがって言った。

　壁かべ際ぎわでは床ゆかに直座りしたチャイカが、棺ひつぎから取り出した機杖ガンドを磨みがいていて、もう一つのベッドにはアカリが腰こし掛かけている。

「何も悩なやむ事は無かろう」

　とアカリが言ってきた。

「結論はもう出ている。二つしか無いベッドならば、私と兄様が同どう衾きんするしかないではないか」

「何を考えてるんだお前は」

「勿論、敬愛する兄様の事だが」

　無表情にアカリは言った。

「お前とチャイカが一いつ緒しよに寝ねるとか、俺が床に寝るとか、他ほかに選せん択たく肢しはあると思うが」

「馬ば鹿かな。兄様は──いや」

　ぽんと手を打ってアカリは頷うなずいた。

「兄様は脇わきから娘同士のをただ見ているだけというのもいける口だったな」

「何がどういける口か知らんが違ちがう」

「何という上級者……」

「黙れ。そうじゃなくて、昼間のゴロツキだよ」

　トールは言った。

「ドイル達の様子からして、今まではあそこまで露ろ骨こつな暴力には出てなかったみたいだが──」

　他の宿やら店は汚お物ぶつを撒まいたり、口先で脅したりするだけで追い出せたのに、ドイルだけが頑がん固こに立ち退のかない。なので、単なる嫌がらせから、本格的な暴力に切り替かえてきたらしい。

「代官の任期はあと二か月ってとこだったか？　──鉱脈は魔ま法ほうで掘ほる訳にはいかないんだったっけ」

「うい」

　と頷くのはチャイカである。

　化石念料の鉱脈を迂う闊かつに魔法で掘ると、連れん鎖さ的に化石念料が反応してしまう可能性がある。油の傍そばで火を使うのには注意が要いるのと同様だ。

　魔法で駆く動どうする魔法機関で掘る事は可能だろうが、そうした専門の装置を用意して動かすには結構、手間が掛かる筈はずだ。

　魔法が使えないとなれば、人力──手作業が基本になる。鉱脈がどの程度のものなのかは分からないが、一日や二日で掘り出せる様な深さでも量でもあるまい。

「状じよう況きように代官側が焦じれて、過激な手段に出る事になった──か」

　つまり『そろそろドイル達を護まもる為の、実効的な力が必要になってくる筈』というグレンの読みは、これ以上は無いという位に的確だった訳だ。

「しかし……暴力が嫌い、か。ドイルに知られずに護れってのが非常に面めん倒どうなんだよな」

　近くに居れば何かと融ゆう通ずうが利きくかと、無銭飲食を装よそおって、少し強引に〈白しろ花はな亭てい〉に雇われてはみたものの……ドイル達の眼めが在ある処で乱破師サバターの技能をそうそう使う訳にもいくまいし、面倒臭くさい事、この上無い。

「さすがに昼間の様な手も、何度も使う事は出来ないだろうしな……」

　あまり不自然な事が続けば、ゴロツキ達は勿論、ドイル達もトール達の素す性じようを疑うだろう。

「殺さないまでも、しばらく身動きがとれない程度に痛めつけるのは？」

　と提案してくるアカリ。

「相手があのゴロツキだけならな。けどその背後には代官が居る訳だろ。むしろゴロツキ達が怪け我がで動けないとなると、治安維い持じの名目で駐ちゆう留りゆう部隊の兵を動かしかねねえよ」

　トール達が戦せん闘とう技能を持った護衛者だったと気づかれれば、尚なお更さらにゴロツキ側の──代官側の行動も過激化する可能性がある。それこそ『無む辜この湯治客が山さん賊ぞくらしき輩やからに襲おそわれた』という名目で領主から預かっている軍隊を動かす事も出来るだろう。ゴロツキ達が『無辜の湯治客』に見えるかどうかはこの際、どうとでも誤ご魔ま化かせるであろうし。

「……ってチャイカ」

「むい？」

「何やってんだ、お前？」

　先さき程ほどまでチャイカは機杖を磨いていた筈なのだが。それはもう終わったのか、彼女は機杖を壁かべに立てかけて、何やら紙をいじくっている。

　何かの絵らしきものが描えがかれたそれは──

「なんだこりゃ？」

「ふうむ。幽ゆう霊れいか何かか？」

　覗のぞき込んだトールとアカリが首を傾かしげる。

「否定！　人物画！」

「人物画……？」

　言われて見れば──確かに、チャイカの広げて見せたその紙には、拙つたない筆ひつ致ちだが人物らしきものが描かれていた。

「なるほど。チャイカ──」

　トールは得意げにこれを持っている彼女と、その絵を見比べながら言った。

「お前が、絵が下手なのは分かった」

「否定！　描かく人、私、ない！」

　ぶんぶんと首を振って抗こう議ぎするチャイカ。

「タリス作！　受けた、贈ぞう呈てい！」

「あ？　──ああ、なるほどな」

　どうやらドイルの手当てをしている最中、食堂の方でタリスの面倒をチャイカが見ていた際に、彼から貰もらったものであるらしい。

　よく見れば絵には──三人の人物が描かれている。

　大人らしき男女と、それから子供。

　勿論、精せい緻ちな描びよう写しやなど望むべくもないが──女の頭部に角らしきものが描かれている事から、これはドイル一家のものであるという事は、さすがに察しがついた。

「親子の絵。家族の絵」

　頷きながらチャイカはその絵を改めて掲かかげる。まるで見る者の心を打つ名画であるかの様に。

「良いもの」

「……そうだな」

　とりあえずトールは頷いてみせる。

　チャイカは──『親子』や『家族』といった言葉に弱い。甘いと言っても良いだろう。世界を敵に回して亡なき父の『遺体』を集める彼女にとって、しかしその甘さは、致ち命めい的てきなものにもなりかねない。

　それは以前から重々承知しているトールなのだが──そもそも親子の絆きずなや情を否定するならば、チャイカの旅そのものも無意味になってしまう。

　割り切る為ための一線を何ど処こかで引かねばならないと思いつつも、トールは今まで、チャイカにそれを示す事も出来ないまま、此こ処こまで来ている。

「そしてこちら」

　チャイカが更に得意げに引っ張り出してきたのは。

「…………」

　顔を見合わせるトールとアカリ。

　先のタリスの絵と大差無い出来の絵が一枚。構図としてはそっくりというか、背が高い男女の間に小こ柄がらな子供らしき人物が描かれているのだが。

　真ん中のその小柄な人物の背中に描かれているのは、これはひょっとして──棺か。

（ひょっとしてこいつ……）

　ふとトールは思う。

　この絵がタリスのそれに触しよく発はつされてチャイカが描いたものなのだとしたら、今の彼女にとって『家族』に当たるのは──彼女自身が意識しているかどうかは分からないが──〈禁断皇こう帝てい〉ではなく、トールとアカリだという事か。

「……トール？」

　きょとんとした表情で彼の顔を覗き込んでくるチャイカ。トールが微び妙みような……形容しがたい表情をしているのに気づいたのだろう。

「何？」

「何でもねえよ」

　トールは表情を引き締しめて言った。

「ところでチャイカ」

「うい？」

「やっぱり下手じゃねえかよ」

「容よう赦しや無い評価！」

　衝しよう撃げきを受けた様によろめくチャイカ。

　はっきり言って彼女の描いた絵──多分、トールとアカリと、そして彼女自身なのだろう──は、タリスのものと大差無く、何も言われずに見せられれば、先のものと同様、幽霊か何かを描いたものかと勘かん違ちがいしそうだった。棺かん桶おけなんぞが描かれているから尚更である。

「確かにこの絵には問題がある」

「むい？　乞こう指し摘てき」

「まず兄様だが眼めはもっと大きい」

「むい？」

「更に兄様だが足はもっと長い」

「むむ」

「次に兄様だが口元はこう凜り々りしく」

「何やってんだお前も！」

　いつの間にか、チャイカの絵に色々と修正を加えているアカリに怒ど鳴なるトール。見ればその中ではトールが全く別物に描き替えられていた。

　異様に巨きよ大だいな眼と、怪かい物ぶつじみて長い足と、何やら牙きばまで生えているその口元を見ていると、元のチャイカの絵よりも遥はるかにトール本人からかけ離はなれている様に見えるのだが。

「兄様の絵について指導を」

「架か空くうの方向に誘ゆう導どうしてどうすんだ」

「格好いいではないか。後は翼つばさをつければ陸海空を制する完璧版パーフエクト兄様として」

「他人の姿を捏ねつ造ぞうすんなつってんだよ。これじゃ益ます々ます化け物じみて──」

　とそこまで言って。

「──そうか。脅おどすつっても暴力じゃなきゃいいんだよな……？」

「兄様。何か妙みよう案あんが？」

　アカリがトールの呟つぶやきに気づいて尋たずねてくる。

「要は──あのゴロツキ共を怪我させなければいいんだよな」

　頭の中で考えをまとめながらトールは言った。

「チャイカ。ちと手を借りたいんだが、いいか？」

「うい？　勿もち論ろん」

　と絵を脇わきに置いてチャイカは頷うなずく。

「それとアカリ。薬や研げん箱は持ってきてたよな？」

「無論だが──」

　アカリは首を傾げる。

「何を企たくらんでいるのだ、兄様？」

「非暴力ならいい訳だろ」

　トールはにやりと笑って言った。
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〈白花亭〉の在る湖こ畔はんから最も近い街へは、深い谷を渡わたって行かねばならない。

　山さん岳がく地帯であるこの辺りは、単純な距きよ離りでいえばそう遠くない場所であっても、人の脚あしならば酷ひどく回り道を強しいられる事が多い。

　件くだんの湖や温泉が今一つ有名にならないのは、何かと行き来が不便だからである。特に谷に渡された吊つり橋は大型機車ヴイークルや馬車の通行が難しく、橋を使わない場合は迂う回かいを繰くり返して、丸一日掛かけて移動せねばならない。

　ともあれ……

「とりあえず明日も行ってみるか」

　橋の手前で焚たき火をしつつ──今朝、〈白花亭〉にやってきたゴロツキ達は、酒を飲んでいた。

　彼等はドイル・ドンカーブートとその家族を、あの〈白花亭〉の在ある土地から立ち退のかせる為に、代官に雇やとわれた身である。

　以前は適当に嫌いやがらせを繰り返すだけであったが……雇い主が焦じれてきた為、本ほん腰ごしを入れて『仕事』をする事になった。その為、街に帰らず──成果を出す前に迂う闊かつに帰れば、代官から何を言われるか分からない──橋の手前に在る庇ひさし状に張り出した岩の下に、野宿する事になっていた。

　此処に陣じん取どっていれば、何も知らずに〈白花亭〉に向かおうとする客を追い返すにも便利だ。

　しかし……

「腹の方はもう大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　笑いながら仲間が問うてくる。

「おう。出す物だしたからなあ」

　と禿とく頭とうの男は笑って言った。

「何だったのかよくわからねえが」

「娼しよう館かんの姐ねえちゃんに変な病気移されたんじゃねえの？」

「そっちの方の病気で、腹下す様なのってなんかあったか？」

「だから言ったんだよ、六のつく日は縁えん起ぎが悪いからやめとけってよ。なのにこいつときたら──」

　笑いながら男達は酒を飲む。

　明日こそはドイル・ドンカーブートとその家族を追い出せる、と彼等は考えていた。

　腹の調子がおかしくなって一いつ旦たん退いたが、本来ならば今日で終わっていた筈はずの仕事である。代官からは『場合によっては人死にが出ても何とかする』と言われている。手段を選ばないならば、そう難しい仕事ではない。明日もドイルの態度が変わらなければ、それこそ〈白花亭〉に火をつける事も彼等は考えていた。

「けど、あの宿屋に新しい働き手が入るとはなあ」

「黒くろ髪かみの方の娘むすめは中々だったな」

「銀ぎん髪ぱつの方も悪くは──」

「なんだお前。子供の方がいいとか、不気味な趣しゆ味みしてんな」

「うるせえよ。どうせなら役得ってのを期待してもいいんじゃねえか？」

「悪趣味ついでに、ドンカーブートの嫁よめもちいとひかれるなあ」

「亜あ人じん兵だぜ？　半分獣けものだとか──」

「だから気になるじゃねえか。普ふ通つうの人間と具合が違うのかとか、な？」

「大事な処ところを嚙かみ千切られてもしらねえぞ？」

　また男達が一いつ斉せいに笑う。

　その時──

「……ん？」

　男の一人が眼を瞬またたかせて橋の方を振ふり返った。

「どうした？」

「いや、今、何か──」

　男達は馬ば鹿か話ばなしを中断して脇に置いていた武器に手を伸のばす。

　今でこそ街でゴロツキをしているが、戦国時代には従軍経験もある者達ばかりだ。彼等が咄とつ嗟さに考えたのは、夜行性の獣の襲しゆう撃げき、もしくは──可能性は恐おそろしく低いが──ドイルが油断している男達に夜襲を仕掛けてきたか、である。

「おい……!?」

　一人が声を上げて──闇やみの奥の方を指差す。そこには……

「──！」

　男達が揃そろって呻うめき声を上げた。

　棺ひつぎが在った。

　黒い、闇に溶とけるかの様な、しかし、闇そのものに同化はせずに存在を主張する──死者の器うつわ。

　それが、脈みやく絡らくも常識も置き去りにして、全くの唐とう突とつにそこに在った。

　橋の横の、虚こ空くうに。

　棺の下に地面は無い。そこには深い谷が口を開いている筈だったのだ。なのに棺はそこに在る。まるで幻げん影えいか、さもなくば──

「お、おい……？」

　男達が顔を見合わせる。

　一体これは何なのか？

　分からない。分かる筈が無い。

　しかも棺は……がたがたと震ふるえたかと思うと、ゆっくりとその蓋ふたを横にずらし始めた。

「──！」

　開いた棺の蓋の下から、ゆらりと白いものが身を起こす。

　女だ。白い──女。

　白い肌はだ。白い髪。白い服。

　何もかもが灰の様に白い。

　およそ血の気を感じさせない、乾かわいた──純白。

　それは……

「幽ゆう霊れいっ!?」

　そう叫さけんだのは誰だれだったか。確かく認にんをしている余よ裕ゆうは既すでに男達には無かった。

「馬鹿な──」

　男達は武器を握にぎりしめて身構えるも、明らかに全員、腰が退ひけている。

　多くの兵士達は迷めい信しん深い。

　戦いくさの勝ち負けなど不条理の極きわみで、偶ぐう然ぜんによる要素も大きい。命のやりとりに『絶対』は無い。だからこそ、彼等はそこに『神』や『魔ま』を見るし、『運』やら『ツキ』というものを意識して、何かとゲンを担かつぎたがる。

　当然──

「なんだ、アレなんだよ!?」

「馬鹿な、幽霊なんて、幽霊──」

「空中に浮うかぶ位、魔法でも──」

「そういえば──」

　誰かが言った。

「ドンカーブートの宿屋って、奴やつの母親と姉が死んだ場所だって話で──あの宿屋が墓代わりで、それが確かなら──」

　もし幽霊というものが居るとして。

　それは──自分達の墓で狼ろう藉ぜきを働く者をどう思うのだろうか。

「なんだこれ!?　なんだ!?　身体からだが──」

「動かねえ!?」

　悲鳴じみた声と同時に、男達の武器が地面に転がる乾いた音が続いた。彼等は金かな縛しばりにでもあったかの様に、身動きがとれず、それどころか身体に力が入らず、緩ゆるんだ指から武器が滑すべり落ちてしまったのである。

「…………」

　俯うつむいていた女が顔を上げる。

　その顔は──

「眼めが、眼がねえ!?」

　誰かが悲鳴を上げると、後は連れん鎖さ的に皆みなが悲鳴を上げていた。

　男達の視界一いつ杯ぱいに広がる女の顔。

　誰かが叫んだ通り、その顔には眼が無かった。ぽっかりと開いた空くう洞どうの様な眼がん窩かがあるばかりなのだ。

「ああ、こっちに来るッ!!」

　駄目押しにトールはそう言った。

「く、来るな！」

「こっちに来るな！」

　男達は叫ぶ。

　逃にげ出したいが逃げられない。

　かといって戦い抗あらがう事も出来ない。

　彼等は──

「ひいいいいい!?」

　恐きよう怖ふのあまり気絶するまで、ただ悲鳴を上げる事しか出来なかった。
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　気絶した男達を見下ろしながら──チャイカは不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「心外。とても」

「まあそう言うな」

　男達の脇わきに立ってそう言うのはトールである。

　同時に……男達の頭上、庇状に張り出した岩の上から音も無く降りてきたのは、アカリだ。彼女の手には小さな袋ふくろが握られていた。

　彼女が男達の頭上から崖がけの斜しや面めんに沿って流していたのは──特性の幻げん覚かく剤ざいだ。正確には麻ま酔すい薬なのだが、使う量や状じよう況きよう、併へい用ようする薬物によっては、幻覚剤として作用する事がある。

　要するに『悪わる酔よい』だ。

　男達は酒を飲んでいた為ために、少量でも覿てき面めんに効いた様だ。

　いつの間にか傍そばに紛まぎれ込んでいたトールに気づかないどころか、ほんの一言二言、誘ゆう導どうの為の言葉を投げてやるだけで、彼の意図した通りの幻覚を見てしまう程ほどに。

「負傷。乙女おとめ心ごころ」

　チャイカは空中に浮かぶ棺の上でそう言いながら、機杖ガンドを操作──棺はゆっくりとトール達の処へと空中を滑って、着地した。

「別に素すのお前の顔が化け物じみてるって訳じゃないだろ。わざわざ化け粧しようしてそう見えるようにしてるだけだよ。説明したろうが」

「むぅ……」

　──そう。

　男達を心底怯おびえさせたのは、勿もち論ろん、本物の幽霊などではなく、チャイカである。彼女は白しろ装しよう束ぞくを着た上で棺に空中浮ふ遊ゆうの魔法を掛かけ、その中に入っていたのだ。

　元々色の白い彼女が白装束を帯びて闇の中に立てば、当然、ひどく目立つ。棺かん桶おけという不ふ吉きつな品も先に見ている以上、『幽霊だ』の一言が投げられれば、後は勝手に男達の中で想像が膨らんでいくのだ。

『眼が無い』云うん々ぬんも単にチャイカの瞼まぶたの上から大きめの黒い丸印を描えがいてあるだけの事である。そこにやはりトールが誘導の言葉を投げて、そう錯さつ覚かくさせたのだ。

「まあ、その、なんだ」

　未まだ少し不満そうなチャイカに、トールは頰を搔かきながら言った。

「本当に化け物じみてるなら、誘導の言葉も要いらねえよ。元が整った顔だからこそ、眼が無いとか、衝しよう撃げきがでかいんだ。分かれよ」

「……本当？」

「噓うそついてどうするよ」

「トール、思う、本当に？」

「だから噓じゃないって」

「……納なつ得とく」

　ぱっと表情を輝かがやかせて頷うなずくチャイカ。

　その様子を、見てアカリが──

「さすがは兄様だ。口先で女を丸め込む事にかけては人後に落ちない」

「人聞きの悪い事言ってんじゃねえ」

「是ぜ非ひ私も丸め込まれたい。さあ」

　両手を広げてアカリが言った。

「遠えん慮りよ無く口先で私を丸め込むがいい、兄様。美人だとかお前は俺の女め神がみだとかお前の事を考えると悶もん々もんとして夜も眠ねむれないとか実は黒くろ髪かみで目付きが多少鋭するどい娘むすめが一番の好みだとか」

「また今度な」

　無表情にそう迫せまってくる妹にそう告げてから、トールは改めて地面に転がっている男達を見下ろす。

「まあ、これで少しは効いただろ」

　彼等は──今もなお幽霊に迫られる悪夢を見ているかの如ごとく、揃って表情を苦く悶もんに歪ゆがめていた。
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「おはようございます」

　昨日と同じく、一日分の薪まきを割ってきたトールは、手に包帯を巻いて厨ちゆう房ぼうに立っているドイルや、その隣となりで彼を手助けしているミシュアに挨あい拶さつをした。

　ちなみに食堂ではこれまた昨日と同じ格好でチャイカとアカリが掃そう除じをしている。

「トール君。多分、あいつら、今日も来るだろうから、気をつけてくれ。とりあえず私が相手をするから君は部屋の中に隠かくれてくれていていい」

　とドイルは言ってきた。

「はあ……」

「君はそれなりに腕うでに覚えが在あるのかも知れないけれど、〈白花亭〉では暴力はやめてくれ。頼たのむよ」

「分かりました」

　渋しぶ々しぶ、といった表情を取り繕つくろってトールは頷く。

　勿論、彼は──『散々、脅おどしておいたので多分、あの連中はしばらく来ないと思います』とは言わなかった。

（少なくとも暴力じゃないしな）

　実の処ところ、男達を半殺しにして、二度と〈白花亭〉に来ない様に怖おそれさせる事も、出来た。

　だが──そうなれば恐おそらく代官は次により腕の立つ者を見み繕つくろって送りつけてくるだけだろう。トール達という『伏ふく兵へい』の存在が知られてしまうという事は、むしろ代官側に対策を立てる為ための情報を与あたえる事に他ほかならない。

　ならば幽霊だの怨おん念ねんだの、曖あい昧まいな話で煙けむに巻く方が、時間は稼かせげる筈はずだ。

　この手の催さい眠みんと幻覚の誘導は実際、戦場において敵陣じん営えいに混乱を引き起こす技術の一つとして使えるという事で、トール達が学んだものの一つだ。勿論、幽霊というよりも、架か空くうの夜や襲しゆうや奇き襲しゆうと錯覚させて、消しよう耗もうさせる様な使い方をする方が多いが。今回は単に応用である。

（とはいえ──これで終わりって事も無いだろうしな。面めん倒どうな話だ）

　ぼんやりと……やはり際きわどい衣い装しようで掃除をするチャイカとアカリを眺ながめながら、トールは小さく溜ため息いきをついた。







　第三章　弓聖の真実

　THE TRUTH OF BOW MASTER







　とすん──と何か軽いものが脳天の上に乗っかる感かん触しよくが在った。

「……むい？」

　きょとんとした表情で紫むらさきの眼を瞬しばたたかせるのは、長い白銀色の髪をした少女である。

　蝶ちようの形の髪かみ飾かざりを添そえたその頭は薄うす暗ぐらい山林の中でも──薄暗い場所だからこそよく目立つ。本人が望むと望まぬとにかかわらず。

「ででっぽう」

「むいっ!?」

　不吉な予感に少女の表情が引き攣つる。

「でででででっぽう!!」

「再会ッ!?」

　愕がく然ぜんと叫さけぶ少女の頭の上には、一羽の山やま鳩ばとが乗っかっていた。

　いや。乗っかるだけならば未まだ良いのだが、山鳩は猛もう烈れつな勢いで少女の銀ぎん髪ぱつ頭を突つつき始めた。何かそういう機関からくり細工の様に続けざまに──がががががが、と音が聞こえてきそうな速さで。

「痛、痛、激痛、停止、停止要よう請せいッ！」

「でででででででっぽう!!」

「むやああああああああ!?」

　逃にげ回ろうとして無意味に走り出し──しかし、彼女はがつん、という硬かたい音と共にのけぞって倒たおれる。背中に担かついでいた大きな荷物が、頭上に張り出していた枝に引っかかったのである。

「ででっぽう！」

　再び頭の上に乗っかると──ここぞとばかりに少女の額、髪の生え際ぎわを突きまくる山鳩。

　慌あわてており、しかも大きな荷物を背負ったままで、少女は起き上がる事すら出来ない。仰あお向むけになったまま手足をじたばたと動かすばかりで──その姿は、まるでひっくり返った亀かめだ。

「──何やってんだお前は」

　呆あきれの表情を浮うかべながらも片手で少女の頭の上の山鳩を追い払はらったのは──黒髪に黒こく瞳どうの若者である。彼が薙なぎ払う様に腕を振ふると、山鳩は短く不満げに一声啼ないてから、ばさばさと羽音を響ひびかせて、木々の間を飛び去っていった。

「……トール、感謝」

　少女は散々突かれて髪の乱れた頭を抱かかえつつも、その若者に──乱破師サバタートール・アキュラにそう礼を言う。

「チャイカ」

　トールは山鳩に襲おそわれていた銀髪の少女を──彼の雇やとい主であるチャイカ・トラバントを見ながらしみじみと言った。

「相当なめられてるな、お前……」

「否定、なめられる、ない、つつかれる！」

「侮あなどられてるつってんだよ」

　山鳩の飛び去った方向を見み遣やりながら、トールは溜息をついた。

　前にこの山に入った時、チャイカは山鳩の巣から卵を失敬しようとして、親鳥に散々つつき回された。恐らく山鳩はその時の事を覚えていて──特とく徴ちよう的な銀髪の娘が巣に近付いてきた為ため、攻こう撃げきしに来たらしかった。

　鳥は三歩歩けばそれまでの事を忘れるというが、どうもあの山鳩は相当に執しゆう念ねん深ぶかいらしい。単にチャイカが『与くみし易やすい相手』だと思われているだけかもしれないが。

「まあ前にも言ったけど、ありゃ、親鳥だろ。卵がある内や、雛ひな鳥どりが居る内は気が立ってるんじゃないか」

　子連れと手負いの鳥ちよう獣じゆうは厄やつ介かい──これは乱破師に限らず、山に暮らした経験の在る者達には常識である。

「むう……親子の絆きずな。侮り不可」

　ごろんと横方向に回転してから、ようやく身を起こすチャイカ。

「親子の絆っつうかなんつうか。習性みたいなもんだとは思うけどな」

　トールは溜息交じりにそう言った。

　その時──

「──何か用かのう？」

　山やま肌はだに鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる樹木の群れ……分厚い帳とばりの様なその向こうから声は漂ただよってきた。

「未まだ護衛の期限は先だと思ったがのう？」

　声だけだ。姿は見えない。

　そもそもトール達は未いまだに相手の姿を見た事が無い。

　この山は相手の『領域』──いわば庭だ。何ど処こからどう喋しやべれば何処まで声が届くか、相手は理解している。物もの陰かげに身を潜ひそめて姿を隠したままでも、支障無く会話が成立する程ほどに。

　グレン・ドンカーブート。

　かつて〈弓聖〉と呼ばれた男。同時に、かつてガズ帝てい国こく皇帝を討うった『特とつ攻こう隊たい』の──このフェルビスト大陸においては〈八英えい雄ゆう〉と呼こ称しようされる者達の一人である。

　分ぶん割かつされたガズ皇帝の遺体を持つ人物でもあり、これを譲ゆずり受ける為、グレンの要請に従ってトール達は今、とある宿屋で素す性じようを隠して働いているのだが──

「相変わらず声はすれども……か」

　忌いま々いましげにトールは言った。

　この場に来れば、グレンの方から近付いてくるだろうと踏ふんでいたのだが──そうと分かっていながらも、やはり何処に居るのかを把は握あくするのは困難だった。

「居場所、魔ま法ほうで探さぐれないか？」

　小声でトールはそう傍かたわらの連れに尋たずねた。

「障害物、沢たく山さん」

　チャイカは眉まゆを顰ひそめてそう言った。

「音おん響きよう探査困難。熱源探査困難」

　魔法の中には周囲の状じよう況きようを探る為のものも在る様なのだが……障害物が大量に在るこの山林の中では、グレンの正確な位置を特定するのが難しいらしいのだ。トールもある程度の距きよ離りまでなら相手の気配を探る事が出来るが、どうやらグレンは一定距離を保ってこちらに話し掛かけてきている様だし、元々、大小様々な生物の気配に満ちたこの山の中では、人間一人の気配も周囲に溶とけ込みやすい。気配からこれを選別して特定出来る程の力量は、さすがのトールにもなかった。

「……しょうがない」

　勿もち論ろん、チャイカへの問いはあくまで念の為だ。元々この山に入ったのはグレンと戦う為ではない。

「宿屋で働いて十日程になるが」

　トールは諦あきらめて適当に声を上げた。殊こと更さらに大声を出さなくても、こちらの声を聞き取れる位置にグレンが居るのは間ま違ちがいない。

「やっぱり色々無理があるぞ。何なんだ、あの非暴力主義っていうか──殴なぐられても踏みつけられても黙だまって耐たえるとか。何であんたの息子むすこはあんな風になってんだ？」

　グレンが『遺体』を譲る条件として提示してきたのは、グレンの息子が経営する宿屋を、地元のゴロツキ共から護まもる事だった。それだけならば、トール達にとって別に難しい事ではないのだが……グレンの息子、ドイルはとにかく暴力そのものが嫌きらいであるらしく、ゴロツキ達の無法にもただ耐えるだけ、トール達にも暴力の応おう酬しゆうを控ひかえるようにと言い出す始末である。

　これではまともに護衛など出来る筈はずが無い。

　とりあえず一度はゴロツキ達を『暴力を直接使わずに』追い返す事は出来たが、次も同じ方法が通用するとは思えない。

　どうやらドイルは父である、グレンの事を毛嫌いしているらしく……その結果がこの非暴力主義である様なのだが。細かい事はグレンも説明していなかった。

「俺が嫌いなんだろうさ」

　自じ嘲ちよう的な声が漂ってくる。

「〈英雄〉なんぞと呼ばれている父親がのう」

「それが分からねえんだよ。子が親に反感を覚えるなんてのは、よく聞く話だがな。それをどうこじらせれば非暴力主義になる？　というかどうも、あんたの息子は父親というより、軍人全部を嫌ってるみたいだが」

「……嫁よめと一いつ緒しよになる前も一ひと悶もん着ちやくあったようだがのう」

　何処かしみじみとした口調でグレンは言って寄よ越こした。ドイルの嫁のミシュアは、元軍人──脱だつ走そう兵へいである。

「とにかく──詳くわしい事情を教えてくれ。やはり護る相手の協力がない状態じゃ、護衛は不可能に近い。いざという時に、護る対象から邪じや魔まされたら、目も当てられない」

「…………」

　しばし──グレンは返事を寄越さなかった。

　あるいはそれは〈弓聖〉と呼ばれた男の、逡しゆん巡じゆんの証あかしであったのかもしれない。

　やがて……

「息子は、俺が、戦争をする為に、妻子を見捨てたと──自分の家族よりも、戦争を選んだと思っておるんさ。軍人ってのは、そういう生き物だと思っとるんだろうのう」

　若じやつ干かんの躊ちゆう躇ちよに揺ゆれる声で、グレンはそう言った。




　　　　[image: くぎり]




　トール・アキュラは乱破師だ。

　妹のアカリ・アキュラ共々、乱破師の隠かくれ里であるアキュラの里にて、修練を重ねる幼年時代を送ってきた。

　彼等の修練とは即すなわち、戦場における何でも屋・乱破師の技能を磨みがく為のものであり、その多くは戦せん闘とうの為のものだ。

　つまりは人を殺す事を前提の修しゆ行ぎようである。

　当然ながら──戦場において戦う、という事は自分も殺される可能性があるという事に他ほかならず、だからこそ、乱破師の修行とは常に命いのち懸がけだった。油断すると命を落とす様な修練も幾いくつも在あった。

　だから……トール達の様な乱破師にとって『死』とは至し極ごく身近なものであり、更に言えば、いつ何時、己おのれの身に降りかかるかも分からない様な……そんな当たり前のモノだった。

　そしてそれは──戦死や事故死に限らない。

「──兄様」

　チャイカと共に、ドイル・ドンカーブートが経営する宿屋〈白しろ花はな亭てい〉に戻もどってきたトールを出で迎むかえたのは、アカリであった。

　ドイルとその家族が無防備な状態になるのを避さける為、トールはアカリを残してグレンに会いに行っていたのである。

「どうした？　何があった？」

　彼女はいつも通りの無表情と口調だが……微び妙みような変化に、トールは気付いた。

「兄様達が出て行って──すぐにな」

　そう言いながらアカリが宿屋の奥──客用の部屋ではなく、ドンカーブート一家の私室を指差した。どうやらまた、ゴロツキだのなんだのが襲ってきた──訳ではない様だが。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、チャイカと顔を見合わせてから、トールは、半ば扉とびらが開かれた状態の部屋へと踏み込んだ。

「──これは」

　トールは眼を細めてベッドの上に寝ねかされたその子供を見つめる。

　未だ性差もはっきりしない様な、ただただ幼く愛らしい幼児。ただそこに居るだけで周囲の者の気持ちを和なごませる──乱破師であるトール達ですらも、そんな気持ちにさせられる存在である。

　ただ在る様に在るが故ゆえにこそ、この上無く純じゆん粋すいな──生命。

　だが……

「タリス──」

　途と切ぎれ途切れの荒あらい呼吸が幼い身体からだを苛さいなむ病苦の苛か烈れつさを示している。

　如い何かに健康を心掛けた生活をしていても、唐とう突とつに病に罹かかってしまう事はある。昨日までは元気に走り回っていた子供が、朝起きると、ろくに口もきけない──などという事も珍めずらしくない。

　とはいえ……

「急に元気がなくなってな。部屋に引っ込んで横になっていたのだが、先程から、意識も朦もう朧ろうとし始めた様だ」

　とアカリが言った。

「タリス──」

　名を繰くり返し呼びながら、幼い我が子の苦しむ姿を見て狼狽うろたえているのは、ドイルの嫁でありタリスの母親であるミシュアだ。

「ああ、タリス──」

　彼女は、救いを求める様に周囲を見回して──最後に傍らの夫に視線を向けた。

「……ひょっとして、私のせい？」

「何を言っている？」

　眉を顰めて問い返すのは、タリスの父でありミシュアの夫──ドイル・ドンカーブートである。

「私が……こんな、あ、亜あ人じん兵だから……」

　眼めを潤うるませてそう言うミシュア。

　彼女の頭部には、普ふ通つうの人間には備わらない筈の器官──角が一対つい、生えている。

　亜人兵。大戦期、母親の胎たい内ないに居る内から魔法改造を受けた特とく殊しゆ兵士の事を言う。彼等は付ふ与よされた能力の表象として──そして一いつ般ぱん兵士との区別の意味もあり、何らかの異形を示す事が多い。

　ミシュアの場合は、それが角だという事である。そして彼女は自分がそんな、普通でない身体だから──タリスにも何らかの影えい響きようが出たのではないかと心配しているのだ。

「馬ば鹿かな事を言うな。この病とお前の素性は何の関係も無い」

　はっきりとドイルはそう言い切った。

「この手足に出る斑はん点てんと、呼吸の速さと──細かい事は省くが、多分、私の母親や姉が罹ったのと同じ病気だ」

「……え？」

　ドイルの断言にミシュアは驚おどろいて眼を瞬しばたたかせる。

　二人が出会ったのは、ドイルの母親や姉が死んだ後だったというから、ミシュアにしてみればタリスの病気と二人を死に追いやった病とを繫つなげて考える事も無かったのだろう。

　しかし──

「むしろどちらかのせい、だというのなら私のせいだ。私の家系の血だから、この病気に罹りやすい、と考えるべきだろうな」

　ドイルは忌いま々いましげに言った。

「で、でも、貴方あなたのお母さんとお姉さんの病気って──」

　そこでミシュアは言葉に詰つまる。

　ドイル・ドンカーブートは以前に、母と姉を病で亡なくしている。それはつまり──タリスが罹っている病気は、日にち薬で治る様なものではなく、そのままでは命に関かかわる死病だという事だ。

「何種類か、薬の持ち合わせがあります。良かったら──」

　そう申し出るのは──アカリである。

　彼女は、アキュラの里において薬や研げん……つまりは各種薬やく剤ざいの調合に秀ひいでると判断され、その技術を集中的に修得させられた。彼女が乱破師サバターである事はドイル達家族には秘密だが、薬の持ち合わせがある──程度の話ならしても問題は無い、と判断したのであろう。

　だが──ドイルは首を振ふった。

「有り難がたいが……立て続けに身内を二人亡くしているから、私もこの病気については調べたんだ。発病してから手て遅おくれになるまでに、おおよそ四日前後──その間に専門の魔ま法ほう医いに掛からないと治ち療りようは難しい」

「魔法──」

　ふとトールとアカリは自分達の雇やとい主の方を見み遣やった。

「…………」

　チャイカは魔法師ウイザードだ。

　しかし彼女は一瞬、身を竦すくめると、申し訳無さそうに首を振った。

「専門家……専門機杖ガンド……必要」

　どうやら魔法師だから治療出来る、というものでもないらしい。確かに魔法関連の技術は急速に発展した反面、多方面に分化しすぎて、専門家でないとろくに扱あつかえない術式や魔法機杖ガンドもあると聞く。

「アクスラの街に一人、魔法医が居る」

　顔を上げてドイルが言う。

「この病気の話も彼から聞いた。大だい丈じよう夫ぶ──助かる、助けてみせる。あの時は私も子供で、どうにもならなかったが」

　一瞬、苦しげにドイルが言葉に詰まったのは、『あの時』の事を思い返しているからか。

　恐おそらくは──母と姉が死んだ時の事を。

「今は、どうすれば良いのかも分かっている。私もそれをやれる大人だ。お前も居てくれる。タリスは助かるよ」

　ドイルはそうミシュアに告げてから、トール達を振り返った。

「すまないが街に出る支し度たくをしてくる。君達はこの宿の留守番をしてくれるか？」

「それは構いませんが──」

「頼たのむ」

　半ば強ごう引いんにそう言い置いて、ドイルは奥の部屋に引っ込んだ。アクスラの街は少し遠いので、何の用意も無しに出で掛かける訳にはいかない、という事だろう。ちょっとした旅行になる──それも病気の子供を抱かかえての。

「お願いします」

　ミシュアもそう言ってタリスを抱えながら、夫の後を追った。
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　悲鳴が館やかた全体に響ひびき渡わたった。

　使用人達は顔を見合わせ、そして誰だれからともなく眼を伏ふせると、いつもの業務に戻る。悲鳴など自分達は聞いていない、とでも言うかの様に。

　誰が悲鳴をあげて、誰が悲鳴をあげさせたか……どちらも使用人達には分かっていたからだ。そしてその件について自分達は知らぬ存ぜぬを決め込んでおいた方が賢けん明めいであると──迂う闊かつに首を突つっ込むと、次に悲鳴をあげるのは自分達になると、彼等はよく分かっていた。

「──何が『幽ゆう霊れい』だ」

　館の主人──領主からこの地方の統治を任されている代官のベンジャミン・マーコスは吐はき捨てる様に言った。

　広間の床ゆかにはドイル・ドンカーブートの経営する宿屋──〈白花亭〉の立ち退のきを任せていた荒くれ者達が転がっている。彼等は一様に、己の喉のどをかきむしる様にして悶もん絶ぜつしていた。

「臆おく病びよう風かぜに吹ふかれおって。元軍人が聞いて呆あきれる。これだからゴロツキは役に立たん」

「…………」

　そう男達を評するベンジャミンの隣となりには、一人の人物が立っていた。

　短身瘦そう軀くで……しかしそれ以上は何も分からない。頭部をすっぽりと覆おおう暗色の頭巾フード、身体を覆うやはり暗色の外がい套とう、影かげがそのまま地面から立ち上がってきたかの様な、そんな印象が在る。

　ただし一点、明確に影と異なっているのは、青白い光を放つ得物──機杖を携たずさえている点だった。

　魔法師だ。しかも……

「見事だな」

「…………」

　ベンジャミンの言葉に黒衣の魔法師が身じろぎする。恐らくは頷うなずいたのだろう。

　魔法師の肩かたに、殆ほとんど音も立てずに舞まい降りたのは、一匹ぴきの鳥だ。何ど処こか奇き妙みような──青白い光を宿す『眼』の鳥。

　奇眼鳥コカトリス──それはそう呼ばれる生き物だった。

　棄獣フエイラと呼ばれる特殊な、魔法を使う生き物の一種。男達は魔法師ではなく、この鳥の魔法を掛けられて悶もだえ苦しんでいるのである。

　奇眼鳥の魔法に、直接的な破は壊かい力は無い。

　その効果はあくまで神経に作用するだけである。だがそれで充じゆう分ぶん──奇眼鳥の魔法を掛けられた生き物は、感覚を狂くるわされる。

　例えば魚に対して『此こ処こは空気中だ』と思い込む様にその神経を狂わせれば、水の中に在ありながら、息苦しさから魚は空気中に飛び出してくる。

　例えば呼吸をする、その際の感覚を、喉を焼く激痛に変へん換かんすれば、人間は満足に呼吸も出来ずに悶絶する。

　場合によっては視覚と聴ちよう覚かくを入れ替かえたり、苦痛と快感を入れ替えたり──生き物の感覚を狂わせる事で、事実上、その生き物を制圧する事が出来る。

　勿もち論ろん、狂わせ方を調整すれば、苦痛から逃のがれようとする余りに、自らの手で自分の首を絞しめて死ぬ──といった結果を導き出す事も可能だ。その意味で、直接的な破壊力は無いが、殺傷力は十二分にある魔法だった。

「高い金を払はらって呼んだだけの事はある」

　ベンジャミンは満足そうに言った。

「他ほかの棄獣も操あやつれるのであったか」

「装鎧竜ドラグーン、大海魔クラーケン、以外」

　と黒衣の魔法師は答えた。

　何処かぶつ切りの──単語だけを並べ立てるかの様な喋しやべり方である。あるいは大陸公用語が日常会話に使われない様な、辺境の国の出なのかもしれない。

「また、数に限り、在る」

「充分だ。たかが宿屋の主人とその家族──手間取る方がどうかしている。今すぐにでも取りかかってくれ。もう時間の余よ裕ゆうが無いのだ。細かい手段は問わない。とにかく連中があの宿屋から『居なくなった』のを確かく認にんすれば、その時点で残りの半金を支し払はらう」

「了りよう解かい」

　魔法師は頷くと改めて手にした魔法機杖を操作。

「パウラ・パウラ・オード・ナンセ・ペウセ……フォフ・ティネル……」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようと共に空中に浮うかび上がる魔ま法ほう陣じんがゆっくりと回転する。

　そして──

「顕あらわれよ──〈命じ縛るものザ・ドミネイター〉」

　その言葉と共に一ひと際きわ強い光を発する魔法陣。

　そして次の瞬しゆん間かん──

「──！」

　異音にベンジャミンが振り向けば、窓の処ところに──窓の向こうに、黒い巨きよ体たいが佇たたずんでいるのが見えた。

　一見、馬の様に見えるが──馬ではない。

　その証しよう拠こは額に生えた一本の角。

　何より、この屋や敷しきの二階の窓の向こう、つまりは空中に馬が立てる筈はずが無い──

「独角馬ユニコーン……！」

　驚おどろくベンジャミンを、そして悶絶したままの男達をその場に残し、魔法師は窓に歩み寄ると、これを開く。

　本来、人間とみれば容よう赦しや無く襲おそい掛かりこれを喰くう肉食の馬擬もどきは、しかし荒あらぶる様子も無く、魔法師が己おのれの背に乗るのを許容している様だった。

「──では」

　魔法師がそう言って、また身じろぎする。

　それが一礼だとベンジャミンが気付いたその瞬間には、魔法師と独角馬の姿は窓の向こうに消えていた。

　蹄ひづめが虚こ空くうを踏ふむ──独特の異音だけを一列に連ねて残しつつ。
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　ドイル達は支度に手間取っていた。

　幼児とはいえ、病身の子供を一人抱えて、徒歩ならば二日はかかる距きよ離りを行くとなると、相応の用意が要いる。

　ましてドイル達はゴロツキ共に狙ねらわれている身だ。とりあえずトール達が秘密裏りに脅おどしてこの〈白花亭〉付近には近付かない様にしておいたが、街まで出掛けるとなると、他のゴロツキに絡からまれる可能性もある。代官が雇った者が、一組だけとは限らない。

　戦って相手を退ける事をよしとしないドイルの性格上、そうした場合には、ひたすら耐たえて逃にげるしかない。野営用品や、食料など……持っていくものは、軽く、持ち運びし易やすいものを選ばねばならないだろう。

「──ドンカーブートさん」

　トールは部屋で準備をしているドイルの処に行って──声を掛けた。

「俺達も一いつ緒しよに行きます。もしゴロツキ共がまた来たら、タリス君を連れて逃げるのは無理でしょう？　そもそも街に出るには谷を渡るのが一番の近道ですけど──逆に言えば、そこに連中が陣じん取どっていたら、どうにもならない」

「……君達が護まもってくれると？」

　手を止めて顔を上げるドイル。

　その顔には怪け訝げんの表情が浮かんでいた。

「前にも言いましたが、一応、旅をしてきましたからね。護身術に毛が生えた位のものは、身につけてますよ」

　戦争が終わって未まだ五年余り……一歩街を出れば、山さん賊ぞくだの夜や盗とうの類たぐいは掃はいて捨てる程ほどに居る。戦争が無くなり、活計たつきの道が閉とざされた元兵隊らが、無法者に身を落とすのは珍めずらしくない。

　護衛のついた定期運行の街かい道どう馬車や街道機車ヴイークル、巡じゆん回かい商人達の商隊はともかく、庶しよ民みんが自ら旅をするとなると、命いのち懸がけ──護身の手段の一つや二つは無いと、即そく座ざに餌え食じきになるだけだ。

　別にトールの言っている事はおかしくもなんともない──筈だったのだが。

「不思議に思っていたが。君達──元軍人か何かかい？」

「……まあ、一応」

　肩を竦すくめてトールは言った。

「ドンカーブートさんは軍人がお嫌きらいなんでしたっけ？」

「そうだね」

　苦く笑しようを浮かべてドイルは言った。

「初めて会った時は、ミシュアにも随ずい分ぶんと酷ひどい態度で接していたよ」

「……亜あ人じん兵、だからですか」

　亜人は軍の技術で造り出された存在である。だからこそ今現在、この世界に存在する彼等は一人残らず兵士か、さもなくば元兵士だ。

「しかしどうしてそこまで？」

「…………」

「ひょっとして、と思ったんですが」

　トールは慎しん重ちように言葉を選びながら言った。

「ドンカーブートって名前……軍に居た時に聞いた事があります。〈弓聖〉って──」

「あの男の名を知っているのか」

　ドイルは不快そうに表情を歪ゆがめた。

　やはりドイルは軍人を嫌っているというより、先まずグレンを憎にくんでいるのだ。軍人に対する嫌けん悪お感かんは、グレンが軍人だったから、という理由に過ぎない。

　しかし──

「君もあの男を〈弓聖〉などと言って崇あがめ奉たてまつる口かい？」

「いや。正直、俺はまともに戦場に出る前に戦争が終わったもんで。噂うわさに名前を聞いた事がある程度です」

　とトールは言った。

「やっぱり御ご係けい累るいですか？」

「──いわゆる、私の、『親おや父じ』だよ」

　吐はき捨てる様にドイルは言った。

「〈弓聖〉などと崇める奴やつも居るが。奴は自分の妻子すら見捨てて戦場から戻もどってこなかった、ただの、戦争狂ウオーモンガーだ」

「戦争狂──」

「奴は──奴等の様な軍人は、戦って武功を挙げる事だけにしか興味が無い。奴は自分の妻が、子が、病に罹かかって死にそうな時にも、いや、死んだ後ですら、戦場から戻ってはこなかった。私は何度も手紙を出したさ。当時は私も子供だった。自分一人では何も出来なかった。母が死んで、次の年には姉が……苦しんで死んでいくのを、ただ見ているだけだったんだ」

「…………」

　大事な人を助けられなかった無力な自分への怒いかり。それはトールにも覚えが在る。

　だが──

「何が〈弓聖〉だ。何が〈英えい雄ゆう〉だ。奴は──射殺す事しか出来ないじゃないか。子供一人、救う事も出来ないじゃないか。腕うでっ節ぷしの強さが何の役に立つ？　そんな奴が崇め奉られているなんて、滑こつ稽けいで──」

　そこまで言って、ドイルは言葉に詰つまる。

　自分が激げき昂こうしつつあるのに気付いたのだろう。自分の中で不用意に高まっていた圧を下げようとするかの様に、彼は一度大きく溜ため息いきをついた。

「私は奴とは違ちがう。息子むすこを救ってみせる」

「…………」

「君を責めるのはお門かど違ちがいだろう。分かってる。すまない」

「いや、それは良いんですが」

　トールは言ってから──

（本当、余計なお世話なんだけどな）

　自分の性しよう分ぶんに僅わずかながら呆あきれつつも、続けた。

「ひょっとしたら、ですけど」

「……うん？」

「帰るに帰れなかったって事も──あるかもしれません」

　トールはグレンと戦った時の事を思い返しながら言った。




『まあいい。正直、望んで殺した訳でもないしのう。戦争はもう終わった。殺す理由も無いのう』




　何ど処こかしみじみとした口調でそんな台詞せりふを口にしたグレン・ドンカーブートと、『戦争狂』という言葉はどうにも嚙かみ合わない様な気がした。

　無論、戦争中と戦後と、考え方が変わるのも珍しくはないが──

「状じよう況きようにもよりますけど」

　トールは先程、グレン本人から直接聞き出した『事情』を思い返しながら──慎重に言葉を選んで続けた。

「〈弓聖〉なんて言われる程の強つわ者ものが、戦列を離はなれればそれだけで、甚じん大だいな被ひ害がいが出る事もあるでしょう」

　だからこそ敵前逃とう亡ぼうは重罪なのだ。

　兵士としての務めを全うしていない、という以上に、それは他ほかの兵士達の命を危険に曝さらすからである。

「自分が戦列を離れれば十人、いやもっと死者が出る──と分かっている状態で、家族の元に帰れるかどうか」




『……俺は帰らなかったんさ。妻が、そして娘むすめが病に罹った、苦しんでる、助けてくれ、という息子からの手紙を受け取っていながら──のう』

『何な故ぜ？』

『俺の居た拠きよ点てんは……山間部の要よう塞さいだったんだが……敵の侵しん攻こうが激しくての。負傷者は日々増えていくし、戦線は他でも拡大中だったから、兵員の補ほ充じゆうもままならん。むしろ俺が居たお陰かげで「あそこは〈弓聖〉が居るから大だい丈じよう夫ぶ」と、増員が後回しにされる始末でのう』

『……それは』

『そうさ。俺が抜ぬければ途と端たんに戦線は瓦が解かいする。そういう状況だった。当然、負傷した仲間達も皆みな殺ごろしにされる。散々、敵兵を罠わなに塡はめていたからのう。相手も相当苛いら立だっておったのは手に取る様に分かった』

『家族よりも戦友を選んだ、という事か？』

『まあそうなるのう。勿もち論ろん、子供の書く手紙だからの、それだけでは妻や娘の病気がどういうものかは、俺にも分からんかった。死に至る様な重病かどうかものう。それに砦とりでの負傷兵は十人以上居ったからの。砦が墜おとされれば多分、その倍の死傷者が出たであろうし、その後、近きん隣りんの村や町にも被害は出たろうよ。死者は恐おそらく、五十を下らんかった筈で……どちらを選ぶのかと言われたら──のう』




「──だがそれは」

　ドイルは唸うなる様に言った。

「つまりは戦友十人の命の方が、家族二人の命より重いと判断したという事だろう？」

「それは──」

　その通りだろう。

　そして全すべての人間に対して公平に考えるなら、戦友十人の命の方が、家族二人の命よりも確実に重い。

　それを『間違い』とは言えまい。

　だがドイルの立場で、それを正しいと認める事もまた出来ないのは当然だ。

　当時は未だ少年であった筈はずのドイルは、『自分達は父に捨てられたのだ』と思っても当然である。

「戦友の為ために家族をも顧かえりみなかった、立派な英雄──という事になるのかもしれないが。軍人にとってそれは美談なのかもしれないが……私は奴を許さない」

「…………」

　トールは溜息をついた。

　これは部外者のトールがどうこう言える問題でもないし、そもそもこの親子の関係を改善してやる義理も無い。

　そして──

「とにかく私はあの男を……」




　──悲鳴。そして破は壊かい音。




　唐とう突とつなそれがドイルの言葉を遮さえぎったのは、次の瞬しゆん間かんだった。
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「──棄獣フエイラッ！」

　叫さけびながらもチャイカの反応は素す早ばやかった。

　普ふ段だんは決して機き敏びんではない──むしろ鈍どん臭くさい所作が目立つ少女なのだが、この時ばかりは何の停てい滞たいも逡しゆん巡じゆんも無く彼女は自分の『棺ひつぎ』に駆かけ寄った。

　その蓋ふたを開き、蓋の内側に収納されていた機杖ガンドを組み立てる動きも、流れる様に淀よどみない。そもそも普通の人間ならば棄獣を前にすれば恐きよう怖ふで身動きすら出来なくなるものなのだが──

「チャイカッ！」

　叫びと共にアカリが懐ふところから抜いた手裏剣スローイング・ダガーを放つ。それはチャイカのすぐ眼めの前にまで迫せまっていた棄獣の攻こう撃げきを──奇眼鳥コカトリスの魔ま法ほうによる『視線』を遮って散らした。

「アカリ──感謝」

　そう返しつつチャイカは手早く機杖を組み立てる。

　その脇わきで──

「貴女あなた達──」

　病身のタリスを抱だき締しめたまま、驚おどろいた様子で言葉に詰まるのはミシュアである。

　今までチャイカ達は『単なる旅人』としか自分達の身の上を語っていなかったので当然だ。亜あ人じん兵の──曲がりなりにも元軍人のミシュアは、アカリの技量が普通でない事も、チャイカの手にする機杖がどういう代しろ物ものなのかも、分かっているだろう。

「話──後！」

　そう叫ぶとチャイカは、やはり棺の中から取りだした魔法思念料の薬やつ莢きようを機杖の中に装そう塡てんする。突とつ如じよ、〈白しろ花はな亭てい〉に飛び込んできた二匹ひきの奇眼鳥──これを斃たおさない事には、話も出来ない。

　しかし──

「どうした、チャイカ!?　──って」

　奥から駆け出してきたトールは、部屋の中をばたばたと飛び回る奇眼鳥を見て顔をしかめる。

「兄様ッ！」

　そんな彼に、荷物の中から取りだした愛用の武器──二本の小機剣コンブレイドを投げ渡わたすアカリ。自分の愛用の武器である鉄てつ槌ついではなく、トールの剣を先に取り出したのは、それぞれの武器の特性──得手不得手を理解しているからだ。

「おう！」

　鞘さやに入って飛んできた二本の小機剣を手にし、掌てのひらに刻まれている結印を合わせる。

　小型の機剣──気脈を通じさせ、自分の身体からだの一部であるかの様に操あやつる事が出来る小機剣は、室内などの限定空間内において最もその威い力りよくを発揮する。斬ざん撃げきの筋を厳密に制せい御ぎよ出来るからだ。アカリの鉄槌も同様の機能を持ってはいるが、回転運動が──『振ふり回す』のが前提の鉄槌は、室内での戦いには向かない。

　それに……




　ぎよおおおおおおお！




　奇き声せいを上げながら突つっ込んでくる奇眼鳥。

　その嘴くちばしのすぐ先、その空中に浮うかび上がる魔ま法ほう陣じんから、針の様な『視線』が飛び出してくる。

　トールはこれを身を沈しずめて避よけながら、下からすくい上げる様にして小機剣の一本を放つ。だがさすがに、相手は鳥──機敏に動いて投とう擲てきされた小機剣を回かい避ひ。小機剣は壁かべに突き刺ささった。

　ただ──

「──ッ！」

　トールは横へ跳とぶ。天地を無視したかの様に壁に両足で着地──それから更さらにこれを蹴けって彼は天てん井じようへ。

　室内で跳はね回るかの様なトールの動きに、奇眼鳥の魔法陣が──いやその奥の眼が忙せわしなく動く。照準しきれないのだろう。

　しかも──




　──ぎおっ!?




　その身体に細い鋼紐ワイヤーが巻き付いたのは次の瞬間であった。

　トールは単に奇眼鳥の『視線』を回避して跳ね回っていた訳ではない。先に壁に突き刺した小機剣──その柄つか頭がしらから引き出しておいた鋼紐で、奇眼鳥をからめとる為の動きだったのだ。

　鋼紐で縛しばり上げられた奇眼鳥に、アカリが放った手裏剣が深々と突き刺さる。空飛ぶ棄獣は一ひと際きわ大きな奇声を上げて、絶命した。

　だが──




　ぎよおおおおおおお！




　もう一羽の魔法が発動。

　避けようのない至し近きん距きよ離りから、トールに向けて『視線』の針が打ち込まれる。跳ね回る過程で、丁度、空中にあったトールはこれを回避する方法が──無い。
















「──！」

「顕あらわれよ──〈霞み眩むものザ・フラツシヤー〉！」

　チャイカの叫び──否いな呪じゆ文もん詠えい唱しようと共に別の魔法陣が空中で回転し、効果を発揮する。

　閃せん光こうと白はく煙えんが瞬間的に室内を満たす。

　奇眼鳥の魔法は──あくまで『視線』だ。

　故ゆえにそれは対象を『視みる』だけで照準可能だが、光と煙けむりによって遮られればどれだけ至近距離であろうとも効果を発揮出来ない。

　しかも──

「──ッ！」

　チャイカの魔法の発動と同時にトールは眼を瞑つぶっていた。既すでに何度も彼女と組んで戦っている彼は、その大まかな考え方が理解出来ている──この場でどういう魔法を使ってくるかの予想がおおよそついていたからだ。

　気脈を通じた小機剣の切っ先は、トールの指先と同じである。その気になれば空気の微び細さいな動きすらも感知出来る。

　煙を押しのける様にして現れる奇眼鳥。

　その頭部を真下から撥はね上げたトールの小機剣が斬きり飛ばしたのは次の瞬間だった。頭部はぎいぎいと耳みみ障ざわりな声を上げながら天井に叩たたき付けられ──胴どう体たいはそのまま飛んで壁にぶつかり、血の跡あとをつけながら滑すべり落ちていく。

「無事か？」

「無論」

「うい！」

　トールの問いにアカリとチャイカが応じる。

　チャイカの隣となりに居たミシュアとタリスにも問題は無い様だった。

「これは──」

　驚いた表情を浮かべて奥から出てきたのはドイルである。彼はまずミシュアとタリスに駆け寄って無事を確かめると──トール達を振り返った。

「君達は──」

「ああ、くそ」

　トールは頭を搔かいた。

　グレン・ドンカーブートが『遺体を譲ゆずる』条件はあくまで、『ドイルにそれと知られずその一家を護まもる』事だった訳だが──これで失敗おじやんだ。

　まさか棄獣が飛び込んでくるなどとは、考えもしていなかった訳だが──

「チャイカ、防ぼう御ぎよの魔法の準備」

「うい」

「アカリ」

「承知している」

　そう言ってアカリは荷物の中から予備の武器──手裏剣だの煙玉だの──を取り出してトールの方に投げてくる。

「ドンカーブートさん。細かい事は後で。今はタリス君を街に連れて行く事だけを考えてください」

「何を──」

「奇眼鳥は」

　トールは改めて両手に小機剣を構えながら言った。

「本来──群れない。繁はん殖しよく期でもない限り単独行動が基本。なのに複数で襲おそってきたという事は……これを魔法で制御している『鳥ちよう獣じゆう使づかい』が居る。敵を未まだ斃しきってないんですよ」

　トールのその言葉をまるで待っていたかの様に──

「──!?」

　愕がく然ぜんとドイルとミシュアが息を吞のむ。

〈白花亭〉の店てん舗ぽの一部──玄げん関かん近くの壁と天井の境目、そこがいきなり崩くずれた。

　叩き壊こわされた──いや蹴り壊されたと言うべきか。

　崩れて生じた穴の向こうには、蹄ひづめが見えた。

　馬のものとよく似た、しかし、明らかに違ちがう生き物の爪つま先さきが。

　少なくとも馬は空中に魔法陣を描えがいてその上に立ったりはしない。

　つまり──

「驚きよう愕がく。不可解」

　少しかすれた──しかし甲かん高だかい声が言った。

　トールは、その穴の向こうに見える相手を──独角馬ユンコーンの背に腰こし掛かけている人物を見み遣やる。黒い頭巾フードと外がい套とうと、見るからに暑苦しい格好で、その容姿はよく分からない。だが片手に機杖を携たずさえている事からして、この人物が棄獣フエイラを操っている魔法師ウイザードに違いあるまい。

「依い頼らい──素人しろうとを数人殺害。話、異なる」

「なら、一いつ旦たん戻もどって雇やとい主に賃上げ交こう渉しようでもしてこいよ」

　とトール。

「良い提案。しかし」

　黒衣の魔法師は言った。

　怒いかりも嘲あざけりも無い──まるで単なる音の様な、冷え冷えとした声で。

「先に皆みな殺ごろし。二度手間──省略」

　そして次の瞬しゆん間かん。

　穴の向こうに──十羽以上もの奇眼鳥コカトリスと、数頭の独角馬が姿を現していた。
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「顕れよ──〈霞み眩むものザ・フラツシヤー〉！」

　チャイカの魔法は迅じん速そくに発動した。

　敢あえて新しい防ぼう御ぎよ魔法ではなく、先に使ったのと同じ魔法に切り替かえているのは、呪文詠唱の時の隙すきを見せない為ためだろう。同じ魔法であれば、魔法思念料の僅わずかな消費と簡単な調整だけで魔法を連射出来るからだ。

　先さき程ほどと同様に閃光と白煙が膨ふくれあがる。それに紛まぎれながらトールとアカリは前方に飛び出していた。

　正々堂々と戦う様な流りゆう儀ぎは、乱破師サバターには無い。

　ましてや状じよう況きようは多勢に無勢。トールが数えた限り、敵の魔法師が使し役えきしているのは十三羽の奇眼鳥と独角馬が四頭。真正面からつぶし合う様な戦い方をすれば、先に力尽つきるのは間違いなくトール達だ。

　しかも──

（この鳥獣使い──自分の技能をよく知ってやがる）

　魔法師は接近戦に弱い。

　長く重い機杖ガンドを抱かかえざるを得ず、何か一つ力を発揮するにも呪文詠唱や魔法陣の展開を必要とする魔法師は、中距離から遠距離の支し援えん向きで──逆に言えば、至近距離での格かく闘とう戦技能者と対した場合、一方的に狩かられるだけの餌え食じきにしか成り得ない。

　だからこそ通常、魔法師はのこのこ戦線の最前列に出てきたりはしない。本来であれば、トール達の前にその姿をさらすなど、悪手も悪手──自殺行こう為いだ。

　だが……

（奇眼鳥と独角馬──厄やつ介かいな）

　この二種の棄獣の共通点は、『飛行』能力である。

　元々が鳥である奇眼鳥は勿もち論ろんだが、独角馬は、その独自の魔法を用いて『空中を駆かける』事が出来る。

　この一点だけを取ってみても、基本的に地を這はう事しか出来ない人間には脅きよう威い以外の何物でもない。

　ましてこの棄獣達は魔法師によって統制されている。それはつまり軍と同じ──戦術を用い、布ふ陣じんでもって敵と相対するという事に他ほかならない。数の有利、数の暴力を最大限に活いかす術すべを持っているという事だ。

　しかもその『頭』──司令たる魔法師もまた、独角馬の上である。

　通常の剣けんや槍やりが届かない高みから、しかも戦せん況きようを俯ふ瞰かんして把は握あくする事が出来る。本来、最前線に出てこない筈はずの魔法師であるが、その弱点は既に克こく服ふくされているに等しい。相手にも同様の飛行能力を持つ敵か、長距離かつ高精度の攻こう撃げき能力を持つ敵が居ない限り、これは絶対的な有利として働く。

　つまり……

（開けた場所でならば、奴やつ等らは、一方的に相手を攻撃する事が出来る……！）

　奇眼鳥の視線魔法で相手の神経を狂くるわせ、動きを止める。その上で落下の勢いを加えた独角馬の突とつ進しんが相手にとどめを刺さす──これが恐おそらく基本戦法だろう。

「──ッ！」

　走りながら──助走をつけながらトールは充じゆう分ぶんに勢いが乗った処ところで跳ちよう躍やくする。白煙を押しのける様にして空中に躍おどり出たトールは、そこで視界を遮さえぎられ、完全に動けなくなっていた奇眼鳥の首を叩き落とした。

　煙越ごしの陰かげで、アカリもまた、一羽を鉄てつ槌ついで撃げき墜ついしているらしいのが見て取れた。

　だが──

「──ちっ！」

　続けて手裏剣スローイング・ダガーを投げようとした相手──予あらかじめ目算をつけておいた独角馬の上の魔法師が急速に遠ざかるのを見てトールは舌打ちする。

　チャイカの魔法で現場が混乱している間に速そつ攻こうで『頭』を叩く──それが最も確実な戦術だと考えたのだが。どうもあの魔法師、実戦経験が豊富なのか、判断が速い。

　しかも……次の瞬間には他の独角馬や奇眼鳥も上空に退いてしまっていた。これではトールとアカリには相手を攻撃する手段が得られない。

「──アカリ」

　着地した瞬間、互たがいに背中を護まもる体勢に入りながらトールは妹に向けて言った。

「ドンカーブート一家を護衛してこの場から離り脱だつしろ。俺とチャイカは何とか奴等を引きつける」

「兄様それは──」

　と言いかけて。

「そうか」

　アカリが小さく頷うなずく気配が、背中越しに感じられる。

「そんなにも兄様はチャイカと二人っきりになりたいのか」

「は……？」

「この妹の私を差し置いて……破は廉れん恥ちな。二人っきりになった処で何をするつもりだ兄様！」

「二人っきりも何も魔法師も居るし棄獣も居るだろが！」

　煙けむりを突つき抜ぬけて飛んでくる奇眼鳥を、二本の小機剣コンブレイドで牽けん制せいしながら怒ど鳴なるトール。

　同じく自らも煙玉を取り出して地面に投げつけながら、アカリは──背中合わせの状態なので表情は見えないが、多分、いつも通りだろう──言った。

「分かっている。殺さつ伐ばつとした現場の空気を和なごませる為の冗じよう談だんだ」

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうあるな、お前は!?」

　一層、白はく煙えんは濃こさを増し、その範はん囲いが広がる。

　その最中──

「頼たのんだ」

「頼まれた」

　そんな言葉を交かわして、トールとアカリは弾はじかれた様に左右に分かれた。
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「あの娘むすめ……」

　独角馬ごと上空に退たい避ひしながら──魔法師は〈白花亭〉を見下ろす。黒い頭巾に隠かくれてその表情は見えない。

　だが──頭巾の下から送られる視線は、〈白花亭〉から駆け出すチャイカに向けられている様だった。長大な機杖を抱えて走る彼女の姿を、束つかの間、魔法師は見つめ──

「殺傷。アレから」

　呟つぶやきながらわずかに身じろぎすると、魔法師は幾いく筋すじかこぼれた銀ぎん髪ぱつを、指先で再び頭巾の中に押し込んだ。




　　　　[image: くぎり]




　煙玉を三つばかり使い──残り一つという状態でトールはようやくチャイカの傍そばに辿たどり着いた。機杖を抱えて走る彼女を、〈白花亭〉のすぐ傍、庇ひさしの陰に引っ張り込む。

「むいっ!?」

「チャイカ──頼みがある」

　引っ張り込まれた事に驚おどろく彼女に、トールは言った。

「俺を、あの魔法師の居る高さにまで魔法で揚あげてくれ」

「むい？　無理、浮ふ遊ゆう魔ま法ほう、低速度、狙ねらい撃うち──」

　チャイカは首を振ふった。

　魔法で空を飛ぶ事は──正しくは『空中に浮うかぶ事』は出来る。だが魔法は周辺の状況に著いちじるしく影えい響きようを受ける為、チャイカの技量と彼女の機杖では、高速飛行が出来ない。本来は補正術式を幾つも積んだ航天機兵用の専用機杖を使い、化石念料を大量消費して、ようやく高速飛行は可能になるのだ。

　だが──

「浮遊の魔法じゃねえよ。飛ばしてくれつってんだ」

　トールは歯を剝むいて獰どう猛もうに笑った。
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「これは……！」

　街に行く上での最短路。

　それは深い峡きよう谷こくの上に渡わたされた吊つり橋を通る事であった。他の方法でも勿論、街に出る事は出来るが、地面や天気の具合によっては更さらなる迂う回かいが必要となり──ひどい場合には六日も七日もかかってしまう。

　アカリは先に〈白花亭〉に嫌いやがらせに来ていたゴロツキ達を追って、何度かこの吊り橋の処まで来た事があった。

　だが──

「なんて事だ」

　呆ぼう然ぜんとそう呟くのは、タリスを背負ったドイルである。

「これでは──」

　魔法医の処にタリスを連れていくのが間に合わない。

「……そうか。あの魔法師ウイザード」

　アカリが眉まゆを顰ひそめて呟いた。

　独角馬ユニコーンに乗った魔法師は、自身は空中移動が可能である為ため──予め橋を落として、ドンカーブート一家を〈白花亭〉周辺に閉じ込める事にしたのだろう。その方が確実に全員を始末出来る。

「どうする……」

　縄なわをすっぱりと切られて、谷底に向かい垂れ下がるだけの橋を──橋だったものを見下ろしながら、アカリは呟いた。

　いかに超ちよう人じん的な乱破師の技わざを用いても、この深い渓けい谷こくを渡るのは不可能だ。対岸まで距きよ離りが在あり過ぎる。勿論、崖がけを降りる事は可能だが、素人しろうとのドイル達を連れてとなると手間取るのは必至──ましてや対岸を登るとなるとこれはもう不可能に近い。

　何より時間が掛かかりすぎる。

「わ、私、走ります──」

　とミシュアが言った。

「行軍訓練なら受けてましたし──谷を迂回して」

「無茶を言うな。全力疾しつ走そうなんてそうそう長い時間出来るもんじゃない」

「でも、でも、じゃあどうやってタリスを……！　他に出来る事なんて何も──」

　ドイルに向けて悲鳴じみた声でそう言うミシュア。

　ここに来て完全に手て詰づまりだ。

　諦あきらめてタリスが死ぬまでこの場で見守るか。

　間に合わないと分かっていても迂回路をとるか。

　橋が使えない以上、その二択たくしか──

「…………？」

　ふと何かの気配を感じて顔を上げるアカリ。

　そんな彼女の眼めの前を──猛もう烈れつな勢いで何かが通り過ぎていった。

「なに!?」

　愕がく然ぜんと後方を振り返るアカリ。

　彼女の眼の前を横切る様にして渡されたそれは、細い細い紐ひも──

「……なんだ？」

　ドイルも気付いたのだろう。後方を、つまりはその紐が伸のびている元と……更にはその先せん端たんが到とう達たつした先を順に見み遣やる。

　谷の向こう側、そこに突き刺ささる鋼鉄の矢を。

　紐はその矢の風切り羽根と覚しき部分に繫つながっている。

　つまり──

「これは」

　呟くアカリの眼の前を、更に三回、紐を引きずって矢が飛んでいく。それらは見事に谷の対岸の、しかも同じ場所に突き刺さっていた。

「ミシュアさん。ドイルさん。これを」

　アカリは懐ふところから取り出した金具を二人に渡す。乱破師サバター達の常備品の一つで、鋼はがねの細棒を二重の輪状に丸めただけの代しろ物ものだが、何かと役に立つ事が多い。

　例えば──

「紐に引っかけて。それから自分の身体からだを別の紐でこの輪に結び付けて。それでこの谷を渡ってください」

「……なんだって？」

　驚くドイル。

　彼にしてみれば無茶の極きわみとも言うべき提案に思えたのだろう。

　だが──

「やります！」

　そう言ったのはミシュアである。

「軍に居た頃ころ、紐や縄を使っての渡と河か訓練を受けた事がありますから……！」

「ミシュア、お前──」

「もう何年も前ですけど、やれます、やって見せます、やらせて──貴方あなた」

　必死の表情で訴うつたえるミシュア。

　現状──それがタリスを助け得る唯ゆい一いつの方法だと彼女も理解しているのだろう。

「しかしこの紐は──あの矢は」

　表情を曇くもらせてドイルは、対岸に刺さった矢を見遣る。恐おそらくあの矢を誰だれが射ったのか、彼も気がついているのだろう。ただでさえ重い鋼鉄の矢を、しかも紐付きで正確に、遠方にまで届かせる。更にそれを立て続けに四連射。常人に可能な事ではない。

　だが──〈弓聖〉と呼ばれた様な達人であるならば。

「…………分かった」

　ドイルは嚙かみ締しめた歯の間から押し出す様にそう言った。
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　魔法師は眼を細めた。

「…………無む駄だな事」

　あの──銀ぎん髪ぱつ紫し眼がんの少女が、何やら新しい魔法の術式を展開し始めたのが、分かったからである。

　こちらを狙そ撃げきしようというのか。

　確かに攻こう撃げき手法である魔法の有利性として、遠距離攻撃が可能な点が挙げられる。だが照準にも発動にも手間取る魔法は、何らかの方法で相手の動きを止めるなり制限するなりしなければ、とても空中の独角馬や奇眼鳥コカトリスを追いきれるものではない。

　同じ魔法師だからこそそれが分かる。

　しかし──

「顕あらわれよ──〈弾ザけ・飛バばーすスもタのー〉ッ！」

「──!?」

　その呪じゆ文もんが爆ばく裂れつの呪文であると──正確には特定対象物の中に生じさせた爆発力で、大量の破は片へんだの何だのを飛ばし、凶きよう器きとして使う為のものであると気付いたその時。

　地面に生じた魔ま法ほう陣じんから、大きな石が魔法師と独角馬に向かって撃ち出されていた。

　その上に乗った黒衣の若者と共に。

「爆裂の呪文を……！」

　破は壊かいの為ではなく、若者を飛ばす為のものとして使ったのだ。地面に半ば埋うまっていた石の真下に爆発を設定し──その上に乗った若者を空中に打ち上げる。これを以もつて『高度』における不利を解消しようとしたのか。

「だが愚おろかッ！」

　魔法師は独角馬と繫がったままの意識で命じ、空中を後退させる。

　同じ高さに飛んだところで、魔法を持たないただの人間が空中で移動出来る筈はずもない。逃にげる魔法師を追う事すら出来ない筈だ。むしろ遮しや蔽へい物も何も無い空中に飛び上がった事で、若者は奇眼鳥の視線魔法の良い的でしかなかった。

「順序変へん更こう。貴様から──」

　まずはあの銀ぎん髪ぱつの少女を、と思っていた魔法師だが、そんな優先順位にこだわって状じよう況きようを見誤る程ほどに、素人ではない。

　即そく座ざに奇眼鳥達に命じて若者の攻撃を──

「──!?」

　若者が空中で軌き道どうを変化させた。

　土台にしていた石を蹴けったのである。彼は後退する魔法師と独角馬に向かって空中を横方向へと跳とぶ。

　若者を包囲する積もりで展開していた奇眼鳥達だが──彼は空中で横へと跳んだ事で、その包囲から抜ぬけ出していた。結果、魔法師によって命令を下され、若者を『視みる』事に専念していた奇眼鳥達は、若者の後を追い、むしろ若者に引きずられる様にして一箇か所しよに集まってきて──

「──ッ！」

　若者の手から手裏剣スローイング・ダガーが飛んだ。




　──爆音。




　どうやら手裏剣に火薬が取り付けられていたらしい。直接の殺傷力はさすがに無くとも、その衝しよう撃げきと白はく煙えんは、奇眼鳥達を混乱に陥おとしいれていた。

「貴様ッ！」

　魔法師は吠ほえて、とどめを刺すために後方に控ひかえていた独角馬三頭を前に出す。だがその内の一頭に向けて、空中の若者が手にした小しよう剣けんを──交こう叉さ法気味に突つき刺したのは次の瞬しゆん間かんだった。

　恐ろしい程の見切りである。

　一歩、いや半歩間ま違ちがえば独角馬の牙きばで身体を引き裂さかれていたであろうに。むしろ飛び込んできた独角馬の身体に剣を突き刺す事で、更さらに若者は軌道を変えていた。

　空中を暴れ回る独角馬の頸けい部ぶに腕うでを回してしがみつくと、若者は独角馬の頭部、その魔法の芯しんとも言うべき一本角を叩たたき折っていた。




　──ぎおおおおおおおおおおッ!!




　悲鳴とも怒ど号ごうともつかぬ声を発しながら落ちて行く独角馬の巨きよ体たいを蹴り、再び滞たい空くうする若者。だがそこに残り二頭の独角馬が左右から若者に襲おそい掛かる。今度こそ若者にこれをかわす手段は無い。

　その時──

「顕れよ──」

「──！」

　魔法師ウイザードは若者に注意を向ける余り、地に残った少女の存在を失念していた自分に気付いた。そして自分が他ほかの三頭を操あやつるのに専念する余りに、自分の乗る独角馬ユニコーンを先程から同じ位置に滞空させたままだという事に。

「──〈切ザり・裂リくツもパのー〉ッ!!」

　地上から放たれた切断の魔法は、魔法師をかすめ──しかし魔法師が乗っていた独角馬の首を、斬きり落としていた。




　　　　[image: くぎり]




　──六日後。

　街の魔法医の処ところまでミシュアとタリスを送り届けたアカリが一いつ旦たん戻もどってきた時、トール達もまた、大きく壊こわされた〈白花亭〉の壁かべの応急修理を終えていた。

　既すでに斃たおした棄獣フエイラは、後々面めん倒どうな事にならないようにと埋めて隠かくした。

　それらを操っていた魔法師は逃げてしまった様だが──空中の独角馬から落下したらしく、地面にはへし折れた機杖ガンドと、更には点々と血の跡あとが残っていた。

　恐らくは重傷を負った筈だ。それでも逃げたのは大したものだが、機杖を失ってはもう簡単に再襲しゆう撃げきを掛かけられる状態ではなかろう。追ってとどめを刺す必要は無い──そうトール達は判断していた。制せい御ぎよを失って暴れ始めた残りの独角馬を斃すのにかまけていた為ため、余よ裕ゆうがトール達の側になかったという事もある。

　いずれにせよ……

　ゴロツキや魔法師の雇やとい主であろう代官の任期はもうすぐ終わる。

　魔法師を使い、人死にが出るのを覚かく悟ごで襲ってきたのも、それに焦あせっての事であろう。逆に言えばもう改めて〈白花亭〉やミシュア、タリスを襲う人員を確保している余裕は無い筈だった。

　それに──

「…………」

　トールは〈白花亭〉の傍そばに生えている樹きの一本に、ぶら下げられている布包みを手にとった。一本の矢が突き刺さっており、それに結び付けられていたものだ。

　中を開くと──

「──『遺体』！」

　隣となりで中を覗のぞき込んでいたチャイカが歓かん声せいを上げる。確かにそこには、硝子ガラスに封ふう入にゆうされた手首が一つ、入っていた。

　グレン・ドンカーブートが、自分の所有していた『遺体』を寄よ越こしたのだろう。

　それはつまり、仕事が済んだのだと──『もうトール達はドイルやミシュアやタリスを護まもる必要が無い』とグレンが判断したという事に他ならない。

（まあ、ばれちまったからな……）

　谷に紐ひもを渡わたしたのはグレンである、という事はドイルも気付いているだろう。

　あくまで自分の関かん与よをドイルに気付かれないように、という意味でトール達を使った筈なのだが、こうなっては隠している意味は無い。これからは多少の敵が襲ってきても、グレンが息子むすこ家族を直接、護るだろう。

「──トール君」

〈白花亭〉の中から出てきたドイルが、声を掛けてくる。

「結局、君達は──あの男に頼たのまれて、私達を護っていたのだね」

「そうなりますね」

　トールは肩かたを竦すくめて言った。

「お礼を、言うべきなんだろうね」

「いや、それは──」

　言ってトールは『遺体』を入れた包みを少し持ち上げて見せた。

「俺達は雇われただけです。報ほう酬しゆうも、この通り貰もらいましたしね」

「…………」

　ドイルは溜ため息いきをついた。

　礼を言うならグレンに──という言外の意味に気付いたからだろう。

「私はだが、あの男を──やはり許す事は出来ないよ。あの男が本当に、前線の仲間に被ひ害がいを出さないように、戦場から戻ってくる事が出来なかったのだとしても、それは家族よりも仲間をとった、という事実はそのままだ」

「それは──そうですね」

「トール……」

　不安げにトールとドイルの間でチャイカが視線を往復させる。

「だが……」

　ドイルは眼めを伏ふせてこう続けた。

「それが苦く渋じゆうの末の決断だったのだろう、という事は──分かった」

　家族などどうでも良いのだと思っていたのなら……そもそもグレンはトール達を雇ってドイルの元に送り込んだりはしなかっただろうし、あの土ど壇たん場ばで──橋が墜おとされてドイル達が行き詰づまっていた時、自分の関かん与よがばれてしまうのを承知で、弓矢を使ったりはしなかっただろう。

　未いまだに当のグレンは、ドイル達の前は勿もち論ろん、トール達の前にすら姿を現してこないのだが──

「タリスが回復して妻と一いつ緒しよに戻ってきたら──」

　若じやつ干かんの躊ちゆう躇ちよをその口調に滲にじませながらも、ドイルは言った。

「自分が救った孫と、その、会わせてやる事くらいは、出来るかもしれない」

「…………！」

　ぱっと表情を輝かがやかせるのはチャイカである。

　この娘むすめは──本当に親子だとか家族だとか、その絆きずなだとか、そういう言葉や概がい念ねんに弱い。

「それ、とてもとても、良い事！」

　チャイカはそう言った。

「……そうかい」

　苦く笑しようを浮うかべるドイル。

「君達は──何か目的が在あって、旅をしているのか？　それがあの男と何か関係があったのかい？」

「それは──」

「父上、弔とむらう、為」

　トールが何と答えたものかと迷っている間に、きっぱりとチャイカはそう言った。

「そうか」

　ドイルはしかしそれ以上の細かい事を聞いてはこなかった。

　チャイカの父を殺した英えい雄ゆうの息子は、ただ、微び笑しようを浮かべて頷うなずくと──

「目的が遂とげられると、良いな」

　と言った。

「うい」

　何ど処こか誇ほこらしげな表情で応じるチャイカ。

（親子……か）

　その様子を見ながら、ふと形容のし難がたい気持ちを覚えるトール。

　彼は、そしてアカリも、本当の親というものを知らない。親子の絆というものについても、知識として知っているだけで、実感としてそれを肌はだで覚えた事は無い。

　だから──

（それがチャイカの『強さ』を支えているものな訳か）

　そう思う。

　ただ…………それがどうしようもない程の勘かん違ちがいであったという事を、トールが知るのは、それからしばらくしてからの事だった。







　　あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: さかき]さかきです。




『棺姫ひつぎのチャイカ』十二巻──ホントのホントにこれで最後、の巻であります。




　本筋としては十一巻で完結しておりますが、敢あえて、蛇だ足そくの中編に加えてドラゴンマガジン誌上で三回ばかり連れん載さいさせて貰もらった『グレン・ドンカーブート編』を収録してのお届けとなります。

　ちなみにこの中編は元々コミカライズ用プロット（茶さ菓か山やま先生に描えがいていただいていたコミカライズ版とは別に並行して一本やる予定でした）として用意していたもの、『グレン・ドンカーブート編』に至っては当初想定していなかったものだったので、ちと変則的な形でのお届けになってしまいました。申し訳無い。

　アニメ版は勿もち論ろん、小説本編とは別物ですが、アニメ版のグレンが白チャイカではなく、紅あかチャイカに『遺体』を渡わたしている事などは、その辺のドタバタが絡からんでいます。ぶっちゃけ、アニメのシリーズ構成が行われていた時点ではグレン編を小説でやる予定が無かったんですな。なので脚きやく本ほん段階でグレンの喋しやべり方だけ小説版に合わせていただきました。




　小説本編もアニメもこれで最後、という事で、先日──新宿であったアニメの打ち上げに参加して参りました。『親』の欲よく目めかもしれませんが、『棺姫のチャイカ』という作品は本当にスタッフの方々にもキャストの方々にも愛していただいた様で……大人数が参加しての打ち上げ故に混乱している場で、スタッフやキャストの方々が一人ずつ、わざわざ私を探して「楽しかったです！」と教えに来てくださったのが印象的でした。

　しかもスタッフの寄せ書き的なチャイカ本まで在るし……！（戴いただきました）。

　アニメスタッフではないですが、『学園チャイカ！』の水みな瀬せ先生まで、お風か邪ぜをお召めしの処ところを駆かけ付けてくださいまして……大変恐きよう縮しゆくでありました。




　打ち上げの現場で本巻の特装版に同どう梱こんされるであろうアニメの完成版を拝見しましたが、これがまた、スタッフの方々が愉たのしんで作ってくださっているのがよく分かる代しろ物もので……というかコメディ回である筈はずなのに戦せん闘とうシーン、動きすぎ（笑）。

　打ち上げの場でも申し上げましたが、スタッフの皆みな様さま、キャストの皆様、本当にありがとうございました！




　──で、今回書き下ろしの『蛇足』について。

　内容には触ふれませんが、順当な後日談ではなく、少し変則的な造りになっております故、読者の方は少し戸と惑まどわれるかもしれません。まあ、いつもの、『[image: さかき]が時折、思い出した様にやるトリッキーな造りの話』だとご理解ください（笑）。




　いずれにせよ、長々とおつきあいいただいた『棺姫のチャイカ』も、これでおしまいであります。初代担当のＭ丘おか女史、次代のたなぽん、三代目Ｏ村氏、四代目のＫ林氏、挿さし絵えのなまにくＡＴＫ先生、その他、関係者の方々、お疲つかれ様さまでした＆ありがとうございました。

　そして何より、ここまで読んでくださった読者の方々に、大感謝を。




　ではでは、出来ますれば、また次の本でお会いできますよう！


　２０１５／２／９
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